


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。



















　目次





序章　鬼おに化げ生しょう

第一章　洋鬼

第二章　隠れ鬼

第三章　鬼襲

第四章　悪鬼羅刹

余章　人じん鬼きの謀はかり

終章　小鬼

あとがき









[image: 幕末魔法士II -大坂鬼譚-]







[image: ]







[image: 序章　鬼化生]







　奥庭を吹き抜けた夜風が、音静かに廊下を歩む青年の頰ほおを、まといつくように撫なであげた。人肌程に生温かく、心地ここちが悪い。眼鏡めがねの奥で、いかにも神経質そうな眼が、すっと細くなる。

　その視し線せんの先、手て灯あかりも持たず忍び足で進んでいた人ひと影かげが、不意にこちらへ振り返った。

　叢むら雲くもを抜けでた十六夜いざよいの月が、互いの顔を余すことなく照らしだす。

（太た助すけの奴やつ、妙な刻限に何用だ……）

　と訝いぶかしみながらも、臆おくすることなく歩み寄る青年とは対照的に、大おお坂さか一の威勢を誇る薬種問屋、武ぶ州しゆう屋やの番頭は低い呻うめき声をあげ、その場で地蔵のように立ち固まった。両の手で持つ盆の上には、切きり子こ細ざい工くの鮮あざやかな硝子ガラスの水差しがのっている。青年が近づくにつれ、太助の肉厚な瞼まぶたは、裂けんばかりに見開かれていった。

　月下に映える、いかにも北ほく陸りくの産らしき白はく皙せき秀しゆう麗れいな容よう貌ぼう。きりっと通った鼻筋にのる丸眼鏡が、知的な眼まな差ざしによく似合っていた。中肉中背だが、顎あごの細い小顔のせいで、その実よりも長身に見える。装いは和と洋が混然となった粋いきな着こなしで、それが端正な顔立ちと相まり、年とし頃ごろの娘たちは魂を抜きとられたように見み惚とれて立ち尽くす。けれども、太助に関しては理由が違うようだ。

「よう、久しぶりだな」

「……ら、来らい青せい先生……」

　太助が声を詰まらせ、若き蘭らん方ぽう医いの名を呼んだ。心外なことに、まるで盗ぬすつ人とに匕あい首くちを突きつけられたかのように、表情に色いろ濃こく恐怖が張りついている。盆の上では水差しが小刻みに揺れ、カタカタと音を鳴らしていた。

「おいおい。知らぬ仲でなし、そう怯おびえるなよ」

　来青は、月明かりに濡ぬれた口元に微苦笑を浮かべ、十とおほど歳とし上うえである番頭の肩を気安く叩たたいた。

「第一、屋や敷しきに忍び込んでいるのは俺おれの方で、お前じゃないぞ」

　そう言われて尚なお、太助は怯えた瞳ひとみで周囲をきょろきょろと見回した。どうやら、主の長ちよう兵べ衛いに、以前のように手引きをしたと疑われるのが怖いらしい。事実としては、彼の手を一つも借りていないが、離はなれへと続く渡り廊下で声をひそめる二人ふたりを見れば、そう疑われても不ふ思し議ぎではない。

　自身を何としても守りたいのであれば、太助は今すぐ大声をあげ、人を呼ぶべきである。しかし、それを教えてやる程、来青はお人ひと好よしではなかった。

「こんな夜よ更ふけに何をしにこられたんです？」

「おい、本気で言ってるのか？」

　そう言い鋭するどく睨にらみつけてきた青年に、怖おず々おずと太助が尋たずねる。

「まさか、清きよ音ね様にお薬を……？」

「しばらく見んうちに、阿あ呆ほうになったのか？　そのまさかに決まってるだろ」

　来らい青せいが答えるなり、太た助すけは、ぐにやりと顔を歪ゆがめた。

「ご存知ないのですか？」

「何をだ？」

「先生に代わって今、清きよ音ね様に薬をお持ち下さっているのは洪こう庵あん先生ですぞ」

「それを知っているから来たんだ。洪庵先生がお出しになられているのは、痛み止めの妙薬。治ち療りようは、既に諦あきらめておられる。命を救うには、俺おれの魔ま法ほう薬やくが必要なんだ」

　言って傍わきを通り抜けようとした来青の袖そでを、太助が摑つかみとめる。

「お気持ちは分かりますが、これ以上、清音様を苦しめないで下さい」

「それは出来んな。あいつは生きたがっている。苦しむ姿を見たくないなら、俺について来なければいい」

　冷然と言い放つと、袖を摑む手を払いのけ、太助から水差しがのった盆を取り上げようとしたが、番頭は必死の形ぎよう相そうで身を捻ひねり、それをさせない。

「なりませぬ。清音様のことを思うなら、どうかお帰り下さい」

「事を済ませば、すぐに帰る。いいから、盆を寄こせ」

「それは出来ませぬ。今すぐお帰りを」

　次第に声が大きくなっていく太助を、来青は煩わずらわしげに見下ろした。

「もういい。お前はここで寝ておけ」

　右手を掲げ、彼の面前にかざす。

「おっ、おやめ下さい──」

　あとずさる番頭が叫べぬよう口元を鷲わし摑づかみ、引き寄せる。もう一方の手を掲げ、彼の額ひたいに銀ぎん色いろの火が灯ともった指先を疾はしらせた。音を低く抑えた詠えい唱しようが、奥庭に潜ひそむ鈴虫たちの鳴き声と重なり合う。

「──オルクスは汝なんじの墓所を知れり。我に冥くらき者の力を与えよ。深レ淵ジのエ眠ツりト」

　瞬またたく間に、もがく太助が大人おとなしくなり、分厚い瞼まぶたが下りた。拳こぶしの中で銀細工のように精せい緻ちな魔法陣を握り消し、崩れ落ちていく番頭の手から盆を取り上げる。

　太助は膝ひざをつき前のめりに倒れて、廊下に額をしたたか打ちつけたが、眼めを覚ます様よう子すはない。すーすーと気持ち良さげに寝息を立てている。このまま放置し、誰だれかの眼に留まると面めん倒どうなことになるので、来青は番頭の襟えり首くびを摑むと、片手一本で引ひき摺ずっていき、空あき部べ屋やへ放り込んだ。

「帰りがけに起こしてやる」

　と眠る太助に告げ、隣りん室しつへと歩を進めた。母おも屋やを振り返り人が来ないのを確たしかめてから、月つき影かげを映す障子を開き、体を滑り込ませる。

　十六畳もある広い部屋の真ん中に、ぽつりと布ふ団とんが敷しかれ、清音が眠っていた。枕まくら元もとの有あり明あけ行灯あんどんが、その寝顔を淡く照らしている。

　長髪は夜のように黒く、顔立ちは夢のように美しい。長なが患わずらいのせいで、やや頰ほおはこけているが、儚はかなげに思えこそすれ、彼女の美び貌ぼうを損なうまでには至っていない。

　胸に締しめつけられるような痛みを感じながら、来らい青せいは、眠る清きよ音ねの枕まくら元もと近くで膝ひざをつき、脇わきに盆を下ろした。袂たもとから家紋の入った溜ため塗ぬりの薬やく籠ろうを取り出し、水差しの横に置く。

　ふと頰ほおに視し線せんを感じ、清音を見ると、黒目がちな瞳ひとみが、こちらを向いていた。

「来青様……」

「中々会いに来れず、すまなかったな」

　言って、優やさしく頭を撫なでる。清音が陽ひ溜だまりでまどろむ猫のように、気持ち良さげに眼めを細めた。

「夢の続きを見ているみたいですわ」

「かもしれんぞ」

　清音が、口元に笑えみをたたえつつ、来青を睨にらみつける。

「いいえ、違います。そんな意地悪をおっしゃるのは、現うつつの来青様の証拠です」

「夢の中の俺おれは、そんな優しいのか？」

「はい、とても──毎夜会うなり、私を抱き締めて下さいます」

「なるほど。では、夢の俺に負けてられんな」

　来青は言うなり、背に手を入れて清音を抱き起こし、その瘦やせた体を愛いとおしげに両の腕で包み込んだ。耳元で熱あつい吐と息いきが漏れる。

「このまま死んでしまえたらいいのに……」

「駄だ目めだ。お前は俺が、絶対に死なせはしない」

　清音はそれに答える代わりに、来青をか弱くも精一杯の力で抱き返してきた。互いの鼓動を感じながら、しばし沈ちん黙もくの時が過ぎる。障子越しに聞こえる、かしましい鈴虫の音ねも、抱き合う二人ふたりの耳には届かない。

　清音の手がゆっくりと解ほどけたところで、身を引ひき離はなして見つめあった。

「具合はどうだ？」

「前に頂いたお薬が効いたらしく、随ずい分ぶん楽になりましたわ」

「そうか。それは良かった」

　と頷うなずきつつも、来青は、病状を素す早ばやく見て取り、清音の言葉を鵜う吞のみにはしなかった。もちろん、洪こう庵あんの薬が功を奏しているとも考えにくい。だからと言って、彼女の気き遣づかいを無む碍げには出来ないので、嬉うれしそうに微ほほ笑えんでみせた。自力で体を起こすことも辛つらげな清音の背に手を添えたまま、もう一方の手を薬籠に伸ばす。

「今日きようの薬は、もっと効くはずだ。俺とお前の為ため。少し辛つらい思いをするが、堪こらえてくれるか？」

「はい」

　迷いなく答えたが、清音の瞳に僅わずかながら影かげが宿っている。

「どうした？　俺おれの薬に不安があるなら言ってくれ」

　来らい青せいが問うと、清きよ音ねは慌あわてて首を横に振った。

「違うんです。別のことでお話ししたいことが……」

「何があったんだ？」

「それが……」

　と言ったきり、言葉が続かず、清音は長い睫まつ毛げを伏して視し線せんを布ふ団とんに落とした。来青がそっと肩に手を置くと、顔をあげ、思い詰めた瞳ひとみを向けてきた。

「お薬を飲み終わってから、少し相そう談だんにのって頂けますか？」

「当然だ。別に話が先でもいいぞ」

「お気き遣づかいありがとうございます。でも、話が長くなって、薬を飲まぬうちに誰だれかが来てはいけませんから。せっかく命を懸かけて忍び込んで下さったのに、それでは申し訳が立ちません」

「命懸けは大げさだぞ」

「本当に？」

　と問われ、来青は反射的に己おのれの尻しりを撫なでた。その様を見た清音が指を唇にあて、くすりと笑う。

「思い出されましたか？」

「確たしかに命懸けだ。今度弓で射られるのは、尻とは限らんしな」

　清音の父、長ちよう兵べ衛いが肩肌を脱いで弓を構える姿が、生々しく脳のう裏りを過よぎる。あの時の鬼の形ぎよう相そうを思えば、冗じよう談だんではなく殺されてもおかしくない。それに太た助すけが離はなれから戻ってこないことに、いつ何なん時どき、誰だれが気づくか分からなかった。投薬後の観かん察さつを兼ねながら相談に乗るのが、どう考えても利口である。副作用がきつく出て口がきけなくなった時は、後日聞いてやれば良い。

「来青様」

　清音が、想おもい人びとの目に理解の光が灯ともったのを機き敏びんに見て取り、手を差し出す。来青は、降参と言った感じで両肩を上げると、薬やく籠ろうの蓋ふたを開き、彼女の小さな掌てのひらへ傾けた。真珠くらいの大きさをした銀ぎん色いろの丸薬が転がり出る。

　水みず瓶がめを傾け、蓋を兼ねていた硝子ガラスの杯さかずきに水を注いだ。それを清音のもう一方の手に渡すと、つんと顔を背けられた。

「口移しで飲ませて頂けると思ったのに、残念ですわ」

「だったら先にーー」

　言ってくれと来青に最後まで言わさず、清音は丸薬を口に含み、杯をあおった。水を最後の一滴まで飲み干すや、背けていた顔をこちらに向き直す。おっとりとした目尻が少し怒った風に逆立っていた。

「ねだって口移しなんて、興きよう醒ざめです。今度お越しになられた時は、忘れないで下さいね」

「ああ、覚えおくよ」

　可か愛わいげのある毒気に当てられ、苦笑う来らい青せいに、清きよ音ねが子供のような探りの目を向ける。

「約束ですよ」

「約束だ。噓うそだったら針の千本でも飲んでやる」

　そう請うけ合いつつ、今すぐ口を吸ってやろうかと考えた来青が、肩に手を回しかけたその時、愛らしい清音の黒目が、くるりと不気味な白へ反転した。

　驚おどろきの余り、息を詰めた来青の耳に硝子ガラスの砕けた音が飛び込んでくる。視し線せんを落とすと、清音が手にしていた杯さかずきを握り砕き、指の間から血を噴ふき立たせていた。時を置かず、烈はげしく痙けい攣れんする体を丸め、この世のものとは思えぬ唸うなり声ごえを上げはじめた。

「おい、清音！」

　顔をのぞき込もうとした来青の胸に、暴あばれる清音の腕が触れた。丸太で殴られたような衝しよう撃げきを受け、気づいた時には軽々と部へ屋やの際きわまで弾はじき飛ばされていた。

　畳の上に転がり落ちた眼鏡めがねに目もくれず、痛む胸を押さえて起き上がったが、目に入った清音の異い形ぎように言葉を失う。

　目め尻じりはこめかみまで、口は頰ほおの半ばまで肉が裂け、無残に切り上がっている。白目は腐ふ肉にくのような紫むらさき色いろに転じ、剝むき出しになった歯は見る見る大きくなり、野や獣じゆうの牙きばへと形を変えていた。

　副作用──一いつ瞬しゆんその言葉が頭を過よぎったが、半瞬でそれを打ち消す。調ちよう合ごうした魔ま法ほう薬やくが、いくら何でもここまでのことを引き起こすわけがない。まさか──

　来青の疑念に答えるように、清音の変容が加速する。肩の肉が盛りあがったのを皮切りに、背中や腕、腹、腰、足がむくつけき熊くまのように膨ふくれ上がっていく。

　鼓膜を千切らんばかりの雄お叫たけびをあげ、清音が頭を抱え込んだ。

　腰が砕けそうになる自分を叱しつ咤たし、来青が駆け寄ろうとした次の瞬間、彼女の側頭部から血に染まった角が生はえでる。

　障子に映る清音の影かげは、御お伽とぎ草ぞう子しが語る鬼の姿だった。
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「なあ、小こ夏なつ。あの煙は何なんだ？」

　青く晴れ渡った夏空の下、そこかしこに立ち昇る銅どう吹ふき所しよの水煙を青年が指さす。その赤せき眼がんは、興きよう味み津しん々しんで、今まさに中天で輝かがやいている太陽のように眩まぶしかった。

　しかし、隣となりを歩く洋靴の侍さむらいは、冷ややかな視し線せんを彼の横よこ面づらに送るだけで、何も答えない。薄うす桃もも色いろの唇は、百万の敵を向こうに回した城門のように、固く固く引き結ばれている。

　名所図ず会えに欠かせない浪花なにわ三大橋の一つ──難波なにわ橋ばし。丘を上るような錯さつ覚かくを覚える、長さ百十四間六尺、幅三間の雄大な反そり橋ばしは、見渡す限り人で溢あふれかえっていた。

　額ひたいに汗し天てん秤びん棒ぼうを担ぐ棒ぼ手て振ふりや、俵物を馬に引かせた馬ま子ご、着流しに羽は織おりを着た商家の主、その後ろに従う若い手て代だい、お喋しやべりで色いろ鮮あざやかに着飾った女たち。遠く松まつ江えからやって来た二人ふたりと同じ旅姿も少なからず、賑にぎやかなことこの上ない。

　難波橋の下を流れる大おお川かわも同様で、人や荷を満載にした川船が、ひっきりなしに行きかっていた。筒つつ袖そでに褌ふんどし姿すがたの水夫は、陽気な舟歌を唄うたい、旅客が鮨すし詰づめの三十石こく船に小舟で乗りつけた物売りは、「食らわんか、食らわんか」と騒そう々ぞうしい掛け声をあげている。

　東西には十六の橋が連なる水都一の景けい観かん。南北には蔵くら屋や敷しきと問屋がひしめく天下一の活気。青年の心が騒さわぐのは、やむなきことである。しかし──

「煙の色からして、風ふ呂ろ屋やじゃなさそうだし……。分かった！　あれは有名な銅吹所の水煙だ。当たりだろ、小夏？」

　洋靴の侍は、ぽんと肩を叩たたいてきた青年の胸むな倉ぐらを無言で摑つかむや、橋の欄らん干かんに押しつけた。突然、立ち止まった二人に、天てん満まの青物市からの帰りと思おぼしき、青菜を籠かご一杯に詰めた棒手振がぶつかりそうになる。

「邪じや魔まや。何考えとんねん」

　二刀差し相手に、余りに粗野な口ききだが、大おお坂さからしいと言えば、実に大坂らしい。

　町の人口は四十万に近いが、武士はたった一万と五千ほどしかおらず、江え戸どが人口百万のうち、五十万人が武士であることと比較すれば、格段の差があった。加えて、諸しよ藩はんの大坂廻まわり着米の約七割が、大坂商人から借り受けた六百万両の利息に当てられていることは、周知の事実。武士を恐れない風ふう潮ちようがあるのは、無理からぬことで、この棒手振の態度が特別に乱らん暴ぼうというわけではない。

　ふてぶてしく見下ろしてきた男に対して、洋靴の侍は、鋭するどく細めた目で睨にらみあげた。溜たまりに溜まった怒りのせいで、槍やりで突きあげたような迫力がある。思わず気け圧おされた棒手振が、慌あわてて視し線せんを外し、逃げるように橋の南へと去っていった。その後ろ姿を見送ることなく向き直り、青年の胸にきつく指を押しつける。

「冬とう馬ま、いい加減にしろよ」

「何がだ？」

　冬馬と呼ばれた青年は赤眼を丸くし、さも不ふ思し議ぎそうに尋たずねた。棒手振を追い払った切れ味鋭するどい眼光を、これでもかと突きつけられても、臆おくする様よう子すは一つもない。

　鮮せん血けつを吸ったような紅あかい瞳ひとみに、切れ上がった眉まゆ。色浅黒く引ひき締しまった美男で、癖くせ毛げを雑に結いあげており、何とも言えない野や趣しゆがある。歳としは十七。身の丈たけは、六尺を超える偉丈夫。腰に差す刀の拵こしらえはもとより、奇抜な模様の羽は織おり袴はかまや、袖そでからのぞく洋の革かわ籠ご手ても悪からず、中々の洒しや落れ者ものである。

　対する洋靴の侍さむらいは、彼よりも頭一つ小さく、腰の二刀がやたらに長く見える。やや目元に険けんはあるが、色白く可か愛わいらしげな顔立ちに溶け込み、甘さが勝っていた。蘭らん学がく者しやらしく総髪に結いあげた黒髪は、腰に届くほど長く豊かで、絹のような光こう沢たくがあった。永遠に解かれることがない理わ由けありの男装により、うまく偽いつわれているが、事実は十六の少女である。しおらしさがない代わりに、男の暑苦しさも感じられない。旅りよ塵じんにまみれて尚なお、背に船来物の外がい套とうを軽やかになびかせる様は、清せい爽そうであり凛り々りしくもあった。

　趣おもむきに違いはあれど、それぞれに見み目め麗うるわしく、近くを通り過ぎる町娘たちは皆、興きよう味み深ぶかげにちらちらと二人ふたりを見ている。

　少女が、怒りを腹底に抱えたまま声をひそめた。

「まず言っておくが、私の名前は小こ夏なつじゃない」

「本当か？　噓うそつくなよ」

「馬ば鹿か。こんなことで誰だれが噓をつく。気持ち悪いから、他人の名前で私を呼ぶんじゃない。いい加減、同じことを何度も言わせるな」

　冬とう馬まの胸に突き刺している指に、さらに力を込めたが、反省する素振りがない。懐ふところから『夏』のつく名前が列挙されている帳面を取り出し、

「その口く調ちようからして、本当に小夏じゃないな。となれば……」

　と一人ひとりで言いながら、思案にくれている。

　その様を見て、少女は重い殺意を覚えたが、天下の往来では手が出せない。思えば、松まつ江えから大おお坂さかにたどりつくまで、飽きもせず、今と同じやりとりをどれだけ繰くり返したことか。いっそ本名を白状した方が楽ではと考えもしたが、いつの間にかこちらも意地になってしまい、告白する機を完全に逸してしまっていた。この分では、彼に死ぬまで本名を明かすことはないだろう。

　指先で彼の顎あごを弾はじき、こちらを向かせる。せりあがる怒りを抑え、さらに声を低めた。

「いいか、冬馬。この町には顔見知りが、沢たく山さんいるんだ。中には長ちよう州しゆうの人間もいる。絶対に私を久く世ぜ伊い織おり以外の名前で呼ぶな」

「でも、伊織は本当の名前じゃないだろ？」

「ここでは、本当の名前なんだ。私を困らせないでくれ」

　こちらが頼むような口ぶりになるのは腹立たしいが、背に腹は変えられない。

「じゃあ、しようがないな。続きは夜にしよう」

　呆あきれて言葉が続かない伊い織おりに、にこりと笑い、冬とう馬まは懐ふところに帳面を仕し舞まった。

「で、あの煙は、何なんだ？」

「……お前の言う通り、銅どう吹ふき所しよの水煙だ」

　これ以上何を言っても無意味と悟り、伊織は溜ため息いき混じりに言った。やっぱりな、と胸を反そらして正解を誇る冬馬を置いて先に歩き出す。

　今更ながら、松まつ江えから連れて来たことに後悔が募つのる。こうなれば、一日も早く彼の力を完全に封じる法を見つけ出し、追い払わなければ身がもたないが、一介の浪人である自分に出来ることは、たかが知れている。全すべてを打ち明けることは出来ないが、師である緒お方がた洪こう庵あんに助力をあおぐ必要があった。

（さて、こ奴やつのことをどう切り出したものか。それに……）

　伊織には案じることが、もう一つあった。師の体たい調ちようである。

　昨年、幕ばく府ふからの度たび重かさなる要よう請せいを断りきれず、洪庵は奥医師と西洋医学所の頭取を務める為ため、江え戸どへと出仕した。しかし、江戸の水が余程合わなかったらしく、年が明けてすぐに喀かつ血けつし、生死の境を彷徨さまよった。今は幸いなことに持ち直し、療りよう養ようを兼ねて大おお坂さかへと戻ってきているが、無理が出来ぬ体であるのは、弟子ならば誰だれでも知っている。にもかかわらず、江戸のことを次子の惟これ準よしに託した以外は、旧の如ごとく精力的に活動していた。

　師の性格を考えれば、魔ま人じん封ふうじの助力を頼んで断られることはまず考えられない。危き惧ぐするのは、伝えようによっては命を削る真ま似ねをしかねないことだ。顔を利かせ、魔ま導どう書しよの研究機き関かんである蕃ばん書しよ調しらべ所しよから書物を借り受けてくれるのが一番有あり難がたいのだが、そこまで虫の良い願ねがいを、神かん藤どう治じ部ぶとの戦いで目もく撃げきしたことの殆ほとんどを伏せたまま、どう申し出るかが難むずかしい。

　などと頭を悩ませている最中さなかも、隣となりで冬馬が何やら話しかけてきたが、伊織は耳には入れず、適当に相あい槌づちを繰くり返した。

　難波なにわ橋ばしを渡りきり、広場に掲げられた高こう札さつに群がる人々を横目にしながら、尚なおも南に一町下る。北きた浜はま二丁目で西に折れ、目指す適てき塾じゆくが並ぶ通りへ入った。

　東ひがし横よこ堀ほり川かわを越えたところにある下宿先で旅装を解いてから、塾へ顔を出すことも考えたが、そうなると東へ行ってまた西に戻らなければならず面めん倒どうだった。それに久々に顔を見せれば、世話になっている大家の婆様が、持病の膝ひざが痛くて仕方ないと泣きついてきて、夜まで放してくれない恐れもある。相そう談だんは明日あしたにするにしても、洪庵への挨あい拶さつは今日きよう中じゆうにしておきたかった。そうすると、冬馬を適塾の大おお部べ屋やに置き去ることが可能になり、今こ宵よいはゆっくりと自分の布ふ団とんで眠ることが出来る。

「しかし、どこもかしこも店先が華やかだな。江戸も、これほどじゃなかったぞ」

　生返事に焦じれた冬馬に袂たもとを引っ張られ、伊織の思考は途と切ぎれた。

（まあ、なるようにしかならないか……）

　と腹をくくり、青年の腕を振り払う。

「大おお坂さかでは、上等の品ほど店先に出すからな。江え戸どは知らんが、京きようでは、陽ひに焼けるのを恐れて上等の品ほど店の奥に隠す。その違いだ」

　なるほど、と頷うなずいた冬とう馬まは、通りに軒のきを連ねる多種多様な商店を眺めながら喜色満面である。そういう無邪気なところは嫌いではないが、四六時中相手をするのは骨が折れた。

「陽気でいいな。着ている物にしても、堅苦しくなくていい。ただ……」

　言いい澱よどみ、冬馬が眉まゆをひそめた。彼が視し線せんを向けている一町ほど先に目をやると、人混みの中、虎とら皮がわの羽は織おりを着た武士が歩いていた。

「あれは、ちょっと暑苦しいんじゃないか？」

「ちょっとじゃなく、大分だぞ、きっと」

　そう言えば、奇品珍物を取り扱うことで有名な唐とう高麗こまもの屋やの疋ひき田だ蝙へん蝠ぷく堂どうの店先で、同じ物を見た覚えがある。伊い織おりはその時、今履はいている洋靴を買ったのだが、虎皮が珍重された戦せん国ごく時代ではあるまいし、当世であんな下品なものを買う人間がいるとは、ついぞ想像しなかった。

「でもな、冬馬。近くに来ても、余り奇人を見るような眼めで見るなよ。ここにはああいう風に、奇き天てん烈れつが行き過ぎた輩やからもいるが、本人は見世物になっている自覚がない。見て見ぬふりをしておかないと、時に厄やつ介かい事ごとに巻き込まれるからな」

「なるほど。それで、皆が無視しているのか」

　と言いつつ、顎あごを搔かいた冬馬に得とく心しんした様よう子すがない。

「まあ、ところ変れば何とやらにしても、あんな格好、江戸なら身回り同心にしょっぴかれているぞ」

「それはちょっと、大げさじゃないか？」

　首を捻ひねった伊織の視界に、ようやく慣なれ親しんだ適てき塾じゆくの外構えが入ってきた。

「ん？」

　怪け訝げんな面おも持もちで両りよう眼がんを細めた少女に、冬馬が尋たずねる。

「どうした？」

　適塾の表口が、罪人を示し唆さする竹たけ矢や来らいによって閉ざされていた。その前に足軽が一人ひとり、樫かし棒ぼうを片手に、通行人を睨にらみつけながら突っ立っている。

「分からんが、何か良からぬことがあったらしいな」

　真っ先に思いついたのが、塾生同士の刃にん傷じよう沙ざ汰たである。蘭らん学がくを目指す同門の青年たちは、血気盛んで、常軌を逸した行動を取る者が少なくない。意見の相違による激げき論ろんが、やがて摑つかみ合いの喧けん嘩かになり、最後は刀を振り回す騒さわぎになることも珍しくなく、塾生が自習や寝泊まりに使う二階大おお部べ屋やの柱には、無数の刀とう痕こんが刻まれていた。幸いなことに、誰だれかが斬きられて重傷を負ったり、死に至ったりしたことはこれまでなかったが、遂に、そのあってはならぬことが起こったのかもしれない。

　頭が固く喧嘩早い何人かの顔を思い浮かべ、伊織の足は自然と早まった。

「おい、まさか、あの竹たけ矢や来らいで囲まれている町家が、適てき塾じゆくなのか？」

「そのまさかだ」

　軽く舌打ちし、人波を縫ぬって小走る。その後を冬とう馬まが、剣術家らしい流石さすがの足さばきでぴたりとついてくる。

　伊い織おりは適塾の前に立つなり、表口を固める足軽に尋たずねた。天てん然ねん痘とうを患わずらったことがあるらしく、顔は痘痕あばただらけで、いかついことこの上ない。

「お訊ききしたいのですが、適塾で何があったんです？」

　痘痕面づらの足軽は口をへの字にしたまま答えず、あからさまに不ふ審しん者しやを扱う眼めで少女を見た。砂さ塵じんで汚れた旅姿と物珍しい洋靴に外がい套とう。怪しまれるのは仕方がないが、後ろめたいことは何一つない伊織は、敢然と彼の瞳ひとみを見返した。

「貴様こそ、何者や？」

「私は──」

「おい、伊い蔵ぞう！」

　伊織の名乗りを打ち消す、怒ど鳴なり声ごえが背後に起こった。

　その声こわ高だかさに驚おどろき、伊織が振り向くと、自分と歳としの頃ころが変らぬ少女が、両腕を組んでこちらを睨にらんでいた。

　こんがりと日焼けした小こ麦むぎ色いろの肌と黒く濃こい眉まゆ。健康的な白い歯が光る口元は引ひき締しまり、いかにも勝気そうだ。小こ袖そでの胸元が、肉しし置おき豊かに盛り上がっているせいで、男と見まがうことはないが、体つきは固く引き締まっており、色気は少しも感じなかった。足元に天てん秤びん棒ぼうと水みず桶おけが置かれているところを見ると、水売りを生業なりわいにしているようである。

　伊織は小首を捻ひねった。思い出せないが、どこかで顔を見たような気がする。

「伊蔵！　ここで会ったが、百年目や。今日きようこそ、水の代金払はろうてもらうで。観かん念ねんしい」

　どぎつい浪花なにわ言葉の宛あては、てっきり痘痕面の足軽かと思ったが、何な故ぜか少女の視し線せんが、伊織の顔を射抜いている。

「おい、水売り。用があるんやったら、後にせい」

「後にすんのは、そっちや。うちは、こいつに五十匁もんめも踏み倒されてるんやで。あんたが払はろうてくれるんやなかったら、ちょっとの間、黙だまっといてんか！」

　そうまくし立てられた痘痕の足軽が、あからさまにひるみ、言葉を飲み込んだ。やはり、どういうわけか、怒りを露あらわにしている少女の指先は、寸分違たがわず伊織に向けられている。しかし、名が違うのは当然のこと、五十匁の踏み倒しも全く身に覚えがなかった。

「ここでは、伊織を名乗っているんじゃなかったのか？」

　何のことやら分からずに眼を白黒させている伊織に、冬馬が小声で耳打ちしてきた。

「そうだ。恐らく人違いを──」

「何、とぼけとんねん！」

　最後まで言わせず一喝するや、少女が胸むな倉ぐらを摑つかんできた。

「おい、ちょっと落ち着け」

　押おし留とどめようと肩に手を置いた伊い織おりに、少女が足軽の視し線せんを避けつつ、目配せしてきた。唇が音を消し、

「早はよう、逃げて」

　と動く。それと同時に、この少女とどこで出会ったかを思い出した。意味の分からないことだらけだが、とりあえず逃げておくにこしたことはない。

「冬とう馬ま、走れ！」

　伊織は胸倉を摑む手を払いのけ、元来た道へと駆け出した。少女がすれ違い様、

「初はつ次じ郎ろうで」

　と雑踏の音に紛れて囁ささやく。

　冬馬が樫かし棒ぼうを振り上げた足軽の臑すねを蹴けり払い、地面に這はわせた。要領を得ない顔つきのまま、すぐ後をついて来る。

　少女も続いて追い掛けてきたが、最初からその気がなかったのだろう。十歩も駆けぬうちに、若わか旦だん那な風ふうの男にぶつかり派は手でに転んだ。

　その騒さわぎを耳にしながらも振り向くことなく二人ふたりは走り、北きた船せん場ばの人混みの中へと消えて行った。

　路地に響ひびく澄すんだ風ふう鈴りんの音を耳にしつつ、伊織は、饂う飩どん屋や『初次郎』の夏暖の簾れんをくぐった。

　八畳ほどの店内は風通しは悪かったが、土間作りのせいか、頰ほおに触れる空気が塩あん梅ばい良く冷えていた。実に殺風景で品書きすらなく、あるのは脚の瘦やせた長机二つと椅い子す代わりの酒さか樽だるだけである。自慢の饂飩をすすっている先客はたったの一人ひとりきり。但ただし、その理由が、この店が入り組んだ路地に建っているからではなく、昼時を大きく過ぎているからだと、常連の伊織は知っている。

「親父おやじさん、腰の調ちよう子しは良くなったか？」

　湯気がもうもうと立ち込めている調理場に向かって、少女が呼びかけると、褌ふんどしに前垂れ姿の主──初次郎が、ひょっこり顔を出した。白髪しらがの目立つ胡ご麻ま塩しお頭に、眠たげな半はん眼がん、頑固な性格が滲にじみ出ているへの字口。額ひたいに浮かぶ汗を手て拭ぬぐいで拭ぬぐうと、伊織に愛想笑いの一つも浮かべず無言で頷うなずいた。

「なら良かった。いつものやつを二つくれ」

　少女の注文に、店主の初次郎がまたも無言のまま頷き、調理場へ顔を引っ込める。

　伊織は、お世辞にも綺き麗れいとは言えない店内を見回す冬馬の尻しりを叩たたき、先客とは離はなれた酒樽に腰を下ろした。長机に置かれた湯ゆ吞のみに鉄てつ瓶びんの白さ湯ゆを注ぎ、冬馬と自分の前に置く。暑さの盛りに全力で駆けた為ため、二人とも喉のどが渇ききっていた。瞬またたく間まに飲み干し、二度つぎ直して、ようやく人ひと心ごこ地ちがついた。

　冬とう馬まが先客を気にしながら、伊い織おりの耳元で尋たずねる。

「ここで待つとさっきの子が言ったのか？」

「来るかどうかも分からんぞ。〝初はつ次じ郎ろうで〟と耳打ちしてきただけだからな」

　そもそも、彼女の囁ささやいた言葉が、この店を指している確かく信しんすらないが、伊織の知る限り、『初次郎』と名のつく人も店も他ほかに心当たりはなかった。

　但ただし、ここで待つのが正解だと仮定した場合も疑問が残る。伊織には、彼女とこの店で顔を合わせた記き憶おくがない。何の脈絡もなく店名を囁いたとは思えないので、単純に考えれば二人ふたりの共通の知人が、この饂う飩どん屋やに伊織がよく来ることを教えたのだろう。

　しかし、先刻からずっと頭を捻ひねっても、その誰だれかの顔が全く思い浮かんでこなかった。彼女も店の客なら、当然のこと主の初次郎は知っていることになるが、石よりも無口な彼が、伊織のことをわざわざ他人に話すわけがない。そうすると、答えは一つの方向──適てき塾じゆくに絞り込まれる。

　冬馬が湯ゆ吞のみを手の中で弄もてあそぶのをやめ、深く腕を組んだ。

「で、逃げろと言ってきたあの子とお前は、どんな関係だったんだ？」

「関係も何もない。名前も知らん、ただの顔見知りだ」

「おいおい。顔見知りなのに、名前も分からないのかよ」

「一言も話したことがないんだから仕方ないだろ」

　冬馬に小こ馬ば鹿かにされるように言われ、伊織は口を尖とがらせた。人の名前と顔を覚えるのは苦手でもあるし、興きよう味みもない。そんなことで、自分より遥はるかにいい加減なところが多い彼に責められたくなかった。

　先客が長机に銭を置き、席を立った。店を出ていくのを待ち、冬馬が問う。

「で、どこで会ったんだ？」

「適塾だ。二度か三度、水を売りに来た時に会ってる。今日きようはすぐには思い出せなかったが、珍しい女の水売りだったから、頭の片隅に引っ掛かっていたんだ」

　伊織の言う通り女は珍しいが、水売り自体は大おお坂さかでの暮らしには切って離はなすことが出来ない存在である。大おお川かわの氾はん濫らんや台風の高たか潮しおの被害を抑える為ため、豊とよ臣とみ時代より河か川せんの整せい備びがなされ、町として揺るぎない繁はん栄えいを遂げている大坂三さん郷ごうの元を正せば、海へと続く広大な低湿地帯だ。故ゆえに南東に位置する上うえ町まち台地を除けば、井戸の水は一様に塩辛く、飲料水には適さない。

　そこで大川の水を汲くんで飲み水に使っているのだが、手間であることと重労働であることから、それを代行する水売りは市中で重宝されていた。その中でも引き手の多い者は労を惜しまず、伝染病を引き起こす下水の流入が少ない大川の上流や上町台地の湧ゆう水すいを汲みに行くそうだ。

　いくら逞たくましい体つきだとしても、女の力は男に及ばない。その不利を補う為、あの水売りの少女が特別に拘こだわっていたのは、量ではなく質だった。どこで汲んで来ているのかは知らないが、適てき塾じゆくで飲む水は、いつも不ふ思し議ぎなほど澄すみきっている。塾生の体たい調ちようを母親の如ごとく気き遣づかう洪こう庵あんの妻八や重えが、彼女を贔屓ひいきにしているのだろう。

「恐らく、懇こん意いにしている適塾の塾生だから助け舟を出してくれたんだろうな。きっと、あのまま足軽に身分を明かせば、まずいことになったに違いない」

「竹たけ矢や来らいでも囲まれていたし、何があったんだ？」

「それは私の方が知りたいさ」

　言って伊い織おりは、肩をすくめた。調理場からごま油で衣を揚げる香ばしい匂においと軽快な音が漏れている。冬とう馬まに分からないよう気をつけながら、生なま唾つばを飲み込み、言葉をつぐ。

「ただ、予想は全く出来ないわけじゃない。逃げようとした我々に、痘痕あばたの足軽が樫かし棒ぼうを振り上げたところを見ると、打ちすえてお縄なわにする気だったんだろう。私個人に身の覚えはないから、適塾の関係者を全すべて捕らえるよう指示が出ているのかもしれない。であれば、誰だれかの刃にん傷じよう沙ざ汰たが原因じゃない公算が高くなる」

「心当たりはないのか？」

「一つも思いつかん。洪庵先生は先の奥医師だし、奉ぶ行ぎよう所しよどころか大おお坂さか城じよう代だいにまで顔が利く。なのに歯止めにならないなんて……」

「だとしたら、倒とう幕ばくの絡みじゃないのか？　京きようでは長ちよう州しゆうが騒さわがしいようだし」

「それは違うと思うぞ。まず、洪庵先生のことはよく知っているが、攘じよう夷いを掲げている長州に与くみすることは絶対ない。では、塾生の誰かということになっても、そんな馬ば鹿かな真ま似ねをするのは数人だ。先生の影えい響きよう力りよくを考えれば、塾が閉へい鎖さに追い込まれるとは考えにくい」

「数人だとしても、起こしたこと、あるいは起こそうとしたことが尋常でなかったら別じゃないのか？」

「それはそうだが……」

「捕ほ縛ばくの対象も、塾生全員なんかじゃなく、その数人と長州出身のお前だけかもしれないぞ。身に覚えがないからと言って、疑いすらかけられないとは、まさかお前も思っていないだろ？」

　返す言葉がなく、伊織は眉み間けんに皺しわを寄せ頷うなずいた。長州のことになると、頭の回転がすこぶる鈍にぶってしまう。真っ先に思いついても良さそうなことなのに、冬馬に指摘されなければ気づかない自分が腹立たしい。

「いずれにしろ、何が起こったのか確かく認にんする必要がある。彼女がここに来て、手掛かりになるようなことを教えてくれればいいが、そうでなければ目め明あかしの真似ごとをしなければな」

「だとしたら、その役目は俺おれだ。お前が出で張ばるのは危険過ぎる。下宿先は見張られているかもしれないから、先にどこかの宿に偽名で泊まっていろよ」

「そう言ってくれるのは有あり難がたいが、お前はあの足軽に足払いを見み舞まっただろ？　覚えられやすい人相だから、各所に手配されていると考えるのが妥当だ。動くのは、私の方がいい」

　冬馬が刀の柄つかを逆手に握り、自信満々に言う。

「それなら心配するな。俺おれの腕だぜ。何かあっても、切り抜けてみせるさ」

「だから余計心配なんだ。頭で事を避けるんじゃなく、お前はそうやって腕力で切り抜けようとする。厄やつ介かい事ごとが増えるのは御免だ」

「何だよ、俺は役立たずか？」

　一転、子供のように口を尖とがらせた冬とう馬まの背中を、伊い織おりはぽんと叩たたいた。

「こうやって話を聞いてくれるだけでも助かるし、傍そばにいてくれるだけで心強い。役立たずなんて思ってないさ」

　そうなぐさめたところで、初はつ次じ郎ろうが盆を両手に持ってやってきた。食欲をそそる湯気を漂わせた天ぷら饂う飩どんと白飯を二人ふたりの前に並べ、やはり無言で立ち去る。

「とりあえず考えるのは後にして、飯にしよう。何が起こったにしろ、腹が減ったら、戦いくさは出来ないからな」

　伊織は努めて明るく言い、箸はしを握った。

「饂飩も美う味まいが、ここは天ぷらも絶品なんだ。まあ、騙だますされたと思って、一かぶりやってくれ」

　鉢から尻尾しつぽが出ている大おお海え老びの天ぷらをつまみ、大口で頰ほお張ばる。さくりと揚がった薄うす飴あめ色いろの衣。上は香ばしく歯は応ごたえがあり、下は鰹かつお出だ汁しの利いたつゆを吸い、舌の極楽である。

　そんな絶妙の衣に包まれた大海老は肉厚で、旨うま味みと甘味に溢あふれ、饂飩と白飯が進みに進む。

「確たしかにえらく美味いな」

　大海老を一かぶりした冬馬が、赤せき眼がんを丸くしている。それを見た伊織は、適てき塾じゆくのことをしばし心の脇わきに置き、満足そうに頷うなずいた。

「だろ？」

　絶品の天ぷらに加え、饂飩もコシが強く、汁の旨うま味みも濃こい。これに白飯がついて、たった二十八文である。こんな路地裏ではなく、表通りに店を出せば、もっと繁はん盛じようするだろうが、店主にはその気がないそうだ。他ひ人と事ごとながら、もったいないなと思う反面、気軽に足を運べる今のままでいて欲しくもある。

　冬馬が饂飩を一すすりし、つゆの飛んだ顎あご先さきを指で拭ぬぐって、ほんの少し小首を捻ひねる。

「天ぷらには驚おどろいたし、麵めんもつゆも文句なく美味い。ただ、白飯を饂飩と一緒に食うのは、どうもなあ……」

「何言ってる、大おお坂さかではこれが常じよう識しきだぞ。天ぷらと麵にからむつゆが、飯に合うじゃないか」

　伊織は熱ねつ心しんに主張すると、つゆが滲にじみ重くなった天ぷらをかじり、ほかほかの白飯を頰張った。冬馬も同じように、海老にかぶりつき飯をかき込む。

「まあ、合うのは認める。でも、俺が言うのも何だが、えらく腹が膨ふくれる食い合わせだな」

「だからいいんだ」

「ほんとお前は、色気より食い気だな」

　冬とう馬まが呆あきれ顔がおで、饂飩うどんをすする。

「育ち盛りに、食い気が勝って何が悪い」

「育ち盛り？」

　冬馬は微妙に語尾を跳ねあげ、箸はしを止めた。無む意い識しきか意識的かは分からぬが、伊い織おりの胸元に視し線せんが吸い寄せられていく。

　彼の瞳ひとみが何を言っているのか、手に取るように分かった。そこは育っているようには、少しも見えないがと……。

「わっ、悪かったな。貧相な体で」

　伊織は薄うす桃もも色いろの唇を尖とがらせ、胸を隠すように半身を捻ひねった。すかさず、その肩を冬馬が叩たたく。

「伊織。そんなことは、ちっとも思ってないぞ」

　わざとかと思うほど、言葉に心がこもっていない。眼めも噓うそに殺され、すっかり死んでいた。

「お前、私に喧けん嘩かを売ってるのか？」

「売っちゃいないさ。ただ、無理のある噓をついただけだ」

　けろりと言って、冬馬が悪戯いたずら小こ僧ぞうの笑えみを浮かべる。

「いいじゃないか、貧相でも。俺は嫌いじゃないぜ」

「だったら笑うな」

　伊織は、小さな鼻から荒い息を吐き出し、そっぽを向いた。

「ここの払いは、私がしてやろうと思っていたが、やめだ」

「そんなに怒んなよ」

「怒ってなんかない。ただ、報復はそれなりにしないとな」

　目を吊つり上げながら、饂飩を一気にすすった。残っていた天ぷらを海え老びの尻尾しつぽごと、口に放り込み、ばりばりと嚙かみ砕く。

「伊織、心が狭いぞ」

「貧相な胸に収まっている心だ。狭くて当然だろ？」

「いじけんなよ、これくらいのことで」

　ちろりんと風ふう鈴りんの音が鳴り、白い暖の簾れんがまくれ上がる。戸口に現れた人ひと影かげと、頰ほおを膨ふくらませた伊織が、バツ悪く顔を見合わせた。

「どないしたん？　そんな怖い顔して？」




「おやっさん、うまかったわ」

　つゆで照てかった唇を手の甲で拭ぬぐうと、少女は懐ふところから銭を取り出し、酒さか樽だるから腰をあげた。既に食べ終わっていた伊織たちに笑みを向け、純白の歯をのぞかせる。

「おまっとうさん。ほな、行こか」

　伊織と同時に立ち上がった冬馬が、少女がつゆ一滴米一粒残さず綺き麗れいに食べきった饂飩鉢と茶ちや碗わんをさっと流し見た。

「育ち盛りの食い合わせか……。まあ、確たしかにそうかもな」

　何か言いたげな冬とう馬まの視し線せんが、夏暖の簾れんに手を掛けている少女を追う。脇わきの間から、揺れる豊満な胸が見えた。
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「悪かったな。説得力がなくて」

　凍いてついた声こわ音ねで言い、冬馬の鳩尾みぞおちに渾こん身しんの肘ひじ打うちを食らわせる。低い呻うめき声ごえを漏もらして背を丸めた彼を捨て置き、伊い織おりは戸口へと歩いた。

　彼女が店に現れてすぐ、適てき塾じゆくの前で助けてもらった礼は言ったものの、席に座るや、先に腹ごしらえをすませていいかと切り出された為ため、まだ何も話を聞けていない。もちろん、はやる気持ちはあったが、少女のすぐ後に二人ふたり連づれの客が来たこともあり、強しいてせかすことはしなかった。

　暖簾をくぐり、路地へと出た伊織に少女が尋たずねる。

「うちが住んでる長屋が、この近くやから、そこで話そか？　壁かべは薄うすいけど、両りよう隣どなりは仕事に出てるから、気を使わんでええし」

「迷惑でなければ、そうしよう」

「何も迷惑なこと、あらへんよ。ほな、うちについて来て」

　少女は言って、店の外に置いていた天てん秤びん棒ぼうを軽々と肩に担いだ。揺れ方から察するに、前後にぶら下がっている水みず桶おけは空からになっているようだ。

「そうや。すぐに顔を思い出せへんかったぐらいやから、うちの名前、知らんよね？」

　面めん目ぼくなさげに眉まゆ尻じりを搔かきながら頷うなずく伊い織おりに、少女が何のわだかまりもなく、にこりと笑う。

「うちの名は、冴さえや。よろしゅう、伊織先生」

　教えずとも、自分の名を呼ばれることは半ば予想していたので驚おどろきはしなかった。しかし、顔を忘れていた上に名前も知らなかったので、引け目を余計に感じる。

　丸まった伊織の背を、冴がぱしりと叩たたいた。

「あきんどは、お客さんの顔と名前を覚えるんが仕事や。気にせんでええよ」

　そうなぐさめて歩き出す。

　伊織は、心中をあっさり読まれたことになさけなく思いつつ、足を速めて少女と肩を並べた。路地が狭い為ため、冬とう馬まは二人ふたりの後に続く。

「連れの兄にいちゃんは今日きよう初めて会うけど、同じお医者様なん？」

　真ま面じ目めな顔で訊きいてきた冴を横ざまに見上げ、伊織は笑った。

「あの馬ば鹿か面づらに、医者が務まるわけなかろ？　剣しか能がない、ただの浪人さ」

　馬鹿呼ばわりはないだろうと、後ろでぼやいた冬馬が少し速歩き、二人との間合いを詰める。

「俺おれは失し本もと冬とう馬ま。堅苦しいのは嫌いだし、歳としも近いようだから、冬馬と呼んでくれ」

「ほな、冬馬、私のことは冴でよろしゅうな」

　何とも心地ここち良よい笑えみを交わし合った二人を見て、伊織の心が、もぞもぞと動いた。野や趣しゆの漂う風ふう貌ぼうが、よく似ているし、似合いでもある。それが何な故ぜだか、心楽しくない。

　狭く入り組んだ路地を苦にせず、天てん秤びん棒ぼうの向きを器用に変えて歩く冴が、怪け訝げんな顔つきで伊織の瞳ひとみをのぞき込む。

「浮かん顔して、どないしたん？」

　またも察しの良い問いかけに、伊織は慌あわてて首を振った。

「いや、ちょっと別のことを考えてたんだ」

「別のことって何なん？」

　思わず畳みかけられた伊織は、内心泡を食ったが、勘かんづかれないよう表情を引ひき締しめた。取りあえず、手近にあった疑問を少女にぶつける。

「冴とは二、三度しか会ってないし、その時も名乗っていない。なのにどうして──」

　言い終わらぬうちに、冴が口を挟む。

「先に言うとくと、伊織先生が気づいてへんだけで、こっちが顔を見掛けてるんは、二度や三度やないよ。殆ほとんど毎日や。まあ、名前を直接訊いたことがないのは、確たしかやけどな」

「八や重え様に名前を訊いたのか？」

「ちゃうよ。来らい青せい先生や」

　当然と言わんばかりな口く調ちようだが、彼の顔をすぐには思い浮かべることが出来なかった。たっぷり間を置いてから、冴さえに尋たずねる。

「……来らい青せい？　笠かさ原はらのことか？」

「そりゃあ、そうやん。来青先生は塾じゆくに二人ふたりおらんやろ？」

「まあな」

　と言いながらも、意外の感は否いなめない。

　学問にのめり込み、体に蚤のみを飼うことを厭いとわない輩やからが多い中で、笠かさ原はら来青は群を抜いた洒しや落れ者もので通っている。男ぶりに関しても抜きんでており、彼を一目見たさに適てき塾じゆくの前でたむろしている娘たちを何度か見かけたことがあった。

　曾そ根ね崎ざき新しん地ちの芸げい妓ぎや大おお店だなの令れい嬢じようとの浮うき名なが絶えない来青と、陽ひに焼け、化粧気が一つもない冴の組み合わせは、水売りと客の関係にしても不釣り合いが過ぎる。それに何な故ぜ、二人の会話の中で、自分の名前が出てきたか分からなかった。

「えらいつれない返事やね。仲がええわけではなかったらしいけど、来青先生は、うちに伊織先生のことを度たび々たび話してはったんよ」

「ほう、どんなことをだ？」

「色々あるけど、一番多いんは、自分に似てるって話やな」

「来青と私がか？」

　そう納得出来ない口ぶりで尋ねたが、言われてみれば確たしかに似ているところがある。

　学業がおろそかになることや、名みよう利りに走ることが医学の本分と違たがう為ため、適塾では表向き、翻ほん訳やくで金を稼かせぐことを戒いましめている。しかし、苦学生は誰だれもがやっていることであり、過ぎることがなければ誰も非ひ難なんはしない。そんな中、過ぎることが著しく、仲間うちから白眼視されているのが、伊い織おりと来青だった。

　二人共に、魔ま導どう書しよの翻訳が早く正せい確かくであることから依頼が多く、しかもそれを殆ほとんど断らなかった。伊織は、郷里の母親に金を送らねばならなかったし、むさ苦しい塾の大おお部べ屋やを避け、下宿で寝起きしていた為、金はどれだけあっても困ることがない。来青は、福ふく井い藩はんの歴れつきとした家柄の出で裕福だったが、それでは足らぬ程、派は手でに遊んでいるという噂うわさがあった。いずれの理由にしろ、二人のせいで仕事にあぶれることに代わりなく、仲間にやっかまれ、蛇だ蝎かつの如ごとく嫌われていた。

　そんな周囲の刺とげ々とげしい空気を物ともせず、常に超然としていることも実に似ている。伊織は幼少の頃ころから、人に嫌けん悪おされるのは慣なれていたし、他人となれ合うことも好きではない。来青は来青で、容姿にしろ学才にしろ他から抜きんでることが日常だったからか、陰口も表口も気にする風はなく、むしろ孤高を愛しているように見えた。

　だが、似ているからこそ、塾の講こう義ぎ以外で、来青と声を掛け合うことがなかった。

　そう言えば、二度ほど、彼と初はつ次じ郎ろうで顔を合わせたことがあったが、知らぬ仲ではないにもかかわらず、二人とも一言も交わさぬまま、饂う飩どんを食って店を出ている。

　噂うわさ話ばなしは耳にすることがあっても、伊い織おり自身は来らい青せいに何の関心もない。当然、来青も自分のことをそう思っていると決めつけていたのだが、どうやら違うらしい。冴さえとの繫つながりといい、自分の中にある彼の像は、ひょっとしたら大きく描き損じがあるのかもしれない。

「似てるって言うだけやなく、信頼もしてたみたいやで」

「信頼？　何の冗じよう談だんだ」

　余りに意外な発言に、伊織は思わず笑いそうになった。

「だって、うちに言うてはったもん。自分にもしもの時があったら、久く世ぜを頼れって。洪こう庵あん先生には迷惑を掛けられへんし、他ほかの奴やつはあほばっかりやから、信用したらあかんて」

（笠かさ原はらの奴、勝手なことを……）

　と腹が立ったが、そこまで見込まれていた驚おどろきも強かった。

「せやから実は、伊織先生が松まつ江えから適てき塾じゆくに帰ってくるのを待っててん。下宿先は知らんかったから、ここ三日ほど、あの通りをずっと流してたんや」

「それで上う手まい具合に適塾の前で、足軽に声を掛けている私を見つけたというわけか？」

「まあ、そういうことやけど、ほんとは、もう少し前から気づいててん。ただな。別の人かと思うて、声を掛けそびれたんや」

「どうしてだ？」

「だって、遠目からも分かるくらい、冬とう馬まと仲良さげに歩いてたもん。いつも眉み間けんに皺しわを寄せて、人を遠ざけてはった伊織先生のあんな楽しそうな顔、見たことなかったから」

「はあ？」

　伊織は露ろ骨こつに顔を歪ゆがめたが、冴さえは気にする風がない。

「ちょっと見ない間に、えらい変わりはったね。何か松まつ江えであったん？」

　困惑する伊織に代わり、冬馬がしゃしゃり出る。

「そんなに変わったのか？　俺おれが知ってる伊織は、いつもこんな感じだぞ」

「お前は黙だまってろ！」

　これ以上言わせてたまるかと、青年を一喝し沈ちん黙もくを強しいる。頰ほおに朱を走らせながら、伊織は冴を見上げた。

「話の筋からして私を捜していたということは、笠原に何かあったんだな？　そして、そのことと適塾の閉へい鎖さが、結びつくわけか？」

　ようやく話が見えてきた。が、これで倒とう幕ばく派はの線せんは切れたように思える。

　来青は福ふく井い藩はんの出。藩主松まつ平だいら春しゆん獄ごくは四し賢けん侯こうの一人ひとりに数えられる、言わずと知れた公武合体派の重じゆう鎮ちんである。来青の父であり、適塾との縁えにしも深い笠原白はく翁おうは、春獄に取り立てられること厚い。そんな父を持つ彼が、倒幕派に与くみするとは、到底考えられなかった。

「そうや。うちは、来青先生にも適塾にもえらい世話になってるから、今こそ恩を返さなあかんねん」

　と力強く言った冴さえが、古びた長屋の前で立ち止まり、水みず桶おけを地面に下ろした。

「丁度着いたし、続きは中で話そか」




　冴は一人ひとり暮ぐらしではないようだった。中はよくある九尺二間ではなく、間口奥行き共に二間で、長屋としては広い部類に入る。路地に立っていた時には気づかなかったが、二階へと続く階段もある。ただ、上から物音一つ聞こえてこないので、家人は外へ出掛けているらしい。

　伊い織おりと冬とう馬まは、冴に勧められるまま草鞋わらじを脱ぎ、框かまちを上がって板間に座った。日光は表の腰高障子と階段からしか入ってこず薄うす暗ぐらい。他ほかに開口部はなく空気は蒸しているので、袴はかまごしに伝わる木の冷たさが、ことのほか心地ここち良よく感じられた。

　冴が土間の水みず甕がめから柄ひ杓しやくで水をすくい、縁ふちの欠けた湯ゆ吞のみに注いで二人ふたりの前に置く。首を曲げ、中をのぞき込むと、湯吞の底の模様がくっきり見えた。まるで山奥の沢の水のように澄すんでいる。

「水だけは売るほどあるから、遠えん慮りよせんといてな」

　冴が自分の湯吞を片手に板間へ上がる。一人だけ堅苦しく膝ひざを揃そろえている伊織の正面に腰を下ろして、野の放ほう図ずに胡坐あぐらをかいた。

「うちは、頭が悪いから要領よく話せんと思うけど、堪忍してや」

「気にするな。話しやすいようにやってくれ」

　言って、伊織は姿勢を正した。そう思うなら畏かしこまるなよ、と言いたげな冬馬の視し線せんには気づかない。

「伊織先生は、道ど修しよう町まちの薬種問屋、武ぶ州しゆう屋やのこと知ってはる？」

「詳しいわけではないが、もちろん知らんことはないな」

　薬種商の町として、世に聞こえた道修町。その中で、今最も盛況なのが武州屋である。かつては鵙もず屋やなどの老舗しにせ問屋の天下だったが、現武州屋の主、長ちよう兵べ衛いが十年程前に江え戸どからやってきて以来、その威勢は昔せき日じつのものと化していた。何がそこまで急きゆう激げきに武州屋を押し上げたかと言うと、和漢の薬だけではなく、蘭らん方ぼうの薬──中でも『魔ま法ほう薬やく』を率先して取り扱ったことに理由がある。

　亜あ人じんの遺い産さんである魔法薬には、和漢の薬にない絶大な効果があった。エルフやドワーフらに代表される亜人に千年、二千年の長命をもたらしただけのことはあり、飲めばたちどころに病が癒いえる。当然、客は喜び、需要は多い。しかし、そんな魔法薬も全すべてに優すぐれているわけではなく、二つの大きな難なんがあった。

　一つは、治ち療りよう出来る病気が極めて限定的であること。魔ま導どう書しよに記されている魔法薬は、あくまで亜人用であり、人用ではない。そこで魔法学に通つう暁ぎようした数多あまたの医師が、亜人向けの魔法薬を叩たたき台だいにして、人体に合うよう改良を試みているのだが、成功した例は決して多くはなかった。人と亜人の体の何が違うのかが未いまだ解明されていない為ため、何を加えれば、もしくは引けば良いのかが分からないのである。魔ま法ほう薬やくの生成には触媒の種類や量だけではなく、魔法陣や呪じゆ文もんも大きく関かかわり、無限の試みが必要だった。しかも、答えを導みちびきだすには、紙の上ではなく、ただひたすら犠ぎ牲せいをともなう治ち験けんを繰くり返すしか方法がない。故ゆえに、魔法薬は魔法革命以後、最も研究が遅れている分野であり、全すべての患者を癒いやすには、程遠い状況にあった。

　もう一つの難なん点てんは、そんな魔法薬の性質を逆手に取り、毒と変わらぬ偽薬が大量に流通していることだ。魔法薬の中には、転用が不充分である為ため、治療効果よりも、人体に害をもたらす副作用の方が大きいものも珍しくはない。しかし、通常の薬に活路が見みい出だせなくなった患者たちは、死を覚悟して魔法薬を飲む。結果、死亡することになっても、副作用に体がもたなかったと言い抜けられるので、まがいものが大手を振ってまかり通った。

　魔法薬に造ぞう詣けいが深い医師が、絶えず市場に目を光らせている西洋諸国と違い、東洋の市場は、偽薬の天国と言える。アヘン戦争の原因となった魔薬アヘンにしても、当初は医薬品という触れ込みで清しん国こく人じんに売られていた程である。

　このように魔法薬を取り扱うには、相応の知ち識しきが必要であり、和漢の薬を得手とする老舗しにせ問屋では、簡かん単たんに手が出せる代しろ物ものではなかった。そんな大おお店だなを尻しり目めに、若かりし頃ころ、長なが崎さきで魔法学を修めた武ぶ州しゆう屋や長ちよう兵べ衛いは、自慢の目利きで客に確たしかなものを売り好評を得た。そして繁はん盛じようが繁盛を呼び、瞬またたく間まに道ど修しよう町まち一の身代を築き上げたのである。

　質も品しな揃ぞろえも良いことから武州屋は適てき塾じゆくの馴な染じみの店で、塾長の洪こう庵あんだけではなく、多くの塾生たちが魔法薬の触媒を買い求めている。魔法薬が専門ではない伊い織おりも、何度か店には顔を出したことがあった。その際はいつも、店前に荷に駄だを山やま積づみにした数台のベカ車が並び、積み下ろしや薬種の天日干しなど、人が慌あわただしく立ち働き賑にぎやかだった。

　そう言えば、来らい青せいが、武州屋に出入りしていると聞いた覚えがある。何でも、長兵衛に美人の娘がいるらしく、来青と恋仲の噂うわさが立っていたような……。

　伊織の朧おぼろな記き憶おくが、冴さえの話へと結びついていく。

「ここからが本題や」

　冴が唾つばを飲み、緊きん張ちようした面おも持もちで続ける。

「武州屋の次女が清きよ音ね様言うんやけど、四日前に番頭や下女を殺して姿を消したらしい。で、恋仲やった来青先生が、それに関かかわっていると疑われてるんや」

　話の流れについていけず、伊織は眉まゆをひそめた。

「何だ、それは？　訳が分からんぞ」

　強盗に押し入った来青を助ける為、娘が店の者に手を掛けたというのが、ありきたりな答えだが、自他とも認める秀才である彼が、そんな粗そ暴ぼうな行為に及ぶとは思えない。金を盗むなら、もっと狡こう賢かつに事を進めるはずだ。

「うちも最初に聞いた時は、訳が分からへんかった。それで色々と手を使って調しらべたら、耳を疑うような話が漏れ聞こえてきてん」

　言って、また唾を飲み込んだ冴さえの顔に、似合わぬ陰いん鬱うつな影かげが落ちた。

「長なが患わずらいしている清きよ音ね様に、来らい青せい先生が魔ま法ほう薬やくを作って、飲ませてたそうやねんけど、その薬のせいで、〝鬼〟に化けて人を食い殺したって言うんや」

「鬼？」

「鬼って、あの角の生はえた鬼のことか？」

　余りの突とつ拍ぴよう子しのなさに、伊い織おりと冬とう馬まが続けざまに訊きき返した。冴が頷うなずきながらも、不本意を隠さず、額ひたいの皺しわを深くする。

「あほみたいな話やと、うちかて思う。でもな、武ぶ州しゆう屋やの大屋根の上で、月に吠ほえる鬼の姿を見た人間が近所に仰ぎよう山さんおるんや。たまたま、番頭と下女の検死にあたった同心が、うちの客やったから、事件のすぐ後に直接話を聞けたんやけど、それはもう酷ひどい有様やったらしいわ。体は至るところが欠けていて、脳みそもなければ、腸はらわたも引ひき摺すり出されていてあらへん。ほんまに鬼が、食い散らかしたようにしか見えんかったそうや」

　冴の声こわ音ねに、一笑にふせない重みがあった。確たしかに魔法薬の力をもってすれば、何が起こったとしても不ふ思し議ぎではないし、『鬼』に関しても心当たりがないことはない。しかし、合点のいかないことだらけで、あっさり首を縦たてに振る気にはなれなかった。

「死体がそんな有様だったとしても、その娘が鬼に化けた証拠にはならんぞ。何を根拠に、話がそうなったんだ？」

「それが他ほかの誰だれでもない父親の長ちよう兵べ衛い様が、来青先生の薬で娘が化けたと奉ぶ行ぎよう所しよに訴えてるんや。何でも、雄お叫たけびと悲鳴を聞いた長兵衛様が、店のもんを引き連れ、離はなれに駆けつけたら、来青先生が、番頭を頭からむさぼり食っている鬼の傍そばで、清音やめてくれと叫んでいたらしいわ。うちが直接見たわけやないから噓うそかほんとか分からへんけど、離れの血の海の中に、先生の眼鏡めがねと笠かさ原はらの家紋が入った薬やく籠ろうが転がってたそうや。だから奉行所は、来青先生を無関係やとは思ってへん」

　目もく撃げき証言と遺い留りゆう品ひんが必ず真実を指し示すとは限らないが、疑ってばかりでは推すい論ろんすら立たない。一いつ旦たんこれを信用し、来青が現場にいたのを事実だとしても、彼によって惨事が引き起こされたとするには、まだ大きなことが欠けていた。

「だとしても、筋が通らんぞ。何な故ぜ笠原が、恋人を鬼にする必要がある？」

　魔法薬の力をもってすれば、鬼のように化けることも起こりうる。しかし、それはあくまで、意図した結果であり、偶然の産物ではない。悪夢が起きたのであれば、それは来青が望んだからだ。

「あいつは本当に、その娘に惚ほれていたのか？」

「それは間違いあらへん。べた惚れや」

　まるで分厚い鉄の壁かべに問い掛けたが如ごとく、冴の声に揺るぎはなかった。その確かく信しんの深さに、妙な感じがしないでもないが、これも一旦信じるとしよう。しかし、そうすれば、また別の疑問が生じてくる。

「じゃあ、どうして娘が鬼になった？」

「うちの馴な染じみの同心が言うには、東ひがし町まち奉ぶ行ぎようのえらいさんは、魔ま法ほう薬やくの副作用のせいやと言うてるらしい」

「副作用だと？」

　伊い織おりの片かた眉まゆが、ぴんと跳ねあがる。

「馬ば鹿か言うな。確たしかに魔法薬の副作用は激はげしいが、鬼と見まがうほど形が変わるわけがなかろう。何の病気を治す薬かは知らんが、副作用で頭から角が生はえるなどありえん」

　前述した通り、魔法薬の副作用は苛か烈れつで、死を伴うことも珍しくはない。だが、角が生えるほどの変容となれば別の話だ。

「でも、絶対とは言いきれへんやろ？」

「絶対とは言えなくても、万に一つもない話だ。突とつ拍ぴよう子しがなさ過ぎる」

「でも、奉行所は、突拍子がないとは考えてへんで。角の生えた原因は、来らい青せい先生の薬に牛ぎゆう痘とうが反応したからやないのかって疑ってるんや」

「はぁ？」

　大きく開かれた伊織の口の端が、大きく歪ゆがむ。

　天てん然ねん痘とうの免めん疫えきをつける為ため、種痘に用いられているのが、牛痘の瘡かさ蓋ぶたである。西暦一七九六年にイギリスの医師エドワード・ジェンナーが、牛痘を患わずらった牛飼いが天然痘に罹り患かんしないことから牛痘種痘法を発見して以来、世界中で多くの命が救われている。

　日本では、嘉か永えい二年（西暦一八四九年）に長なが崎さきの医師楢なら林ばやし宗そう建けんの提案で、バタビアから牛痘の瘡かさ蓋ぶたを取り寄せたことから種痘事業が始まり、現在、各地の蘭らん方ぼう医いの努力により徐々に根付きつつある。ここ大おお坂さかでは、洪こう庵あんが適てき塾じゆくと同じ北きた船せん場ばに除じよ痘とう館かんを設立して人々に種痘を施し、天然痘の撲ぼく滅めつを目指していた。

　質の良い痘とう苗びようを絶やさず管理し、安あん政せい五年（西暦一八五八年）には全国に先駆けて官許を得たことで、今では大坂を中心に堺さかいや備び前ぜん、備びつ中ちゆうまで広がりを見せているが、当初は牛の瘡蓋を体に植えられることを忌き避ひする人が殆ほとんどで困こん難なんを極めた。洪庵は、根気強く理をもって説き、時には子供を菓子で釣って種痘を受けさせ、苦労と工夫を重ね、ようやく今の成功を導みちびいたのである。

　それを知る伊織にしてみれば、安易に清きよ音ねの角と牛の瘡蓋を結びつけて考えられては、たまったものでなく、腹立たしいにも程があった。そもそも、魔法薬の効能が大きく変わるのは、別の魔法薬と混ざり合った時だけだ。

「牛痘は魔法薬じゃないんだぞ。来青が何を飲ませたか知らんが、牛痘に反応して、副作用が誘発したなどありえん」

　治ち癒ゆ魔法や魔法薬は、西洋医学の一端に過ぎない。それを知らぬ日本人は余りに多く、誤解が生まれるのはやむを得ないが、今回のような曲解は許せなかった。

「そうかもしれへん。でも、奉ぶ行ぎよう所しよは違うで。その証拠が、適てき塾じゆくと種しゆ痘とう館かんの閉へい鎖さや。来らい青せい先生が捕まって事情がはっきりするまでは、塾生全員、藩はん邸ていで禁足やとお達しがあったらしいわ」

「馬ば鹿かげてる」

　伊い織おりは握にぎり締しめた拳こぶしを、己おのれの膝ひざに叩たたきつけた。日本人にとって、種痘も魔ま法ほう薬やくも未知なるものに変わりないのは分かっている。自分たちの理解を超えたこと故ゆえに、偏見や恐怖を抱いてしまうのは仕方ないにしても、この処分は過剰だ。

「もちろん、清きよ音ね様も種痘を受けていたらしいわ。来らい青せい先生の親父おやじさんも種痘事業では有名らしいから、余計に勘かん繰ぐってるみたいやな」

　主の春しゆん獄ごくに進言し、福ふく井い藩はんにて種痘を広めた人物こそ来青の父笠かさ原はら白はく翁おうであり、洪こう庵あんに牛痘を分ぶん苗びようしたのも彼だった。種痘事業の先駆者として医学界では、よく名が知られている。

「それこそ下げ種すの勘繰りだ」

　伊織はそう吐き捨て、苛いら立だたしげに後ろ頭を搔かいた。

　心血を注いだ適塾と種痘館が閉鎖された洪庵が、どれほど胸を痛めているだろうか。そこに思いが至って、伊織は大事なことを尋たずねていなかったことに気がついた。

「洪庵先生は、今、どうされてるんだ？」

「それは、うちにも分からん。翌日、事件の話を聞いて塾を飛び出してから、行方ゆくえ知れずや」

「何？」

　冷や水の如ごとき答えを浴び、伊織の煮えたぎっていた腹が途と端たんに静まった。

「八や重え奥様も何ど処こに行ったか分からんそうや。事が落ち着くまで妹さんのいる名な塩じおに行けと言い残して、それきりらしい。昨日きのう、顔を出した時に教えてくれたんやけど、ご難なんに巻き込まれたらあかんから、言いつけ通り息子むすこさんらと一緒に旅立ちはったわ」

　これは正しい判断に思える。ないとは信じたいが、牛痘が原因で人食い鬼が現れたと噂うわさになっては、種痘館や適塾に対して、暴ぼう動どうが起こりかねない。そうなれば、洪庵の家族が無事ですむわけがなかった。

「行方知れずと触れ回りながら、先生が奉行所に捕えられているってことはないか？」

「それはないんちゃうかな？　奥様も本当に居場所を知らんかったみたいやもん。奉行所も、家族に何も言わんと、牢ろうには放り込まれへんやろ？　そこらの浪人者とは違うんやから」

　冴さえの言い分は、尤もつともである。洪庵ほど高名な人物を秘密裏に捕えて、牢に入れるなど出来るわけがない。万一、そんな愚挙に及んだとしても、幕府に知ち己きが多い先生のこと、必ず誰だれかが八重にその消息を伝えるはずである。

「馴な染じみの同心も、うちにえらい真剣な顔で、居場所に心当たりがないか訊きいてきたしな。そういう伊織先生こそ、洪庵先生の居場所に心当たりはないの？」

「…………ないな。先生のご性格を考えれば、大おお坂さかから逃げ出すようには思えんし。何か厄やつ介かいなことに巻き込まれたのかもしれんな」

　武ぶ州しゆう屋やの出来事の奇怪さを思えば、それは大いにありうる。体たい調ちようのことも懸け念ねんされるので、早々に行方ゆくえを捜し出さねばならない。既に目め明あかしがやっているだろうが、聞き込みをして洪こう庵あんの足跡を辿たどるのが得策だろう。もちろん、これだけでは心もとないので、他ほかにも糸口があれば良いのだが……。

「塾じゆく頭とうの柏かしわ原ばらさんは、どうしてる？」

「多た分ぶん、他の塾生さんや種しゆ痘とう館かんのお医者様と一いつ緒しよちゃうかな。手荒く東ひがし町まち奉ぶ行ぎよう所しよに引っ張られて、来らい青せい先生の行方を聞かれた後、藩はん邸ていに移されて謹きん慎しんになってるようや。士分でない人間は、ご念なことに、奉行所預かりになってるらしい。うちの知る限り、松まつ江えに出掛けてた伊い織おり先生以外に自由な身の人はおらへん。もちろん、伊織先生も捕まったら、同じ目に遭うやろうけど」

　事の理不尽さに憤ふん慨がいしつつ、伊織は気持ちを重くした。性別を男と偽っている身にとっては、縄なわに縛しばられずとも、四六時中、誰だれかの監かん視し下かに置かれるのは苦痛以外の何物でもない。

「どうも、奉行所の思惑は、潜せん伏ぷくしている来らい青せい先生を孤立させることにあるみたいやな」

「奉行所は何を根拠に、笠かさ原はらが、まだ大おお坂さかにいると睨にらんでるんだ？」

「事件の翌日、道ど修しよう町まちの薬種問屋に盗人ぬすつとが入ったんやけど、その人相が来青先生そっくりやったらしいわ。物音に気づいた下男を魔ま法ほうで眠らせる手口からして、先生の仕業にうちも思える。清きよ音ね様を副作用で化け物にしたのを悔いて、大坂を離はなれずに解法薬を作ってるんちゃうかって、奉行所は踏んでるみたいや」

　伊織は腕を組み、大きく首を捻ひねった。

「武州屋の娘が化け物になったのが事実だとしても、牛痘はもちろん、治ち療りよう薬やくの副作用とは考えられん。かと言って、笠原が恋人を鬼にする理由はない。誰だれかにハメられたのか、あるいは何かの手違いで、使うつもりはなかった魔ま法ほう薬やくを投じたと考えるのが妥当な線せんだろうな」

　そう言うや、冴さえが勢いよく身を乗り出した。

「うちは、ハメられたんやと思う。手違いってことは、来青先生が鬼になる薬に関かかわってたってことやろ？　そんなんは考えられへん。先生は悪い人とちゃうもん」

　それは分からんぞ、と言いかけて、伊織は口をつぐんだ。

　冴の様よう子すからして知らぬようだが、来青には黒い噂うわさがある。彼の専門分野は、魔法薬なのだが、その治ち験けんで人を多く殺あやめていると、塾生の間でまことしやかに囁ささやかれていた。

　何でも、大坂三さん郷ごうの西、野の田だ村を越えた先に流れる正せい蓮れん寺じ川の河原かわらに、貧民の集まる施療所があり、そこで治療にかこつけて、自分が生成した魔法薬を患者に投じ、死ねば川に捨てているとのこと。魔法薬の治験に犠ぎ牲せいはつきものだが、彼を非ひ難なんする者に言わせれば、その死者の数が尋常ではないそうだ。

　悪意を多分に含んだ噂など、信用すべきではないし、信用もしていない。だから口には出さなかった。冴に澄すんだ瞳ひとみで、来青が悪人ではないと言いきられた為ため、反射的にそれを否定する黒い考えが脳のう裏りを過よぎっただけである。ただ、彼の無実も掛け値なしに信じてはいなかった。

「笠かさ原はらが悪い人間でないなら、こそこそ隠れずに、どうして表に出てこないんだ？」

　挑戦的な物言いにならないよう気をつけたつもりだったが、冴さえにはそうは聞こえなかったらしく、少女の瞳ひとみに怒りの炎ほむらが立った。

「何言うてんねん。誰だれかにハメられ、奉ぶ行ぎよう所しよから下げ手しゆ人にんとして追われているからに決まってるやろ。来らい青せい先生の仕業やないけど、現場を目もく撃げきされてるから言い逃れは出来ひん。きっと、どこかで解法薬を作りながら、真犯人を追ってるんや」

　そう喧けん嘩か腰ごしに言い、伊い織おりを一ひと睨にらみして立ち上がり、素足のまま土間へすたすたと降りていった。怒りを冷ますつもりなのか、甕かめの水をすくった柄ひ杓しやくに直接口をつけて、幾度も飲み干す。

　もう少し言いようがあったかな、と思いつつ横を向くと、いつになく無口な冬とう馬まと瞳が合った。冴を怒らせたことをたしなめるような彼の視線に、当然のことを言って何が悪いと睨み返す。

　冴が水甕に蓋ふたをし、柄杓をその上に置く。足の裏の土つち埃ぼこりをぱっぱっと手で払い、伊織の前に戻ってきた。水を飲んで落ち着いたのか、それとも、元々尾を引かない性格なのか、表情から怒りの色が抜け落ちていた。

「堪かん忍にんな。ちょっと頭に血が昇ってしもうて」

「気にするな。言い方が悪かったのは、私の方だ」

　そう謝あやまりながら、伊織は内心、首を捻ひねった。先程、冴は来青に世話になったと言ったが、彼女の入れ込み方が思いのほか激はげしい。

（いったい笠原と、どういう関係があるんだ？）

　冴の言動からして、適てき塾じゆくの秀才と適塾に出入りする水売りの娘という間柄だけではなさそうだ。彼女が重い病を患わずらい、来青が助けたことがあるのだろうか。

　そんなことを思いつつ、伊織は膝ひざの前に置かれていた湯ゆ吞のみの水を飲んだ。甕から汲くんでしばらく経たっているのに、まだ喉のどごし良く冷えていた。妙な臭みもないし味も冴さえており、名泉の水と言われて何の不ふ思し議ぎもない。

　冴が胡坐あぐらを改め、両の膝ひざをきちんと揃そろえた。瞳に真剣の色が増している。

「もう怒らへんから、はっきり言うて欲しい。伊織先生は、来青先生が今回の犯人やと思ってるん？」

「いいや、思ってないぞ」

　伊織は、指で縁ふちをなぞっていた湯吞を横に置いた。

　来青を全すべての黒幕と考えるには、彼の目的が不透明過ぎる。どの側面から見ても、恋人である清きよ音ねを鬼にして得になることがない。だが──

「何もしてないとも思わん。それが何かは、笠原を捕まえて問とい質ただしてみるしか方法がないな」

　伊織が言うや、冴が意を決した顔つきで膝を進めた。

「なあ、先生。お願ねがいがあるんやけど……」

「笠かさ原はらを捜して、力を貸してやってくれと言うんだろ？」

　言いたいことを伊い織おりに先んじられ、冴さえが釣り上げられた鯉こいのように、無言のままぱくぱくと口を動かした。

「私が占い師じゃなくたって、話の流れを考えれば、それくらい分かるさ」

　伊織の簡かん単たんな種明かしに、目を瞬しばたたかせた冴が、濃こい眉まゆを引ひき締しめる。

「だったら話が早いわ。来らい青せい先生をはなから下げ手しゆ人にんと決めつけてる奉ぶ行ぎよう所しよは信用出来へんし、かと言って、うちだけじゃあ、どうにもならへんねん。後生や、伊織先生。力を貸してもらえへんやろか？」

　勢い込み頼んできた冴を、伊織は沈ちん黙もくで迎えた。

　今回、適てき塾じゆくが巻き込まれてしまった武ぶ州しゆう屋やの奇怪な事件で、消えた人間は合わせて三人。笠原来青と清きよ音ね、それに緒お方がた洪こう庵あん。この中で誰だれが大事かと問われれば、考えるまでもなく師の洪庵である。

　真実を明らかにするには、来青を捜すのが早道だが、それは奉行所の仕事だ。洪庵を見つけた後であれば、冴の頼みを聞き、彼を捜すことに手を貸してもいいが、今の時点で安やす請うけ合いはすべきではなかった。問題は、どう断るかで……。

「いいぜ」

　これまで腕組みしながら、沈ちん黙もくを貫き通していた冬とう馬まが、いきなり口を開いた。握にぎり拳こぶしで、どんと胸を叩たたく。顔には彼らしい、快男子の笑えみが輝かがやいている。

「まあ、俺おれたちに任せておけ」

「ば──」

　馬ば鹿かかお前は、と伊織が言いかけたが、冴の大声に飲み込まれる。

「ほんまに!?」

　冴が膝ひざを乗り出し、冬馬の手を握り締めた。

「そんなに喜ばなくてもいいぜ。今回の事件が解決せず、適塾が閉へい鎖さしたままだと困るのは俺たちも一いつ緒しよだしな。真相を明らかにするのは、そいつを見つけるのが一番早い」

「おおきに。伊織先生も身を隠さなあかん立場やし、鬼が出たとか物ぶつ騒そうな話もあるから、断られるかもって思っててん。せやから、凄すごい嬉うれしいわ」

　そう言って、屈託のない笑みを浮かべる冴は、とびきり可か愛わいらしかった。手を握られている冬馬も満まん更ざらではないらしく、口元に締しまりがない。

　一人ひとり取り残される形になった伊織は、唇を僅わずかに尖とがらせた。

（悪いが、私は手を貸さんぞ。笠原を捜すのは、お前ら二人ふたりでやってくれ）

　と言いたかったが、言ってしまえば負けた気がする。何に負けるのかは伊織も分からないが、兎とにも角かくにも言いたくなかった。

　やり場のない感情を抑える為ため、袴はかまを握にぎり締しめる。もちろん、冬とう馬まはそれに気づかない。

　膝ひざ立だちの冴さえが冬馬の手を握ったまま、伊い織おりに顔を向ける。

「先生、よろしゅうお願ねがいします。うちも出来ることは何でもするから、気がねなく言うてな」

「……じゃあ、取りあえず腰を下ろせ。これからどうするか話をしよう」

　乗り気はしないし、冬馬への怒りは募つのるが、この状況では、そう言うより他ほかはなかった。

　胸の内で自らをなだめる。糸口は複数あるにこしたことはなく、洪こう庵あんと同時に来らい青せいを捜すのも悪い案ではないと。

「そやね。三人がどう動くか考えよ」

　当初の察しの良さは、どこへ行ったのか。揺れる伊織の心を読み取ることなく、冴は頰ほおに笑えみをたたえて頷うなずき、その場に座り込んだ。

　腰を落として尚なお、握り続けられている冬馬の手を見て、伊織の眉まゆがぴくりと跳ねる。

（お前も、いつまで握らせたままにしてるんだ）

　と怒気を含めて睨にらみつけた。そんな伊織の視し線せんから逃げるかのように、冬馬が節だらけの天てん井じようを仰ぎ見た。

「なあ、冴。二階に誰だれかいるのか？」

「弟の小こ弥や太たが寝てるけど、それがどうしたん？」

　冬馬の手を放し、冴が小首を傾かしげる。急に笑え顔がおが色いろ褪あせて見えた。

「ちょっと騒さわぎ過ぎたな。弟を起こしちまったみたいだぜ」

　伊織は、天てん井じようから物音一つ聞こえなかった。相変わらず呆あきれた耳の良さだ。

　冴が立ち上がり、伊織を見下ろす。少女の顔から、夏なつ陽ひのような笑みがすっきり消きえ失うせていた。

「伊織先生、お願ねがいばっかりで悪いねんけど、うちの小弥太を診みてやってくれへん？」




　冴に続き、ぎしぎしと軋きしむ竹階段を上がる。

　二階に顔を出した瞬しゆん間かん、西から東へと吹き抜けた風が、伊織の長い髪を揺らした。たっぷりと暑気を孕はらんでいたが、窓もない一階と比べれば遥はるかに快適である。それに、あちこち毛羽立ってはいるものの、畳がきちんと敷しかれていた。

　排はい泄せつのことなど考えれば、一階の方が看病する者にとっては楽だ。それでもここに病人を寝かせているのは、少しでも心地ここち良よいようにという気づかいだろう。

　四畳半の隅に敷かれた夏なつ布ぶ団とんの上で、丸坊主の瘦やせた少年が仰あお向むけになって寝ていた。

　歳としの頃ころは、おそらく十二、三歳。優やさしげな良い顔をしているが、姉とは正反対で肌は青白く、瞳ひとみに生気が乏とぼしい。触れれば壊こわれてしまうかと思うほど、か弱げである。

「小弥太、起こしてもうて堪かん忍にんな」

　冴が、しおらしく枕まくら元もとに座る。

「そんなん気にせんとって」

　姉の問いかけに、小こ弥や太たは儚はかなげな笑え顔がおで応じた。白いえくぼが、可か愛わいらしくもあり、物悲しくもある。

「お客様が来てんねやから、僕に構わんでええよ。今日きようは具合もいいし、のんびり寝とくわ」

「ほんまに、しんどないんか？」

　冴さえが陽ひに焼けた手で、小弥太の青白い額ひたいを撫なでる。

「ほんまや。噓うそは吐ついてないから、心配せんといて」

　判断をつきかねた冴が眉まゆ尻じりを寄せ、顔を上げる。布団の脇わきに座った伊い織おりに、すがるような視し線せんを送ってきた。

「先生、そう言うてるけど、ちょっと診みたってくれへん？」

　無言で頷うなずくと、小弥太の顔がのぞき込めるよう、膝ひざを少し前に進める。

「私が適てき塾じゆくの久く世ぜ伊織で、隣となりにいる役立たずが、失し本もと冬とう馬まだ。よろしくな、小弥太」

「こちらこそ、よろしゅうお願ねがいします」

　枕まくらの上で、冬馬にもきちんと目礼した小弥太が、伊織に瞳ひとみを戻す。

「伊織先生も適塾ということは、来らい青せい先生のご友人なんですね？」

　ただの顔見知りだと正直に答えるのは、大人おとなげない気もしたので、伊織は黙だまって頷いた。

　小弥太が自分のことを差し置き、ひどく心配そうに尋たずねる。

「風か邪ぜで寝込まれているそうですけど、具合のことは聞かれてませんか？」

　何と答えようかと顔を上げた伊織に、枕元にいる冴が、話を合わせて欲しいと目で合図を送ってきた。頷く代わりに、彼女に向かって瞼まぶたを閉じる。伊織は視線を戻し、小弥太の肩に手を置いた。

「医者の不ふ養よう生じようで、どうもこじらせたらしい。当分は寝床から出れないそうだ」

「やっぱりそうですか。こんなに顔を出されないのは、初めてなので、余程具合が悪いんだろうなと思っていたんです。もし、来青先生にお会いすることがあれば、お大事にして下さいと伝えてもらっていいですか？」

「分かった。会えば、必ず伝えよう」

　伊織は言って、小弥太の首筋に指をあてた。

「じゃあ、少し診させてもらうぞ」




　窓辺にぶら下がった風ふう鈴りんの短たん冊ざくが、風と舞まい踊る。硝子ガラスの澄すんだ音色が響ひびく部へ屋やに、西の窓から眩まばゆい夏の日ひ射ざしが入り込んでいた。

「よし、もういいぞ」

　半身を起していた小弥太の背中を支えながら、ゆっくり布ふ団とんに寝かす。乱れていた襟えり元もとを正しやってから、伊織は、髪の毛が全すべて抜け落ち、つるりとしている少年の頭を撫なでた。

「お前は、強い子だな。でも、瘦やせ我慢をし過ぎるなよ」

　何も言わず、小こ弥や太たがとぼけた笑えみを浮かべる。

（それに優やさしい子だな。悲しいくらいに……）

　心の声を胸に押し込め、伊い織おりは少年に尋たずねた。

「少し眠れるよう、魔ま法ほうを掛けてやろうか？」

「お願ねがいしていいですか？」

「もちろんだ」

　伊織は頷うなずくと、白魚のような指に銀の光を灯ともし、魔法陣を描き始めた。雑念を追い出し、詠えい唱しように集中する。

「──ヨムルの子を寝しん所じよに誘い、星なき夜の帳とばりで包め。睡郷への誘いレジーン」

「伊織先生、おおきに……」

　顔の上を覆おおう魔法陣ごしに礼を言い、瞼まぶたを閉じると、小弥太は安らかな眠りに身を委ゆだねた。

　その穏おだやかな寝顔を見つめながら、冴さえが尋たずねる。

「小弥太の具合はどうなん？」

「良くないな」

　本当は、良くないどころではなかった。何か効果的な手を打たなければ、この夏を乗りきるのも難むずかしそうである。

「悪いのは心しん臓ぞうだな」

　冴が、力なく頷うなずいた。

「来らい青せい先生が、小弥太の体の中を魔法でのぞいてくれたんやけど、心臓が大きゅうなる病気の中でも、えらい酷ひどくて変わったやつらしいわ」

　伊織はこれまで、そんな患者を見たことがないが、心筋が特異に肥大する病があると医学書で読んだことがある。腫しゆ瘍ようの類たぐいならば、一いちか八ばちかで患部を切除し、治ち癒ゆ魔法で肉を閉じる手立てもあるが、この病気には使えない。となると、魔法薬に希望は見みい出だすしかないが、珍しい病であることから、効果的な薬は未いまだに作り出されていなかった。

「小弥太は、ずっと笠かさ原はらが診みてるのか？」

「そうや。この一年、二日に一度は必ず顔を出してくれはった。しかも、自分の勉強の為ためでもあるからや言うて、治ち療りよう代だいを絶対に受け取りはらんかったんよ」

「その時、あいつは薬も持ってきてるんだな？」

「いつもやないけど、新しい魔法薬が出来た時は、三日三晩の徹てつ夜や明けでも来てくれはるよ。小弥太に優やさしくしてくれるし、ほんまいい先生やねん」

　冴の声にも表情にも、感かん謝しやする気持ちが満ちていた。それに比例して、伊織の心も烈はげしく搔かき毟むしられる。

「もし笠原の薬が残っているなら、見せてもらえないか？」

　ええよ、と言って冴さえが立ち上がる。部へ屋やの北隅に置かれていた行こう李りを開き、溜ため漆うるし塗ぬりの薬やく籠ろうを手にして戻ってきた。

「すまんな」

　それを受け取り、中の薬を掌てのひらに出した。真珠くらいの大きさで、銀ぎん色いろに輝かがやいている。その光こう沢たくや臭においで、すぐに魔ま法ほう薬やくと分かった。

　ひょいと視し線せんを上げると、銀の丸薬を見る冴の表情に、思い詰めたような影かげが宿っていた。

「なあ、冴。この薬、預かってもいいか？」

「……ええよ。それはあんまり、小こ弥や太たには合わんかったみたいやから」

（こんなもの、誰だれにも合わんさ）

　歯切れの悪い冴に、心の中でそう返し、魔法薬を薬やく籠ろうに戻して懐ふところにしまった。同時に、洪こう庵あんや適てき塾じゆくのこととは関係なく、来らい青せいを捜し出すことを固く決心する。どぶの底にひそんでいようと見つけ出し、あの男を殴り倒さないと気が済まない。そして、この姉し弟ていに二度と近づかないよう、約束させる必要がある。

「代わりと言っては何だが、明日あした、よく眠れる薬を持ってくるよ。小弥太の具合が悪そうなら、飲ませてやってくれ」

「嬉うれしいわ。先生、おおきに」

　声を上ずらせ、頭を下げた冴の肩を叩たたき、前を向くよう促す。

「礼を言われるようなことじゃないさ。それに頼みたいことがいくつかあるんだ。階し下たにおりて話を聞いてくれないか？」




　窓が切り抜く闇やみの中に、星は数える程しか光っていなかった。宵よい五つ（午後十時）の鐘かねが鳴っても、消えることがない街まち灯あかりのせいだろう。

　夜店で賑にぎわう順じゆん慶けい町まちにかなわぬが、宿屋が集まるここ長なが町まちも、客引きの声は絶えておらず、中々に騒そう々ぞうしかった。開け広げられた油障子の間から吹き入る風も、まだ昼間の熱ねつが抜けきっていない。

　年季の入った飴あめ色いろの床柱以外に、見るべきものはない簡かん素そな六畳間。季節外れの紅こう梅ばいが描かれた襖ふすまに、向かい合う二つの影かげが映っている。

　外のざわめきや頰ほおに伝い落ちる汗に惑まどうことなく、伊い織おりは、自らが織おりなす呪じゆ文もんに精神を集中させていた。膝ひざの前にある書き物机に、紙が一枚広げられ、烏からすの血で魔法陣が描かれている。その中心に配置された杯さかずきをのぞき込むと、芥子からしの実ほどの大きさで、金の粒が混じった薄うす青あおい結晶石が入っていた。

「──月の精を北ほく檀だんに掲げよ。闇を満たし、神しん霊れいの杯でロアの滴しずくと交われ。睡リ郷ネの＝薬ウ水ル」

　伊織の指先が編あんだ鮮うす紅べに色いろの魔法陣と紙に描かれた魔法陣が、寸すん分ぶん違たがわず重なり合う。すかさず送った目の合図で、正面に座っていた冬とう馬まが、杯に竹の水筒から水を注いだ。一いつ瞬しゆんで結晶石が解け、水が薄うす青あおに色づく。

「よし、完成だ」

　伊い織おりは額ひたいの汗を拭ぬぐい、杯さかずきに満ちている魔ま法ほう薬やくを用意していた硝子ガラス瓶びんへと移し替えた。薬効の長さと持ち運びを考えれば、来らい青せいのように丸薬に閉じ込める方が良いが、伊織の知ち識しきも技量も、彼の域には達していなかった。たった、それだけのことと思われがちだが、薬液を固体化するには微妙なさじ加減が必要で、口で言うほど容易たやすいことではない。

　冬とう馬まが硝子瓶を抓つまみあげ、座ざ布ぶ団とんに腰を下ろす。堅苦しく、まだ袴はかまを脱いでいない伊織と違い、着流しに着替えている。

「これって、ただの眠り薬なんだよな？」

「ただのじゃない。よく効く眠り薬だ。何なら一口試してみるか？　朝まで一っ飛びだぞ」

　伊織は無愛想に言って、魔法薬の生成に使った紙や杯、秤はかりなどを、振り分け行こう李りに片づけ始めた。

「なあ、伊織。こんなんじゃなくて、小こ弥や太たの病気を治す薬は作れないのか？」

　硝子瓶を行灯あんどんの光にかざしながら、真剣な声こわ音ねで冬馬が尋たずねた。手を止めることなく、伊織が肩をすくめる。

「無理だな。百年、二百年あれば、いつかは出来るだろうが、小弥太には時間がなさ過ぎる。お前にだから言うが、あの子はこの夏を持ち堪こたえるのが精一杯なんだ。とても間に合わん」

「でも、やるしかないし、やってみないと分からないだろ？」

「駄だ目めだ。副作用が出るのを承知で、これ以上未完成の魔法薬を投与し続ければ、残り少ない命の灯心ともしびを吹き消すことにしかならん」

　せめて、同じ病の患者がもう一人ひとり、二人ふたりいれば望みは繫つなげるのだが、今から探して治ち験けんの同意を得るなど出来るはずがない。

「もう手遅れなんだ。病状の悪化もそうだが、笠かさ原はらの魔法薬のせいで、もう小弥太の体は壊こわれきってるからな」

　小弥太を診察した際の怒りが蘇よみがえり、竹製の行李に道具を詰める手つきが乱らん暴ぼうになった。中へ秤はかりを押し込めた拍子に来青の薬やく籠ろうが、ちらりとのぞき見え、目め尻じりがさらに吊つり上がる。

　何な故ぜ、来青があそこまでやったのか理解出来ない。小弥太の命を救う為ため、小弥太の命を犠ぎ牲せいにして何の意味がある？

「詳しく調しらべないと、成分や組み込まれている魔法の種類は分からんが、こんなものはただの毒だ。毛が抜け落ちた丸坊主の頭は、ほんの序の口。小弥太の体の中は、魔法薬の副作用のせいで、起きているのも辛つらいほど潰つぶされてる。大の大人おとなだって泣き叫んだって、おかしくない。なのに、冴さえに心配させないよう笑ってるんだぞ。あの子に誰だれがこれ以上、堪こらえてくれと言えるんだ？」

　そう怒りを爆ばく発はつさせたが、最後に小弥太の笑え顔がおが脳のう裏りを過よぎり、泣きそうになった。自分の涙るい腺せんを縛しばるかの如ごとく、道具を詰め込んだ行こう李りに、真さな田だ紐ひもをきつく結んだ。

　冬とう馬まが神妙な顔つきで、二人ふたりの間にある書き物机の上に硝子ガラス瓶びんを置いた。うなじを搔かきながらも、さもすまなさそうに頭を下げる。

「そうか。何も知らずに言って悪かったな」

「別にお前が謝あやまる必要はないさ。私が許せないのは、笠かさ原はらだ」

　それと、小こ弥や太たに眠り薬しか渡してやれない自分自身も。

「しかし、冴さえも人が良過ぎる。笠原の魔ま法ほう薬やくで、弟がどんな目に遭あったか分かっているだろうに、奴やつの身を案じてやるなんて……。ほんと、どうかしてるぞ」

　伊い織おりがそう憤いきどおると、冬とう馬まが不ふ思し議ぎそうに眉まゆを持ち上げた。

「なあ、伊織。それ、本気で言ってるのか？」

「本気に決まってるだろ。治ち療りよう代だいが無た料だだとしても、あんな男に弟を任せるなんて気がしれん」

　冬馬がこめかみを押さえ、長い息を吐きだす。

「お前の鈍どん感かんも、そこまでいけば病気だぞ。医者に行って、薬をもらってこいよ」

　馬ば鹿かにしきった口く調ちようが聞き捨てならず、伊織は赤せき眼がんの青年を睨にらみすえた。

「わけの分からんことを言うな。何が医者に行けだ。私は──」

「医者は医者でも、藪やぶ医い者しやだ」

「なっ、何だと！」

「事実だ。怒るなよ」

　冬馬が書き物机に片かた肘ひじをつき、顔を寄せてくる。その両目は、何かを探るように細められていた。

「お前、冴が来青に惚ほれてることを、本当に気づいてないのか？」

「……」

　ぽかんと口を開けた伊織を見て、冬馬が再びこめかみを押さえる。

「普通気づくぞ。信じられねえな」

　頭が混乱し、伊織は、素の少女に戻った。顔をうつむかせ、両手の人さし指をもじもじと絡み合わせる。

「えっ……だって、冴はお前のことを……」

「はぁ？　何言ってんだ。冴は、俺おれのことなんか、どうも思っちゃいないさ。態度を見りゃ分かるだろ？　それに比べて、来青のことを話す時、あいつの瞳ひとみも声も完全に惚れきっている女のそれだったじゃないか？」

「……」

　冴が、来青は清きよ音ねに惚れていると断言した時、少しおかしな感じがしたが、そういうこととは思いもしなかった。冬馬が鋭するどいのか、それとも……。

「あれだけ面と向かって話していて気づかない上に、冴さえが俺おれに惚れてると思うなんて、どうかしてるぜ」

　ぐうの音ねも出ず、顔が上げられない。耳先をほんのり赤くしながら、上うわ目め遣づかいに冬とう馬まを見る。

「…………悪かったな、鈍どん感かんで」

「ああ、大いに悪いぞ。早く直してくれ。そうじゃないと困るんだよ、俺が」

「何で、お前が困るんだ？」

「それくらい自分で考えろ」

　冬馬が少し怒ったように言い、口を閉ざすと、気まずい沈ちん黙もくが降りてきた。

　下宿先が目め明あかしに見張られているかもしれないので、ひとまず宿へ泊まることにした為ため、今夜は六畳間に二人ふたりきりである。長期戦になるかもしれないので、路銀を節約すべく相あい部べ屋やにしたことが、今更ながら悔やまれた。

　冬馬が片かた肘ひじをつくのをやめ、ふっと短い息を吐き出す。

「まあ、いい。話を本題に戻そうぜ。俺たち明日あしたからどうするんだ？」

「それは、冴が聞き込んでくる話次第だな」

　話題が変わったお陰で気まずい空気が緩ゆるみ、伊い織おりはようやく顔を上げることが出来た。十六の少女から、蘭らん学がく者しやにして魔ま法ほう士しである『久く世ぜ伊織』へ復活する。

「洪こう庵あん先生に結びつく線せんがあれば、そちらをたぐる。笠かさ原はらの尻尾しつぽが見えたら、そっちを摑つかみに行けばいい」

「もし、見つかった糸口が、二人の行方ゆくえじゃなく、清きよ音ねの消息だったらどうする？」

「そうなれば、清音を追う。結局、根っこを辿たどれば同じ事件に行きつくからな。誰だれか一人ひとりが見つかれば、次へと繫つながっている可能性は充分ある」

「それは俺も思う」

　冬馬は頷うなずくと、尻しりを浮かせて胡坐あぐらをかき直した。

「で、その根っこの事件だが、清音が鬼になったっていう話、お前は信じているのか？」

「九割九分は信じてないが、鬼に似た化け物になる魔法薬が記された、古代語の魔ま導どう書しよがあるのは知っている。ただ、そんな高度な魔法薬が、人に転用出来るとは思わん。奇跡がいくつも折り重ならないと、出来っこない代しろ物ものだからな」

「なら、どうして一いち分ぶも信じるんだ？」

「変な言い方かもしれないが、噓うそが荒こう唐とう無む稽けい過ぎる。噓であるからこそ、もっともらしい話をでっち上げないとおかしい。わざわざ、鬼を持ち出す意味が分からん。長ちよう兵べ衛いも笠原の薬のせいにしているが、嫁入り前の娘が番頭たちを食ったのは認めているからな。そんな噓をついても、何の得にもならんのに」

　冬馬が腕組みし、低い声で唸うなる。

「確たしかに、そうなんだよな。でも、清音が鬼に化けたとしていたら、どうして、あの夜以降、姿を隠せてるんだ？　ここは山奥じゃない、人目の多い大おお坂さかだぞ」

「それは誰だれかが匿かくまってるんだろう。ここには蔵くら屋や敷しきがあるから、隠し場所には困らん」

　大坂には全国から、あらゆる物資が集しゆう積せきされ、蔵に収まっている。それを一つ一つ検あらためるぐらいなら、山狩りをする方が遥はるかに楽だ。

「いずれにしろ、今回の事件には必ず黒幕がいるぞ。適てき塾じゆくへの仕置きの重さを考えれば、奉ぶ行ぎよう所しよにそいつの手が回ったのかもしれない。かなり厄やつ介かいな相手だと覚悟した方がいいな」

　冬とう馬まが腕組みを外し、嬉うれしそうに膝ひざを打つ。

「のぞむところだ」

「お前は、ほんとに余計なことに首を突っ込みたがる男だな」

「洪こう庵あん先生や適塾が、事件に巻き込まれてるんだから、別に余計じゃないだろ？」

「それはそうだが、お前が冴さえに安やす請うけ合あいしたおかげで、深入りすることになったんだぞ。そうでなければ、もっとやりようがあったのに」

　伊い織おりは不満げに言い、書き物机を指で叩たたいた。

「いや、結局は、こうなったさ。何だかんだ言って、お前は俺おれ以上にお人よしだからな」

　そう笑って、冬馬が腰を上げる。夜風が吹き込んでいる窓辺まで歩いていき、闇やみを背に振り返ると、胸の前で拳こぶしを掌てのひらに音高く打ちつけた。

「まあ、いっちょやってやろうぜ。誰だれが相手でも俺たち二人ふたりなら無敵だ」

　翌日、無敵の二人が茹ゆだるような蒸暑さに音ねをあげながら、冴さえの長屋に到着したのは、太陽が天の半ばを少し過ぎた刻限だった。

　子供たちのはしゃぎ声が何処いずこよりか聞こえてくる裏店の路地に、視し線せんを用心深く走らせる。瘦やせた三毛猫が一匹、長屋と長屋の間から出てきて小道を横切ったが、誰かにつけられている様よう子すはなかった。

　冬馬も大丈夫だと頷うなずいたので、手て垢あかで黒ずんだ引き手に指を掛け、扉とびらを開ける。

「冴、入るぞ」

　言って、中へと足を踏み入れた伊織の目に、思わぬ光景が飛び込んできた。

　水みず甕がめの前に立つ冴が、波紋が幾重にも広がっている水面に向かって、群ぐん青じよう色いろに輝かがやく魔ま法ほう陣じんをかざしていた。しかし、当人は全神経を集中しているようで、こちらに気づかない。勝手に見てはならないものを見た気がしたので、伊織は、すぐ扉を閉め下がろうとしたが、後ろから入ってきた冬馬に押される形になり、逆に中へと入り込んでしまった。

「へー、魔法が使えたのか」

　興きよう味み深ぶかさ半分、羨うらやましさ半分といった感じの冬馬の声が耳に届いたらしく、冴が顔を上げた。表情に驚おどろきの色はあったが、悪びれる様子は少しもない。両手を閉じ、夕ゆう闇やみを溶かしたような群青の魔法陣を消し去って、伊織たちに体を向ける。

「あれ？　いつ来たん？　全然、気づかんかったわ」

「すまない。ちゃんと許しを得てから、中に入るべきだったな」

「そんなん。気にせんでもええよ。伊い織おり先生らに見られて困るもんちゃうし、悪いことをしているわけでもないしな。だって、これ。水を浄化する魔ま法ほうやもん」

　白い歯をのぞかせ笑ってから、冴さえは唇の前に人さし指をあてがった。

「でも、うちの商あきないの秘ひ訣けつやから、内ない緒しよにしてくれてたら嬉うれしいけど」

「もちろん、黙だまってるさ。しかし、驚おどろいたな。誰だれにそんな魔法を教えてもらったんだ？」

「来らい青せい先生や。昔は、道どう頓とん堀ぼりを越えて難なん波ば村の井戸まで水を汲くみに行っててんけど、時間と手間が掛かるやろ。だから、うちが少しでも小こ弥や太たの傍そばにおれるよう、こうやって大おお川かわの水を清水に変える手ほどきしてくれたんや」

「使いこなすのに、苦労したろ？」

「ん？　そうでもないよ。来青先生も驚いてはったけど、うちは、水の魔法に関して筋がいいらしいわ」

　ほう、と伊織は、感かん嘆たんの息を漏らした。

　水の魔法を使いこなせる人間は、知る限り多くはいない。魔法には人それぞれ適正があり、魔力を十二分に有していても、それが外れていると、起動も操そう作さも困こん難なんになる。

　伊織は有能な魔法士だったので、治ち癒ゆ魔法と元素魔法の両方を駆使するが、それでも後者に関しては、雷と風以外は不得手だった。火の魔法は提ちよう灯ちんか火打石程度の役にしか立たず、水の魔法に至ってはさらに苦手で、一つも起動すら出来ない。なので、冴の能力に驚き、称しよう賛さんする気持ちは強かった。

「じゃあ、他ほかにも使える水の魔法があるのか？」

「ないよ。うちは水売りやから、これ一つで充分やし、いちいち詠えい唱しようや魔法陣を覚えるのも、面めん倒どう臭くさいもん」

　冴は、そう衒てらいなく言い、板間に向けて顎あごをしゃくった。

「まあ、立ち話もなんやし、上がってや」

　草ぞう履りを脱ぎながら、伊織が尋たずねる。

「先に小弥太を診みようか？」

「今、眠ったところやからええよ。後でお願ねがいするわ」

　言って、冴も同じく板間にあがった。伊織は円座に腰を落とすと、懐ふところに手を入れ、硝子ガラスの薬瓶を取り出した。

「そうか。約束していた眠り薬が、これだ。一口飲めば、痛みを忘れて半日はぐっすり眠れる。毎日飲ませてもいいが、起きた後には、嫌いやがっても必ず何か食べさせてくれ」

「おおきに、先生。お代は、いくらなん？」

　頭を下げ、冴が薬瓶を受け取る。

「気にしなくていい。触媒は、殆ほとんど持ち合わせのものを使ったからな。それに、こちらも聞き込みは全すべて任せてしまっているし、お互い様ということにしておこう」

　冴さえは水売りという職しよく業ぎよう柄がら、どこに顔を出しても不自然ではないし、武ぶ州しゆう屋やの事件を追っている同心の一人ひとりが馴な染じみなので、そこからも話を引き出せる。対して、伊い織おりは適てき塾じゆく生せいであることから常に目め明あかしを気にしなければならず、冬とう馬まも足軽に足払いを見み舞まった件や目立つ風ふう貌ぼうから、聞き込みをするには適さなかった。よって話し合いの結果、彼女に一任することになったのである。

　適塾にも恩を返したいと熱ねつ心しんに訴えるので、洪こう庵あんの行方ゆくえの聞き込みも頼むことにした。巻き込まれたのは同じ事件故ゆえ、来らい青せいを発見する糸口になるかもしれない。それは冴もよく分かっており、大いに乗り気で引き受けてくれた。

「ほな、ありがたく頂ちよう戴だいしておくわ。ほんま、適塾の人はええ人ばっかりやね」

　そこに来青が含まれることは遺い憾かんだったが、口には出さない。隣となりで胡坐あぐらをかいている冬馬を横目で見ると、余計なことは言うなよ、という眼めつきをしていた。

　そんな二人ふたりの目配せに気づく様よう子すもなく、冴が言葉をつぐ。

「そうや。本題に入る前に、忘れたらあかんから、伊織先生の下宿先の話を済ませとこか」

　伊織の下宿先は、松まつ屋や町まちにある。戸と沢ざわ五ご郎ろう衛え門もんという商家の離はなれで、元は患者だった、そこの老婆にどういうわけか気に入られ、格安で借りている。どこが痛いあそこが痛いと、時を選ばず泣きつかれたり、体たい調ちようが良ければ良いで、縁えん側がわの茶飲み話につきあわされたりするのは玉に瑕きずだが、贅ぜい沢たくの言える身分ではなかった。大おお坂さかは他ほかの地に比べて、ましと言われているが、蘭らん学がく者しや、とりわけ得え体たいの知れない魔ま法ほう士しに家を貸すのを嫌う風ふう潮ちようが世間にはある。戸沢の人間は主から奉公人まで、皆気き性しようが良く、これ以上の下宿先を探せと言われても、まずは見つからないだろう。

「悪かったな。私事に足を運ばせてしまって」

「そんな水みず臭くさいこと言わんといて。さっき、自分でお互い様やって言うたこと、もう忘れたん？」

　冴の笑えみにつられ、伊織も口元を緩ゆるめた。

「そうだな。で、どうだった？　奉ぶ行ぎよう所しよの手は回っていたか？」

「先生の知り合いや言うて、店の番頭さんに会ってきたけど、東ひがし町まち奉行所の小こ頭がしらが一人ひとり、松まつ江えから戻ってきてないか探りに来たらしいわ。無人の離れを見て、一応納得したそうや。ただ、去さり際ぎわに、伊織先生が帰ってきたら、奉行所に注進に来るよう言い残したらしい。もちろん、そんなことをするつもりはありまへん言うて、笑ってはったけど」

　密告しろということは、見張りの者がいない公算が高い。しかし、伊織は事件が終息するまで、下宿先には戻らないことに決めた。番頭の言う通り、戸沢の家は自分を匿かくまってくれるだろうが、事が露ろ見けんすれば迷惑を掛けることになる。それだけは何があっても避けたかった。

「頼んでいた通りに、手紙を渡してくれたか？」

　下宿先に戻れないと予想がついていたので、まだ松まつ江えにいて当分帰坂出来ない旨むね記した文ふみを手渡してくれるよう冴さえに頼んでいた。これで、心に引っ掛かっていたことが一つ片付く。

「ちゃんと渡しといたよ。奥から出て来た婆ばば様さまが、えらい感かん謝しやしてくれてお茶につき合わされそうになったのは弱ったけどな」

「冴、ありがとう。助かったよ」

「これくらい、お安いご用や。また気になることがあったら、何でも言うてな」

　そう気前良く請うけ合った冴が、

「さあ、これからが本題や」

　と切り替え、表情を引ひき締しめた。伊い織おりも応じて、姿勢を正す。冬とう馬まだけは変わらず、胡坐あぐらに頰ほお杖づえをついていた。

　冴が尻しりを床に摺すり、二人ふたりに近づく。

「ほうぼうに聞き込みに行って、来らい青せい先生の方はさっぱりやったけど、洪こう庵あん先生の方は少し進展があってん。行方ゆくえが途と絶だえた三日前の夕方に単身、武ぶ州しゆう屋やを訪ねてはるんを近所の丁でつ稚ちが見てたんや。うちの馴な染じみの同心が言うに、今のところ、それが最後の目もく撃げき証言らしいわ」

　興きよう味み深ぶかい話に引きつけられ、伊織の体は自然と前のめりになった。

　武州屋の懐ふところの深さを考えれば、洪庵一人ひとりぐらいを隠すのはわけがない。理由も事情も分からないが、可能性としては大いにある。となれば、同じことを考える人間も出てくるわけで……。

「奉ぶ行ぎよう所しよは、武州屋の屋や敷しきの中に踏み込んだのか？」

「一応、道ど修しよう町まちの本宅と上うえ町まちにある下屋敷は、洪庵先生以外にも何か隠してないか探ったけど、空から振ぶりやったそうや。店のもんも、皆一様に口が重いし、何ど処こへ行くにも、用心棒がぞろぞろついてきて難なん儀ぎしたらしいわ」

「武州屋のような大おお店だななら、何事にも固くて当然だがな」

「ただ、五人程いた用心棒の眼つきが、えらい物ぶつ騒そうやったらしいよ。何か武州屋の為ためにならんものを見つけたら、後ろから斬きり掛かってくるんちゃうかと、背中に冷汗をかいたそうや。まあ、聞きなれへん東あずま訛なまりやったせいで、余計に冷たく感じたんかもしれへんけどな」

　武州屋の奉公人は、長ちよう兵べ衛いが江え戸どから連れてきた者が大半を占めている。しかし、大おお坂さかの客が不快に思わないよう、店先では東言葉を一切喋しやべらせていなかったはずだ。同心を追い払う為、用心棒たちにあえて相手が嫌いやがる訛を使わせたのかもしれない。

「その同心は、武州屋が何かを隠してると思っているのか？」

「確かく信しんはないけど、臭におうとは思ってるみたいやね。洪庵先生が最後に訪ねた本宅の方で、用心棒に遮さえぎられて、見れへん部へ屋やがいくつかあったらしいし。事件以来、店は閉まったままやけど、人の出入りが絶えているわけやないから、目め明あかし何人かで表を見張っているそうや」

　武州屋ほどの大店になれば、役人との繫つながりがあって当然である。大坂城じよう代だいや東西の町奉行とまではいかなくとも、それに近しい官かん職しよくの者と話が出来るだろう。一介の与よ力りきや同心では、蹴け破やぶれない扉とびらがあっても仕方ない。

「武ぶ州しゆう屋やの身しん代だいを考えれば、痛くない腹でも探られたくないのは分からんでもない。ただ、その腹に入ったのを最後に、洪こう庵あん先生が姿を消したとなれば、答えは違う」

「かと言って、俺おれたちが正面きって訪ねても、その用心棒に門前払いを食らうのが関の山で、武州屋の腹には入れないだろうな」

　冬とう馬まがわざとらしい口く調ちようで言い、腕を組んだ。武州屋の本宅に忍び込むしかないと、言葉の裏に匂におい立っている。あえて口に出さないのは、いつも軽挙をなだめる伊い織おりが、自分と同じ結けつ論ろんに達していると気づいているからだ。

「何が言いたいんだ？」

「分かってるくせに、よく言うぜ」

　言われなくても選択肢が一つしかないのは、確たしかに分かっていた。堂々と店の前に姿を現せば、目め明あかしに見つかるのは必然だ。そもそも、事件の黒幕も手を伸ばしているかもしれない奉ぶ行ぎよう所しよに、何かを期待するのは虫が良過ぎる。武州屋が洪庵を軟禁しているとは限らぬが、今の状況で行動なくして得るものは一つもない。

　しばしの沈ちん黙もくの後、冬馬と不毛な意地の張り合いをしても、何の利にもならないとあきらめ、伊織は冴さえに尋たずねた。

「裏から、屋や敷しきに忍び込めると思うか？」

　冴も同じ答えに辿たどりついていたらしく、伊織の問いに驚おどろいた様よう子すはなかった。

「うーん、どうやろ……。裏は背せ割わり下水が流れてるから、人が入っていけるけど、問題は塀へいやな。高さが二間ほどあるから、何か工夫をせんと難むずかしいと思うで」

（魔ま法ほうで跳ぶか……）

　一いつ瞬しゆん、そう思ったが、魔法陣の放つ光が家人の目を引きつける恐れがあるので、出来れば使いたくない。ならばと、冬馬に顔を向ける。

「それは、俺おれに任せてくれ。やれと言われれば、大おお坂さか城じようの天守閣にだって登ってみせるぜ。二間の塀なんて目じゃないさ」

　自信満々に言い、親指を胸に突き刺した。松まつ江えで土蔵から脱出し、天てん井じようや床下を潜もぐって伊織の座敷にやってきた記き憶おくが鮮あざやかに蘇よみがえる。あの時は散々悩まされたが、こうして味方になると、使い勝手の良い男だ。

　塀越えのことはこれで解決として、少し気なることが一つある。

「塀の高さは、同心が教えてくれたのか？」

　そんなことまで周到に聞き出していることが、純粋に不ふ思し議ぎだった。最初から屋敷に忍び込むつもりだったのだろうか。取り立てて重要なことではないが、心に魚の小骨のように引っ掛かり、問わずにはおれなかった。

「そや、言うてへんかったな。武州屋には何度か、水を買ってもらったことがあんねん」

　声に後ろめたさがない。別段、故意に隠していたわけではないらしい。

「離はなれに水みず桶おけを運んだ時、奥庭ごしに塀へいが見えたんや。だから、清きよ音ね様にも会おうてるんよ。えらい綺き麗れいな方やったわ。それが鬼になったとは、信じたくないけど……」

　そう唇を結んだ冴さえの顔に、複雑な感情が交差していた。容姿端たん麗れいな恋こい仇がたきの悲ひ劇げきを望む心と否定する心がせめぎ合っているのだろう。

　彼女の葛かつ藤とうに区切りをつけるだけではなく、事の真相に迫ることにもなるので、事件が起こったという離はなれも調しらべる価値はあるように思えた。やはり──

「真偽は、自分たちの眼めで確たしかめるしかないな。冬とう馬ま、手始めに二人ふたりで武ぶ州しゆう屋やに忍び込むぞ」

「いいぜ。いつだ？」

「今晩だ。善事も悪事も、早いにこしたことはないからな」










　道に一匹の野良犬の姿も見えぬ夜八つ（午前一時）。漆うるしを煮詰めたような闇やみの中、伊い織おりと冬馬は、武州屋の裏へと通じる背せ割わり下水の上を歩いていた。

　生い駒こま山やまを昇った亥い中なかの月が、空を覆おおう分厚い黒雲に隠れ、光の一条も地に降りてこない。天候はこれから崩れるらしく、早くも雨の匂においが立ちこめている。

　忍び込む邪じや魔まになるからと、笠と蓑みのを持たずに来たのは失敗だった。首尾よく事が運んだとしても、帰りは濡ぬれ鼠ねずみになるのを免まぬかれそうにない。

　そんなことを悔やみながらも歩を進める伊織の手の中には、発光を極小にまで抑えた雷光の魔法陣が握られ、不安定な足元を照らしていた。屋や敷しきの塀と塀の間を流れる背割下水の木き蓋ぶたは、ところどころ朽くちていて、注意しておかねば足を踏み抜きそうになる。にもかかわらず、手ぶらで先を行く、冬馬の足取りは軽やかで、気を緩ゆるめると置いて行かれそうになった。

　遅れ出した為ため、伊織が少し歩を速めようとした矢先、冬馬が立ち止まる。危うく背中にぶつかりそうになったが、一寸の差で踏ふみ止とどまった。伊織の口から文句が飛び出るより早く、冬馬が振り返る。

「ここだな」

　声に確かく信しんが満ちていて、伊織が疑う余地はなかった。左右に立つ塀は、どれも同じに見えるので、抜け目なく歩数を数えていたのだろう。

　武州屋の塀を見上げた冬馬に続き、伊織も首を傾けた。五尺先は完かん璧ぺきに夜空の闇と同化していたので、雷光の魔法陣で照らし出す。かなり上の方まで見えるようになったが、光量を絞りきっている為、最上部の塀へい瓦がわらを視界に捉とらえることは出来なかった。

「もう少し明るくした方がいいか？」

「いや、充分だ」

　冬馬は言うと、右の革かわ籠こ手てから、先端に小さな鉤かぎ爪づめが取りつけられている鋼こう糸しを引きだした。どういう仕組みになっているのか分からないが、引けば引くほど、髪のように細い鋼はがねを寄りあげた糸が伸びていく。

「登れそうか？」

「ああ。任せとけって」

　紅くれないの瞳ひとみに無む駄だな気負いはなく、声も落ち着き払っていた。一方、伊い織おりの胸の内では、なれぬ悪事への不安で鼓動が跳ね始める。自身の思わぬ臆おく病びように焦りが生まれ、逆に拍車が掛からなくなっていく。大きく息を吸い込んだが、心しん臓ぞうは暴あばれるのをやめてくれなかった。

「用意はいいぜ」

　言われて、ぎこちなく冬とう馬まと向き合った。急な胸の高鳴りを悟られぬよう、平然を繕つくろって声を沈める。

「最後の確かく認にんだ。もし、用心棒に見つかるようなことがあっても、絶対に殺すなよ」

　武ぶ州しゆう屋やが、洪こう庵あんを軟禁していると決まったわけではないし、何か故ゆえあって、匿かくまっている可能性もある。忍び込むのは仕方ないにしても、事の真偽が判明するまで流血沙ざ汰たは御ご法はつ度とだ。

「分かってるさ。心配すんなって」

　言って背を向け、中腰になった。おぶられて塀へいを昇るのだと、すぐに気づかなかった伊織に、冬とう馬まが首を捻ひねって促す。

「ほら、摑つかまれよ」

　鼓動が伝わってしまうのではと躊躇ためらわれたが、朝になるまでここにいるわけにもいかない。伊織はおずおずと、両腕を伸ばした。

「灯あかりは、今消していいのか？」

「ああ、問題ない。見たかったものは、全部頭に入っている」

　こういう時だけ冴さえを見せる冬馬に不本意ながらも感心しつつ、魔ま法ほう陣じんを消して首に抱きつく。視界が闇やみ一色に塗り替わる中、彼の背中の温かさが胸に染みた。不本意だが、心強くもある。

「もっとしっかり抱きつけよ。俺おれの両手は塞ふさがるから、落ちかけても助けてやれないぞ」

　伊織が仕方なく両腕に力を込めると、冬馬が腰を上げた。

「じゃあ、行くぞ」

　言ってすぐ、風を切り投じられた鉤かぎ爪づめが何かに引っ掛かる音が聞こえた。よし、と冬馬が満足そうに呟つぶやくと、二人ふたりの体が浮き始める。

　右も左も闇しか見えないので、どれだけの速さで昇っているかは見当がつかなかったが、冬馬の腕力に驚おどろきを隠しきれなかった。伊織を背中におぶっているにもかかわらず、息の乱れは少しも感じない。

　束つかの間ま訪れた夜のしじまを、冬馬が破る。

「……こんな時に言うのもなんだが、やっぱり、ないな」

　余りに唐突だったので、何のことかさっぱり分からず、伊織は耳元で尋たずねた。

「何がだ？」

「胸だ」

　首にしっかり抱きついている為ため、自然に冬とう馬まの硬い背中へ胸を強く押しつけていた。自分の体勢と彼の不ぶ躾しつけな発言が頭の中で結びつく。伊い織おりの細めた両目に、雪ゆき女めを思わせる冷たい光が灯ともった。

「ほほう。面おも白しろいことを言うじゃないか」

　氷の囁ささやきを冬馬の耳に吹きかけると、伊織は、首に回していた腕で力一杯に彼の喉のど仏ぼとけを締しめあげた。息を止められた冬馬がもがき、二人ふたりの体が宙空で揺れるが、手は一切緩ゆるめない。

「おい、やめろ……危ない……落ちるぞ」

　必死の叫びも、気道が圧迫されているので、掠かすれ声ごえにしかならなかった。喉元深くに食い込む伊織の腕をふり解ほどけない冬馬は、極楽から垂らされた蜘く蛛もの糸を昇る亡者のような形ぎよう相そうで、鋼こう糸しをたぐり寄せる。腕を一杯に伸ばして塀へい瓦がわらに指を掛けると、残りの力を振り絞り、伊織ともども体を持ち上げた。

　二人して塀を跨またぐように腰を下ろしたところで、伊織はようやく冬馬の首を解放してやった。月と星が雲に隠されているお陰で、闇やみ夜よに姿が溶け込んでいる。裏塀から屋や敷しきの間に、奥庭が広がっており、声の音さえ抑えておけば、どれだけ凝ぎよう視しされても見つかる心配はなさそうだ。

　ぜーぜーと荒い息をしつつ、喉を押さえていた冬馬が尻しりを軸にして、くるりと体を回転させ、伊織に顔を寄せる。

「お、お前、洒しや落れに……ならんぞ」

「殺す気で締しめたんだから、当然だ」

　伊織が聳そびえ立つ氷ひよう壁へきの如ごとく弾はじき返すと、冬馬は、息が触れ合うほど顔を近づけてきた。そして、少し照れたように言う。

「そう怒るなよ。ないのが悪いと言ってないだろ？」

　意味ありげな紅くれないの瞳ひとみが、伊織の凍いてついた心を穿うがつ。

「…………」

　たっぷりと少女の気持ちを引きつけてから、冬馬がぽろりとこぼす。

「まあ、ある方がいいけど」

　再び雪女と化した伊織が足を振り上げ、彼に次々と蹴けりを繰くり出した。

「やっぱり、ここで死ね」

「冗じよう談だんだよ、冗談」

　冬馬は暗闇を苦にせず、体を左右に振るか反そらすかして、伊織の攻こう撃げきを全すべてかわしていく。十発目の蹴りをよけたところで、足首を摑つかんで引き寄せ、暴あばれる少女を抱きあげた。

「遊びはこれくらいにしておこうぜ。舌を嚙かまないよう、しっかり口を閉じてろよ」

　言うが早いか、高さが二間もある塀の上から、敷地に向けて飛び降りた。魔ま法ほうで飛ぶことになれている伊織だったが、不意打ちで襲おそってきた浮遊感に思わず悲鳴をあげそうになり、両手で口を覆おおった。一いつ瞬しゆんの出来事にもかかわらず、空中にいる感覚がやたらに長い。

「────んんっ！」

　冬とう馬まの腕に抱かれながら、伊い織おりは目をつむり、着地に備え奥歯を嚙かみしめた。が、鋼こう糸しで落下の速度を緩ゆるめていたのか、感じた衝しよう撃げきは覚悟していたよりも数段軽かった。

　瞼まぶたを開けると、目の前に冬馬の顔があった。拍子抜けして緩んだ、こちらの顔が面おも白しろいのか、口元に笑えみがこぼれている。

　伊織は、そっと地面に下ろされるなり、彼の胸むな倉ぐらを摑つかみ、植栽の陰へと引っ張り込んだ。音が響ひびかぬよう気をつけながら、刺すような口く調ちようで言う。

「笑うな」

「笑っちゃないぜ。ただ、柄になく可か愛わいい反応だったから、見とれてただけだ」

　同じ手を食うつもりはなかったが、何な故ぜか声が詰まり、上う手まく出てこない。

「ふっ、ふざけるな。それに飛び降りるなら、飛び降りると先に言え」

「口を閉じろとは、ちゃんと忠告したぞ」

　どこ吹く風といった感じの冬馬の反応に、怒りが虚むなしく空転する。伊織は胸元から手を放し、大きく溜ため息いきを吐ついた。

「もういい。後で覚えておけよ」

「わかった。俺おれはしっかり覚えおく。だから、お前はすっかり忘れていいぞ」

　図に乗った軽口にむっときた伊織は、早めの制裁を加えることにした。何食わぬ顔で鋼糸を巻き戻している彼の爪つま先さきを、踵かかとで思い切り踏みつける。

「いっ───！」

「お前は少し黙だまってろ」

　叫び声を嚙み殺し、悶もん絶ぜつする冬馬に背を向けると、苔こけ生むした土に膝ひざをつき植栽から顔を出す。

　ここが大おお坂さか中心地の船せん場ばとは思えぬ程、奥庭は広かった。闇やみに紛れてよく見えないが、深緑と石が巧みに配され、さぞかし趣おもむき深ぶかい造りに違いない。夏らしい興きようを添える為ためか、鈴虫が数多く放たれおり、涼しげな音ね色いろを煩うるさいくらいに響ひびかせていた。

　行灯あんどんの光が漏れている正面の建物が、母屋おもやのようだ。冴さえから教えられた建物の配置を思い出しつつ、伊織は、鯉こいの群れが尾びれで水面をぱしゃぱしゃと打つ池の向こう側に視し線せんを振った。

　闇の中、離はなれの輪りん郭かくが朧おぼろに浮かんでいる。冴の言った特徴通り、平屋だが、並びの蔵と同じくらいに屋根が高い。都合の良いことに、障子を透かす灯あかりはなく、人の気け配はいはなさそうだ。

　最初に目指すべき方位をじっくり見定めてから、伊織は植栽の陰に首を引っ込めた。涙目の冬馬が、顔を寄せてくる。

「ったく。ちょっとは手加減しろよな」

「相応の罰だ。そんなことより、あそこに離れが見えるが、灯りなしでも行けるか？」

　伊織の指さす先を、ちらりと見て、冬馬が頷うなずく。

「じゃあ、先に行ってくれ。私は後からついて行く」

　足元は暗くてよく見えないが、彼が先行してくれれば何とかなる。そう思いながら膝ひざを上げかけた伊い織おりを、冬とう馬まが又またも抱だき抱かかえ、立ちあがった。

「馬ば鹿か、やめろ」

「こっちの方が早い。大人おとなしくしてろ」

　伊織に反はん論ろんの時を与えず、冬馬が植栽の陰を飛び出した。昼のように景色けしきが見えているのか、足取りに迷いがない。池の中に配された飛び石も、軽々と踏み越えていく。

（確たしかに早いことは早いが、何だ、この緊きん張ちよう感かんのなさは……）

　伊織は、無様に抱きかかえられている自分の姿を思い浮かべ、そう心の中で嘆いた。が、あることに気がつき眉まゆ根ねを寄せる。いつの間にか、あれだけ高鳴っていた胸が、噓うそのようにおさまっていた。

（まさか、こいつ。私を落ち着かせる為ために、ふざけた真ま似ねを……）

　冬馬の顔を睨にらみあげたが、そんな素振りは露つゆとも表に出ていない。鼻はな唄うたさえ歌いかねぬ余裕の表情が何とも癪しやくに障り、伊織は頭を振って、疑念を追い払った。冬馬が、ひょいと視し線せんを下げる。

「どうかしたか？」

「どうもせん」

　むすりと返し、顔を背ける。気がつけば、離はなれは眼めの前にあった。丁度、冬馬が立ち止まったので下ろされるのを待たず、足に反動をつけ、腕の中から飛び降りる。そのまま振り返らずに歩いていき、静まり返っている離れの外廊下に手をついた。目を細めて闇やみを透かし、障子戸を眺めながら、背後にやってきた冬馬に語り掛ける。

「少しも壊こわれてないな」

「いや、壊れたのを直したんだろう。障子紙が新し過ぎる」

　伊織には分からなかったが、夜目の利く冬馬が言うなら事実だろう。そう思いつつ外廊下を這はわせていた指先が、深い溝を探り当てた。顔を寄せてみると、一寸程の太さの筋が三本並んで、縁えんの檜ひのき板いたを切り裂くように走っていた。

「何の痕あとに見える？」

「熊くまの爪つめ痕あとだな。それも化け物みたいにデカイ奴やつだ」

　ここまで太い爪痕を残す熊なら、化け物みたいではなく、素直に化け物と呼んで差し支えがないような気がする。人が鉄の鉤かぎ爪つめを使って傷つけたにしては、三本の溝の幅が一定になっておらず、これまで否定してきた一つの可能性が、図らずも急速に浮上してきた。

「どうも厄やつ介かいな雲行きになってきたな」

　伊織が言った途と端たん、雨がポツリポツリと降ってきた。地面を打つ雨粒の音が重さからして、すぐにでも大降りになりそうだ。頭上を覆おおう雲は雷神を孕はらんでいたらしく、西の空がゴロゴロと鳴りだす。

「中に入るぞ」

　伊い織おりは、鬼の真偽を探るべく、外廊下に上がると、冬とう馬まと事前に示し合わせていた通り、足音を消す麻裏草ぞう履りを懐ふところから取り出し履はき換えた。離はなれはともかく、寝ずの見張りがいるであろう母おも屋やでは必要だと思ったが、この調ちよう子しで激はげしい雷雨となれば、余り意味のない物になるかもしれない。

　伊織は、心の隅でそんなことを思いつつ、冴さえに教えられた通りに外廊下を歩いていき、清きよ音ねの寝しん所じよの前に辿たどり着いた。障子越しに人の気配けはいを窺うかがった冬馬が、こちらに顔を向けて頷うなずき、中へと入る。伊織も続き、後ろ手で障子を閉めた。

　障子と同じように畳も入れ替えたらしく、室内には芳かぐわしい藺い草ぐさの香りが漂っていた。が、伊織の鼻は誤ご魔ま化かせない。外と変わらぬ暗くら闇やみに、血の臭気がべっとりこびりついている。

　戸を背にしながら、広々とした部へ屋やの三方を探る。正面と右手の襖ふすまは真新しく、何の痕こん跡せきもない。左手の床の間に点々と黒い染みが見えたので、近づいてみると、やはり血痕だった。けれども、この臭においの元にしては量が少な過ぎる。

「伊織、そっちじゃない。上を見てみろよ。かなり馬ば鹿か騒さわぎがあったみたいだぞ」

　言われて、首を上げた伊織は両りよう眼がんを細め、額ひたいに深い皺しわを刻んだ。

　高さと暗さのせいで気づかなかったが、細木を碁ご盤ばん目め状に走らせた格ごう天てん井じようが、巨大な斧おのを叩たたきつけられたかのように豪快に割れていた。その周囲の畳一畳ほどに、大量の血がどす黒い痕跡を残している。建具や畳の入れ替えは素人しろうとにでも出来るが、これだけの補修となると玄人くろうとの手を借りねば不可能だ。事件と関かかわりのない者の眼めに、徒いたずらに触れさせなくないので放置したままなのだろう。

　雨が本降りになり、雷鳴が轟とどろきだした。稲光が障子を透けて、刹せつ那なに部へ屋やを照らす。

　冬馬が天井を仰ぎ見るのをやめ、肩を寄せてきた。

「まるで裂け目が傷口で、そこから血が噴ふき出したみたいだな」

　確たしかにそう見えもする。格天井を凝ぎよう視ししたまま、伊織は冬馬の袖そでを引いた。

「私を持ち上げてくれないか？　もっと近くで見たいんだ」

　いいぜと即答した彼に、腰を摑つかまれたと思うや、すっと視し線せんが上がった。部屋が広く感じるよう、通常の家屋よりも高く造られた天井が、手を少し伸ばせば触れるほどに近づく。裂け目と血痕を十分に観かん察さつした後、冬馬の甲を指で叩き、降ろすよう合図を送った。

「何か分かったか？」

「飛び散った血痕の形状から見て、相当な勢いで下から血が噴き上がっている。頸けい動どう脈みやくが寸断されたようだな。それと、天井を切り裂いたのは、恐らく風の魔ま法ほうだ。格子の切断面が、刃やいばで斬きったようにはとても見えない。この二つから推測すると──」

　言って、伊織は畳に片かた膝ひざをつき、冬馬を見上げた。

「魔ま法ほう士しが何かに向けて、下から風の刃やいばを放ったんだろう」

「魔法でやられて血を噴き上げた奴やつが、外廊下に爪つめ跡あとを残した奴と同じと考えるなら、外で暴あばれ回り、中に入って息の音を止められたってことになるよな？」

「いや。逆の場合もありうる。ここで撃うたれた何かが、外で暴あばれ回った後、逃げ出したかもしれん」

　言って、立ち上がった伊い織おりに、冬とう馬まが呆あきれ顔がおで詰め寄る。

「おいおい、馬ば鹿か言うなよ。これだけの血を流してるんだぞ。それが熊くまだろうが何だろうが、ここで仕留められているのは間違ねえ」

「その何かが熊だとすれば、お前の言う通りだ。だが、もし、私の頭に思い浮かんでいる化け物が正体なら、ここで死んでなんかいない」

　伊織が俯うつむきながら顎あごを抓つまみ、横目で冬馬を見る。

「……お前、〝オーク〟を知ってるか？」

「聞いたこともねえよ」

　冬馬が不満げに答えた。不可解なことを言われた挙句に、耳みみ馴な染じみのない言葉を畳み掛けられ、少々腹が立ったらしい。

「念の為ために訊きいたんだ。別に馬鹿にしたわけじゃないぞ。オークのことは、大量の魔ま導どう書しよに目を通す私みたいな翻ほん訳やく家かか、それを専門にしている研究家でなければ知らんのが普通だ」

　伊織の言葉は慰なぐさめにならなかったらしく、冬馬は唇を尖とがらせた。

「俺おれはどっちでもないから、教えてくれ。そのオークって奴は何なんだ？」

「オークは魔ま法ほう薬やくによって造り出される狂戦士で、不死身と伝えられている。首を落とされても戦い続けたという話もあるくらいだから、この出血で動いていても何の不ふ思し議ぎもない」

　史書曰いわく、『オーク、これ不死の狂兵なり。操そう者しやの意のままに闘たたかい、命尽きず、太陽を忌いみ、同はら朋からを食らう』。六千年を遡さかのぼることになる大だい崩ほう壊かい以前、エルフが帝冠を戴いただくヴァルシア帝国と、トロールが玉座に座るクラーノシュ朝がミスカトニクの野で激げき突とつした。その歴史に残る会戦で、ヴァルシアの黒太子ハオン＝ドルがオーク百八名を率いて、トロール王マクモーンの首級を挙げると共に三千の親しん衛えい隊たいを殲せん滅めつし、勇名を轟とどろかせた。しかし戦後、黒太子がその狂戦士たちと反乱を起し、帝国滅亡の一因となる。オークは以降、災さい禍かの同義となり、敵からも味方からも忌き避ひされ、表おもて舞ぶ台たいから姿を消した。

「でも、そんな化け物が現れたと考えるよりも、俺が言った通りの順番で何かが仕留められたと考える方が普通じゃないか？」

「確たしかに、普通の話ならそうだろう。お前の言うことが正しい。ただ、今回の事件は普通じゃない。仮にオークの仕業だとすれば、荒こう唐とう無む稽けいの目もく撃げき証言に筋が通るんだ」

「筋が通る？　どういうことだ？」

「簡かん単たんな話さ。私もオークに関しては、亜あ人じんの史書で読んだことがあるだけで見たことはない。だが、書かれていることが真実だとすれば、我々の言う鬼の姿によく似てるんだ。頭に牛うしのような角が生はえ、牙きばと爪つめは熊くまのように鋭するどく、一間に届くほどの巨体を有している。だから和訳では、オークのことを洋鬼とも記す。長ちよう兵べ衛いが鬼と見誤っても、あながち間違ったとは言えん。それにオークは、エルフだったらエルフ、ドワーフだったらドワーフ。元になった同種を餌えさにする。番頭や下女を食ったという話にも合致するんだ」

　稲光が続けざまに部へ屋やを照らした後、これまでで一番の雷音が大気を震ふるわせ鳴なり響ひびいたが、二人ふたりは動じることなく見つめ合った。

「だったら決まりじゃないか。どうして、来らい青せいの魔ま法ほう薬やくで清きよ音ねがオークにされたと、最初から言わなかったんだ？」

　非ひ難なんするような口ぶりの冬とう馬まに、伊い織おりが首を振る。

「勘かん違ちがいするなよ。外廊下の爪つめ跡あとや天てん井じようの血けつ痕こんを見て、かもしれないと言ってるだけで、最初も今も、私はオークが現れたと信じているわけじゃないぞ」

「はぁ？　どういうことだ？」

「こういうことさ」

　雨音で声が聞き取りにくくなったので、伊織は半歩、冬馬に近づいた。

「オークは、亜あ人じんに魔法薬を飲ませることで造り出される。その製造法を記した魔ま導どう書しよは存在するが、あくまで亜人用であって、人用じゃない。魔法革命以来、数多あまたの魔法士が挑戦しているが、転用が成功してないんだ。ただ、これは当たり前の話で、普通の魔法薬でも難むずかしいのに、洋よう鬼き化け生しようの秘薬は、大だい崩ほう壊かい以前に生み出された超ちよう難なん物ぶつだ。笠かさ原はらの手には、余り過ぎる代しろ物ものなんだよ」

「じゃあ、黒幕が手を貸したんじゃないのか？」

「清音がオークになったのが事実なら、そういうことになるな。そして今は、黒幕が貸していた手を切ったと考えるのが妥当だ。笠原は見せしめ、あるいは懲ちよう罰ばつとして恋人をオークにされたんだろう。となれば、あいつは今、奉ぶ行ぎよう所しよだけではなく、その黒幕にも追われてるはずだ。相当たちの悪い奴やつらだから、必死に隠れてるに違いない。見つけるのは骨が折れるぞ。しかも、藪やぶの突き方次第で、とんでもない蛇が出てくるかもしれん。酷ひどく面めん倒どうなことになってきたな」

　伊織が言って、すくめた肩を、冬馬がむんずと両手で摑つかんだ。いつになく真剣な眼まな差ざしだが、紅くれないの瞳ひとみは何か別の物を見ている。

「おい、どうした？」

　不ふ審しんに思い、そう尋たずねた瞬しゆん間かん、冬馬に強く抱き寄せられた。胸に顔を埋めながら、伊織が憤ふん然ぜんと抗こう議ぎする。

「馬ば鹿か！　こんなところでふざけるな」

　そう叱しかった途と端たん、今度は押し飛ばされるような激はげしさで、体を引ひき離はなされる。

「お前、何を──」

　絶句した伊い織おりの睫まつ毛げを掠かすめ、刃は風かぜが疾はしり抜ける。白刃に映った自分の瞳ひとみと見つめ合って尚なお、何が起こったのか分からず、息を吞のんだきり声も出てこない。

「伏せろ！」

　そう叫んだ時には、冬とう馬まの右手に抜き身が握られ、隣りん室しつから襖ふすまごしに突き出た剣先を打ち払っていた。伊織は頭上で舞まい散った火花をくぐり、転げるようにして部へ屋やの中央へと身を移す。

　伊織たちを襲おそった刀が隣室に引っ込み、代わりに聞こえてきたのは悔しげな、それでいて妙に明るい声こえ調ちよう子しだった。

「参ったなあ。必殺だと思ったのに」

　満開の黒桜を描いた襖が左右に分かれ、後ろ髪を首筋で結んだ青年が、長刀を手に姿を現した。

　細く秀ひいでた眉まゆ。涼やかな瞳ひとみ。柔らかな微笑をたたえた薄うすい唇。冷たい印象を与える繊せん細さいな美び貌ぼうに、陽気な気き性しようが滲にじみ出ていて、何とも言えぬ魅み力りよくを醸かもしている。歳としの頃ころも伊織たちとさして違わず、下段に構えた殺人の刃やいばが悪い夢のようにしか思えなかった。体つきは細くしなやかで、いかにも俊しゆん敏びんそうだが、あの凄すさまじい突きを放つには、強きよう靭じんさに欠けて見える。薄青の小こ袖そでと袴はかまも品が良く、やさぐれた世の用心棒とは一いつ線せんを画していた。
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　何者か判断がつきかねるが、胸むな騒さわぎがやまない。退路を探る為ために澄すました耳が、雷雨に紛れた複数の足音を聞きとる。

　もう一方の襖と外廊下の障子が開け放たれ、それぞれ一名ずつ、白刃を構えた剣士が現れた。部へ屋やの中央に立つ伊い織おりたちは、床の間を背にして三方を囲まれる形になる。

　新手の二人ふたりは先んじた青年と異なり、歳としは二十半ばで、容よう貌ぼうも体たい軀くも荒くれ者然としていた。瞳ひとみには戦意と殺気が満ち、伊織たちに向けた切っ先には、微み塵じんの澱よどみも迷いも見受けられない。明らかに修しゆ羅ら場ばを踏みなれている。

　青年が長刀を下段に据えたまま、一歩進んで敷しき居いをまたいだ。瞬しゆん間かん、伊織を流し見てから冬とう馬まと瞳を合わせると、この場にそぐわない爽さわやかな笑えみを放った。

「僕としては殺やれる確かく信しんがあったんですが、あれをかわすなんて凄すごいですね。でも、抜き合わせたのは失敗ですよ。気け配はいに気づいてすぐ、逃げ出すべきでした」

　心からそう思うらしく、声こわ音ねに感情がこもっていた。出会いがこういう形でなければ、刃やいばを向け合うことはなかった気がする。なので、大人おとなしく投降する手も一瞬考えたが、彼らが何者で誰だれが敵か味方か分からぬ状況で、身柄を預けるのは危険が大きい。ここに忍び込む前に決めていた通り、逃げの一手が良策である。

　伊織は油断なく視し線せんを配りながら、冬馬を肘ひじで突いた。

「約束を忘れるなよ」

「覚えているが、無理だな。一人ひとりも殺さずに逃げる自信がねえ」

　それが冗じよう談だんではなく、冬馬の本心であることは口く調ちようで察せられたので、伊織はすぐに咎とがめず、彼の顔を横目で確たしかめた。案の定、いつもの不敵な色が消えている。

　しかし、遅れて現れた二人ふたりの剣士は、冬馬の発言を聞き逃せない挑発と受け取ったらしく殺気を強めた。にわかに空気が重みを増す中、青年はただ一人、気分を害した様よう子すがなく朗らかに笑った。

「面おも白しろいことを言いますね。そういうの、僕は好きですよ。殺し甲が斐いがあっていい」

　これも又、本心らしく、声に上辺の響ひびきがない。左右の剣士に青年が視線を送った。

「手出しはしないで下さい」

　言葉遣づかいは丁てい寧ねいだが、断固とした口調で二人を圧する。外廊下に立つ虎とら髭ひげの剣士が、躊ちゆう躇ちよしつつも尋たずねた。

「手出し無用は良いにしても、賊ぞくは生かして捕らえろと、副長が厳げん命めいされたのでは？」

「生け捕りにして何者か口を割らせるのは、一人いれば充分です。……それに本音を言うと、この人を生かして捕らえる自信がありません」

　青年は面めん目ぼくなさげに打ち明けると、涼やかな瞳を冬馬に戻した。物柔らかい笑みを唇に浮かべる。

「誰かも分からない相手に殺されちゃ、冥めい土どの土産みやげ話ばなしに困るでしょうからお教えしておきます。僕の名は、沖おき田た総そう司し。壬み生ぶ浪ろう士し組ぐみ副長助勤の沖田総司です」

（壬生浪士組だと……）

　何ど処こかで聞いた覚えがある。思い出せないが、伊織にとって良からぬ名らしく、背筋がざわざわと泡立った。

　沖おき田たが、長刀の切っ先を下段から中段に引き上げる。

「さあ、やりましょうか」

「仕方ねえな」

　首を振り、冬とう馬まも青せい眼がんの構えで応じた。

　緊きん張ちようが高まる中、伊い織おりは後ろにさがりながら、右手をそっと袖そでの中に仕し舞まい込んだ。誰だれの眼めも引きつけないよう注意しつつ、指先に集中して魔ま法ほう陣じんを描いていく。

　沖田が、半歩間合いをつめた。

「仕方ないようには見えませんよ。とても楽しそうじゃないですか、僕と同じように」

「一緒にすんな」

　冬馬は不満そうに言ったが、唇の微笑が隠せていない。

　雨音を消し去る裂れつ帛ぱくの気合い声を発し、沖田が鋭するどく畳を蹴けった。時を同じく、天に瞬またたいた稲光に伍ごする速さで突きを繰くり出す。

　剣けん尖せんが、槍やりかと思うほどに伸びる。伊織の目には必中に見えた一いち撃げきを、冬馬は後方に飛とび退のきながらのけぞり、さらに首も捻ひねって避けきった。転てん瞬しゆん、その体勢から、片手一本で強引に二尺七寸の豪刀を跳ね上げる。

　突きを放ち、死に体になっていた沖田では、とてもかわせぬ速さと角度だった。が、飛ひ燕えんの如ごとく横に跳んで、冬馬の剣に闇やみを斬きらせる。

　これら全すべてを刹せつ那なの内に繰くり広げ、二人ふたり共に間合いを取り直した。

　大おお坂さか有数の身しん代だいを誇る武ぶ州しゆう屋やの用心棒なので、ある程度の技量は覚悟していたが、ここまでの猛も者さは想定外である。伊織は自身の読みの甘さに舌打ちせずにはおれなかった。

「いるもんだな、化け物って奴やつが」

　赤眼を丸くして呟つぶやいた冬馬の頰ほおから、血が一筋流れ落ちた。避けきったように見えたが、剣尖は僅わずかに肉を斬っていたらしい。

「初めて見たぜ、こんな三段突き」

　思わぬ言葉を聞き、伊織は眼を細めた。刀身が異様に伸びたように感じたが、三度も突きを放ったようにはとても見えなかった。これが事実なら、繰り出した方も避けた方も、人の技を超えている。

「化け物なのは、僕じゃなくて貴方あなたですよ。この三段突きを外して更に、斬りつけられたのは初めてです」

　沖田は言って、顎あご先さきの血を拭ふいた。こちらも見えなかったが、冬馬が跳ね上げた切っ先に浅く斬られていたようだ。赤く濡ぬれた手の甲に視し線せんを落とし、少年のような笑えみを浮かべて頷うなずく。

「うん、やっぱり楽しい」

「変わった奴だな」

「褒ほめ言葉として、受け取っておきます」

　嬉うれしそうに言い口を閉じると、間合いをじりじりと詰め始める。対する冬とう馬まが、不敵にも剣先を下段に落とす。

　その誘いに沖おき田たが食いつく気け配はいを漂わせた瞬しゆん間かん、伊い織おりは袖そでから魔ま法ほう陣じんを握る手を引きだした。退路を塞ふさいでいた剣士二人ふたりが光に気づき、助すけ太だ刀ちはさせじと、剣を構えて踏み出したのに目もくれず、呪じゆを大きく叫ぶ。

「──天あま翔かける雷らい獣じゆう、ツーロンの闇やみに吼ほえろ。飛雷震レヴイス！」

　魔法陣から眩まばゆい金こん色じきの球体が飛び出し、剣を向け合う冬馬と沖田の間で爆ばく発はつした。

　部へ屋やの中に、巨大な稲妻が落ちたかのような、強烈な閃せん光こうと轟ごう音おんが迸ほとばしる。瞬間的に視力と聴ちよう力りよくを奪われ、立ち尽くす沖田たちを尻しり目めに、伊織は冬馬の袖を摑つかみ外へ向けて走り出した。

　紅くれないの瞳ひとみを光の矢で射抜かれながらも、足取りに乱れがない相棒と共に、虎とら髭ひげの剣士の脇わきを抜け、土砂降りの雨の中に身を投じる。

　泥を跳ね上げて懸けん命めいに駆けつつ、右手に飛ひ翔しようの魔法陣を描きだす。沖田たちが瞼まぶたを開けた時には、闇の奥へと消えようとしていた。




　路地裏を疾走する二つの影かげ。

　溺おぼれるほど水を飲みながら、幾いく重えもの厚い雨の幕を搔かき分け、伊織と冬馬は駆けていた。常夜灯は猛烈な横殴りの風で吹き消されており、どの四よ辻つじも闇に吞のまれている。

　武ぶ州しゆう屋やを飛び立ち、しばらくして振り返ると、降りしきる雨の中、飛翔魔法と思おぼしき光の円が一いつ直ちよく線せんに追ってきた。そこで目立つ魔法陣を消し、自らの足で逃走しているのだが、複雑な逃走経路を取り、振りきったと思う度たび、後方の闇に光の円が現れた。猟犬のように鼻が利き、逃げても逃げてもついて来る。

　瓦かわらの落ちた土ど塀べいが右手に延々と続く風景。伊織は、見覚えがあることに気がつき、荒い息をつきながらも精せい確かくに五指を躍おどらせた。

「──ニランコラムの眼めを盗み、風に乗りて駆けよ。飛疑円アーナズ！」

　前方の闇に向けて、青い燐りん光こうを放つ魔法陣そのものを撃うちだし、並び走っていた冬馬の腕を摑む。

「こっちだ」

　言うや否いなや、眼に飛び込んできた土塀の切れ間に飛び込んだ。屋根が落ちて太い梁はりが剝むき出だしになっている蔵の陰に隠れ、息をひそめる。忌いま々いましい追っ手の光円が、伊織の視界の上辺を過よぎり、雨でぼやけている闇の彼方かなたへ飛び去っていく。しばらくして、土塀の向こうから複数の足音が聞こえ、先せん達だつを追い路地を通り抜けていった。猟犬どもは、狙ねらい通り囮おとりに食いついてくれたようだ。

　緊きん張ちようが解け、二人ふたり共に息を吐きだす。

「行ったみたいだな。伊い織おり、どうする？　宿に戻るか？」

「いや、今、下へ手たに動くと眼めを引くだけだからやめておこう。この時刻、この大雨の中、出歩いている人間などそうはいないからな。屋根のあるところで、朝を待とう」

　弱音を吐いたと思われたくなかったので言わなかったが、駆け通しだったので、体力的にもきつかった。冬とう馬まを連れだち、壁かべが蔦つたで覆おおい隠され、一目見れば無人と分かる母おも屋やらしき建物へと向かう。

　庭木は深奥の森のように鬱うつ蒼そうと繁しげり、腰の高さまである雑草をかき分けなければ前へ進めなかった。建物の漆しつ喰くいはひび割れ、至るところが剝はげている。屋根は瓦かわらが落ち、いつ崩れてもおかしくないほど斜めに傾いていた。

「えらく薄うす気き味み悪い屋や敷しきだな。何か出そうだぞ」

　そう言われても伊織は表情を変えなかったが、冬馬の直感は正しく、ここは幽ゆう霊れい屋敷として広く知られていた。元は羽振りの良い呉服屋だったが、十年ほど前に妻の浮うわ気きを知り、気が狂った亭主が家族全員を手に掛けたそうだ。それ以来出ると言われ、誰だれも寄りつかない。死んだ人間は気の毒だが、追われる身の伊織たちにとっては、好都合な場所である。

「まあ、出たとしても、贅ぜい沢たくは言えまい」

　素っ気なく言い、冬馬の先を歩く。伊織は店庭の正面まで来て立ち止まった。虫歯のように鋲びようが抜け落ちている跳ね上げ大おお戸どを押し上げ、中へと入る。

　雨漏りの音に混じり、か細い動物の鳴き声と微かすかな足音が聞こえた。

「伊織、先客がいるらしいぞ」

「どうせ、猫か鼠ねずみだ。遠えん慮りよの必要はないさ」

　そう気丈に言ったが、内心は憂ゆう欝うつだった。闇やみを満たしている空気が、黴かび臭くさく気持ち悪い。重く濡ぬれた着物が肌に吸いつき、寒くて仕方なかった。得意の魔ま法ほうではないので気休めにしかならないが、呪じゆ文もんを唱えて指先に炎を灯ともす。

「悪いな。これが精一杯だ」

「いや、充分有あり難がたいぜ」

　冬馬は言って、蠟ろう燭そくほどの火に冷えた指をあぶり、心地ここち良よさそうに微ほほ笑えんだ。

　暖色の光で浮かびあがった土間に隣となり合う板間の縁ふちへ、二人ふたり共に腰を下ろす。冬馬が濡れた袖そでを肩まで捲まくりあげた。

「離はなれを少し探っただけで、本丸には乗りこめもしなかったし、散々な目に遭ったな」

「あんな奴やつが出てきたんだから、仕方ないさ。確たしかに洪こう庵あん先生の所在は探りたかったが、生きているだけ、良しとしよう」

　言いながら、胸の前に垂らした後ろ髪を指に絡め、絞りあげる。滲にじみ出た水が、土間へと滴したたり落ちた。

　冬馬が、逞たくましい二の腕を掌てのひらでぴしゃりと打つ。

「確たしかに、ただもんじゃなかったな。壬み生ぶ浪ろう士し組ぐみと言っていたが、聞いたことがあるか？」

「ああ。最初は思い出せなかったが、逃げてるうちに思い出したよ。あれは松まつ江えに旅立つ数日前のことだったんだが──」

　大おお坂さか蜆しじみ橋ばしのたもとで、大おお川かわの涼み舟から下りてきた侍さむらいの一団と大関小お野の川がわ部べ屋やの相撲すもう取とり数人が、どちらが道を開けるかで激はげしい口こう論ろんとなった。お互いに酔っていたこともあって譲ゆずらず、最後は業を煮やした侍の頭とう目もくが、力士一人ひとりを袈け裟さがけに斬きって捨て、追い散らした。

　騒そう動どうはこれで終わらず、曾そ根ね崎ざき新しん地ちにある住すみ吉よし楼ろうで侍の一団が酒盛りをしているところに、小野川部屋の力士三十余名が手に樫かしの八角棒を握にぎり締しめ、仕返しにやってきた。楼下にて双方入り乱れた激げき闘とうになり、侍たちが凄すさまじい凶きよう刃じんをもって、豪力の相撲取りたちを一方的に返かえり討うった。侍側は数名の軽傷で済んだのに対し、力士側は即死五名、手傷を負った者に至っては十六名にも及んだ。

　暴ぼう勇ゆうを振るった侍の一団──『壬み生ぶ浪ろう士し組ぐみ』の名は、一夜明け、新地にとどまらず大坂中に知れ渡った。しかし、噂うわさ話ばなしに興きよう味みのない伊い織おりの心に止まったのは、別の理由がある。

　京きよう都との壬生寺に本拠を置く彼らは、佐さ幕ばく派はの急きゆう先せん鋒ぽうである会あい津づ侯こう松まつ平だいら容かた保もりの庇ひ護ご下かに入り、皇都の警けい備びを任され、勤皇の浪士たちを大量に斬ざん殺さつしていると伝え聞いたからである。夜は遊ゆう興きように耽ふけっていたようだが、来らい坂はんの主たる理由は、浪士組の厳きびしい詮せん議ぎを逃れる為ため、京から逃げてきた志士を捕らえる為だったらしい。

　伊織の出身である長ちよう州しゆう藩はんは今、尊そん王のう攘じよう夷いの旗を明めい確かくに掲げている。それ故ゆえ、壬生浪士組から悉ことごとく眼めの仇かたきにされており、長州の浪人と知れた時点で、さしたる罪がなくとも捕ほ縛ばくされているそうだ。

　そんな物ぶつ騒そう極まる連中だったので、名を覚えておくようにしたのだが、すぐに松江へと旅立ち、彼かの地でも色々厄やつ介かいなことに巻き込まれた為、記き憶おくが薄うすぼやけてしまったのである。

　冬とう馬まが濡ぬれた髪を搔きあげ、小首を傾かしげた。

「何で、そんな奴やつらが武ぶ州しゆう屋やの用心棒をやってるんだ？」

「裏で、倒幕の企たくらみがあると睨にらんだからじゃないか」

　伊織は、苦りきった顔で答えた。もし、そうなら、追手である壬生浪士組に捕まるわけにはいかない。来らい青せいと同じ適てき塾じゆくに通い、魔ま法ほう薬やくを生成出来る長州浪人となれば、過酷な尋問が待っている。

「なるほどな。ところで、お前はどうなんだ？　今回の黒幕を、尊王攘夷派だと思ってるのか？」

「オークが本当に現れたのなら、九分九厘違うと思うぞ。攘夷派の奴らの魔法嫌いは徹てつ底ていしているからな。魔法薬を使って、倒幕の先兵を作ろうと企むわけがない」

　と言いつつも、敵を倒す為なら、敵の技も利用する度量を持つ長州藩士に心当たりがないわけではない。藩主毛もう利り敬たか親ちかから京での藩政を一任されているとも、風の噂に聞いている。ただ、謀ぼう略りやくの中にも一種の清せい廉れんさを求める彼の仕業としては、暗色が強過ぎるように思えるが……。

　さざ波立つ伊い織おりの心の内に気づかず、頷うなずいた冬とう馬まが、話を切り替える。

「ところで、俺おれと斬きり結んだあいつは、どうなったんだ？　魔ま法ほうで殺しちまったのか？」

「いいや、死んでない。あの魔法はな、閃せん光こうと轟ごう音おんで人を圧して、しばらく身動きを取れなくするだけなんだ。余り想像したくないが、今いま頃ごろ、必死になって私たちを捜してるぞ」

　雑念を断ち切るように、伊織は太ふと股ももをパシリと叩たたいた。

「そうだ。ここを調しらべに来るかもしれんから、奥の部へ屋やに隠れた方が良いな」

　言って立ち上がると、土足のまま板間へあがった。根太が腐っていて、床板の踏ふみ心ごこ地ちがふわふわしている。柱という柱が、白しろ蟻ありに食われ一目で分かるほど傾いていた。

　落雷の地じ響ひびきで建物が軋きしんで揺れる中、隣りん室しつの敷しき居いを跨またごうとした伊織の肩を冬馬が摑つかむ。

「どうした？」

「先客のお出ましだ」

　と答え、愛刀の柄つかを握にぎり締しめる。問わずとも、それが猫や鼠ねずみの類たぐいでないのは、彼の声こわ音ねで明らかだった。

　冬馬が睨にらむ奥座敷の闇やみが淡く照らされたかと思うと、少女が一人ひとり、弓ゆみ張はり提ちよう灯ちんと細長い包みを手に姿を現した。

「凄すごく勘かんがいいのね。完全に気け配はいは消したつもりだったんだけど」

　伊織たちの姿に怯おびえる様よう子すはなく、しっかりとした足取りで近づいてくる。

　腰骨まで届く、優ゆう美びな薄うす茶ちや色いろの髪。長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた瞳ひとみは、深緑に近い黒。目の覚めるような可か憐れんな面おも立だちに、意志の強さが同居している。どこか人を見下したような感のある眼まな差ざしは、気高いとも高慢とも評することが出来た。化粧が薄いのは、素地だけで十二分に美しいからだろう。その美び貌ぼうに、華やかな緋ひ色いろ地じの小こ袖そでがよく馴な染じんでいる。着物の上からでも分かるほど、胸元は豊かで腰は引ひき締しまり、足はすらりと長い。伊織にはない女らしさと色気が、溢あふれんばかりに漂っていた。

　ふと隣となりにいる冬馬の横顔を見上げると、先程までの張り詰めた表情が噓うそのように消えさり、すっかり惚ほうけていた。むっとし、彼の肘ひじを思いきり抓つねる。

「伊織、何すんだよ」

　眉まゆをしかめて抗こう議ぎする冬馬を、伊織はきつく睨んで押し返した。

「馬ば鹿か。ぼーっとするな」

　こんな時刻、こんな場所で、自分と歳としの変らぬ少女が、たった一人で廃屋にいるなど、常じよう識しきとしてありえない。護ご衛えいを伴っているならまだしも、きな臭過ぎる。断定は出来ないが、武ぶ州しゆう屋やからの流れを考えれば、壬み生ぶ浪ろう士し組ぐみの手先であるかもしれない。

　その凛りんとした佇たたずまいから察するに、女ながらも剣を使いそうだ。手にしている細長い包みも刀袋のように見えもする。今のところ殺気は漂わせていないし、仮に襲おそいかかってくることがあっても二人ふたりが遅れを取るとは考えられないが、油断するべきではない。ましてや、鼻の下を伸ばすなど論ろん外がいである。

「貴様、何者だ？」

　身構える伊い織おりに、少女が平然と受けて立つ。

「それは、こっちの科白せりふよ。二人ふたり共、この屋や敷しきの住人じゃなさそうだし──」

　と言って、急に口を噤つぐんだ。視し線せんが冬とう馬まに突き刺さり、動かない。少女の表情に初めて、驚おどろきの色が浮かんだ。
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「その赤い眼め……。貴方あなた、ひょっとして失し本もと冬馬？」

「どうして俺おれの名前を知ってるんだ？」

　思わぬ問いを浴びせられ、二人は警けい戒かいの度合いを一気に高めた。

　少女はそれを少しも気にする素振りなく、伊織に顔を向け、

「じゃあ、そっちが久く世ぜ伊織ってわけね？」

　と問いを重ね、勝手に納得する。

「話には聞いていたけど、まさかこんなところで一緒になるなんて思ってなかったわ。私たち、縁えんがあるのかもしれないわね」

（話に聞いていた……？）

　伊織は、少女の言葉を反はん芻すうしつつ、額ひたいに深い皺しわを刻んだ。彼女は装いからして卑いやしい身分ではなく、言葉に大おお坂さかの訛なまりはない。そして、二人の名前と冬馬の特徴が、赤眼であることを知っている。そんな少女の正体に、心当たりの欠片かけらもなかった。

　ますます訳が分からなくなってきたが、これで一つの推測が否定された。沖おき田たと名乗った剣士は、冬とう馬まの名前を知らず、少女は知っていた。となれば、二人ふたりが同じ壬み生ぶ浪ろう士し組ぐみの人間とは考えにくい。

　魔ま法ほう陣じんを握りつぶし、指先の炎を消し去る。

「貴様、何者だ？」

「何者だと思う？」

　言って見つめ返してきた少女の声に、困惑する伊い織おりの気持ちを弄もてあそぶ響ひびきがあった。

　伊織が答えるのを待たず、さっと視し線せんを切って歩き出す。冬馬の前で立ち止まって跪ひざまずき、足元に提ちよう灯ちんを置いた。立ち上がり様に、緑りよく石せきの玉で作られた手首飾りを流し見て、

「やっぱり反応がないわね」

　と独り頷うなずき、彼の頭の先から爪つま先さきまで値踏みするような眼めつきで眺める。じっくり観かん察さつした後、踵かかとを上げ、吐と息いきが触れる程近くに顔を寄せた。

「剣は相当使えるようだし、顔も悪くない。気に入ったわ」

　言って、冬馬の頰ほおに愛いとおしげに手を添えた。瞳ひとみが妙に艶つやっぽい。

「服を脱ぎなさい。いくら夏だと言っても、風か邪ぜを引いちゃうわよ」

　彼の表情に不快ではない困惑の色を見て取り、伊織の右頰は引ひき攣つった。少女の手を叩たたき落としたい衝しよう動どうを、押おし堪こらえて拳こぶしを握にぎり締しめる。

「おい、冬馬から手を放せ」

「どうしたの、怖い顔して？　悋りん気きならやめてくれない？」

　あからさまな挑発の声こわ音ね。それに乗ってたまるかと、伊織は鼻で笑った。

「馬ば鹿かなこと言うな。私は、衆しゆ道どうの気などないぞ」

「衆道？　そっちこそ馬鹿なことを言わないで。貴方あなた、女でしょ？」

　そう自信ありげに言い、冬馬の頰から手を放した。唇を小こ癪しやくな微笑で飾りながら伊織に歩み寄る。こちらが二本差しであることなど、塵ちりとも気にする様よう子すもなく尊大な眼まな差ざしで見下ろしてきた。

　睨にらみ返す伊織も、怯ひるまない。女と図星を指されることも、これまで何度か経けい験けんしているので、対処法は心得ている。

「私を愚ぐ弄ろうする気か？」

「愚弄なんかしてないわ。見た目もそうだけど、匂においでちゃんと分かるもの」

　言って、くんくんと鼻を鳴らす。

「適当なことを言うな」

「じゃあ、証明しましょうか？」

　挑戦的な口く調ちようで言うと、少女は、想定外の行動にでた。練達の女おんな掏すりも舌を巻くような速さで伊い織おりの襟えりを摑つかむと同時に、きつく縛しばりあげている晒さらしに指を入れた。そこから躊ちゆう躇ちよすることなく、斜め下に引っ張り、胸元をはだけさせる。磁じ器きのようにきめ細かい白い肌、小振りだが、形の良い乳房が露あらわになった。

「えっ──」

　伊織は絶句して立ちすくんだ。度を越した狼ろう藉ぜきに頭の回転が追いつかない。

「あれ？　ないわね」

　少女が顔を寄せ、両りよう眼がんを細める。不ぶ躾しつけな視し線せんが突き刺さる胸元を見下ろし、伊織は我に返った。

「なっ、何を──」

　頰ほおを真まっ赤かに染めてしゃがみ込み、ずり下がった晒さらしはそのままに、身衣をたくし上げて白い乳房を覆おおい隠す。

　胸むな騒さわぎを覚えて冬とう馬まをぎこちなく見上げると、頰を赤くし、慌あわてた様よう子すで視線を外された。いつものように茶ちや化かされたのなら羞しゆう恥ちを怒りに転化出来たのだが、それがかなわず燃もえあがる。伊織の顔は、あっという間に耳の先まで朱に染まった。

「うーん、おかしいなあ。確たしかに女の子の匂においがしたんだけど」

　少女が顎あご先さきに人さし指を当て、小首を傾かしげる。伊織は、それを見てようやく思い出した。順当に怒りをぶつけるべき相手がいることを。

「馬ば鹿かか、貴様！」

　伊織は叫ぶや、バネが弾はじけたように立ち上がった。白はく刃じんを突き立てるが如ごとく、少女をきつく睨にらみつける。

「いいじゃない、男なんだから。でも、女の子みたいな反応をするのね。本当は衆しゆ道どうの気があるんじゃないの？」

　反省の色一つ浮かべない少女に、伊織の堪かん忍にん袋ぶくろの緒は寸断された。こうなれば、相手が女だろうと関係ない。

「ふざけるな！」

　振り上げた拳こぶしを、冬馬に摑つかみ止められる。それを予測していたかのように、少女の表情は、けろりとしていた。怒りにたっぷりの油を注がれ、炎柱を高くした伊織を、冬馬がいつになく冷静な表情で制する。

「伊織、やめておけ」

「冬馬、止めるな！　この馬鹿女の肩を持つ気か？」

「そうじゃねえよ」

　言って、二人ふたりが入ってきた店庭の方に視線を振る。

　跳ね上げ大おお戸どが、耳障りな軋きしみ音を響ひびかせて、ぽっかり口を開けた。捕ほ吏りが下手人を追う際に用いる、直線的な龕がん灯どうの光が数条、闇やみの向こうから射さし込んでくる。長刀を肩に担いだ人ひと影かげが、ゆっくりとした足取りで屋や敷しきの中へ入ってきた。

「何だか楽しそうですね。僕も、ご一いつ緒しよさせてもらっていいですか？」

　逆光になって顔はよく見えなかったが、その明るい口く調ちようで誰だれかは分かった。囮おとりに引っ掛かりながらも、途中で気づき引き返してきたらしい。

　冬とう馬まが伊い織おりの手首を放し、美び貌ぼうの剣士に訊きく。

「駄だ目めだと言っても、帰らないだろ？」

「まあ、子供の使いじゃないですからね」

　伊織たちの足元にある弓ゆみ張はり提ちよう灯ちんの光が、沖おき田たのにこやかな表情を捉とらえた。濡ぬれた髪を搔かきあげ、土間から座ざ敷しきへと上がってくる。

　それを見た冬馬が、鯉こい口くちを音静かに切った。

「しかし、よくここが分かったな」

「別に大した手て際ぎわじゃないですよ。貴方あなたたちが、失敗しただけです。逃げ方は鮮あざやかでしたが、もう少し用心した方が良かったですね」

　上う手まく出し抜いたと思い込み、油断しきって馬ば鹿か騒さわぎをしたことが悔やまれてならない。下唇を嚙かんだ伊織の背に、何のつもりか少女が手を伸ばす。

「いい加減にしろ！」

　身を捩よじったが、微かすかに触れられた。ふと見ると、少女の指の間でカナブンを藍あいで染めたような虫が足をバタつかせている。

「賢かしこそうに見えて、案外鈍にぶいのね。追われてるんなら、探知虫くらい気をつけなさいよ」

　床に落とし、躊躇ためらいも情もなく踏ふみ潰つぶす。少女が顔をあげ、伊織に尋たずねた。

「奉ぶ行ぎよう所しよの人間じゃないみたいだけど、何者なの？」

　その声に噓うその音ね色いろはない。やはり少女と壬み生ぶ浪ろう士し組ぐみは関係がないようだが、問いに正直に答える義理もなかった。

「さあ、誰だれだろうな。怪け我がをしたくなかったら、後ろに下がってろ」

　そう促したが、少女は一歩も後退しなかった。抜き身を肩に担いでいる沖田を恐れる風もなく、興きよう味み深ぶかげに彼を見ている。

「そちらのお嬢じようさんも、お仲間ですか？」

「勘かん弁べんしてくれ。こんな奴やつが、仲間であってたまるか」

　伊織は、心からうんざりして言ったが、沖田は、それを信用したような様よう子すはなかった。

「信じてもらえてないみたいだけど、この子とは本当に何の関係もないわ。但ただし、彼は私のものだから、手を出さないでもらえる？」

　少女は抜け抜けと言い、もたれかかるようにして冬馬の肩に手を置いた。すぐさま、その見当違いの発言を否定しない冬馬に腹が立ったが、この状況なのでツケにしておく。

「皆さんが大人おとなしく縄なわ目めについてくれるなら、構いませんが、その気はないでしょ？　貴方も一いつ緒しよに捕えますから、それで許してもらえませんか？」

「悪いけど、今は仕事中なの。またの機き会かいにしてくれない？」

「申し訳ないですが、僕も仕事なんで、見逃せないです。取とり調しらべて関係ないなら、無事に釈放しますから」

　沖おき田たは言って、長刀を青せい眼がんに構えた。冬とう馬まも大和やまとの守かみ安やす定さだを迷いなく抜き合わせる。屋内での戦いは障害物が多いので、刀身が短い脇わき差ざしの方が有利と言われているが、二人ふたり共、己おのれの剣さばきに絶対の信頼があるらしく、定石に準じる気はさらさらないようだ。

　龕がん灯とうの光が、四方から迫ってくる。伊い織おりは素す早ばやく、その数をかぞえた。浪ろう士し組ぐみは少なく見み積つもっても、沖田を含めて五名。こちらは二名と、素す生じようのはっきりしない女が一名。

　少女の存在はこの際忘れて、伊織は逃げる算段を練った。問題なのは、浪士組にどれだけの魔ま法ほう剣士がいるかで……。

「うわぁ！」

　グチャリ。

　何の予兆もなく、叫び声があがった。肉と骨が押おし潰つぶれる音が続いて聞こえてくる。全員の視し線せんが申し合わせたように、一点に吸い寄せられた。

　店庭とは逆方向の土間。そこに転がっていた龕灯の光が、見えたと思った瞬しゆん間かん、金属製の風除けが、ひしゃげる音と共に消え去った。一瞬のことで確たしかだとは言えないが、首のない剣士の背後に、恐ろしく巨大な影かげが立っていた。身の丈たけは七尺以上。頭には牛のような角が二本生はえていたように思える。

「冬馬、今のを見たか？」

「ああ、今も見えてるぜ。ちょっと信じられないがな」

　闇やみを凝ぎよう視しする紅くれないの瞳ひとみに、驚おどろきが宿っていた。浪士組の龕灯が次々と向きを変え、巨大な影を照らしだす。

　見紛うことなき鬼──オークが牙きばを剝むき出だし、前まえ屈かがみに立っていた。紫むらさき色いろに濁にごった瞳、猪いのししのような上向きの鼻、頰ほおまで切れ上がった口、先の尖とがった耳、極太の鉤かぎ爪つめ、灰はい色いろの肌、牛の如ごとき分厚さの胸、腕は脚と変らぬほど長い。床に突きそうになっている拳こぶしが、赤く濡ぬれていた。指の間から頭ず蓋がい骨こつの欠片かけらや脳のう漿しよう、肉、髪がこぼれ落ちている。

　もう一方の手が、死者の眼球を抓つまんでいた。長さが一尺はあろうかという舌が、それを巻き取り、口へと運ぶ。プチュッと弾はじける音をたて眼球を嚙かみ潰すと、機き嫌げん良さげに野太く喉のどを鳴らした。

　伊織は、いつの間にか殺していた息を、大きく吐きだした。目の前の異様に、胸は動どう悸きを強く打っている。しかし、武ぶ州しゆう屋やの離はなれを見たことで、取り乱すほどは驚いていなかった。声を聞く限り、それは冬馬も同じらしい。

「なあ、伊織。どう見ても鬼だよな？　こいつが例の……」

「だろうな。だが、まさか、こんなところで出くわすとは。今晩の私たちは、どうやら悪あく縁えんに恵まれているようだぞ」

　溜ため息いきまじりに言い、少女に視し線せんを向けた。瞳ひとみの色に驚おどろきはあったが、恐怖が見て取れない。これだけの化け物を目まの当あたりにして震ふるえ上がらないのは、やはり腕に覚えがあるからだろう。剣か、魔ま法ほうか、それとも両方を、相当使えるに違いない。

「鬼が出るっていう武ぶ州しゆう屋やの話、噓うそじゃなかったのね」

　少女は何気ない口ぶりで言ったが、当然、伊い織おりは聞き捨てることは出来なかった。先程から妙な発言の多い彼女が、ただ単に噂うわさ話ばなしを耳にしたとは考えにくい。

「どうして、貴様がそれを知ってるんだ？」

「知りたい？」

「じらさないで答えろ」

　詰め寄ると、少女は薄うすく笑って顔を背けた。その澄すました横よこ面づらを力ずくで歪ゆがめてやろうかと、伊織が拳こぶしを締しめる。

　そんな二人ふたりのやり取りに目もくれず、オークを眺めていた沖おき田たが、渋い顔で肩をすくめた。

「参ったなあ。僕たちは、まんまと誘われたってわけですか？」

「罠わななんかじゃねえよ。俺おれだって驚いてるぜ。目を見りゃ分かるだろ？」

　沖田が向き直り、冬とう馬まの瞳をまじまじとのぞき込んだ。そこに真実の欠片かけらを見みい出だしたらしく、小さく頷うなずいた。

「噓じゃないみたいですね。じゃあ、悪いですが、先にあっちを片づけさせてもらいます。部下の仇かたきでもありますし、探し物でもありましたから。少し待ってて下さい」

　言って、後ろに一跳びし、土間へと降り立った。闇やみに潜ひそんでいた浪士組の剣士たちが右手には太た刀ち、左手には龕がん灯とうを構えて二人ふたり、三人と集まってくる。

　押し包むように囲んできた光を、オークが睨にらんだ。両の拳を床につけ、屋根を吹き飛ばす程の音量で長なが雄お叫たけびをあげる。

　ううううぅぅぅぅおおおおぉぉぉぉ!!

　耳をつんざく咆ほう哮こうにも、沖田は顔色一つ変えず、長刀を片手中段に構えた。空あいたもう一方の手で、魔法陣を描いている。

「では、行くとしますか」

　いささか覇は気きの欠ける合図に応じた剣士たちが、龕灯を床に捨て去り、喉のどから気合声を迸ほとばしらせ標的に突進する。

「──光弾トーレス！」

　沖田が放った照明弾が、彼らの頭上を飛び越え、オークの足元に転がり落ちた。同士討うちが起こらないよう土間をくっきり照らし出す。

　挑み掛かってきた浪士組の一団に、オークが牙きばをむき出し、気勢を上げるかのように一ひと吼ほえし、丸太の如ごとき剛ごう腕わんを振った。最初に正面から撃うち掛かった狐きつね目めの剣士が、それを斬きり捨てようと、白はく刃じんを袈け裟さ掛がけに走らせる。

　浅く刺さった刃やいばが鈍にぶい音を立て、二つに折れた。オークの腕わん撃げきは小枝を折った程も緩ゆるまず、鈍い音をたて獲え物ものの頭を叩たたいた。狐目の剣士の首が歪いびつに折れ曲がり、宙に血に混じって白い歯が飛び散る。オークはすかさず、猿のような機き敏びんさで腕を伸ばし、膝ひざから崩れ落ちようとした彼を摑つかんで引き寄せ、頭からかぶりついた。

　剣士たちが、その惨さん劇げきに僅わずかながらも怯ひるむことなく、果敢に撃うちかかる。オークは獲物の首から先を食いちぎると、足を持ち、棍こん棒ぼうのように振るった。剣士たちは仲間の二にの舞まいを食わず、それを真っ向から受けずに転がり避けるか、飛び避けるかでかわす。

　沖おき田たが体勢を整ととのえるや、白はく刃じんを疾はしらせた。が、オークは、首なしの死体を盾代わりにして受けとめ、鉤かぎ爪づめで逆ぎやく襲しゆうに転じる。

　激はげしい刃鳴りと肉を打つ音、怒号と雄お叫たけびが絶え間なく交差する土間から離はなれた奥おく座ざ敷しきを、一つの足音が不意に駆け抜けていった。その直後、絶命の呻うめきがあがり、板戸が蹴けり破られた音が聞こえてくる。

　振り返ると、裏の戸口を固めていた剣士が、咽の喉ど仏ぼとけから血を滝のように噴ふき出たせ、前のめりに倒れ込んでいた。

「まだ何か隠れてたのか」

　舌打ちした伊い織おりの隣となりで、少女が天を仰ぐ。

「馬ば鹿かだわ、私。眉まゆ唾つばと思わず、もっと真剣に捜せば良かったのに……」

「捜す？　何をだ」

「悪いけど、私はあっちを追わせてもらうわ」

　伊織の問いを無視して、少女は一方的に言い放った。指先に青の燐りん光こうを灯ともし、魔ま法ほう陣じんを描き始める。

「ちゃんと答えてから行け」

　肩を摑つかもうとした手を包みで打ち払い、冬とう馬まに向かって微ほほ笑えむ。

「また会いましょうね」

「おい、待て！」

　聞く耳を持たず、少女が薄うす茶ちや色いろの髪をなびかせ駆け出す。

「──飛翔ロツド！」

　青の魔法陣から突風が起こり、奥座敷を加速する。屋内で飛ひ翔しよう魔法を操あやつるには高度な技術を要するが、少女は巧たくみに姿勢を制御し、裏の戸口から外へと飛び去って行った。

「くそ！　逃げ足の速い奴やつだな」

　追って捕まえるべきか、オークの制圧を助けるべきか、それともこの機きに乗じて脱出を図るか。使命と良心と打算が、激しく鬩せめぎ合う。数すう瞬しゆんのうちに目まぐるしく頭を回転させたが、結けつ論ろんが出ない。

「とにかく鬼退治が先だ。行くぞ」

　伊い織おりに代わって断を下し、駆けだそうとした彼の袖そでを咄とつ嗟さに摑つかんだ。オークの無力化を優ゆう先せんすることに異い論ろんはないが、懸け念ねんがあった。史書に記されていることが、全すべて真実とは限らないが、噓うそであるとも言いきれない。

「気をつけろ。さっきも話したが、あれが本当のオークなら……」

　大事な忠告を遮さえぎり、乱戦の中から重い打だ撃げき音おんと悲鳴が上がった。伊織が飛来する影かげを視界の端で捉とらえた瞬しゆん間かん、広い背中が立たち塞ふさがる。

　肉がぶつかる鈍にぶい音が響ひびいたと思った時には、オークに吹き飛ばされた剣士を冬とう馬まが抱きとめていた。が、勢いを殺しきれず、伊織も巻き込まれて床に転がる。後頭部をしたたか打ち、頭ず蓋がいの奥まで鈍にぶい痛みが走り抜けた。

　しばらくして冬馬に助け起こされた伊織の目に、沖おき田たの姿が飛び込んできた。右手に構えた長刀に、白色に輝かがやく魔ま法ほう陣じんが幾いく重えにも重なっている。朗々とした詠えい唱しようが、オークの雄お叫たけびを圧して響き渡る。

「──氷皇ヴァンヴォルクの印により命ず。刀身に力を与え、呪のろわれし無む貌ぼうの敵を討うて。氷皇刃ザス＝トウデイル！」

　正面で鉤かぎ爪づめと刃やいばを交えていた虎とら髭ひげの剣士が、後方へ跳とび退のく。それにすれ違うようにして、沖田が飛ひ燕えんの如ごとく疾はしり、白い靄もやを纏まとった長刀を一いつ閃せんした。踏み込みの凄すさまじさに、オークは避けきれないと悟ったらしく顔を、剛ごう腕わんで遮さえぎる。

　刹せつ那な、魔法陣から噴ふき出した無数の氷片が、沖田の刃やいばを戦せん斧ぷの幅と厚みに変えた。巨大な氷の刃が唸うねりをあげ、右腕ごとオークの首を斬きり落とす。

　傷口から血を噴き出させた巨きよ軀くが、腰砕けになって尻しり餅もちをつく。寸断された頭部と下腕が、土間に転がり落ちた。

「ちっとも楽しくないなぁ」

　沖田が、オークの死し骸がいを見やりながら首を捻ひねった。言葉の通り、表情に難なん敵てきを倒した喜びはない。

　魔法陣が消え、刀身を覆おおっていた氷片が粉々に砕けて白銀の煙となった。宙空に舞まい上がるや、天てん井じように届く前に闇やみへ溶けていく。

「沖田さん、やりましたね」

　虎髭の剣士が、ほっとした表情で沖田に駆け寄る。その傍そばで尻餅をついていた首なしオークが、ピクリと肩を震ふるわせた。それを死後の痙けい攣れんと見たらしく、沖田らは気に留める様よう子すがない。

「まだだ！　四肢を断って、動きを封じろ！」

　伊織の叫びで目覚めたかのように、力なく垂れ下がっていたオークの左腕が、突とつ如じよ唸うなりを上げ獲え物ものに襲おそい掛かった。

「危ない！」

　棒立ちになっていた虎とら髭ひげの剣士を沖おき田たが突き飛ばした。間一髪の差で剛腕に空くうを叩たたかせたが、オークの逆ぎやく襲しゆうはやまない。首から血を湧わき立たせたまま、すっくと腰を浮かし、蹴けりを放ってきた。

「化け物が！」

　沖田は吠ほえながらも、不自然な体勢から宙に飛んで、その一いち撃げきを鮮あざやかに避けた。一回転し着地した彼の足元を、床に転がっていたオークの右腕が襲おそう。死角からの攻撃を予見できず、白いふくらはぎに、深々と鉤かぎ爪づめが突き刺さった。

　激げき痛つうに顔を歪ゆがめつつ、それを長刀で払いのけた沖田を、すかさずオークの剛ごう腕わんが薙ないだ。片足で懸けん命めいに後ろに跳んだが、かわしきれずに吹き飛ばされる。襤ぼ褸ろ切ぎれのように板間を転がり、骨だけになった障子戸を突き破って、そこで止まった。

　オークが、虎髭の剣士を肘ひじから先がない右手で撃うちすえると、左手で転がっていた頭を鷲わし摑づかみ、断面の肉芽が、蚯蚓みみずのようにうじゃうじゃと湧わき踊っている首の上に乗せた。傷口をあっさりと繫つなぎ、紫に濁にごった両りよう眼めを見開いて雄お叫たけびをあげる。止とどめを刺すつもりか、沖田へ向けて歩き出した。

「させるかよ！　俺おれが相手だ！」

　冬とう馬まが鎖くさりから解き放たれた猛もう獣じゆうの勢いで駆け、オークへ突撃した。しかし、オークはその巨きよ軀くにそぐわぬ俊しゆん敏びんさでかわし、風を起こして剛腕を振るう。たちまち、攻守が目まぐるしく入れ替わる激げき闘とうとなった。

　伊い織おりは、先にオークに飛ばされてきた剣士が両腕を砕かれ失神しているだけで命に別状がないのを確たしかめてから、沖田のもとへ駆け寄った。我ながらお人よしだと思うが、怪け我が人にんを前にして見捨てては置けない。

「大丈夫か？」

　膝ひざをつき、青ざめた顔に呼びかけた。生気のない唇が、何か言おうとしたが、押し寄せてきた激痛の波に飲み込まれ、言葉にならない。見ると、鉤爪に腹部を切り裂かれたらしく、小こ袖そでに夥おびただしい量の血が染みだしていた。迅じん速そくに手を打たねば命に関かかわるのは、一目で明らかだ。

「気をしっかり持て。私は医者だ。必ず助ける」

　力強く宣言し、傷の深さと位置を確かめる為ため、小袖を脱がそうと手を掛けたところ、沖田が血染めの襟えり元もとを摑んで、それを阻はばんだ。

「意地を張ってる場合か！」

　そう叱しかり飛ばして、力が弱まっていた沖田の手を振り払う。一気に襟を開き、患部を探ろうとした伊織の目が、彼の胸元でぴたりと止まった。晒さらしで巻かれ、押おし潰つぶされているが、紛れもなく乳房の膨ふくらみがある。

「お前、女だったのか？」

「……こ、困るな」

　沖おき田たが痛みを押し殺し呟つぶやいた。震ふるえる手を、腰の脇わき差ざしへと伸ばす。

「……見られたからには……生かしちゃおけ……ない」

「馬ば鹿か、動くな！」

　伊い織おりの一いつ喝かつにも挫くじけず、鞘さやから白はく刃じんを半ばまで引きだした。下へ手たに動くと傷に障るので、柄つかを握る右手を振り払おうとしたが、石のように硬く握られていて、びくともしなかった。その間も、血は止とめ処どなく流れ出ている。

　どういう理由で、女であることを偽っているかは分からない。けれども、伊織には、男になる辛つらさや重み、覚悟の深さは理解出来た。同類相あい哀あわれむわけではないが、彼女を、ここで死なせるわけにはいかない。伊織は無む駄だな言葉を弄ろうさず、力なく横たわっていた沖田の手を取り、自分の胸に押しつけた。

「しっかり握れ！　私も女だ」

　魔ま法ほうで偽装しているのは視覚のみで、乳房は触ることが出来る。指が柔らかい胸に沈むにつれ、沖田の眼めに浮かんでいた疑いの霧きりが徐々に晴れていく。

「心配するな。お前が私の正体を喋しやべらなければ、私も誰だれにも話さん。だから大人おとなしく、治ち療りようを受けろ」

　操あやつり人形が糸を断たれたように、柄から沖田の手が放れ落ちる。伊織はすぐさま患部を調しらべた。幸い、深さはそれ程ではなく内ない臓ぞうに達していないが、鉤かぎ爪づめで削ぎ落された肉の量が多く、早急な処置が必要である。

　呪じゆ文もんを口ずさみながら、指先を奔はしらせ、朱に染まった腹の上に魔法陣を描いていた。

「──古いにしえの大神官ロムルの御み名なにおいて、我の手に力を貸し与えよ。治癒掌カピノス！」

　柔らかな山やま吹ぶき色いろの光に照らされた傷口が、意志を持ったように動き出した。奪われた肉が再生し、ゆっくりと着実に閉じていく。伊織は、血管の結合に細心の注意を払いながら、同じく気がかりな冬とう馬まへ視し線せんを送った。

　白はく刃じんと鉤爪が交わる度たびに、火花が散っている。闘たたかいは縦じゆう横おう無む尽じんに剣を振るう冬馬が、オークをじりじりと押し始めていた。無む論ろん、彼も無傷ではなく、暴ぼう風ふうのような攻こう撃げきにさらされ、肩や太ふと股ももを血で染めているのだが、肉を抉えぐられる度に刃鳴りの鋭するどさが増している。

　手傷を負えば負う程強くなり、冬馬が優ゆう勢せいになるのだが、伊織の不安は募つのっていく一方だった。と言うのも、彼の一いつ閃せんが煌きらめきを増す度、紅くれないの瞳ひとみが少しずつ大きくなっているように見えたからだ。

　松まつ江えのことを思い返せば、巨ゴ像ー兵レ士ムに握にぎり潰つぶされ、絶命しかけたことで、彼の魔人の力は解放された。今、強敵と相まみえ、生命の危き機きを感じ、紅の瞳が魔人出現の予兆として、白眼を侵食し、徐々に大きくなっているのかもしれない。もし、そうだとすると、大変なことになる。松江の時は人ひと気けのない山奥だったから良かったが、こんな街中で、あの尋常ならざる力が発揮されれば、大量の人死にが出る。彼が一線を越える前に、オークを倒すべく、今すぐにでも助すけ太だ刀ちしたいが、沖おき田たの治ち療りようを止めるわけにもいかない。

　葛かつ藤とうする伊い織おりの耳に、屋や敷しきの中へ幾人かが、慌あわただしく駆け込んでくる音が聞こえてきた。間もなく、二人ふたりの侍さむらいが姿を現し、冬とう馬まの撃うち込みでよろめいたオークに、手にしていた分銅付きの鉄てつ鎖さを投げつけ両腕を絡め捕った。機きを逃さず、冬馬が剣光を真横に煌きらめかせ、巨きよ軀くを支える右足を切断する。

　斜めに崩れ落ちたオークに、新たに駆けつけた侍が、鉄鎖を投げて首に絡ませた。が、引ひき摺ずり倒すに至らない。逆に右腕を振り回され、土つち壁かべに打ちつけられた。冬馬も、巨軀を制しきれず、のたうつ三つの鉄鎖が邪じや魔まになり、止とどめの一いち撃げきを放てない。

　オークが鉄の縛いましめから逃れるのは時間の問題かに見えたが、呪じゆを唱えつつ伊織の背後に現れた男が、それを阻はばむ。

「──グハーン断章の読み手よ。煉れん獄ごくの蓋ふたを開き、真火を解き放て。焦熱牙メイ＝ナード！」

　傍そばにいる伊織の髪が焦げる程の高こう熱ねつ。鬼灯ほおずき色いろに輝かがやく火球が、発射線上に冬馬がいるのも構いなく撃ちだされた。

「危ない！」

　伊織の叫びに気づいたのか、それとも本能のなせる業わざか、直撃寸前で冬馬がかわす。彼の頭上を掠かすめた火球は、その一いつ瞬しゆん後、獣けものの分厚い胸に炎の牙きばを突き立て、存分に肉を貪むさぼった。心しん臓ぞうを食らい、背中を突き破る。胸にぽっかりと穴が空あいたオークが、幹を断たれた巨木のように、力なく前のめりに倒れた。

　周囲に肉の焼ける異臭が漂う中、伊織の背後に立つ男が、鉄鎖を握る侍たちに厳きびしく声を飛ばす。

「しっかり縛しばりあげろ！　逃がすなよ！」

　冬馬が床に剣を突き立て、片かた膝ひざをついた。中ちゆう盤ばんから圧倒しながらも、体力を大きく削られたらしく、肩を揺れ動かし荒い息をついている。

　最悪の事態が引き起こらず、束つかの間、ほっと胸を撫なで下ろした伊織は、沖おき田たの治ち療りように集中した。致命的な出血が止まり、あと少しで肉が閉じきるところで、男が、赤く染まった小こ袖そでを摑つかんで患部を覆おおう。

「おい、まだ──」

「いいや、充分だ」

　有無を言わせぬ口く調ちようで告げると、男は沖田の襟えり元もとを正し、晒さらしが巻かれている胸を身衣で隠した。

　その行為に沖田を守る気持ちがあるのを察し、伊織は不本意ながら、魔ま法ほう陣じんを消した。血臭が満ちていた鼻び腔くうを、酒と白粉おしろいの匂においが甘くくすぐる。恐らく花街からここへ駆けつけたのだろう。いい身分だなと、心の中で呟つぶやき、伊織は男を見上げた。




　眉まゆ目めが鋭するどく整ととのった美男であるが、役者とは違い、脆ぜい弱じやくさは欠片かけらもない。喩たとえるなら、名匠が鍛きたえ上げた白はく刃じんの美しさであり、寄らば骨ごと斬きるような威圧感がある。背せ丈たけは冬とう馬まと変わらぬ程高く、胸板も厚い。その骨こつ柄がらを見れば、オークを屠ほふった魔法と同じくらいに剣を使うと、腰に竹たけ光みつを差している伊い織おりでさえ容易に分かった。

　鋼はがねのように硬く殺気の漂う視し線せんを射落とし、男が問う。

「貴様、何者だ？」

「名を問うならば、そちらが先に名乗るのが礼れい儀ぎじゃないのか？」

　伊織が舌ぜつ鋒ぽう鋭するどく返すと、男は微苦笑を浮かべた。

「俺おれは壬み生ぶ浪ろう士し組ぐみ副ふく長ちよう、土ひじ方かた歳とし三ぞうだ」

　覚悟していたよりも、数段悪い答えに溜ため息いきがこぼれそうになった。名まで覚えていなかったが、浪士組の副長の噂うわさは耳にしている。洋鬼の次に、泣く子も黙だまる人鬼が現れるとは、今こ宵よいはよくよくついていない。

　土方が佩はい刀とうを抜き、切っ先を伊織の白い首筋に突きつけた。偽りの言葉が喉のど元もとを通れば、躊躇ためらいなく刺す。言わずとも、小揺るぎもしない視線と刃やいばが、そう語っていた。

「適てき塾じゆく生せい、久く世ぜ伊織だ」

　噓うそでないと直感的に判じたらしく、満足げに頷うなずく。

「沖おき田たが世話になったようだが、事情を訊きかせてもらうぞ」

　剣を杖つえにして、冬馬が立つのが見えた。野生の獣けもののように足音を忍ばせ、土方を襲おそう気け配はいがある。

「冬馬、剣を捨ててくれ。これ以上の闘たたかいは、無益だ」

　彼の瞳ひとみは、平時よりもまだ一回り大きい。ここで土方とぶつかれば、開けてはいけない扉とびらを開け、高い代だい償しようを払う予感がする。無む論ろん、このまま縄なわ目めについても、ただでは済みそうにないが、他ほかに術すべがない。結果的にオークが現れた混乱に乗じ、逃げ出すのが最善手だったわけだが、今更悔やんでも仕方がない話だ。

　冬馬が、しばし逡しゆん巡じゆんしてから、刀を床に捨てた。その背後で浪士組の隊士が懸けん命めいに、心しん臓ぞうを抉えぐり取られ、身動きの鈍にぶくなったオークに鉄てつ鎖さを掛けている。

　いつの間にか雷雨は遠のき、戸外から聞こえるのは、夏虫の音だった。
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　けたたましい叫きよう喚かんが、堅けん牢ろうな石いし積づみの壁かべに跳ね回り、地下牢の中に響ひびき渡っていた。吐き気をもよおす悪臭が、前通りの格子をすり抜け鼻先に漂う。

（眠れやしない）

　伊い織おりは煩わずらわしげに片かた瞼まぶたを開け、空気口から射さし込む光の柱に踊る薄うす埃ぼこりを見つめた。陽ひ射ざしの強さから推測するに、この広いだけが取り柄の独房に繫つながれてから半日が過ぎようとしている。その間、殆ほとんど眠ることを許されずに、土ひじ方かたの尋問を受け、武ぶ州しゆう屋やに忍び込んだ理由や史書で読んだオークの特性など、延々と喋しやべらされた。

　飯を食べているのか、それとも仮眠をとっているのか分からないが、先刻から彼の姿が見えない。せっかく鬼の居ぬ間なのに、耳障りなオークの叫び声と鼻がよじれる悪臭のせいで、眠りにつくことが出来ず、腹立たしかった。

　体力を温存する為ため、何とか休息しようと眼めを閉じた伊織に、魂が消し飛ぶ程の冷水が浴びせられた。磔はりつけ柱ばしらに麻あさ縄なわできつく縛しばられた両手足が、反射で縮ちぢみ込もうとしたが動かず、骨が折れんばかりに軋きしむ。悲鳴を嚙かみ殺し、爪つめが深く食い込むまで拳こぶしを握にぎり締しめた。

　地下深いせいか、空気が死者のように冷たい。水で濡ぬれた衣が肌にはりつき、真夏だと言うのに凍こごえるほど寒かった。

　見張りの侍さむらいが、空からになった桶おけを石床に置く。震ふるえを堪こらえる伊織を眺め、薄うすく笑った。

「起きたか？」

「……ああ、お陰で眼が覚めたよ。親切ついでに、朝飯をもって来てくれないか？」

「貴様、調ちよう子しに乗るなよ」

　唇をひんむき、侍が笞むちを振り上げる。その肩越しに格子が開くのが見え、土方が入ってきた。振り返ることなく物音に気づいた侍が、笞を振り落とさずに脇わきへと寄る。

　伊織の濡れ髪から滴したたる水が、石床に落ちて独房に響く。いつの間にか、耳を聾ろうする唸うなり声が止やんでいた。

「オーク相手に、何をやってたんだ？」

「お前が言ったことを試してたのさ」

　土方が伊織の問いに素っ気なく答え、見張りの侍の手から笞を受け取った。

「確たしかに、オークに太陽の光を浴びせたら、肉が焼けて動きが鈍った。このまま死ぬかと思ったが、燃もえ尽きた肉がすぐに再生しやがる。面めん倒どうな化け物だぜ」

「ほら言った通りだろ？　私が知っていることは全すべて話したし、噓うそもついてない」

　と言った伊織の喉のどに、ヒュッと風切り音が鳴り、笞先が突きつけられた。土方が瞳ひとみに鋼はがねの色を浮かべて問う。

「だが、俺おれの知りたいことには何一つ答えてない。あのオークは、どうやったら人間に戻せるんだ？」

「解げ法ほうの魔ま法ほう薬やくを飲ませれば、元に戻るはずだ」

「だったら作れ」

「私じゃ無理だ。出来るのは、洋よう鬼き化け生しようの秘薬を生みだした人間だけだ」

「つまり出来るのは、笠かさ原はら来らい青せいだけと言うことだな？」

「さあな。この件に、笠原がどう関かかわっているかは分からん」

「とぼけるな。奴やつは今、どこにいる？」

「何度も言ってるだろ。知らないものは答えようがない」

「そんな噓うそは聞き飽きた。いい加減に話せ」

「貴様もしつこい奴だな。私が笠原をかばって、何の得がある？」

「倒幕の同士を守る為ためだ。違うか？」

　笞むち先さきで顎あごを引き上げられたが、伊い織おりは怖おじ気けずに短く笑った。

「大違いだ。他ほかの適てき塾じゆく生せいや翻ほん訳やくの依頼主に訊きき込んでみろ。私たちには、そんなことに時間を費やす暇などなかったと、すぐに分かるぞ」

「訊き込みなら済んである。皆、口を揃そろえて言ってたぞ。お前たち二人ふたりだけが、仲間内からはずれていたと。それにこうも言っていた。何を考えているか分からず、薄うす気き味みが悪かったとな」

「単に、なれあうのが嫌いなだけだ。だいたい私と笠原の二人が、倒幕を企くわだてていたという証拠があるのか？」

「笑わすな。オークが何よりの証拠だ。あれを使って、公儀に弓引くつもりだったんだろ？」

「もし、そうなら、もっと上う手まくやるさ。私や笠原は、わざわざ武ぶ州しゆう屋やの娘を、オークの材料に使うほど馬ば鹿かじゃない。使うなら、腕力だけが取り柄の、掃いて捨てる程いる尊そん攘じようの浪人者を使うさ」

「馬鹿じゃないが、手違いがあったんだろ？　言えよ、言って楽になれ」

　笞先が、白く柔らかな喉のどにめり込む。気道を厳きびしく圧迫されながら、伊織が掠かすれ声で答える。

「だから何も知らんと言ってるだろ」

「知らないんじゃなくて、忘れたんじゃないのか？」

「生あい憎にく、まだ惚ぼけは来てないぞ」

「惚けてる奴に限って、そう言うもんだ。よし、俺おれが思い出させてやる」

　言って、傍かたわらで畏かしこまっていた侍さむらいに笞を投げ渡した。

「内ない藤とう、あれを出せ」

　はいと答えるや、足元の道具箱を開け、五寸釘くぎと百ひやく目め蠟ろう燭そくを取り出した。

「ここが屯とん所じよなら、優やさしく石を抱かせてやるんだが、残念だったな」

　土方が、受け取った五寸釘を伊織の眼前にかざす。

「お前の気が変わるかもしれないから、先にこれをどう使うか教えてやろう。手始めに、お前を逆さ吊づりにして、足の甲にこの五寸釘を刺し通す。そして、足裏から突き出た釘先に百目蠟燭を立てるんだ。流れ落ちた蠟ろうが、傷口にじっくり沁しみ込んでいく。今まで、この責め苦を受けて、悪事を吐かなかった奴やつは一人ひとりもいねえ」

　身の毛もよだつことを平然と言ったが、加か虐ぎやく嗜し好こうはないらしく、表情に愉ゆ悦えつの笑えみは浮かんでいない。彼にとって拷ごう問もんは、あくまで自白を促す効率的な手段に過ぎないのだろう。伊い織おりを睨にらみすえる鋼はがねの瞳ひとみが、只ただ々ただ冷たく冴さえていた。

「随ずい分ぶん、馬ば鹿かなことをするんだな。拷問は時に、やってもいないことも吐かせる。間違った情報を元に来らい青せいを追っても、逆に遠ざかっていくだけだぞ」

　胃の腑ふを抉えぐり取られるような嘔おう吐と感かんを堪こらえ、伊織は毅き然ぜんと睨にらみ返した。

「口の減らない奴だな」

　土ひじ方かたが、唇の端を冷笑で飾り、黒光りする五寸釘くぎを眼がん前ぜんから下ろした。

「最後に、もう一度訊きいてやる。笠かさ原はらはどこにいる？」

「知らんものは、答えようがない。……好きにしろ」

「ああ、好きにするさ。だから、お前も好きに泣き叫べばいい」

　言葉の刃やいばを伊織の心しん臓ぞうに突き刺すと、土方が後ろへ下がった。傍かたわらの侍さむらいに、拷問の準備に取り掛かるよう、顎あご先さきで合図を送る。

　伊織の胸で、心臓が激はげしく踊った。気を抜けば膝ひざ頭がしらが、今にも震ふるえだしそうだった。

「土方さん、やめて下さい」

　血相を変えた沖おき田たが、格子を勢いよく開き、土方へ詰め寄った。
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「総そう司し、何度も言わすな。こいつは長ちよう州しゆうの人間なんだぞ」

「先生から伝言があるんです」

　鋼の瞳に怯ひるまず、沖田が耳元へ口を寄せた。何事か囁ささやかれた土方が眉まゆ根ねを寄せ、舌を打つ。

「小僧、命拾いをしたな」

　伊織に言い捨て、さっと踵きびすを返した。

「総司、逃がすなよ」

「分かってます」

　沖田は、独房を出る土方の背にそう声を投じると、案か山か子しのように突っ立っていた侍へ向き直った。鬼気迫る色は抜け落ち、武ぶ州しゆう屋やの離はなれで見たような穏おだやかな表情になっている。

「ここはもういいです。後は僕に任せて下さい」

　良いのですか、と繰くり返し問う侍を、人ひと懐なつっこい笑え顔がおで追い払う。彼が廊下から消えるのを見届けてから、格子を閉め、急ぎ足で戻ってきた。着替えと思おぼしき小こ袖そでと袴はかまを、足元に残されていた道具箱の上に置くなり、伊織に尋たずねる。

「大丈夫ですか？」

　声にも瞳にも憂うれいが満ちていた。昨夜ゆうべ、容赦のない刃を振るってきた彼女と心持ちが違って見えるのは、記き憶おくを照らし合わさずとも明白である。

　伊い織おりは、肺一杯の安あん堵どの息をついた。

「助かったよ。五寸釘くぎを出された時、泣きそうになってたんだ」

　語尾の震ふるえを笑いで誤ご魔ま化かしたが、沖おき田たは、それに感づく様よう子すもなく、しょんぼりと頭を下げた。

「遅くなって、すみません。命を助けてもらったのに、こんなに遅くなって……」

「足に穴が空あかなかったんだから充分さ。ところで、傷はもういいのか？」

「はい、お陰さまで。残っていた傷も、夜のうちに、きちんと塞ふさいでもらいましたから」

　かなりの肉と血を再生させたにもかかわらず、彼女の顔色は悪くはなかった。生気を大量に失ったせいで寝込んでしまってもおかしくないのだが、常人とは違う体の作りをしているらしい。

「じゃあ、これで貸し借りなしにしよう」

「そんな、まだ何も返せてませんよ」

　真剣な眼まな差ざしで言い、磔はりつけ柱ばしらに繫つながれた伊織の両手足を縛しばる麻あさ縄なわを解ほどきに掛かる。が、縄目が異常に固いらしく、僅わずかも緩ゆるまない。

「あんな風に説得して下さらなかったら、馬ば鹿かな僕は、きっと助かってませんでした」

「気にするな。医者は人の命を救うのが仕事だ。それに効き目があるなら、何だってやるさ」

「だからと言って、そう簡かん単たんに踏み切れるもんじゃありません。同じ偽りなので、それはよく分かります。本当にありがとうございました。僕は侍さむらいですから、剣でしかご恩に報いることが出来ませんが、いつか必ず果たします。約束です、絶対に忘れません」

　余りの生き真ま面じ目めさに、伊い織おりの頰ほおに笑えみがこぼれる。

「そんなに固く考えないでいいが、何かの時は頼むよ」

「任せて下さい」

　強く頷うなずき、難なん渋じゆうしていた縄なわ目めから手を放した。二歩下がり、居合の構えを取る。

「すみませんが、ちょっと、じっとしてもらっていいですか？」

　伊織は、迷いなく頷うなずいた。説明はなくとも物ぶつ騒そうな方法で縄なわ解ほどきをされるのは分かったが、冬とう馬まとの闘たたかいを見る限り、彼女の腕に不安はない。まず大おお怪け我がを負うことはないだろう。それに半日も磔はりつけにされていたので、少しでも早く解放されたかった。

「では、いきます」

　疾風はやてよりも早く、刀身が鞘さや内うちで滑り、剣光が二度、三度と煌きらめいた。両手足を縛しばる麻縄が切断され、絶命した蛇のように床へ落下する。

「凄すごいな」

　伊織は呟つぶやき、感嘆の息をこぼした。赤い縄なわ痕あとがくっきり残る手首に、薄うす皮かわ一枚の斬きり傷きずもない。これだけ剣技を有しながら、魔ま法ほうも使える人間がいるとは天下も広い。

「まあ、こういう芸しか持ってませんから」

　沖おき田たはそう恐きよう縮しゆくすると、長時間の拘こう束そくから解放され、足元のおぼつかない伊織に床しよう几ぎを差し出した。

　礼を言って、腰を掛ける。痺しびれを感じている手を開いては閉じ、滞とどこおっていた血の流れを指先まで届かせた。

「そう言えば、まだ面と向かっては、名乗っていなかったな。私の名は久く世ぜ伊織。本業は医者で、今は適てき塾じゆくの塾生をしている」

「では、僕も改めて名乗らせて頂きます。沖田総そう司しと言います。総司って呼んで下さい」

　と言い、伊織の顔をまじまじと見つめてきた。

「伊織さんは、おいくつなんですか？」

「十七と称しているが、本当は十六だ」

「だったら同おない年どしですね。土ひじ方かたさん以外は、僕が言うまま、二十歳と思ってますけど」

　沖田は背が高く、大人おとなびた端たん麗れいな容姿をしているので、四つ上の鯖さば読よみにも無理はなかった。童どう顔がんが抜けきらない伊織では、とても真ま似ねが出来ない芸当であるのはともかくとして──

「歳が同じなんだから、さん付けはやめてくれないか？」

「それは、僕の癖くせみたいなものなので、気にしないで下さい。部下にも、さんを付けて呼んじゃうんで、土方さんにはけじめがつかないと、よく怒られますけど、直らないんですよ」

　そう苦笑した沖田が、道具箱の上に置いていた小こ袖そでと袴はかまを伊織に手渡した。濡ぬれた服を着替えるよう促すと、女同士であるが、見ることを憚はばかり、背を向ける。さらに万一、廊下に誰だれかが通った時を考えてか、その視し線せんを遮さえぎれるよう、立ち位置を変えた。

　伊い織おりは彼女の心こころ遣づかいに感かん謝しやしつつ、帯を解ほどき。濡ぬれた衣を肩から落とした。沖おき田たが後ろを向いたまま。廊下に聞こえないよう声を落として言う。

「しかし、上う手まく隠せてますね。服の上からじゃあ、全く分かりませんよ。僕が触った時は、しっかり胸があったのに」

〝しっかり〟という言葉がお世辞か勘かん違ちがいにしか聞こえぬ、ごくごく控え目な胸の谷間を見やり、複雑な気持ちになった。仮に呪じゆ紋もんの効果がなかったとしても、晒さらしをきつく巻いてしまえば見た目は変わりそうにない。

「ま、まあな。どうやって隠しているか教えてやりたいんだが、そういうわけにはいかなくてな」

「いいですよ。気にしないで下さい。色々と秘密があるのは、お互い様ですから」

　伊織が声を上ずらせた理由を少し取り違えた様よう子すで、沖田が頷うなずく。

　微妙な気分になりながら、畳んだ小こ袖そでに挟まれていた真新しい晒しを手に取った。ここまで気を配って用意してくれた彼女に、改めて好感を覚える。尤もつとも、晒しは自分が男と偽っていることを忘れないように巻いているだけで、実用的な効果は乏しい。裸になったところで、胸が見えるのは……。

「そうだ。冬とう馬ま──私と一いつ緒しよに捕まった男は、どこにいるんだ？」

「今、母おも屋やの座ざ敷しきにおられます。伊織さんも、これからそちらへお連れすることになってますから、すぐに会えますよ」

　口く調ちようから察するに、冬馬も無事のようだ。昨夜ゆうべ、捕らえられるなり、目隠しをされて、ここへ連れて来られたのだが、尋問を受けている間、他ほかの独房から彼の声が聞こえてこず、案じていたのである。

　少し心が軽くなった伊織が、手て際ぎわ良く着替えながら、問いを重ねた。

「ところで、ここは、どこなんだ？」

　余り人の目には触れさせたくないであろうオークが同じ地ち下か牢ろうにいることや、駕か籠ごに押し込められた時間の長さから考えて、今回の事件を担当している東ひがし町まち奉ぶ行ぎよう所しよではないはず。だからと言って、京きようを拠点にしている浪士組が大おお坂さかに屯とん所じよを持っているわけがなく、恐らくは──

「武ぶ州しゆう屋やの下しも屋や敷しきです。昔は岩いわ槻つき藩はんの藩邸だったと聞いています。少し不便なところに建っていますが、それが逆に丁度いいというわけで」

　岩槻ほどの小藩の下屋敷なら、天てん満まか上うえ町まちの外れが適当なところだろう。いずれにしても人目を忍び、事を運ぶには良さそうな場所だ。

　そう納得しつつ、腹に収まっていた疑問を沖田にぶつける。

「しかし、武州屋の事件に、どうして会あい津づ中ちゆう将じよう預かりの壬み生ぶ浪ろう士し組ぐみが首を突っ込んでるんだ？　倒幕派が裏で糸を引いていると睨にらんでいるのか？」

「それもありますが、実は武ぶ州しゆう屋やの大おお旦だん那な、長ちよう兵べ衛いさんと土ひじ方かたさんが、昔からの知り合いなんですよ。土方さんの生家が、石いし田だ散さん薬やくという打撲傷の薬を作っていて、代々江え戸どに店を構えていた武州屋に卸おろしていたんです。土方さんも武者修行時代、稽けい古こと商売を兼ねて、よく店に顔を出し、懇こん意いにしていたと聞いています。それに、長兵衛さんは武芸に熱ねつ心しんな方で、僕たちと同じ天てん然ねん理り心しん流りゆうを修めていて、浪士組を結成した時も、かなりの寄付金を出してもらったんです。縁えんもあるし、恩もある僕らが、この事件の解決に乗り出さないわけにはいかないでしょ？」

「なるほどな」

　思わぬ結びつきだが、人の縁は、そもそもこういうものなのかもしれない。

「それで結局、私たちの疑いは晴れたのか？」

「はい。但ただし、僕たちと長兵衛さんに限りますけどね。奉ぶ行ぎよう所しよがどう考えているかは分かりませんよ」

「何だ、奉行所とは別に動いているのか？」

「信用出来ないですからね。鬼が出たという話が、眉まゆつばに思えるのは仕方ないにしても、動きが妙で、しかも鈍にぶい。奉行所の後ろで、誰だれかが指図しているんじゃないかと、僕らは睨にらんでます」

「それで、尊そん王のう攘じよう夷いを掲げる倒幕派を黒幕と考え、長ちよう州しゆう出身の私も、一味と疑ったわけだな。でも、奉行所が怪しいと思うなら、倒幕派は黒幕から除外すべきじゃないのか？　東ひがし町まち奉行ともなれば、大たい身しんの旗本だ。倒幕派に手を貸すわけがない」

「確たしかに、それは正せい論ろんです。でも、身分が違いますが、ここ大おお坂さかでは、能のう吏りとして名を馳はせ、後に反逆者となった大おお塩しお平へい八はち郎ろうの例もありますからね。特に今は世情が乱れ、人の心も惑まどっています。誰だれが何をしたっておかしくないですよ」

　言われて、伊い織おりは自分の甘い認にん識しきを反省した。確かにこの時勢、誰が何をしたとしてもおかしくない。よくよく肝きもに銘めいじておかないと、痛い目にあうのは必定である。

　そう押おし黙だまって考え込んでいた伊織に、沖おき田たが頭を下げる。

「すみません。実は土方さんに、そう言われちゃって、伊織さんを解放してもらえなかったんです。僕に反論出来るだけの頭があったら良かったんですけど、こういうことは苦手で」

「いいさ、気にしないでくれ。屋や敷しきに忍び込んだのは事実だし、疑う気持ちは分かるよ」

　言って帯を閉め襟えり元もとを正し、着替えを終える。脱いだ小こ袖そでと袴はかまをくるくると丸め、床しよう几ぎから立ち上がった。

「まあ、訊ききたいことは他ほかにもあるが、続きはここを出てからにしよう」

　頷うなずいた沖田に先せん導どうされ、独房を出る直前、地ち下か牢ろう中にオークの吠ほえ声ごえが響ひびき渡った。

　伊織が口の端を歪ゆがませて尋たずねる。

「まさかオークに、また日光を当てて肉を焼いているのか？」

　仲間を食い殺されたことを恨うらむ気持ちは分かるが、誰も好んで、化け物の姿になったわけではない。無意味に苦しめることに賛さん同どうは出来なかった。

「いいえ、その実証は終わりましたから、違うと思いますよ。一応、見てみますか？」

　伊い織おりは、疑うわけじゃないがと前置きし、案内を頼んだ。快く引き受け、廊下へと歩き出した沖おき田たの斜め後ろをついていく。

「聞いた話ですが、ここに連れて来た時には、土ひじ方かたさんに空あけられた胸の穴が塞ふさがっていたそうです。首を切り落としても平然としてるし、どうやっても殺せそうにはありませんね。とんだ化け物ですよ」

「腹が減れば、もっと凶きよう暴ぼうになるぞ。逃げられないよう、ちゃんと手は打ってるのか？」

　オークは、魔ま法ほう薬やくの触媒に血を提供した者を主と定め、その者が言うまま忠実な兵として動く。しかし、太陽が一回りする間、一度も命令がない場合は、自らの意思で活動を開始し、旺おう盛せいな食欲を満たす為ため、同種族を襲おそって食らう。皮肉なことだが、操そう者しやがどれだけ悪あく辣らつだとしても、その手を離はなれている時の方が、抑制が利かず危険だった。

「捕ほ縛ばくする際に用いた鉄てつ鎖さを十と重え二は十た重えにして、石柱に括くくりつけています。長ちよう兵べ衛いさんが、名人と謳うたわれている堺さかいの鍛か冶じ屋やに頼んで作らせた特注品ですからね。ちょっとやそっとで切れはしませんよ」

「なるほど、堺打ちの特注か。丈夫なのも道理だな」

　捕り手は翻ほん弄ろうされていたが、鉄てつ鎖さ自体は終始、オークを制していた。石柱さえ折れなければ、まず脱走の心配をする必要はないだろう。

　独房が連なる廊下の一番奥まで来て、沖田が立ち止まった。伊織もならい、格子の中をのぞき込む。

　沖田の言葉通り、鉄鎖で肩から踝くるぶしまで縛しばられたオークが、石柱に括りつけられていた。腹に響ひびく唸うなり声ごえを上げる化け物の前に、親娘らしき二ふた人り連づれの後ろ姿が見える。

「……清きよ音ね、私だ。父とうさんの顔が、分からないのか？」

　大おお店だなの主といった身なりの中年が、涙声で尋たずねた。もちろん、その言葉がオークに届くことなく、敵意のこもった牙きばと咆ほう哮こうで迎えられる。

「……すまない、清音……守ってやれなくて……」

　跪ひざまずき、泣き崩れた父の背中を、寄りそっていた娘が優やさしく摩さする。

「父様、大丈夫です。きっと、土方様が、清音を元の姿に戻して下さいますから」

　言いながらも、懸けん命めいに涙を堪こらえる響きがあった。二人の悲哀が、廊下に重く伝わってくる。眼めの前で牙を剝むいているオークを、清音と信じきっているようだ。

　沖田が、伊織の耳元で囁ささやく。

「あちらが、長兵衛さんと清音さんのお姉ねえさん──初はつ音ねさんです。恐らく今、お越しになられたんでしょう」

　日光で肉を焼くところを、親に見られるわけにはいかない。そこでオークを捕えたことは、つい先程まで上かみ屋や敷しきへ知らせなかったのだろう。

「どうします、お声を掛けますか？」

「いや、よそう」

　言って、静かに独房の前を立ち去る。折り重なる鬼の吠ほえ声ごえと人の泣き声が、伊い織おりの胸に虚むなしく響ひびき渡った。




　雲の峰が聳そびえ立つ夏空の下、中庭の木々が、緑の葉を清すが々すがしく輝かがやかせていた。薄うす紫むらさきの花弁が美しい桔梗ききようの海に、茅かや葺ぶきの東あずま屋やが舟のように浮かんでいるのが見える。武ぶ州しゆう屋やの下屋敷は、やや辺へん鄙ぴなところにあると聞いたが、その分、街の中心にはない広さがあった。地ち下か牢ろうに木こ霊だまする声も、庭に面した廊下を歩く伊織の耳には届いてこない。

　先を進む沖おき田たが、障子が開け放たれた座敷の前で、歩みを止めた。

「こちらです。どうぞ、お入り下さい」

　青く澄すんだ空に背を向け、伊織は室内をのぞき込んだ。

「よう、伊織。やっと起きたのかよ。まさか俺おれより寝坊するとは思わなかったぞ」

　呆あきれ顔がおの冬とう馬まが、緊きん張ちよう感かんのない着流し姿で、山海の料理で彩られた食しよく膳ぜんに囲まれ胡坐あぐらをかいていた。手に箸はしを握り、大きな木き桶おけの氷水に浮かぶ冷麦をたぐっている。

　こちらの心配をよそに、吞のん気きに飯を食べていることも腹がたったが、それ以上に、彼の言葉に納得がいかない。

「貴様、何を寝ぼけたことを言ってるんだ？」

「俺は寝ぼけちゃないぞ。半刻前には起きて、こうやって飯を食ってるからな」

　言いつつ、少女の濡ぬれ髪がみを、まじまじと見つめる。

「なんだ、風ふ呂ろに入ってたのか？」

　伊織の腸はらわたが、ぐらりと煮えた。こちらが、今の今まで地下牢に繫つながれていたことを知らぬようだが、同じく囚とらわれの身だったのに、吞気にも程がある。

「くだらん冗じよう談だんを言うな」

「何が冗談なんだよ。風呂に入ってきたのに、まだ、目が覚めてないのか？　井戸水で顔を洗ってこいよ」

　言って、豪快に冷麦を箸はし取どり、汁に浸して美う味まそうにすすった。その幸せそうな顔に、小こ脇わきに抱えていた服をぶつけてやろうと思ったが、沖田に二の腕を摑つかまれ、耳元で囁ささやかれる。

「言いにくいんですが、地下牢で夜を明かしたのは、伊織さんだけなんです」

「じゃあ、こいつは、どこで寝たんだ？」

「奥の客間です」

　聞き捨てならない発言に、伊織の片かた頰ほおがひくつく。

「ほほう。面おも白しろい話だな。私が磔はりつけ柱ばしらに括くくりつけられている間に、布ふ団とんの上でのうのうと寝ていたわけか」

「怒らないで下さい。伊い織おりさんは、お疲れになられたので先に離はなれで寝ていると、僕らが言ったのを信じたたけですから」

「何で、そんな噓うそをついたんだ？」

「そうしないと、伊織さんの尋問を続けたい土ひじ方かたさんと、それを助けたい冬とう馬まさんが、斬きり合あいになるからと助言されたので」

　確たしかにそうかもしれないが、奥底に悪意を感じる。

「誰だれにだ？」

「誰だって、いいじゃないですか。穏おん便びんにいきましょう」

　沖おき田たは、笑ってなだめると、

「僕は土方さんのところへ行きますが、伊織さんは、しばらくここで待っていて下さい」

　と言って、風のように廊下を去って行った。

「伊織、早く座れよ。全部、食っちまうぞ」

　冬馬が行ぎよう儀ぎ悪わるく、箸はしで器の縁ふちを叩たたいた。冷麦に夢中になっていたのか、沖田との会話を漏もれ聞いていた様よう子すがない。

　伊織は短く溜ため息いきを吐つくと、座ざ敷しきに入り、彼の隣となりに腰を下ろした。疑うことを知らぬ馬ば鹿か正直さを責めるのは酷だが、本ほん音ねを言うと、もう少し心配して欲しかった。誰にどう言われようとも、無事かどうか自分の目で確たしかめてくれれば良かったのに。と拗すねながらも、素直になれず、口から出たのは別の言葉だった。

「敵か味方か分からん相手が出したものを、ばくばく食うな。一服盛られていたら、どうするつもりだ？」

「そう固いことを言わず、お前も一口食ってみろよ。用心の必要がないのは、すぐ分かるぞ」

　こちらの気を察する素振りもなく、冬馬は、飴あめ色いろのつゆに冷麦を浸して引き揚げた。つやつやとした光こう沢たくのある麵めんに、錦きん糸し卵たまごと甘煮の椎しい茸たけが絡まっている。それをくるりと、繭まゆのようにして箸先に巻きつけた。

「少しは反省──」

　したらどうだと言い終わらぬ口に、冬馬が冷麦を押し込んだ。腹は立ったが吐き出すわけにいかず、首を引いて箸を引き抜いた。彼を睨にらみつけながら、もぐもぐと口を動かす。

　冷水で引ひき締しめられた麵、鰹かつおの旨うま味みと酒の丸みが程良い醬しよう油ゆつゆ、暑気を払い食欲をそそる千切り茗みよう荷が、出だ汁しのきいた錦糸卵と甘煮の椎茸。どれも覚えのある味だった。

「これは……」

「じゃあ、こういうのも、どうだ？」

　餅もちつきの相の手のような呼吸の良さで、冬馬が白身の洗いに醬油をつけ、伊織の小さな口に押し込んだ。

　鱸すずきと鯉こいの違いはあるが、泥の臭みの消し方と旨うま味みの引き出し方、心地ここち良よい歯は応ごたえを生む肉の引ひき締しめ方かたといい、文句のつけどころのない絶品だった。思い浮かぶ料理人は、ただ一人ひとりだ。下男の弥や平へいと名乗り、松まつ江え藩はんに潜せん入にゆうしていた公こう儀ぎの隠かくし目め付つけ、八や巻まき礼れい蔵ぞう以外、他ほかにいない。茶店での別わかれ際ぎわ、ふらりと現れるかもと予告されたが、こんなに早く再会することになるとは思わなかった。

　冬とう馬まの訳知り顔から推し量るに、既に本人と顔を合わせているのだろう。今回の事件に陰いん謀ぼうの匂においを感じ取ったのか、それとも、自分たちが壬み生ぶ浪ろう士し組ぐみに囚とらわれていることを知り助けに来たのか。いずれにしろ、心強い味方だった。

　そうと分かれば、遠えん慮りよも警けい戒かいも無用である。冬馬の手から箸はしを奪い去り、懲こらしめも兼ねて、隙すきっ腹ぱらを満たすことにした。

「お前はどうせ、充分食ったんだろ？　後は私の分だ」

　冬馬を肩で押しのけ、冷麦の桶おけの前に陣取る。

「駄だ目めだ。早い者勝ちだ」

　冬馬も負けじと、別の食しよく膳ぜんから箸を取り、妨害しようとした伊い織おりの箸をかわして冷麦をたぐった。それを皮切りに、二人ふたりの食い意地が火花を散らす。竜巻が通り過ぎた後のように、器の料理が次から次に消えていった。

（しかし、八巻どのも人が悪い。私が地ち下か牢ろうに入れられているのを知っていたのなら、料理など作ってないで、先に助け舟を出すべきじゃないか）

　と不満に思いつつ、伊織は、休むことなく口を動かしていたが、先程、拷ごう問もんに取り掛かろうとした土ひじ方かたに、沖おき田たが何かを耳打ちしていたことを思い出す。ひょっとすると、あの伝言が礼蔵の助け舟だったのかもしれない。

（だとしても、もう少し早くきてくれても……）

　と浮かない顔で、桶に泳いでいた冷麦を残らず箸で巻き取り、飴あめ色いろのつゆに沈める。椀わんの底に沈んでいた甘煮の椎しい茸たけを巧たくみに絡め、口一杯に頰ほお張ばった。

「入るわよ」

　聞き覚えのある声と共に、奥の襖ふすまが開く。そこに現れた人物を見て、伊織は、喉のどごしの良い冷麦を喉に詰まらせた。

　薄うす茶ちや色いろの髪、黒緑の瞳ひとみ、燃もえるような緋ひ色いろの小こ袖そで。昨夜ゆうべ幽ゆう霊れい屋や敷しきで出会い、名乗ることなく去って行った、あの少女である。暗がりで目にしたよりも、幾分美しさが増しているように見えるが、他人の空似ではないようだ。

　冷麦を口に詰め込んだまま、瞳を丸くしている伊織を見向きもせず、少女は冬馬へと歩み寄り、しとやかに腰を下ろした。

「冬馬、どう？　口に合った？」

「ああ、文句なしだ。いつでも嫁に行けるぞ」

　冬とう馬まは、何の驚おどろきも見せずに答えると、白飯に水みず茄な子すの漬つけ物ものをのせて茶漬けにし、勢い良くかき込んだ。そんな彼に少女が、艶つやっぽく瞼まぶたを伏せながら肩を寄せる。

「じゃあ、行っちゃおうかな、お嫁に」

　伊い織おりは冷麦を無理やり飲み込んだ。驚おどろきと怒りで震ふるえる指先を、少女に向ける。

「な、何で、お前がここにいるんだ!?」

　言われて初めて気づいたように、少女が視し線せんを伊織に振った。

「あら、貴方あなたこそ、いつここに来たの？」

　わざとらしく言って、居ずまいを正す。

「冬馬、誰だれなんだ、こいつは」

　何事もなかったかのように箸はしを動かしている冬馬に、伊織が詰め寄る。その慌あわてた様よう子すを見て、少女が、薄うすい唇に微笑を含ませた。

「そう言えば、貴方には、ちゃんとした挨あい拶さつをしてなかったわね。私は、八や巻まき丹に乃の。父が松まつ江えでは、お世話になったそうね」

（八巻……父……松江？）

　丹乃という少女の名前をそっちのけにして、鍵かぎとなる言葉が、伊織の頭の中をぐるぐると駆け回った。軽い眩暈めまいを覚えつつ、導みちびき出された答えを確たしかめる。

「……お前、まさか八巻どのの娘なのか？」

「だから、そう言ったじゃない。聞こえてなかったの？」

　似ていない。激はげしく似ていない。見た目もそうだが、性しよう根ねが礼れい蔵ぞうと違い過ぎている。あの腰の低い好人物から、こんな鼻もちならない娘が生まれるとは……。

　言葉の出ない伊織を見て、丹乃が頷うなずいた。

「まあ、信じられないのも無理ないわ。私、父と少しも似てるところがないから。極端に母親似なの」

　だろうなと、胸の中で強く相あい槌づちを打った伊織の隣となりで、冬馬が首を横に振る。

「いや、料理の腕は、父親譲ゆずりだぞ。伊織、お前もそう思うよな？」

　確かに礼蔵としか思えぬ程、一品一品に冴さえがあった。だからこそ、心の奥でそれを認められなかった伊織に、一つの答えが閃ひらめく。

「この料理は全部、八巻どのが、腕を振るったんじゃないのか？」

「いえ、作ったのは私よ。父は京きようにいるの。最近、色々と騒さわがしくて、離はなれられないらしいわ」

　丹乃に言下に否定され、又またも沈ちん黙もくを余よ儀ぎなくされた伊織は、心を落ちつけ、もう一度、眼の前の少女が礼蔵の娘であるか、よく考えてみることにした。狐きつねのようにずる賢がしこそうな彼女ならば、言葉に噓うそを感じさせないことは容易だろう。料理の味も盗もうと思えば盗める。

　疑いの色を濃こくしていく伊織の瞳ひとみを見かねたのか、冬馬が箸を置いて、口を挟んだ。

「昨日きのうの晩、丹乃と松江のことを話したが、弥や平へいの娘に間違いねえよ。俺と弥平しか知らないことも、知ってたからな」

　伊い織おりは、唇をへの字に結んだ。

　礼れい蔵ぞうの性格からして、私事を不用意に他人に話すとは思えない。彼女に冬とう馬まとのことを教えたのは、自分の娘であることを伊織たちに証明出来るように考えたからだろう。

　認めたくないが、認めざるをえず、だからと言って、冬馬に素直に同どう調ちよう出来なかった。

「弥や平へいじゃない、八や巻まきどのと呼べ」

「いいじゃないか、弥平が、そう呼んでくれと言ってたんだから。堅苦しく考えるなよ」

　そう気安く言った冬馬を無視し、伊織は膝ひざの前に置かれていた膳ぜんを押しのけると、丹乃と正面で向かい合うよう膝を進めた。

「八巻どのの娘が、どうしてここにいる？」

「聞きたい？」

「ああ。納得のいく説明をしてくれ」

「仕方ないわね。特別に話してあげるわ。その代わり、口外しちゃ駄だ目めよ」

　丹に乃のはそう念を押してから、両手を膝ひざに置いた。

「父方の家が代々、将軍家の隠おん密みつを務めているの。公こう儀ぎに仇あだなす輩やからがいないかどうか、秘密裏に調しらべあげるわけだけど、役目柄、男じゃ入り込めない場所があるでしょ？　例えば、大奥とかね。そこに潜もぐり込む為ため、隠密の家の子女が使われるの。私も、その一ひと人りってわけ」

　一いつ旦たん間を取り、長い指を薄うす茶ちやの髪にくぐらせる。

「ただ、私の場合は魔ま法ほうが使えるから、そういう役目じゃなくて、父と同じような仕事をしてるの。魔ま導どうの力で悪事を企たくらむ気け配はいがあれば調べあげて、時には誅ちゆうする。父は主に大名家や旗本を探り、私は、人や身分を選ばずにやらされているわ。今回はさる筋から、事件の一報を聞き、馳はせ参じたの」

　昨日きのう見た魔法の技量からして、言葉通り礼蔵と同じ仕事を任せられてもおかしくない。悔しいが、今の段階では、噓うそと断じる材料がなかった。

　と思いつつも気分的に頷うなずけないでいた伊織に、冬馬が得意顔で言う。

「つまり、悪を懲こらしめる魔法忍者ってわけだ」

「そういう馬ば鹿かっぽい括くくり方はやめて欲しいんだけど」

　丹乃が頰ほおを引ひき攣つらせたが、長く話の腰を折らずに言葉をついだ。

「私が、ここにいるのは、壬み生ぶ浪ろう士し組ぐみと手を結んで、この事件を調べることにしたからなの。オークが実際に作られたのが分かった今、私一人じゃどうにもならないし、妙な動きをしている奉ぶ行ぎよう所しよより、ずっと信用出来そうだしね。本当はこういうことはしたくないんだけど、松まつ江え藩はんの騒そう動どうで仲間が沢たく山さん殺されちゃって、人手不足になってるから仕方がないの。まあ、そういうわけで、貴方あなたたちとも協力することになったのよ。よろしくね、伊織」

　馴なれ馴なれしく呼び掛けられ、伊織は顔を顰しかめた。

「何が、よろしくねだ。私が、いつ協力すると言った？」

　正面の丹に乃のに尋たずねたが、答えが隣となりから返ってくる。

「昨日きのうの晩、俺おれが約束したんだ。目的が同じなのに、角を突き合わせても意味がないからな」

　賢さかしげに言い、冬とう馬まが胸を張った。

「また、勝手に……」

　頭痛を覚えつつ、馬ば鹿かな相棒を睨にらみつける。信用のおけない狐きつね女おんなと協力するなどありえない。彼女の味方になると、結果的に物ぶつ騒そう極まる壬み生ぶ浪ろう士し組ぐみを敵に回さずにすむので、魅み力りよく的てきではあるが……。ん？

「ちょっと待ってくれ。お前に協力することで私たちは、浪士組と間接的に手を結ぶことになったんだな？」

「そうよ。じゃなきゃ、こうやって平和に膳ぜんを囲めるわけないじゃない」

　丹乃は平然と答えたが、伊い織おりとしては納得がいかず、声を荒げた。

「だったら、今の今まで、私が受けていた仕打ちは何なんだ？」

「土ひじ方かた様が、長ちよう州しゆうの人間と手を結ぶなら、とことん話し合ってからにしたいって言ったからよ」

「それで、お前は素直に引き下がったわけか？」

「だって、私に土方様を止める力も理由もないもの」

「権限がないのは仕方ないにしても、理由はあるだろ？」

「ないわ。それに冬馬と二人ふたりきりになるのに、貴方あなたが邪じや魔まだったんだもん」

　臆おく面めんもなく言い放ち、艶つやっぽく冬馬を流し見る。

「邪魔だと……」

　怒りでこめかみを震ふるわす伊織に見せつけるようにして、丹乃が冬馬の膝ひざに手を置いた。

「ねえ、昨日の夜は、良かったわよね？」

「ああ。丁度……」

「丁度、何だ？」

　怒りの矛ほこ先さきを向けられ、冬馬は慌あわてて首を左右に振った。

「別にやましいことはしてないぜ」

「だったら言え」

　睨み据え、口早に詰め寄る伊織を、冬馬が両手で押しとどめる。

「尋問が終わって、丁度腹が減ってる時に、丹乃が雨に濡ぬれて寒いだろうからって、泥ど鰌じよう鍋なべを持ってきてくれたんだ。二人ふたりで食べたのは悪かったけど、お前が先に寝たって聞いたからだぞ」

「で、鍋を食ってそれから、どうした？」

「寝たさ」

「私と一いつ緒しよに」

　間かん髪ぱつ入いれずに、丹乃が言い添えた。

「……!!」

　心しん臓ぞうを射い貫ぬかれたかのように絶句した伊い織おりを見て、丹に乃のが口元を袂たもとで隠し、楽しげに高笑う。

「噓うそよ、噓。彼、鍋なべを空からにしたら、すぐに寝ちゃったの。残念だったけど、夜はまたくるから、楽しみはとっておくことにしたわ。ねえ、ほっとした？」

　ほっと小さく息を吐き出したところを的てき確かくに突かれてしまい、伊織は思わず顔をそむけた。

「何を言ってるんだ？　どうして私が今の話を聞いて、ほっとしなきゃならない」

「しらばっくれるなんて、可か愛わいいわね。男にしておくのは、ほんともったいないわ」

　伊織は向き直り、手で腿ももを打った。

「すまん。やっと分かった。お前は私に喧けん嘩かを売ってるわけだな」

　表面上は抑制しながらも、十二分に怒りを感じさせる声だったが、丹乃の唇から微笑が消えない。

「鈍にぶいわね。やっと気づいたの？」

　柄がらになく額ひたいに冷や汗を浮かべた冬とう馬まが、膝ひざ立だちになり、只ただならぬ雰囲気に割って入る。

「おい、どうしたんだ二人ふたりとも、仲間なんだから仲良く──」

「黙だまってろ！」

「黙ってて」

　同時に言って、冬馬に尻しり餅もちをつかせると、二人共に立ちあがった。

「よーし、やってやる。外に出ろ」

「いいわよ。私が勝ったら冬馬をもらう。負けたら手を出さないってことで、どう？」

「別に構わんが、欲しけりゃ、お前が負けてもくれてやるぞ、こんな奴やつ」

　伊織は言いながら、冬馬の頰ほおに指をぐりぐりと押しつけた。それを見て丹乃が、口元に袂を引き上げる。

「いいの？　そんな意地を張って。後で泣くことになるわよ。まあ、どっちにしても、私が負けることはないけど」

「上等だ」

　言って、中庭に歩き出そうとした伊織の視し線せんが、廊下に立つ人ひと影かげにぶつかった。

「やあ、久く世ぜ君。元気そうで何よりです」

　男が青白い顔で、にこりと微ほほ笑えんだ。

　広い額ひたいに、長い鼻はな筋すじ、人の良さが滲にじみ出ている目元の皺しわ。鶴つるのような長ちよう身しん瘦そう軀くだが、首だけは亀かめのように短い。結わずに肩へ垂らした総髪に、松まつ江えへ旅立つ前よりも白髪しらがが目立って見えた。

　敷しき居いをまたいだところで突然咳せき込み、その場に膝ひざをつく。

「洪こう庵あん先生」

　伊織が叫び、駆け寄ったが間に合わず、頭から畳に崩れ落ちた。

　昏こん倒とうした師を手当てし、風通りの良い離はなれに寝かせて戻ってきた伊織を、冬馬と共に座ざ敷しきで待ち受けていたのは、武ぶ州しゆう屋やの主、長ちよう兵べ衛いと娘の初はつ音ねだった。挨あい拶さつをそこそこに、長兵衛が、洪こう庵あんを匿かくまっている経緯いきさつを話し出した。

「清きよ音ねに薬を投じて頂いていたこともあり、洪庵先生は事件の一報を聞くと、私どものもとへ飛んできて下さいました。我々が見たことを全すべてお話した後、離はなれを調しらべられていたところで、喀かつ血けつされ倒れられたんです。丁度その頃ころ、適てき塾じゆく生せいが奉ぶ行ぎよう所しよに問答無用で捕らえられていると耳にし、まさか洪庵先生まで拘こう束そくするつもりはなかろうと思いつつ、動向を調べさせたところ、その気があると分かったので、そのまま屋敷に匿うことにしたんです。敵を欺あざむくには、まず味方からということで、大変心苦しくはありましたが、八や重え様にもお伝えしませんでした。しかし、奉行所の手が回らない名な塩じおに到着した今は、先生が当家にご滞在であることをご連絡しています。治ち療りようと診察は、私の友人で洪庵先生とも交流のある徳とく田だ玄げん安あんに、常の看病は、いささか医の心得がありますので、娘の初音に任せております」

　言われて、彼の隣となりに座っていた初音が小さく会釈した。

　凛りんとした張りのある瞳ひとみに、細い鼻び筋りよう。すっきりした面おも立だちの中で、一転してふくよかな唇が、吸い寄せられるような色気を醸かもしている。これだけ美しい姉がいるのだから、妹の清音も、さぞかし綺き麗れいだったに違いない。藍あい染ぞめの着物に女性らしい優やさしげな染め帯を合わせ、銀い杏ちよう返がえしを鼈べつ甲こうの簪かんざしで飾っていた。派は手で好ごのみではないが、かなりの粋いき筋すじだ。

　長兵衛も、苦み走ったいい男だった。武芸を嗜たしなむらしく、肩の張った骨太の体たい軀くが頼もしい。地ち下か牢ろうでの号ごう泣きゆうのせいで、眼めの縁ふちが赤く染まっているが、今は大おお店だなの主にふさわしい風格と落ち着きを取り戻していた。

「洪庵先生は最初の喀血以降、ずっと寝つかれていたんですが、伊織先生が下屋敷にいらっしゃることをお伝えしたところ、今すぐ会いに行くと強くおっしゃられたんです。土ひじ方かた様が長ちよう州しゆう藩はん士しに良いお気持ちを抱いていないのはご存知でしたので、伊織先生のご無事な姿を見るまで安心できないと。それで駕か籠ごにお乗せし、お連れした次第です」

　伊織は胸が熱あつくなった。横で胡坐あぐらをかいている青年に、よく聞いておけと言いたいところだ。

「私の身をそうやって案じて下さるのは、いかにも洪庵先生ですね。その何分の一でも、ご自身の体たい調ちようを気づかって下されば良いのですが……」

「本当に無む茶ちやをされる方です。到着してすぐ、駕籠が体に堪こたえて寝込まれたのに、私どもが目を離はなしている隙すきに布ふ団とんから起き出し、伊織先生を一人ひとりでお捜しになるとは思いもしませんでした」

「お陰で当分は、こちらで安静にして頂かなくてはいけません。別に上屋敷に戻らなくとも、不都合はありませんね？」

「はい。静養を名目に私もここに滞在しますから、玄安が診察に来ても奉行所の目におかしくは映りません。普ふ段だんのことは初音がいれば、大丈夫でしょう」

「では、そのようにお願ねがいします」

　伊い織おりは畳に手を揃そろえ、頭を下げた。面めん識しきはないが、玄げん安あんは、豪商鴻こうの池いけ家けにも出入りする名医として知られている。未み熟じゆく者ものの自分が関かかわるより、ずっと望ましい。これで来らい青せいを追うことに集中出来る。

　面おもてを上げて背筋を伸ばし、長ちよう兵べ衛いの瞳ひとみをのぞき込んだ。

「今回の事件に関かかわることで、お訊ききしたいことがあるんですが、宜よろしいでしょうか？」

「何なりと、どうぞ」

「笠かさ原はら来青と清きよ音ねどのは、恋仲でいらっしゃったのは間違いないですね？」

　長兵衛が低く唸うなり、顎あごに手をあてた。

「皆はそう思っているようですが、私は、信じていません。病が重くなった清音のもとへ熱ねつ心しんに通っていましたが、他ほかに目的があったように思います」

「というと？」

「妻が若くして死に、後のち添ぞえももらわなかったので、子は清音と、この初はつ音ねしかおりません。初音は、母親のこともあり医のことに興きよう味みを持った為ため、玄安のもとで学ばせましたが、清音は、算そろ盤ばんのことに興味があり、私の膝ひざの上で育ちました。小さい頃ころから病気がちでしたが、寝間で退屈しのぎに帳ちよう簿ぼをめくるような子で、手て前まえ味み噌そながら、武ぶ州しゆう屋やの身しん代だいを守るくらいの商才がございます。ですので、将来、清音に見込みのある男を添わせ、跡を継がそうと考えていたのです。笠原が、清音に取り入ったのは、当家の財産が目当てだったのでしょう」

　来青の名前を口に出した時、長兵衛の顔に深い憎しみの情が浮かんだ。取り戻した落ち着きが、早くも失われつつあるように見えた。

「しかし、長兵衛どの。お言葉ですが、笠原は福ふく井い藩はんでは、そう悪くない家格ですぞ。刀を簡かん単たんに捨てるかどうかは、疑問です」

「あの男の家が、松まつ平だいら越えち前ぜんの守かみのご信頼が厚いと言えども、所しよ詮せんは、冷や飯食らいの三男坊。湯水の如ごとく溢あふれる当家の財産に、惹ひかれないわけがありません。必死になって、魔ま法ほう薬やくを持ってきたのは、ただ単に金かね蔓づるを失いたくなかっただけ。笠原は、そういう男です」

　今度は、伊織が黙だまり込むことになった。来青のことをよく知るわけではないが、金に執着する俗物の印象は全くない。

　そんな伊織の心を見抜いたのか、長兵衛が、眼め元もとを興こう奮ふんで赤くし、膝を乗り出した。

「私は、人を見る眼には自信がございます。今の武州屋を築きあげたのは、誰だれにも騙だまされることなく、誰も騙すことなく、確かつ固こたる信頼を築きあげたからです。清音を愛している素振りをどれだけ繕つくろっても、あの男の瞳には、邪よこしまな影かげが宿っていました。それを分かっていながら、清音の懇こん願がんを聞き入れたばかりに、この有様です」

　言って、長兵衛は苦い薬を飲んだかのように顔を顰しかめた。娘を監かん禁きんしている土蔵の方角に一いつ瞬しゆん視し線せんを送ってから、伊織に厳きびしい眼まな差ざしを返す。

「同どう塾じゆくの親しさがあると思いますが、笠かさ原はらに情けは禁物ですぞ。あの男は邪悪です。娘のように騙だまされぬようお気をつけ下さい」

　来らい青せいを悪と断じた長ちよう兵べ衛いの声に確かく信しんが満ちていた。来青に対する憎悪を勘かん案あんし、その分を割り引いたとしても、信用に足る重みを感じる。かと言って、軽々しく分かりましたと答える気はないが、しっかり胸に止め置く必要はあった。

「誤らぬよう心しましょう」

　あえて来青の名を出さずに応じ、次の質問に移った。

「事件当夜のことですが、笠原を目もく撃げきされたのは、間違いないのですね？」

「はい。この眼めでしかと見ました。駆けつけた我々の姿を見て、尻しりに帆ほをあげ逃げ出したのは、あの男だと誓って言えます」

　長兵衛は断言し、両手を畳につき頭を下げた。

「伊い織おり先生、お願ねがいでございます。この武ぶ州しゆう屋や長兵衛に出来ることは何でも致します。笠原を捜し出し、私を父とも分からぬような魔ま性しように成り果てた娘を、元の姿に戻すようお力添え下さいませ」

　言いながら、地ち下か牢ろうに繫つながれた清きよ音ねの姿を思い返しているのか、表情に深い悲痛が露あらわになっていた。そんな長兵衛を前にして言下に拒否出来るほど、伊織も鬼ではない。すがりつくような瞳ひとみをまっすぐに見返す。

「分かりました。力を尽くしましょう」

　唇を震ふるわせ礼を言い、涙を溢あふれさせた長兵衛が、膝ひざを進め、伊織の手を握にぎり締しめた。痛いほど強く、彼の思いの深さが伝わってくる。長兵衛の熱あつい涙が、ぽつりぽつりと流れ落ち、少女の細い手首を濡ぬらした。

　泣きやまぬ父に、初はつ音ねが身を寄せる。

「父とう様、そのようになさっては、伊織先生にご迷惑ですよ。清音のことを思うなら、もう少しお心を強くお持ち下さい」

　娘に叱しかりつけられ、我に返った長兵衛が背筋を伸ばし、逞たくましい肩を張った。懐ふところから半紙を取り出して、涙を拭ふき去り、申し訳なさげに頭を下げる。

「失礼致しました。どうも歳としを取ると、涙なみだ脆もろくていけませんな」

　苦笑い、濡れた半紙を袂たもとに仕し舞まう。

「では、何かご用命がございましたら、いつでもお申しつけ下さい。私は出来る限り、清音の傍そばにいてやりたいので、これにて失礼させて頂きます」

　長兵衛は言うと、足早に座ざ敷しきを去っていた。

「お手をこんなに濡らしてしまって、申し訳ございません」

　一人ひとり残された初音が、千鳥柄の手て拭ぬぐいで、伊織の手首にこぼれ落ちた長兵衛の涙を拭ぬぐった。

「どうか、父を笑わずにいてやってもらえませんか？　清音のことを、同じ娘の私が嫉しつ妬としてしまうくらい溺でき愛あいしていたんです。それが、あのような変わり果てた姿になってしまい、激はげしく気落ちしております。清きよ音ねもそう長くは保もたない病を患わずらっていたので、別れの覚悟は出来ていたのですが、人食い鬼になるとは、思いもしませんでしたから……。でも、皮肉です。あのような異い形ぎようになることで、命を長らえるなんて」

　初はつ音ねがうつむき、下唇を嚙かんだ。伊い織おりが尋たずねる。

「ところで、妹君は、何の病を患われていたのですか？」

「心しんの臓ぞうが肥大していく病です」

「肥大？」

　伊織は片かた眉まゆを跳ねあげ、訊きき返した。嫌いやな考えが胸に去来し、心がさざ波立つ。

「はい。それも酷ひどく変わったものです。来らい青せい先生もそうですが、玄げん安あん先生にも、魔ま法ほうで胸を透かし見て頂いたので間違いありません」

　初音が毅き然ぜんと言ったのを聞き、冬とう馬まが小首を捻ひねる。

「伊織、小こ弥や太たの病気も、そうじゃなかったか？」

　ああ、とだけ答え、伊織は奥深く爪つめを嚙かんだ。

　心に引っ掛かっていた疑問が、一つ解けた。来青が、塾じゆくに出入りしている水売りでしかない冴さえに柄になく世話を焼いていたのは、彼女の弟である小弥太が、自分の恋人と同じ病を患っていたからだ。魔法薬の効力を調しらべるのに、治ち験けん者しやの数は多ければ多いほど良い。しかし、清きよ音ねが患っているのは奇病故ゆえに、そう簡かん単たんに同じ症例の患者は見つからない。適てき塾じゆくで偶然、小弥太のことを耳にし、来青はその天啓を手放してなるかと、姉し弟ていに深く関かかわることにしたのだろう。冴さえたちにとっては、彼との出会いは災さい難なんとしか言えないが……。

　伊織は、爪の間に薄うすく血が滲にじんでいるのも気づかず、それを確たしかめる為ため、初音に尋ねた。

「笠かさ原はらが、妹君に魔法薬を投じていたらしいですが、その副作用はどうでしたか？　例えば、髪が抜けるとか？」

「楽ではなかったようですが、髪の毛が抜けるようなことはありませんでしたよ」

　悪い予感が的中し、伊織の口の端が歪ゆがむ。小弥太は、清音に投与する魔法薬を事前に試す為、来青に利用されていた疑いが濃こい。同じ薬を飲んで一方に脱毛症状が出て、もう一方に出ないとは考えにくかった。

　これで小弥太の凄せい惨さんな副作用の痕あとに説明がつく。清音を生かす為なら、死んでしまっても構わないと思ったのだろう。治験が綺き麗れい事ごとでは済まないことをよくよく理解しているが、仏の顔で近づきながら、鬼の所業に及んだ彼は断じて許せない。

　来青の本ほん性しようを知った今、洋よう鬼き化け生しようの秘薬生成に彼が関与していたとしても、何ら不ふ思し議ぎな事ではなくなった。更なる悲ひ劇げきを起させないよう、一日も早く彼を捜し出し、真実を明らかにする必要がある。

「しかし、初音どの。何な故ぜ、妹君の治ち療りように笠原が関わることになったんです？　玄安先生と懇こん意いにされているなら、全すべて先生にお任せになられた方が良かったのではないですか？」

　何かあるのか、初はつ音ねは一呼吸、間を取ってから口を開いた。

「実は、玄げん安あん先生は、治ち癒ゆ魔ま法ほうに比類なき腕をお持ちですが、魔法薬の生成に関しては、苦手とされているんです」

　優すぐれた魔法医が、魔法薬を生成出来ぬことは、恥でもなければ珍しいことでもない。元素魔法同様、生来の得手、不得手があり、どれだけ研けん鑽さんを重ねても、素質の大小により決められた限界は超えられなかった。

　玄安の名声を考えれば、少し意外であるし、初音が打ち明けるのを一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよしたのも理解出来る。しかし、これ自体は何も重要ではないので、口を挟まず話の続きに耳を傾けた。

「父は、長なが崎さき遊学以来の友人なので、そのことはよく知っていましたし、先生ご自身も固辞されたので、最初は洪こう庵あん先生にお願ねがいするつもりでした。しかし、その前に来らい青せい先生が、魔法薬のことは任せて欲しいと申し出られたんです。妹と浅からぬ仲でしたので、その人となりを少しは知っているつもりでしたが、驚おどろいたことに、青二才に娘の命は預けられないと反対する父のもとを何度も訪れて引き下がらず、最後は涙ながらに土下座までされました。結局、当の清きよ音ねも、来青先生にお願いしたいと言って聞かなかったこともあり、魔法薬に関してはお任せすることになったんです」

　恋人を助けられるのは、自分しかいないと思い込むのは、いかにも自信家の彼らしい。反対に、涙ながらに土下座する姿は想像し難がたいが、なりふり構わなかったのは、それだけ清音に惚ほれ込んでいた証拠と言える。やはり来青が、洋よう鬼き化け生しようの秘薬を恋人に盛るなどありえない──

（いや、逆に、そうとは言いきれないのかもしれんな）

　惚れるが余り、洋鬼化生の秘薬を使い、彼女を死の縁ふちから救い上げようと試みたのではという考えが、伊い織おりの頭を過よぎった。狂気の沙さ汰ただが、来青を狂人と見なせば、ありうる選択肢だ。清音が魔物に変わっている間に、遅々として進まなかった心しん臓ぞう病びようの治ち療りよう薬やくを完成させ、解法薬で元の姿に戻してから、それを投与する。小こ弥や太たへの鬼畜の所業を厭いとわなかった彼ならば、誰だれかが彼女に食い殺されても構わないと思ってもおかしくない。飛ひ躍やくした発想ではあるが、妄想とは言えなかった。

　長ちよう兵べ衛いは来青の本質を見抜き、瞳ひとみに邪よこしまな影かげがあると感じたのかもしれない。

「初音どのは、笠かさ原はらのことを、どう思っておられますか？」

　先の質問と違って一拍も置かず、初音は強い調ちよう子しで即答した。

「来青先生は、父が思うような人間ではありません。妹のことを、心から愛していました。それは妹も同じです。愛する者同士が手を取り合い、死の病に立ち向かっておりました。父は、溺でき愛あいする娘が、他人に惚れ込んでいく姿を見るのが我慢出来なかったのでしょう。効果の程が芳かんばしくなかったのは事実ですが、それは難なん事じだったのが理由。なのに、あの男は信用出来ないと騒さわぎ出し、妹が希こいねがうのを聞かず追い返すようになったんです」

　親子で来らい青せいの評価が、こうも違うのかと驚おどろきつつ問いを重ねる。

「かなり手て厳きびしくですか？」

「はい、それはもう。一度など、自慢の弓を持ちだして、塀へいを乗り越え逃げようとする来青先生を矢で撃うってしまいましたからね。幸い、大事には至りませんでしたが、二の矢を放つのを、我々が止めなければ、殺しかねない勢いでした。ですので、父の来青先生の評は、割り引いてお考えになられた方が、宜よろしいかと思います」

　初はつ音ねの言葉には長ちよう兵べ衛いに負けて劣らない重みがあった。小こ弥や太たのこともあり、大きく一方に傾いていた伊い織おりの心の天てん秤びんが、その分だけ寄り戻る。

「それに私には、来青先生を下手人と思わない理由が、もう一つあるんです」

「というと？」

「あの夜、別の男が、清きよ音ねに鬼の薬を盛ったと思うからです」

　予期せぬ告白に、瞬しゆん間かん息を止めた伊織に代わり、冬とう馬まが身を乗り出して尋たずねる。

「そいつの名前も分かってるのか？」

「はい。事件の夜に死んだ番頭の太た助すけです。何な故ぜ、あの時刻に離はなれに、彼がいたのか誰だれも分からぬのです。割れた硝子ガラスの水差しが発見されましたが、それを運ぶのは、昼は私、夜は下女頭のお福ふくの役目でした。父が叫び声を聞き、離れに駆けつけた時には、もう鬼となった清音に頭から食べられていたそうです。太助は、商あきないは達者でしたが、小太りで機き敏びんとは言いい難がたい男でしたので、同じ叫び声を聞いて誰よりも早く馳はせ参じたとは思えません。事が起こった時には、少なくとも離れの近くにいたはずです。来青先生は不運にも、たまたまその場に居合わせてしまったのではないでしょうか？」

　非常に興きよう味み深ぶかい話だが、その仮定には疑問を挟む余地があった。

「ですが、その太助が下手人とすれば、かなりの間抜けということになりますよ。洋よう鬼き化け生しようの秘薬を盛っておいて、自分が食われてしまうような男に、武ぶ州しゆう屋やの番頭は務まらないのではないですか？」

「それは恐らく、何の薬か知らされず、清音に一服盛るよう誰かに命じられたからだと思います。太助は金に困っていましたから、言われれば聞かざるを得なかったんでしょう」

　ここにきて、伊織の姿勢が前のめりになった。事件当夜に不ふ審しんな行動を取った男が、金を必要としていたのならば、それは無関係と思いにくい。

「彼が金に困っていると、いつ分かったんです？」

「事件後です。太助の死を不審に思った父が、調しらべさせたところ、随ずい分ぶん店の金を使い込んでいました。何にのめり込み、そのようなことをしたかは分かりませんが、来青先生よりも、ずっと怪しいように思います」

「その番頭と笠かさ原はらが共犯だとは考えられませんか？」

「清音に頼まれた太助が、父に露ろ見けんするまで、来青先生を密ひそかに離れへ通していたことがありました。これだけを取れば、共犯を疑うべきでしょうが、来らい青せい先生が、清きよ音ねを化け物に変える理由がありません。本当に二人ふたりは愛しあっていたんです。それだけは、断言出来ます」

　異い論ろんを挟ませぬ口く調ちようだった。それをあえて否定したところで、得る物はない。何か欲しければ、後は自分の足で探し求めるだけである。

「父は、太た助すけのことを店の恥と思ってか、先生だけではなく、長いおつき合いのある土ひじ方かた様にも、このことを打ち明けていません。しかし、それでは清音を助けることが出来ないと思い、出過ぎたことと知りつつお話させて頂きました。くれぐれも、父の言葉に惑まどわされぬようお願ねがいします」

　言って畳に両手を揃そろえ置き、伊い織おりを見つめる。

「どうか、清音を御救い下さい。あれだけ愛しあっていた二人に、この結末は余りにそぐいません」

　抑えきれぬ感情が涙となり、初はつ音ねの右みぎ頰ほおを流れ落ちた。




　咲き誇る桔梗ききようが、甘く香る中庭。その片隅に建つ東あずま屋やの日陰の中に、丹に乃のの姿があった。木格子に寄り掛かりながら長なが椅い子すに腰掛けている。風に揺れる青紫の花弁を眺め、物もの憂うげな表情を浮かべていた。

「こんなところにいたのか」

　伊織は、屋根から重く垂れ下がっている夏なつ藤ふじを手で払い、彼女の並びに腰を下ろした。冬とう馬まは二人に向かい合う形で立ち、長椅子に座ろうとしない。その気はないと繰くり返し伝えているのだが、いつでも仲裁に入れるようにする為ためだろう。

　丹乃が桔梗に顔を向けたまま、眼めだけ動かし、伊織を見た。

「私、湿っぽい話は嫌いなの。で、何？　勝負をしに来たわけ？」

「馬ば鹿か騒さわぎはするつもりはない。お前に訊きいておきたいことがあったから、捜してたんだ」

　再会を果たした洪こう庵あんが、いきなり昏こん倒とうしたことや、長ちよう兵べ衛い親娘の涙を目まの当あたりにし、戦せん闘とう的てきな気分が静まっていた。それは丹乃も同様のようで、突っかかってくる気け配はいがない。

「何が訊きたいの？」

「昨日きのうの夜、お前が、あの屋や敷しきで誰だれを捜していたか教えてくれ。事件の肝きもとも言えるオークを捨て置いて、奥座敷から逃げ出した奴やつをわざわざ追ったんだ。何者なのか気になる」

　彼女の正体を頭に入れれば、幽ゆう霊れい屋敷にたまたま足を運んだとは考えにくい。オークとなった清音よりも重要な存在も、そう多くはないことから、およその推測が立つ。

「笠かさ原はら来青よ」

　真ま面じ目めな顔で言ったが、声こわ音ねは軽かった。

「本気で騙だますつもりがないなら、噓うそをつくな」

「どうしても言わなきゃ駄だ目め？」

「仲間だからな」

　きっぱりと言いきった冬とう馬まに、丹に乃のが肩をすくめ、そうねと微ほほ笑えんだ。

「簡かん単たんに言うと、事件の黒幕よ」

「ほんとか？」

　驚おどろき、前のめりになった冬馬に、丹乃が頷うなずく。

「顔も名前も知らないけど、私がずっと追い掛けている奴やつらの一味と思うわ」

「何者なんだ、そいつらは？」

　丹乃は答えず、逆に尋たずねた。

「冬馬、禁きん呪じゆって知ってる？」

　全く聞き覚えのない冬馬がすぐ、伊い織おりに眼めで助けを求めた。丹乃は、こちらの知ち識しきを試すつもりらしく、唇を結んで開かない。

「禁呪は、ローマの法王庁が、使用を禁じている魔ま法ほうのことだ」

　長きにわたって魔女狩りなどを行い、魔法を排はい斥せきしてきたキリスト教会も、魔法革命が起こった十七世紀に入り、それを認めざるをえなくなったが、哀あわれに膝ひざを屈したわけではなかった。初期キリスト教の伝道者たちが、布教先の異文化を飲み込んで消化したように、魔法を『神の奇跡』として取り込んだのである。その過程で、大だい崩ほう壊かい以前に記された魔ま導どう書しよに、しばしば見受けられる悪魔の如ごとき技については、神の御み心こころに背くとして使用を禁じた。それらの総称が、『禁呪』である。

　西洋諸国では、法王庁が神への帰き依えの深い優ゆう秀しゆうな魔法士を異端審しん問もん官かんに任じ、禁呪を厳きびしく取とり締しまっているが、その力の強大さ故ゆえ、手を出す者が後を絶たない。しかも、抜け道が多く、教会がそれを黙もく認にんしている場合もあった。多た額がくの富を生む禁呪の利権を握る大国や大商人は、法王庁に多額の金を寄進して、禁呪の指定を外し、破門や審問官の罰から逃れている。

　異端審問官の目の届かない東洋は、更に酷ひどく、無法状態だった。伊織にしても、概略を読み知っているだけで、千とも二千とも言われる禁呪全部を知るわけではない。

　冬馬が、丹乃に視し線せんを戻す。

「で、その禁呪がどうしたんだ？」

　丹乃が木格子にもたれるのをやめ、身構えるように座り直した。瞳ひとみが獲え物ものを狩る狼おおかみの如く、鋭するどく尖とがっている。

「私が追っているのは、東とう方ほう聖せい堂どう会かいと名乗っている禁呪使いの結社なの。金の為ためなら、どんな汚いことでもやる連中よ。法王庁は、異端審問官を派は遣けんし、討とう伐ばつを何度も試みているけど、その度たび手痛い反はん撃げきを受け、まんまと逃げられてるわ。表向きは奴らを異端の徒として寄せつけていない列強諸国も、自国民の慈じ愛あいの対象とならない清しんや東洋の植民地では、反乱や暴ぼう動どうが自分たちの手に余った時、秘密裏に雇い入れて使ってるの。アヘン戦争でも、奴らは禁呪を操あやつって清国人を大量虐ぎやく殺さつしてるわ」

　冬とう馬まが眉み間けんに皺しわを寄せ、熱ねつ心しんに聞き入っている。伊い織おりも東とう方ほう聖せい堂どう会かいという名は初めて聞いたが、心に引っ掛かるものがあった。

（聖堂の名を持つ結社ということは、あの聖せい堂どう騎き士し団だんの傍系なのか……）

　そっと、顎あごに手を当て考える。

　西洋魔ま法ほう史しを語る上で、『聖堂騎士団』は欠くことの出来ない存在である。第一回十じゆう字じ軍ぐんにより建国されたイェルサレム王国で、聖堂騎士団は組そ織しきされ、イスラム教諸国家との戦せん闘とうで勇名を馳はせた。とりわけ西暦一一七七年のモントギサールの戦いでは、英雄王サラーフ・アッディーンを撃げき退たいし、キリスト教の守しゆ護ご者しやとして地位を確かく立りつした。そんな彼らも、マムルーク朝との戦いに敗れて聖地イェルサレムを失陥し、ヨーロッパに活動の場を移して間もなく、地上から姿を消す。

　時は十四世紀。美男王ル・ベルの異名を持つフランス王フィリップ四世は、聖堂騎士団が悪魔バフォメットを崇すう拝はいしたのを理由に、総長メートルジャック・ド・モレーを逮捕した。拷ごう問もんによって自白を引き出し、彼を火刑に処すと、返す刀で討とう伐ばつ軍ぐんを送り、騎士団を壊かい滅めつさせたのである。

　しかし、その際、聖堂騎士団は雲うん霞かの如ごとく押し寄せるフランス軍を、寡か兵へいでありながら五度にわたって撃退した。中でも第三次の攻撃に至っては、寄せ手の戦死者は万を超え、指揮官のフンランドル伯ロベール・ド・ベテューンも敗死している。

　後世の歴史家たちは、乏しい資料を元に、その奮戦が剣でなされたのではなく、魔法の力によってなされたと推測していた。史書に記述がなく、討伐軍の兵士が子孫に語った口く伝でんにのみ、事実が残っているのには訳がある。聖堂騎士団が、反キリスト教的な力である魔法を使ってフランス軍を苦境に追いやったと世に広まれば、人心を迷わすことになると考えた美男王が、徹てつ底てい的てきに事実を伏したからだ。

　聖堂騎士団が、魔法革命以前に魔法を操あやつれた理由は、彼らが、イェルサレムの聖堂から持ち帰った古文書を独自に解読し、秘術を修めていた為ためと言われている。これは多た分ぶんに伝説的な話だが、彼らの残した文書が、古代語の解読の助けとなり、後のちの魔法革命を引き起こしたのは紛れもない事実だ。

　故ゆえに西洋魔法の祖を、聖堂騎士団とする人々も多い。また、彼らの名と遺い志しを引き継ぎ、失われた魔法を現世に蘇よみがえらせようと試みる結社も少なからず存在すると、伊織は数多あまたの洋書を翻ほん訳やくする中で知った。『聖堂』という言葉一つに過ぎないが、魔法に関かかわる者たちには大いに意味がある。丹に乃のが語る東方聖堂会も、彼らの一派である可能性は低くない。

　聖堂の前に付け足されている『東方』に関しては、単純に東洋を拠点に活動しているからだろう。鎖さ国こくをしていると言えど、日本とて歴れつきとした東洋の一員。それでも、彼らの名が耳に入ってこなかったことが、東方聖堂会の性質を物語っているように思える。雇い主との結びつきを秘ひ匿とくすることや禁きん呪じゆという特殊な技術の漏ろうえいを防ぐ為には、表おもて舞ぶ台たいへ出ないに限る。舞台裏のことを、一介の魔法医である伊織が知るよしはない。

　冬とう馬まが、低い声で唸うなった。

「アヘン戦争の裏で、そんな奴やつらが跳ちよう梁りようしてたなんて全く知らなかったぜ。流石さすが公こう儀ぎ隠おん密みつ、物知りだな」

「当然よ。大公儀の耳であり、眼めであり、刃やいばであるのが、私たちだから。敵を知るのは、大事な使命よ」

　丹に乃のが人さし指を肩口に振り上げ、高らかに言った。

「東とう方ほう聖せい堂どう会かいは、鮫さめのように血の匂においを嗅かぎつけ、何ど処こへでもやってくるわ。実際、貴方あなたたちも既に関かかわってるのよ」

　考えるまでもなく、伊い織おりの口から男の名前が滑り出る。

「神かん藤どう治じ部ぶだな」

「そう、正解。東方聖堂会が、彼に禁きん呪じゆが記されている魔ま導どう書しよを数冊売っていたわ。その金の流れを遡さかのぼって大おお坂さかに来たら、武ぶ州しゆう屋やの娘が鬼になったと話を聞いたの。ひょっとして、禁呪の一つ、洋よう鬼き化け生しようの秘薬のことじゃないかと思って調しらべていると、松まつ江えで目もく撃げきされていた男の影かげがちらつき出したわけ。神出鬼没で居場所が特定出来なかったんだけど、ある筋から、例の屋や敷しきを調べることを勧められたの。それで昨日きのうの夜、あそこへ踏み込んだのよ」

「なるほど。だから現れたオークが、眼がん中ちゆうになかったわけか」

「そういうこと。東方聖堂会が背後にいる限り、この事件は、このままでは終わらないわ」

　伊織は無言で頷うなずいた。

　地ち下か牢ろうに繫つながれている清きよ音ねが、洋鬼化生の秘薬の完成を証明している。東方聖堂会によって生み出された新たなオークが、いつ現れてもおかしくなく、適てき塾じゆくの閉へい鎖さ解除や来らい青せい一人ひとりを見つけ出して済む話ではなくなっていた。不本意だが、乗りかかった舟から足が引き抜けない。

　神藤の松江藩はんに限らず、倒幕を志す藩にとって、喉のどから手が出るほど欲しいのが魔法兵器だ。西さい国ごくの雄藩は財力もあるので、オークの買い手には困ることはないだろう。その買い手は既に決まっており、この事件の裏で糸を引っ張っているとも考えられる。

　勇猛な不死の兵は、倒幕の先駆けを果たす。解法薬の製法を手に入れると共に、黒幕を含めて一いち網もう打だ尽じんにし、何としても大乱の火種をかき消す必要があった。

　沈ちん黙もくの中で決意を新たにした伊織の隣となりで、冬馬が丹乃に赤せき眼がんを向けた。

「まだ終わってないってことは、その男に逃げられたわけだな？」

「そうよ。でも、分かったことが一つ。そいつは、何かの魔法で姿を消していたの。そりゃあ、神出鬼没のはずよね」

　言って、丹乃が天を仰いだ。

「見えないのに、どうしてそんなことが分かったんだ？」

「雨のお陰で、体の輪りん郭かくが朧おぼろに浮かんでいたの。いいところまで追い込んだんだけど、途中で雨が止やんでまかれちゃったわ」

　冬とう馬まが低く唸うなって腕を組む。

「その男を追う手掛かりはないのか？」

「残念ながら目ぼしいものは、何もないわ。今け朝さ、あの屋や敷しきで隠し部べ屋やを見つけたんだけど、奴やつに繫つながるようなものは全すべて持ち去られていたの。用心深くて滅めつ多たに人の前に姿を現さないから、目もく撃げきされたのは、ほんの数回。日本人か異人かも不明。顔を見たものは、誰だれもいないわ。分かっているのは、外がい套とうを頭からすっぽり被かぶっていることと、聖ペトロ十字の首飾りをつけていることだけよ」

「聖ペトロ十字？　何だ、それ？」

　冬馬が、怪け訝げんな表情を浮かべ首を捻ひねった。伊い織おりも顔にも声にも出さなかったが、これも初めて耳にする言葉だ。

「逆さ十字のことよ。東とう方ほう聖せい堂どう会かいの団員が証あかしとして、いつも身につけているの」

　と聞いた途と端たん、うつむき加減だった冬馬が、瞳ひとみを驚おどろかせ、背筋を伸ばす。

「それならつい最近見たぞ。外套を頭から被ってたし、その男だったんじゃないか」

「本当に？　何ど処こで見掛けたの？」

　丹に乃のが、弓から矢が放たれたように勢い良く、長なが椅い子すから立ち上がった。

「適てき塾じゆくの近くさ。伊織、覚えてないか？　もう少しで適塾が見えるって時に、俺おれが変な格好の奴が歩いてるって言ったのを」

「あっ……」

　冬馬に話すのを任せ、黙だまり込んでいた伊織も、すぐに心当たり、声を漏らして固まった。

　北きた船せん場ばの雑踏の中、虎とら革かわの羽は織おりを着た男のことだと思い込み話していたが、やり取りに妙なズレがあったのを覚えている。冬馬が紅くれないの瞳で、彼にしか見えない男を見ていたことに、伊織は今になって気がついた。

　伊織の絶句を誤解し、冬馬が言う。

「そりゃあ、あんな格好、忘れないよな。お前が見るなって言うから、出来るだけ見ないようにしたけど、すれ違った時、胸に十字架の首飾りが見えた。逆さまに吊つるしてあったから、何でかなと思って、印象に凄すごく残ってるんだ」

「適塾の傍そばなのは、間違いない？」

　詰め寄る丹乃に、冬馬がこくりと頷うなずく。

「だったら、すれ違ったのは夜よね？」

「いいや。丁度、今ぐらいの時刻じゃないかな？」

　面めん倒どうな流れになるような気がしたので、伊織は、同意を求めてきた冬馬の視し線せんを見ぬふりをした。彼の隣となりで、丹乃が、下唇を軽く抓つまみ、真剣に考え込んでいる。

「おかしな話ね。これまで目撃されたのは、人ひと気けのないところで、しかも夜遅くなの。あの格好じゃあ、目立つだけなのに、どうしてなのかしら？」

　彼女が口にした疑問が鍵かぎとなったらしく、冬とう馬まが、表情を輝かがやかせる。

「分かった。その外がい套とうの男は、俺おれだから見えたんだ。伊い織おり、お前噓うそ吐ついてるだろ？」

「勘かん違ちがいはしたが、噓は吐いてないぞ」

　心外な発言に、伊織は口を尖とがらせた。

「なるほどね。冬馬に幻げん影えい魔ま法ほうが効かないって話は、父から聞いていたけど、ほんとだったんだ」

　得とく心しんした顔の丹に乃のを見て、伊織は複雑な気分になった。また、後ろめたい気分で幻影破りのことを説明せずに済むのは有あり難がたいが、娘とはいえ、礼れい蔵ぞうが松まつ江えであったことを、そこまで話していることは少々不満である。

　神かん藤どうの事件が落着した後、礼蔵に何があったかしつこく問われ、冬馬に幻影魔法が効かないことをやむなく白状した。が、彼が魔人であることは伏せたかったので、胸に幻影破りの呪じゆ紋もんが刻まれていると言って信じさせたのである。あの時は冷や汗をかく思いだったが、幸いなことに、娘の方もそれを疑っていないようだ。

　丹乃が何かを思いついたらしく、嬉うれしそうに口の端を引き上げた。

「ねえ、伊織。さっき言ったこと、噓じゃないわよね？」

　声こわ音ねに、噓と言わせない押しの強さがあった。不ふ審しんに思いつつ、彼女を見上げる。

「何がだ？」

「私が欲しければ、冬馬をくれるって話」

　そう言いながら、当惑する冬馬の腕に自分の腕を絡ませた。目元には、早くも勝者の笑えみが滲にじんでいる。都合良く言葉を搔かい摘つまんでいると抗こう議ぎ出来なくもないが、押しきられるのは火を見るより明らかだった。

「黒幕を追うのに、彼の力が必要なの」

「好きにすればいいさ。そもそも、こいつは誰だれの物でもないしな」

　伊織は胸の奥に苦いものを感じつつ、素っ気なく答えた。

「そう言ってくれて助かるわ。じゃあ、私と冬馬は黒幕を追うから、伊織は笠かさ原はら来らい青せいを宜よろしくね」

　癪しやくに障るが、彼女の言葉は正しい。こんな忙しい時に仲良く三人揃そろって行動する意味はない。

　伊織は頷うなずき、席を立った。とまどう冬馬を置き去り、東あずま屋やを出る。

「おい、伊織！　待てよ！」

　声は追い掛けてきたが、足音は一向に迫ってこない。伊織は、形の良い小振りな唇を尖らせた。

　瞳ひとみをまっすぐに定め、歩を早める。その狭い視界の中に、庭にわ下げ駄たを履はいてこちらへやって来る初はつ音ねの姿があった。




　眼めを覚ました洪こう庵あんが、是非会いたいと言っている。そう初はつ音ねから伝えられ、彼女と共に離れに向かうことになった伊い織おりは、黒光りする板張りの廊下を進みつつ横目で東あずま屋やを眺めた。早くも冬とう馬またちの姿はない。白しろ足た袋びが滑るのも構わず、足取りが自然と荒くなった。

　二人ふたりが並んで進む外廊下の角に、土ひじ方かたと沖おき田たが見えた。伊織が近づいてくるのに気がついた沖田が小さく頭を下げる。

　伊織は眉まゆを顰ひそめ、初音に尋たずねた。

「まさか彼らも、洪庵先生に呼ばれたんですか？」

「はい、そうです。一いつ緒しよにお話ししたいことがあるそうで」

　そう穏おだやかに答えた初音の表情から、先刻の涙の湿りは感じられない。見た目よりも遥はるかに気丈な性格らしかった。

「お待たせしました。では、行きましょう」

　初音が、浪士組の二人に言い、長く足を止めることなく連れ立つ。地ち下か牢ろうでのことを一言も詫わびず、伊織に背を向け、先に歩き出した土方とは対極に、沖田は、相変わらず愛想が良い。そんな彼女が二言三言交えてから、後ろを振り返り、首を捻ひねった。

「そう言えば、冬馬さんは、何ど処こに行かれたんです？」

「丹に乃のと一緒に、黒幕探しだ」

　怒気を孕はらまぬよう気をつけたが、自然と投げ捨てるような早口になってしまった。

　沖田が、瞼まぶたを瞬しばたたかせる。

「例の禁きん呪じゆ使つかいですか？」

「何だ、もう聞いているのか？」

「少しですけどね」

　指を細く狭せばめ、沖田が言った直後、斜め前に見える離れの障子戸が開き、禿とく頭とうの男が出てきた。

　歳としの頃ころは四十代半ば。中肉中背で、一度見ただけではすぐに忘れてしまいそうな、これと言った特徴のない容よう貌ぼうをしていた。十じつ徳とくを纏まとい、手に薬箱を持っているので、一目して医師と分かる。供を連れていないのは、洪庵を余人の眼に触れさせない為ためだろう。となれば、該がい当とうする人物は一人ひとりしかいない。

「初音どの。あちらが、徳とく田だ玄げん安あん先生ですか？」

「はい、そうです。そう言えば、伊織先生は、初めてお会いになるんですね」

　肩ごしに振り返り、初音が答えた。声には親しみと敬意が感じられる。

　渡り廊下を半ばまで来たところで、伊織は玄安と対面し、互いに名乗りあった。飾り気のない風貌同様、人柄も気取るところがない好人物だった。笑えみも地蔵のようで、素朴だが温かみがある。

「久く世ぜ君の噂うわさは常々聞いているよ。開かい塾じゆく以来の出で来き物ぶつだとね」

　噂うわさも何も、洪こう庵あん一人ひとりの口から出た話に決まっている。弟子を褒ほめ過ぎる悪あく癖へきのせいで、行く先々で面おも映はゆい思いをしなけれならないのは、困りものだった。

　いつも通り、滅めつ相そうもないと答えてから、彼が診み立たてたばかりの洪庵の容体について尋たずねた。

「体力をなくされているところに、無理をされたのが、たたったようだ。今は容体が落ち着いたが、余り長くは話さないでくれ」

　伊い織おりだけではなく、土ひじ方かたらにもきっちり視し線せんを配り、釘くぎを刺すと、丁てい寧ねいに辞じ宜ぎをして渡り廊下を去って行った。

　彼の背中を見送りながら、伊織が尋ねる。

「初はつ音ねどのは、玄げん安あん先生に学ばれて、どれくらいになるんですか？」

「かれこれ七年ほどになります。叔お父じや叔お母ばからは、琴や舞まいを習わずにと叱しかられておりますが、私にとっては、折れた骨や斬きり傷きずを治せるようになることが、何よりの花嫁修業ですから」

　言って微ほほ笑えむと、土方に意味ありげな眼まな差ざしを向けた。鋼はがねの男は、すげなく視線を合わせようとしなかったが、鈍どん感かんな伊織でも、初音の気持ちに気づいた。どこがいいのか分からないが、土方に惚ほれているらしい。

　急に口数が減った沖おき田たを隣となりに、離はなれに辿たどり着く。洪庵の寝しん所じよの前で、初音が膝ひざをつき、障子ごしに声を掛けてから戸を開いた。

「よく来て下さいました」

　枕まくらの上で、軽く会釈した洪庵を取り囲むように四人が座る。名医玄安の手当てが効いたらしく、顔色が見違えるほどに良くなっていた。

　伊織は、ほっと胸を撫なで下ろし、腰を落ち着けた。病人の無ぶ聊りようを慰なぐさめる為ため、床の間に硝子ガラス張ばりの水すい槽そうが置かれ、金魚が気持ち良さそうに尾びれを揺らし泳いでいる。

「久世君、心配ばかり掛けて、すまないね」

　洪庵は枕元の伊織に謝あやまってから、久方ぶりの再会を喜んだ。松まつ江えのことなど積つもる話は沢たく山さんあったが、玄安の言葉を思い出し、師に本題へ入るよう促した。

　洪庵が咳せきをして喉のどの痰たんを払い、話し始める。

「笠かさ原はら君は、良い男です。まず、それを忘れないで下さい」

　初音だけが頷うなずき、残りの三人は押おし黙だまったが、渋い顔はせず、順々に瞳ひとみをのぞき込んでいく。その純真な輝かがやきは、信じていますからねと、語り掛けてきた。

　誰だれも視線を外さなかったことに、満足の笑えみを浮かべた洪庵は、鋼の表情を崩さない土方に顔を向けた。

「清きよ音ねどのが、オークになってしまったことで、笠原君に訊ききたいことがあるようですが、まだ彼は見つかっていませんね？」

「面めん目ぼくない限りです。各所に人を配し、目を光らせていますが、まだ尻尾しつぽすら摑つかめていません」

　土方が悔しげに拳こぶしを固めた。

「洪こう庵あん先生、やはり彼の居所に心当たりはございませんか？」

　口く調ちようは礼を欠いていないが、視し線せんに白はく刃じんの輝かがやきがある。洪庵は、それを綿でくるむように柔らかく受け止め頷うなずいた。

「そのことを、ご相そう談だんしたかったのです。今はないのですが、土ひじ方かたどののお答え次第で、心当たりが出来ると思います」

　土方が両りよう眼めを、鋭するどく細めた。

「では、どのようなお話で？」

「一いつ旦たん、壬み生ぶ浪ろう士し組ぐみの皆様は、笠かさ原はら君を捜すことをおやめ頂いて、ここにいる久く世ぜ君に一任してもらえないでしょうか？」

「理由をお聞かせ願ねがえませんか？」

「簡かん単たんなことです。猫がいるところに、鼠ねずみは現れません。土方どののご同士たちの姿があれば、用心深い笠原君は、絶対に姿を現さないでしょう。しかし、久世君一人ひとりならば、隠れている彼の方から会おうとするはずです」

　温和な表情の下に、分厚い確かく信しんがあった。その枕まくら元もとで伊い織おりが、自信なさげに首を捻ひねる。

「先生、私の姿を見ただけで、笠原がそう簡単に現れるとは到底思えないのですが」

「大丈夫です。彼は、きっと現れます。塾じゆくの中で、君ほど彼に信頼されている男はいませんよ」

　買いかぶり過ぎだと、伊織が言おうとしたが、予想外にも土方が洪庵に頷いてみせた。

「分かりました。隊士全員を一旦、ここへ引かせましょう。但ただし、期限は今日きようも含めて三日とさせて頂きます。宜よろしいですか？」

「充分です」

　洪庵は、固く信じ込んだ声調子で請うけ合あい、顔を弟子へと返した。

「というわけで、久世君。曾そ根ね崎ざきの華か月げつ楼ろうと道どう頓とん堀ぼりの角かど屋や、それに正せい蓮れん寺じ川がわの施せ療りよう所じよへ足を運んで、笠原君を捜してもらえますか？」

　伊織は、半信半疑で頷いた。斜はす向むかいに座る沖おき田たが、納得のいかない顔つきで鼻の頭を搔かく。

「おかしいなあ。どれも虱しらみ潰つぶしに捜しましたよ」

「彼は良い男と言ったじゃないですか。必ず、この三つの何ど処こかで匿かくまわれているはずです。まあ、我々は、久世君の吉報をここで待ちましょう」

　そう優やさしく説くと、洪庵は穏おだやかな笑えみを浮かべた。




　門のくぐり戸を、背を丸めて通り抜けた伊織に、青年が離はなれずついてくる。初はつ音ねに客人を見送るよう申しつかった武ぶ州しゆう屋やの手て代だいで、名は栄えい吉きちと言った。

「駕か籠ごをお出しせずとも、良いのですか？」

「馴なれないものに乗るのは、こりごりです」

　伊織は苦笑い、昨夜ゆうべの大雨の名残なごりでぬかるんだ路地へ踏み出した。

「先生。では、お供します」

「ここで結構です。一人ひとり歩あるきの方が気楽なので」

　と断ったが、栄えい吉きちは門の中へ戻ろうとしない。

「でしたら、上うえ町まち筋すじまでお送り致しましょう。大おお坂さかにお住まいと言えど、こんな上町の外れまで足を延ばされたことはないでしょうから」

　言う通り、この界かい隈わいに足を運んだのは初めてだ。けれども、辻つじ向むこうに青々とした生い駒こまの連なりが見えるので、それを背にして西へ西へと歩いて行けば、迷うことはない。

　そう告げようとして、伊い織おりは思い直した。長ちよう兵べ衛いや初はつ音ねが噓うそを吐ついているとは思わなかったが、聞かされた話の裏を、栄吉から取っておくのも悪くない。わざわざ下しも屋や敷しきにまで長兵衛が連れてくる程なのだから、事件のことも知らぬわけはないだろう。

「では、上町筋までお願ねがいします」

　言うと、栄吉は忠犬のように喜んでつき従ってきた。

　たわいのない世間話をしながら一町ほど歩き、黒紫の実がたわわになっている茄な子すの畑に挟まれた道に差し掛かったところで、何気なく切り出す。

「初音どのと清きよ音ねどのは、仲の良い姉妹だったようですね」

「はい、それはもう。私は、丁でつ稚ちの頃ころからお二人ふたりのことは存じ上げていますが、喧けん嘩か一つ見たことはございません」

　栄吉は誇らしげに言った。

「長兵衛どのは、清音どのに誰だれかを添わせ、後を継がせようと考えていたようですが、姉の初音どのも、それを快く受け入れておられたようですね。武ぶ州しゆう屋やほどの大おお店だなになれば、誰が継ぐかで揉もめ事が起こってもおかしくないのに」

　武州屋を継ぐことになった妹を恨うらんで、姉が良からぬことを企たくらんだと考えるのは、心楽しくないが、邪推とは言えない。黒い靄もやが胸に立ちこめる前に、払いのけておきたかった。

「武州屋に限っては、そんな馬ば鹿かげた騒そう動どうは無む縁えんですよ。ご姉妹の仲が良いのはもちろんですが、初音様は、ご商売に興きよう味みをお持ちではありません。どうも心に決めておられる方がいるようで、武州屋の枷かせに嵌はまることを嫌いやがっておられますからね」

　栄吉が続けて言うには、相手は大坂の人間ではなく、会いに行けば一月も家に帰らぬそうだ。しとやかそうに見えるが、初音は奔ほん放ぽうな性格の持ち主らしい。

「初音どのが、その心に決めた方を婿むこにもらい、店を継ぐという話はなかったんですか？」

「お相手は、商あきない以外のことに志をお持ちの方のようでして、望んでおられないようです。ですので我々は、初音様は想おもい人びとと添い遂げ、清音様は店を継ぐことを願ねがっていたのですが、清音様が死病を患わずらわれ、挙句にあのような恐ろしいことになるなんて……」

　言って、栄吉が肩を萎しぼませた。

　彼の言葉を鵜う吞のみにするつもりはないが、初音と清音の関係は悪くはないようだ。それによくよく考えれば、清きよ音ねは死病に冒されている為ため、先は長くない。初はつ音ねが武ぶ州しゆう屋やの身しん代だいを欲していたとしても、ただ妹が死ぬのを待てば良く、わざわざ良からぬことを企たくらむ必要などなかった。気落ちした様よう子すの栄えい吉きちには悪かったが、お陰で胸の内の黒い靄もやが晴れた。

　しばらく歩いても、栄吉は肩を落としたままだった。少し気の毒になり、どう慰なぐさめようかと考えていると、不意に彼が足を止めた。

「どうかされましたか？」

　尋たずねると、栄吉がおずおずと顔を上げた。

「あの夜に亡くなった番頭の太た助すけさんのことで、旦だん那な様さまから何か聞かれていませんか？」

　すぐに初音の言葉が脳のう裏りを掠かすめたが、知らぬ顔で首を横に振る。

「そうですか……」

　栄吉が残念そうに言い、陽ひに炒いられている土の路に視し線せんを落とした。

「太助どののことで、何か気になることでも？」

「……いえ、特にお話しするようなことはございません」

　と答えたものの、表情に噓うそと浮き出ている。商売人としては大成しそうにないが、人として正直であることは悪いことではない。

　伊い織おりは、歩き出した栄吉に追いつき、瞳ひとみをのぞき込んだ。何を隠しているか分からないが、鎌かまを掛けてみる。

「長ちよう兵べ衛いどのに口止めされていることがあるんですね？」

　栄吉が、思案にくれた顔で頭を振った。

「そういうわけでは……」

　ないのだろうが、主の耳が気になるらしい。

「私は、適てき塾じゆくの人間であって、長兵衛どのの手先じゃありません。お聞きしたことは、誰だれにも漏らしませんよ」

　黙だまり込む栄吉の瞳ひとみの奥で、心が揺れ動くのが見えた。後一押しと見て取り、真しん摯しな声こわ音ねで彼に語りかける。

「この事件は分からぬことばかりです。清音どのを助ける為、ほんの些さ細さいなことでも結構ですので、お話を聞かせて下さい。お願ねがいします」

　清音の為という一言が胸深くに刺さったらしく、栄吉が引き結んでいた唇を解ほどいた。

「手前が酔っている折に見たことですし、旦那様が、来らい青せい先生が下手人だと強くおっしゃっているので、誰にも言えなかったのですが、太助どののことで気になることがありまして……」

　どうやら栄吉は、初音と同じく太助を下手人と見ているらしい。実の娘ですら、父がいる前では語らなかった疑念。一介の手て代だいの口が重くなるのも仕方ない。

　伊織は無言のまま彼を見つめ、話の先を促した。

　手前が酔っていたことをお忘れなく、と前置き、栄吉が語り出す。

「一月ほど前の話になるのですが、店を閉めた後に馴な染じみの屋台で一杯ひっかけ、順じゆん慶けい町まちの夜店通りを歩いていたら、偶然太た助すけさんの後ろ姿を見かけたんです。そわそわして柄にもなく鼈べつ甲こうの簪かんざしを買ったので、情婦に会うのか、新しん町まちの遊ゆう郭かくに向かうのかなと思いました。浮いた噂うわさが一つもない太助さんが、何ど処こへ行くのか見届けて、店の者と飲む折、酒の肴さかなにしようと後をつけたんです。そうしたら、新町には向かわず、どんどん人ひと気けのない路地に入っていき、清きよ音ね様が見つかったという幽ゆう霊れい屋や敷しきの中に消えてしまいました」

　思いもよらぬ告白に、伊い織おりの右みぎ眉まゆがぴくりと跳ねた。武ぶ州しゆう屋やの金を使い込み、下手人と疑われている太助が、偶然、あの幽霊屋敷に出入りしていた訳がない。

　顔色の変わった伊織の前で、栄えい吉きちが俯うつむいて言葉をつぐ。

「まさか幽霊相手に恋に落ちたのではと心配になって、太助さんの姿を捜したところ、母屋おもやらしい建物の中から話し声が聞こえてきたんです。恐る恐る近づいていき、割れた雨戸の隙すき間まをのぞいたところ……」




　夏鳥が群れをなして過ぎる西の空に、茜あかねが射さし始め、大路を行き交う人々は皆一様に、長い影かげを引いている。

　武州屋の下屋敷を出た伊織は、洪こう庵あんが来らい青せいの隠れ場所として挙げた三つの中で、一番可能性が高いと思った曾そ根ね崎ざき新しん地ちの華か月げつ楼ろうを訪ねた。しかし、奉ぶ行ぎよう所しよが町に放っている目め明あかしの目を用心しながら、苦労して彼の馴な染じみの芸げい妓ぎと会うなどしたが、行方ゆくえは分からずじまいだった。

　寝不足の体に鞭むち打うち、大おお坂さかの北端まで足を棒にして歩いたことが無む駄だになったことは、確たしかに気が滅め入いったが、伊織の心に宿った深い影は、別の訳がある。

（栄吉も顔を見たわけじゃない。下げ衆すの勘かんぐりはよせ）

　伊織は、そう自分を叱しかりつけ、小石を蹴けった。豆粒ほどの石が、幾本もの足の間をすり抜け、雑踏へ消えていく。伊織は丸めていた背筋を伸ばし、眉をきりりと引き上げた。

　くよくよ悩んでいても仕方ない。疑うのは、もっとはっきりした事実を摑つかんでからだ。

　伊織は進むべき道を決め、足の向きを変えた。

（よし、冴さえの長屋に帰ろう）

　昨夜ゆうべ武州屋から戻らなかったことを、冴はきっと案じているはずである。事件の黒幕のことなど伏せておくべきことは伏せ、洪庵と出会えたことなど話してやらなければならない。また、万が一のことだが、来青が冴の長屋を訪れ、小こ弥や太たへ新たな魔ま法ほう薬やくを飲ませようとしても、断るよう説き伏せておく必要があった。

　心を定め、顔を上げた伊織の肩に、後ろから追い越してきた棒ぼ手て振ふりの肩が勢い良くぶつかった。夕暮れ時で人が混み合っているとは言え、避けようと思えば避けられたはず。むっとし、肩を押さえて男を睨にらむと、意外にも知った顔だった。

「振り返らずに聞け」

　驚おどろく伊い織おりが口火を切るより早く、棒ぼ手て振ふりが低い声で囁ささやいた。

「目め明あかしかどうかは分からんが、お前は人につけられてる」

　町まち奉ぶ行ぎように浪士組。心当たりが多く、何ど処この手の者かは分からなかった。しかし、端はなから捕ほ縛ばくする気なら、いつでも出来たはず。来らい青せいのもとに行き着くまで、泳がされていたのだろう。明日あしたからはもう少し背後に目を光らせる必要がありそうだ。

　男が天てん秤びん棒ぼうを担ぎ直しながら、視し線せんを居並ぶ町家の一つに向けた。

「そこの風ふ呂ろ屋やを通り抜けて裏で待ってろ。すぐに俺おれも行く。お前に聞かせたい話がある」

　と言い残し、足早に雑踏の中へと消えていった。

「勝手なことを……」

　伊織は、その後こう背はいを見送りながら呟つぶやき、手て拭ぬぐいで汗ばむうなじを拭った。

　天秤棒を担ぐ腰つきが良く、中々に堂の入った変装である。人柄に裏がなく生き真ま面じ目めな彼に、そんな芸が出来るとは思いもしなかった。

　つき合いは短くないが、大坂に来てからは街で声を掛けられたことが今まで一度もない。何となく焦きな臭くさい感じはするものの、聞かせたいという話に興きよう味みがあった。

　伊織は手拭いを懐ふところに仕し舞まうと、人混みを搔かき分け、指示された風呂屋に足を運んだ。

　他ほかの町屋とさして外がい観かんは変わらぬが、台格子の間から仄ほのかに湯の香が漂っている。紺地に『天てん満ま湯ゆ』と大書された長なが暖の簾れんを割って中へ入った。

　仕事を終え、汗を流すには頃ころ合あいの時刻とあり、脱衣所には、肉付きのいい男女の尻しりが並んでいた。土間に佇たたずみ、どうやって裏路地に出るか思案しつつ、湯銭を取り出そうとした伊織に、禿はげ上がった下足番が肩を寄せる。

「お話は伺うかがっております。小便所の奥の壁かべ板いたを強く押し込めば、店の裏へ抜けることが出来ますので、追っ手が来る前に早くお入り下さい」

　手回しがいいなと思いながら、番台に座る白髪の主人に瞳ひとみを向けると、訳知り顔で頷うなずき返してきた。

　風呂屋全員を抱き込んでいるとなれば、一いつ朝ちよう一いつ夕せきのつき合いではあるまい。人に追われ、それを巻くことに手て慣なれているようだ。

　ますます焦臭くなってきたが、後戻りする気にはなれず、伊織は土間の片隅にある小便所の板戸を開けた。不快な臭においに顔を顰しかめつつ、後ろ手で戸を閉める。言われた通りに奥の壁板を強く押すと、重い手て応ごたえと共に音静かに開き、人がやっと一人ひとり通れる細さの通路が姿を現した。

　肩で押すようにして壁板を元に戻し、薄うす闇やみの中を歩いていく。壁一枚向こうに浴よく槽そうがあるらしく、酷ひどく蒸し暑かった。

　通路を抜け、突き当たった板戸を開ける。伊織の瞳ひとみに、夕ゆう陽ひが矢の如ごとく突き立った。瞼まぶたを指で揉もみ、ゆっくりと目を開く。

　畳一枚ほどの広さの石畳の先に、小川が流れていた。となると、次の手は一つだ。

　しばらくそこで待っていると、案の定、上流から一いつ艘そうの屋根舟が下りてきた。元々が湿地に形成された街である大おお坂さかは、早くから舟運が発達しており、何ど処こへ行くにも利便性が高い。

　頰ほお被かむりをした船頭が、川底に竹たけ竿ざおをつき、舟を伊い織おりの前で止める。簾すだれを上げ、先程別れたばかりの棒ぼ手て振ふりがひょっこり顔を出した。

　鼻び梁りようが鋭するどく高く、顎あごは細い。しばらく見ないうちに肌の色が嫌いやに焼けているが、才気溢あふれる両りよう眼がんは変わらぬ光を放っている。

「久く世ぜ、早く乗れ」

　そう無愛想に促した中なか司つかさ俊しゆん哉やは、適てき塾じゆくの同窓であり、伊織と同じく長ちよう州しゆう生まれだ。親の稼か業ぎようも共に蘭らん医い。歳としも三つほどしか離はなれておらず、藩はん校こうの明めい倫りん館かんでは、少女の兄に次ぐ秀才として知られていた。しかし、父の遠えん水すいが失脚した後、気安くつき合う間柄ではなくなり、大坂で再会してからも、お互いに声を掛け合うことは殆ほとんどなかった。

　そんな彼が、わざわざ棒手振に化けてまで接触してきた意味が読めない。適塾生である為ため、二人ふたり共目め明あかしに追われる身だが、さしたる重要人物ではなく、屋根舟まで使う用心の入れようが理解出来なかった。俊哉が聞かせたい話とは、それほど余人の耳に入れたくないことなのだろうか。

　訝いぶかしみつつ舟に乗り移ると、船頭が竿を操あやつり岸から離れた。水黽あめんぼの如ごとくなめらかに川かわ面もを滑っていく。

　伊織は身を屈かがめて屋根の下に入り、人目につかぬよう簾を垂らした。気のない素振りを見せながら、注意深く視し線せんを巡らせる。

　水面を吹き抜ける涼すず風かぜに頰を撫なでられながら酒を嗜たしなむ屋形船と違い、素朴で飾り気が何一つない。棒手振に変装した俊哉の尻しりの下に、茣ご蓙ざが一枚敷しかれているだけだ。

　だが、屋根舟一艘に船頭が一人ひとりとなれば、用意するのにかなりの金が掛かる。俊哉は、適塾には珍しくない苦学生であり、逆さに振っても彼の懐ふところから出たとは考えにくい。どうやら藩はん命めいで動いているようだ。

　ならば尚なお更さら、自分に声を掛けた理由が分からない。攘じよう夷いの熱ねつで火ひ達磨だるまになっている長州において、蘭学の徒が重ちよう用ようされることは少なく、稀き代だいの出で来き物ぶつで適塾の塾頭を務めた村むら田た蔵ぞう六ろくですら、今は幕府に仕えている。しかも、歴れつきとした長州藩士であり、犬のように忠実な俊哉であれば、何かと使いようもあるが、伊織は違う。藩の財政を傾け失脚し、お取とり潰つぶしになった久世遠水の子。黙もく殺さつされて然しかるべき浪人の身だ。一体、何の用だろうか。

　伊織は、首を捻ひねりたくなる気持ちを抑え、茣蓙に腰を下ろした。両刀を右みぎ脇わきに置く。

「松まつ江えでは、派は手でに暴あばれたらしいな」

　思わぬ言葉を聞き、少女は、額ひたいに不ぶ躾しつけと分かりながらも深い皺しわを刻んだ。公こう儀ぎの隠目付である弥や平へいこと八や巻まき礼れい蔵ぞうは、松江が御親藩だったこともあり、神かん藤どう治じ部ぶの騒そう動どうを表に出ぬよう処理した。大おお坂さかにいた彼が、何な故ぜ伊織が一ひと暴あばれしたことまで知っているのだろうか。

　その心中の動きを読み取り、俊しゆん哉やがふっと笑った。

「松まつ江えの景気の良さは少し異常だったからな。しかも、長ちよう州しゆうとは目と鼻の先。入り込んでいた密偵の数は、一人ひとりや二人ふたりじゃないぜ」

　先程とは違う意味で、予想外の言葉だった。長州は攘じよう夷い思想に狂い、物事が見えなくなっていると久しく思い込んでいたが違う側面もあるらしい。

　とにもかくにも、伊い織おりとしては、松江のことは余り知られたくない事柄だった。まさか冬とう馬まのことまで調しらべられているとは思わぬが、用心して話をする必要がありそうだ。

　そんな伊織の警けい戒かい心しんを、俊哉は別の意味に取ったらしく首を横に振った。

「松江のことを責めるつもりはないぜ。長州の男なら、神かん藤どうの悪事を見逃せなくて当然だ。俺おれはな──」

　俊哉の両りよう眼がんが、柄にもなく暖かな色を帯びた。

「昔のお前に戻ったみたいで嬉うれしかったんだ。明めい倫りん館かん一の秀才のくせに、曲がったことを正す為ためには、相手が誰だれだろうと容赦しない。妹を亡くして以来、すっかり分別を弁わきまえて、くだらない男に成り下がったことに、俺はがっかりしてたんだぜ。だから話を聞いた時は小こ躍おどりしたぞ」

　言って身を乗り出し、親しみを込めて伊織の肩を叩たたいた。

　ずっと遠巻きに自分を見ていた彼が、そんな思いを胸に抱いていたとは想像だにしなかった。伊織は困惑しつつも、松江のことを掘り下げられないよう話を別の方向へ振った。

「しかし、大坂へ戻って驚おどろきました。塾じゆくが閉へい鎖さされ、洪こう庵あん先生の行方ゆくえも分からない。途方に暮れましたよ」

「で、武ぶ州しゆう屋やに忍び込んだわけか」

　俊哉はさらりと言ったが、伊織にとっては又またも不意打ちの一言だった。適てき塾じゆく生せいの多くが藩はん邸ていで軟禁される中、公こう儀ぎと敵対関係が表面化しつつある長州藩が、俊哉を自由にさせたこと自体は不ふ思し議ぎなことではない。気になるのは、彼に何の目的でいつから見張られていたかだ。

　伊織の疑問を察し、俊哉が顔の前で手を振る。

「言っておくが、お前を見つけたのはたまたまだぜ。洪庵先生が武州屋にいると睨にらんで張り込みをしていたら、お前が仲間と一いつ緒しよに忍び込んで騒さわぎになった。浪士組から逃げ込んだ先の幽ゆう霊れい屋や敷しきで化け物が出て来るはで、成り行きを見守るしかなかったが、まあこうして無事でいたのは何よりだ。で、洪庵先生には会えたのか？」

　余りべらべらと話すようなことではないが、ここまで知られていれば隠しておく意味がない。師と再会を果たしたことと、今の容態について手短に打ち明けた。

「先生の具合は気になるが、一ひと先まず無事で良かった」

　安あん堵どの息を吐き出し、膝ひざを打つ。

「これで思い残すことなく大坂を去れる。礼を言うぞ」

　頭を下げた俊哉の顔は、晴れやかだった。武州屋を見張っていたのならば、今回の事件のあらましも知らぬことはないはず。未いまだ閉へい鎖さ中ちゆうの適てき塾じゆくや行方ゆくえ知れずの来らい青せいについては、心残りではないらしい。

　それを非ひ難なんするのは筋違いかなと考えていると、舟が緩ゆるやかに動きを止めた。簾すだれ越ごしに浜（川の船着き場）に立つ人ひと影かげが見える。

「何だ、もう着いたのか」

　俊しゆん哉やが名残なごり惜おしそうに言い、腰を上げた。

「じゃあな、久く世ぜ。また会おう」

　言って簾に手を掛けた彼を、伊い織おりは身を乗り出して呼び止めた。

「待って下さい。まだ、私に聞かせたい話をお伺うかがいしていませんよ」

「そう急せくな。話はもちろん聞かせるが、俺おれの口からじゃない。黙だまってそこに座ってろ」

　伊織の返事を待たずに身を屈かがめて簾の下をくぐった俊哉と入れ替わり、編あみ笠がさを深く被かぶった侍さむらいが中に入ってきた。

　身構えたのも一いつ瞬しゆん、細身だが、その実は鍛きたえ抜かれた体たい軀くに見覚えがあると気がついた。伊織の小さな胸がにわかに高鳴る中、船頭が竿さおを突き、舟を浜から離はなす。

　男が汗で濡ぬれた顎あご紐ひもを解ほどき、編み笠を脇わきに置いた。

「伊織、久しぶりだな」

　涼やかな声と怜れい悧りな瞳ひとみが、伊織の胸をたちどころに射い貫ぬいた。まともに顔を合わせたのは数年ぶりのこと。かつての想おもい人びとは、若い頃ころから老成したところがあったが、壮年になった今もそこは変わらない。端たん整せいな顔立ちに、深みのある貫かん禄ろくが漂っていた。

「桂かつらさん……」

　伊織は万感の思いに包まれ、名を呼んだきり言葉が続かなかった。

　長ちよう州しゆう藩はん士し桂小こ五ご郎ろう。萩はぎ城じよう下か呉ご服ふく町まちの藩医和わ田だ昌まさ景かげの長男として生まれたが、幼き頃は体が弱く、姉が婿むこ養子を迎えた為ため、七歳で桂家の末期養子になり、武士となった。長じて明めい倫りん館かんの麒き麟りん児じとして名を馳はせ、藩主毛もう利り敬たか親ちかにもその才を知られることになる。文ぶんだけの人ではなく、江え戸ど三大道場の一つ練れん兵ぺい館かんの門戸を叩たたき、すぐに頭角を現し神しん道とう無む念ねん流りゆうの免許皆伝を得て、たった一年で塾頭にまで上りつめた。

　また、柔軟な思考の持ち主であり、ペリーの再来航に衝しよう撃げきを受けるや、江戸の町を駆け巡り、精力的に西洋の魔ま法ほう文明を習得。長州に戻ると、若じやく輩はいの身でありながら当然の如ごとく藩政の中ちゆう枢すうに招き入れられた。近年は風雲急を告げる京きようでの難むずかしい舵かじ取とりを任されていると、伊織は噂うわさに聞いていた。

　萩にいた折は、明倫館に通っていた兄と一緒に可か愛わいがってもらった。兄の非業の死により運命がねじ曲げられ、小五郎は徐々に遠い存在となっていったが、変わらず憧あこがれの人である。

　京と大おお坂さか。舟を使えば、わずか半日の距きよ離りだが、身分に大きく隔たりが出来た今、二度と会うことはないと信じ込んでいた。なので、小五郎を目の前にしながらも、夢の中にいるような気がしてならない。

「どうした惚ほうけた顔をして？」

　小こ五ご郎ろうに小首を傾かしげられ、伊い織おりは慌あわてて顔を引ひき締しめた。

「桂かつらさんにこんなところでお会いするとは、思わなかったもので……」

「別に驚おどろくことはないじゃないか。むしろ萩はぎの頃ころを思えば、俺おれが今まで会いにこなかった方がおかしいぞ」

　言って帯から引き抜いた扇せん子すを片手で開いた。緩ゆるやかに風を起こす、彼の表情に噓うそは見当たらない。

　伊織の心に同どう調ちようするように、舟の揺れが大きくなった。どうやら流れの速い大おお川かわへと出たようだ。何ど処こからともなく、風に乗って陽気な舟歌が聞こえてくる。

「俊しゆん哉やからお前の話は、聞いていた。ずっと会いたいと思っていたんだが、京きようではやらねばならぬことが多くてな。それに最近は、物ぶつ騒そうな輩やからが多い。お前に会うにも、この手間だ」

　小五郎が苦笑い、舟の中に視し線せんを巡らせる。

　風ふ呂ろ屋やの隠し扉とびらを通り抜け、わざわざ屋根舟まで用いた訳に合点がいった。桂小五郎と言えば、倒幕の急きゆう先せん鋒ぽうである長ちよう州しゆうの大立者だ。その為ため、佐さ幕ばく派はの刺し客かくに付つけ狙ねらわれることが日常茶飯と化しているのは想像に難かたくなく、必ひつ須すの用心だった。

　何の目的で大おお坂さかに来ているのかは分からないが、そこまで気配りながらも、護ご衛えいを連れていないところが、いかにも彼らしい。慎しん重ちよう居こ士じである一方で、大胆に行動する性格は、若かりし頃と変わらぬようだ。

　遠い存在になってしまった小五郎から、昔の面おも影かげを見みい出だすことが出来、伊織は嬉うれしかった。遅くなったが、伊織は指を揃そろえて両の手をつき、頭を下げた。

「ご壮健のようで何よりです」

「お互いにな」

　言って伊織の腕を摑つかむ。衣きぬごしに伝わる彼の手の温ぬくもりに、一いつ瞬しゆん胸が騒さわいだが、昔と違って甘い感情は湧わき起こってこない。その理由は分からないが、少し寂しい。

「松まつ江えから帰るなり、ここでも厄やつ介かい事ごとに巻き込まれているらしいな」

　俊哉が知っていることを、小五郎が知っていて当然だ。驚おどろくべきことではないが、話を掘り下げられぬよう気をつけなければならない。

「好きで巻き込まれたわけではないのですが、どうも悪あく縁えんに縛しばられているようで……」

　伊織は答え、さも困っているといった表情で眉まゆ尻じりを搔かいた。

「じゃあ、俺がその悪縁を断ちきってやる」

「えっ？」

　不意を打たれた伊織は、間の抜けた声で問い返した。小五郎が扇子を掌てのひらに叩きつけて閉じ、本題を切り出す。

「京きようへ来い。維い新しん回かい天てんを果たす為ため、俺おれに力を貸してくれ」

　思わぬ申し出を受け、言葉を失った伊い織おりに構わず、小こ五ご郎ろうが話を続ける。

「昨日きのう、萩はぎからお前の帰参を認める使いが戻った。いずれ家か禄ろくは旧に復させるが、まずは五十石こく。懸けん命めいに働き、父上の汚名を濯すすげ。これは支し度たく金きんだ」

　言って、懐ふところに手を入れて切り餅もち（一分銀百枚を一まとめにした包銀）を取り出し、伊織の膝ひざの前に置いた。

　その大金に目もくれず、伊織が半信半疑で尋たずねる。

「帰参が認められたというのは真まことですか？」

「俺が法ほ螺らを吹くわけがなかろう。椋むく梨なしどのは反対されたようだが、周す布ふどのが最後は押し切った」

　藩はんの重役である周布政まさ之の助すけは、失脚した遠えん水すいに最後まで同情を寄せた人物だった。彼が帰参を後押ししてくれたのは理解出来るが、何な故ぜ今になって許されたのだろうか。

「先月、アメリカとフランスの艦かん隊たいに、下しもの関せきで手て酷ひどくやられた話は聞いているだろ？」

「はい。詳細は知りませんが、噂うわさ程度のことなら」

　文ぶん久きゆう三年六月、攘じよう夷いの熱ねつが滾たぎった長ちよう州しゆうは、下関を通過中の外国船に砲ほう撃げきを加えるという愚挙を起こした。結果、報復攻撃を受け、アメリカの軍艦『ワイオミング』により萩砲台は壊かい滅めつ、二隻せきの艦船が轟ごう沈ちんの憂うき目めにあう。その一週間後には、フランス東洋艦隊の二隻の軍艦から出撃した陸戦隊によって、前まえ田だと壇だんノの浦うら砲台が三日間にわたり占領された。薩さつ摩まと並ぶ雄藩として名高い長州が、たった数隻の軍船により蜘く蛛もの子を散らすようにして撃退された報は、衝しよう撃げきを以もつて各地に伝えられ、伊織の耳にも入った。

「お陰で風向きが変わったんだ。魔ま法ほう士しの力なくして攘夷は果たせないと、藩公がご理解された。適てき塾じゆくの先せん輩ぱいの村むら田たも講こう武ぶ所じよの教授をやめ、来月には萩に戻ることになっている。まあ、お前のことにしろ、遅過ぎた話だがな」

　小五郎は苦々しげに眉まゆを寄せ、ぴしりと扇せん子すで自らの首筋を叩たたいた。

「この件、異存はないな？」

　もちろんと答えかけて、伊織は口を噤つぐんだ。帰参し、藩公にご恩返しすることを亡き父に誓ったが、冴さえや長ちよう兵べ衛い親娘と交わした約束を果たすまでは、大おお坂さかを離はなれることは出来ない。

　それに小五郎に仕えるとなれば、冬とう馬まの問題がある。付いて来るなと言ったとしても、きっと離れようとせぬだろう。しかし、敵味方関係なく彼の正体が知られると、利用しようと考える輩やからが続出するのは間違いない。長州に身を投じることは、彼を劫ごう火かに連れ込むと同義である。呪のろわれた赤せき眼がんから冬馬を解放するまで帰参は無理だ。

「伊織、人が良いにも程があるぞ」

　小五郎が、沈ちん黙もくの意味を読み、眉根を顰ひそめながら扇子で舟床を打った。

「俊しゆん哉やから話は聞いているが、武ぶ州しゆう屋やのことは壬み生ぶ狼ろに任せておけ。お前が解決せねばならぬ問題じゃない」

　泣く子も黙だまる壬み生ぶ浪ろう士し組だけではなく、公こう儀ぎ隠おん密みつの丹に乃のも動いている。手を引けというのは至極尤もつともな話だが、首は縦たてに振れなかった。

「それは分かっていますし、帰参は我ら親子の宿しゆく願がんですが、武ぶ州しゆう屋や長ちよう兵べ衛いどのたちと交わした約を違たがえるわけには参りません」

　冬とう馬まのことが今すぐ京きように行けぬ最大の理由だったが、小こ五ご郎ろうには話しようがない。些いささか気が引けなくもないが、噓うそではないし、外げ道どうの魔ま法ほう薬やくが日ひの本もとに蔓はび延こらぬよう、この事件は解決するまで見届けたかった。

「大事を成す為ためだ。そんな些さ末まつなことに囚とらわれるな」

　昔の小五郎であれば、決して口に出さない言葉だ。過ぎ去った歳月の長さと重みを知り、伊い織おりは胸が痛くなった。

「小事を軽んじる者に、大事は成せません。ご自身の言葉ですが、お忘れですか？」

　すっかり忘却の彼方かなたにあるらしく、小五郎の視し線せんが、瞬しゆん間かん彷徨さまよった。

「青二才の戯ざれ言ごとだ。お前も早く忘れろ。男が成すべきことを見誤るな」

　言って口の端を折り曲げる彼を見て、伊織の唇の間から、微かすかに落胆の息が漏れた。公儀から最も恐れられる男の一人ひとりであり、志士たちから倒幕の大立者と期待されているが、自分が知っていた小五郎よりも小者になった気がしてならない。

　そもそもオークのことは、決して小事ではなかった。俊哉に話を聞きながら、どうして分からないのだろう。尤も興きよう味みを持たれ、洋よう鬼き化け生しようの秘薬を手中に収めるよう命じられるよりはましだが……。

「お前には京で、特別な仕事をしてもらうつもりだ。壬生狼どもの目が光っているから、藩はん邸ていには顔を出すな。数日のうちに文ふみが届く。それに従って俊哉と落ち会え」

　小五郎は伊織に口を挟ませず命じると、扇せん子すを懐ふところに仕し舞まった。

　舟が止まった。何ど処こかの浜に着いたようだ。

　小五郎が、暗い光を瞳ひとみにたたえ、伊織を睨にらむ。

「小事に拘こだわるのならば、それでも良いが、帰参の話はなくなると思えよ」

　投げつけるように言い、腰を上げた。

　脅し文句が、刃やいばとなり、伊織の心しんの臓ぞうを抉えぐる。郷里で娘が帰参を果たすのを待つ母の顔が、頭に過よぎり、尚なおのこと胸が痛くなった。

　父の掛けた呪のろいは、伊織だけではなく、母の心を深く蝕むしばんでいる。何としても、なくした笑え顔がおを取り戻したい。かと言って、冬馬のことも打ち捨てることは出来ず、答えはすぐに出なかった。

「天の遠えん水すいどのは、お前を見ている。忘れるな」

　小五郎は、思い悩む伊織に駄だ目めを押すと、簾すだれをぞんざいに捲めくり上げ、舟を下りていった。

（父上がいるのは天じゃない。地獄だよ、桂かつらさん）

　袴はかまを握にぎり締しめ、そう心の中で呟つぶやいた伊い織おりに、船頭の嗄しやがれた声が掛かる。

「悪いが、もうしばらく舟に乗ってもらいますぜ」

　言いながら竹たけ竿ざおを操あやつり、舳へ先さきに水を切らせる。滑らかに舟が走り出した。










　整せい然ぜんと立ち並ぶ、なまこ壁かべの蔵くら屋や敷しき。その間を割って流れる小川を、一いつ艘そうの屋根船が去って行く。

　人ひと気けのない浜に降り立った伊織は、小さく息をつくと、路地へと続く階段を上っていった。柳の木の下で足の裏を舐なめていた黒猫が、近づいてくる草ぞう履りの音に気がつき、すっと居ずまいを正して走り去る。

　長く伸びた夕暮れ時の影かげを見つめながら歩くこと三町。耳奥に残る小こ五ご郎ろうの澄すんだ声が、伊織の心を尚なおもかき乱していた。

　人でごったがえした天てん神じん橋ばし筋すじから木戸門を抜け、再び往来の少ない通りに入ったところで、慌あわただしい足音が背後から近づいてきた。声が掛かると同時に、両腕で抱き止められる。

「伊織先生、どこへ行ってたん？　心配したやんか」

　不意のことで息を飲み、伊織は首を捻ひねった。

　小こ麦むぎ色いろに日焼けした肌と黒く濃こい眉まゆ。拗すね顔がおを作っていた冴さえが、耳元で安あん堵どの息いきを吐つく。

「でも、ほっとしたわ。えらいことにならん限り、昼前には長屋に顔を見せてくれるいう約束やったから、てっきり捕まったか、斬きられたかと思うたんやで」

　伊織は、肩口をきつく締める冴の腕から逃れると、彼女と向かい合った。その生き生きとした瞳ひとみを見て、いらぬ心配をしていた自分が馬ば鹿からしくなると共に、やるべきことを思い出し、心を惑まどわす小五郎の声が耳奥からかき消えた。

　色々な意味を込め、伊織は頭を下げると、冴の二の腕を親しげに叩たたいた。

「心配させて悪かったな。詫わびとしてお代は私が持つから近くの茶店に寄ろう。美う味まい葛くず餅もちでも食いながら、何があったか話すよ」

「ほな、しゃあないな。それで手を打つわ」

　言って後戻ると、商売道具の天てん秤びん棒ぼうを担ぎ、伊織と並んで歩き出す。数歩を進んで、不ふ思し議ぎそうに視し線せんを振ってきた。

「ところで、冬とう馬まの姿が見えへんけど、どないしたん？」

　沖おき田たと同じことを訊きかれ、うんざりしつつも、伊織は平然とした口く調ちようで答えた。

「当分は、別に動くことになった」

「なんや、喧けん嘩かでもしたん？」

「いや、あいつの力を借りたいという、奇特な奴やつがいたんだ。別に、怪け我がや死んだわけじゃないから安心しろ」

「そう言う割に、浮かん顔やね。やっぱり寂しいんちゃうの？」

　馬ば鹿か言うなと、鼻で笑った伊い織おりの顔、冴さえが面おも白しろそうにのぞき込む。

「うちは、そういう趣しゆ味みをあかんと思わんから、白状して楽になりや。一人ひとりで悩んでるうちに、他ほかの男に盗られてもしらんよ」

「な、何を言ってるんだ、お前は？」

　驚おどろき見開いた眼めを尖とがらせたが、頰ほおに浮かんだ微かすかな朱しゆ色いろを冴が見逃さない。

「こんなことで照れてるんが、何よりの証拠や。うちはこう見えても口は固いから、心配せんといて」

　そう言うなり、水売りで鍛きたえた馬鹿力で伊織の背中を押す。前につんのめった蘭らん方ぼう医いを見て笑えみを弾はじかせた。

「冴、お前なあ」

　食ってかかる伊織の肩をしっかり抱だき締しめる。

「人を好きになるのに、理屈なんかあらへんよ。男が男を好きになっても、別にええやんか」

　そう言いきった少女の笑え顔がおは、胸のすく心地ここち良よさがあった。が、いかんせん声が大き過ぎる。大路を歩く人々の視し線せんが、じゃれ合う伊織たちに集まっていた。

「馬鹿、声がでかいぞ」

「男やったら、そんなことを気にしてたらあかんで」

　冴の笑い声に、夕七つの鐘かねが唱和する。暮れなずむ大おお坂さかの町。道行く人の足は絶えない。




　あくる日。大坂の北西を流れる正せい蓮れん寺じ川がわの土手の上に、伊織と冴の姿があった。

　大おお川かわを舟で下って、春日かすが出でで一いつ旦たん陸に上がり、蛙かえるの鳴き声を聞きながら田たん圃ぼ道みちを歩くこと半刻。うら寂しい河かわ原らを見下ろす二人ふたりを、正午過ぎの太陽が照りつけていた。空一面、瞳ひとみが染まるほど蒼あおく、雲一つ見当たらない。

　汗が伝い落ちる頰に、水面を渡って風が強く吹きつけていた。千石船が群れている河口が近いせいで、いやに潮しお臭くさい。

「あれが、来らい青せい先生が出入りしている施せ療りよう所じよや」

　冴が、眼下の建物を指さした。

　割り丸太と石で押さえつけた板いた葺ぶき屋根は、つぎはぎだらけで雨漏りが酷ひどそうだ。板いた壁かべも隙すき間まだらけで、この季節は良いが、冬になれば川風に悩まされるに違いない。廃材と流木を使って建てられているらしく、上から下まで灰を塗まぶしたようだ。

　広さだけが取り柄の悲しいほど粗末な施療所だが、ここが貧民の最後の寄よる辺べである。時に伝染病の患者も救いを求める為ため、大坂の近在で家や土地を貸す人も村もない。そこで仕方なく河原に建てられたらしい。

　大水がくれば沈むだろうなと思いつつ、伊織は冴に顔を向けた。

「こんなところまで案内させて悪かったな。後のことは、私に任せて帰ってくれ」

　昨日きのう、茶店で甘味を楽しんだ後、冴さえに腕を引かれるまま、彼女の長屋で一夜を明かした。飲まない酒を飲まされたせいで、喋しやべるつもりがなかったことまであれこれ喋らされた。二人ふたりの仲が深まったのは良かったが、後悔することもある。来らい青せいの手伝てつだいで施せ療りよう所じよに足を運んだことがある冴が、案内を買って出て、ここまでついて来てしまった。

「折角来たんやし、良りよう仙せん先生に挨あい拶さつしてから帰ろかな」

「駄だ目めだ。長屋を出る前に約束したろ？　今日きようの聞き込みは、私一人ひとりでやると」

「まあ、ええやん。半刻くらい、その辺で待っとくから」

「気持ちは有あり難がたいが、半刻ではすみそうにない。一人一人粘り強く話を訊きくつもりだからな。道は覚えたし、帰りは一人で大丈夫だ。冴こそ女一人なんだから、気をつけて帰ってくれ」

　言って彼女を送りだそうとした伊い織おりの足元で、何かが動いた。視し線せんを落とすと、野太い蛇が、茂みと道の境でとぐろを巻き、先の割れた舌をちらつかせていた。

「ひゃっ──！」

　伊織は甲かん高だかい悲鳴をあげ、冴の二の腕に抱きついた。男を装っていることが消し飛び、少女のままに脅え、顔を青ざめさせる。

「何や、ただの青大将やん」

　冴は言うなり、蛇を踏みつけて動きを封じると、鎌かま首くびを摑つかんで持ち上げた。牙きばを剝むきだし、胴をくねらせ暴あばれる青大将を、伊織の眼前に差し出す。

「ほら、手も足も出よらへん。もう怖がらんでええで」

「い、い、いいから、捨ててくれ」

　伊織は声を震ふるわせ、冴の袖そでを指が白くなるほど強く握にぎり締しめた。

「そんな蒼あおなって、えらい苦手やねんな」

　笑って腕を一振りし、葦あしが生い茂る土手下へ蛇を投げ捨てる。おぞましい姿が視界から消え去ったが、胸の高鳴りは治まらなかった。手に薄うすく汗が滲にじんでいる。

「ほんまに、一人で大丈夫？」

「足元は気をつけるから心配しなくていい。取り乱して悪かったな」

　まだ尾を引いている恐怖を隠し、冴の背中を押す。

「さあ、行ってくれ」

「ほな、仕事もあるし、先に戻らせてもらうけど、あんじょう片がついたら一度様よう子すを見に来るわ。この辺は、陽ひが落ちたら蛇が仰ぎよう山さん出てくるしね」

「遅くなった時は、空を飛んで帰るから大丈夫だ。お前は小こ弥や太たの傍そばにいてやれ」

「そうつれないこと言いなや」

　結局、首を縦たてに振らないまま、冴は去っていった。その背を見送ってから施療所へ続く小道に足を向ける。草むらの中から蛇が跳び出てこないかと、神経を尖とがらせて土手を下りた。

　風を受け、背になびく外がい套とうが、帆を張ったように膨ふくらむ。しかし、腰が引けている為ため、颯さつ爽そうとした姿にならない。

（あいつがいれば、蛇除よけにはなったのに……）

　昨夜ゆうべは長町の宿屋に戻らなかったので、冬とう馬まが今、何ど処こでどうしているかは分からない。丹に乃のに彼を預けてしまったことを少しずつ後悔し始めていた。もし彼が、禁きん呪じゆつ使かいと遭遇して激げき闘とうになり、魔ま人じんの力を解放するような事態になれば大変なことになる。長ちよう兵べ衛いたちの話を聞いた後、冷静なつもりだが、そんな大事なことを失念するとは、どうかしている。今日きようは、仕方ないとして、明日あしたにはどうにかして取り返したい。

「全く、いてもいなくても世話が焼ける奴やつだ」

　腹立たしげに言い、河かわ原らに降り立った。施せ療りよう所じよへの道の両側には、蛇が出そうな茂みはなく、一面の薬草畑になっていた。どの畝うねを見ても、雑草が綺き麗れいに引き抜かれている。来らい青せいと共に、貧民の面めん倒どうを見ているという老医師、渡わた辺なべ良りよう仙せんが細やかに世話をしているようだ。

「こんなところに、笠かさ原はらが隠れているとは思いにくいがな……」

　声に溜ため息いきが混じる。施療所は傍で見ると、いっそう見み窄すぼらしかった。洪こう庵あんが調しらべろと言わなければ、本腰を入れて捜すことはなかっただろう。

　扉とびら代わりの筵むしろが丸く巻き上げられ、荒あら縄なわで結び留められている。伊い織おりは戸口に立ち、失礼しますと一声掛けて中に入った。

　覚悟はしていたが、汗と垢あかの酷ひどい臭においに足が止まる。やたらに広い板間に、襤ぼ褸ろ切きれを纏まとった患者たちが十数人ばかり点々と寝転がっていた。当然のこと、布ふ団とんで寝ている者は一人ひとりもおらず、全員が虫食いの茣ご蓙ざの上だ。

　伸ばし放題の髪の間からのぞく瞳ひとみは、どれも生気がない。冴さえに教えられた通り、奥にある良仙の診察室へと向かう伊織の姿を見ても誰だれも起き上がらず、声も掛けられなかった。

　暑さのせいで気力がないのではなく、皆、何かしらの痛みと闘たたかっているのは、すぐ見て取れた。鼻が溶け落ちた梅毒患者もいれば、皮ひ膚ふ病びようで斑まだらに髪が抜け落ちている者、臓ぞう腑ふをやられ黄おう疸だんが出ている者もいる。

　開け放たれた窓の下で蹲うずくまっている男は、右みぎ眼めがなく、そこに蛆うじを湧わかせていた。顔は包帯で覆おおわれ、左手の指が三本しかない。盗みを働いたが見つかり、死ぬほど痛めつけられたか、血行障害で指が腐った脱だつ疽そ患者のどちらかだ。

　などと診察しながら歩いていると、奥の部へ屋やから、医者を示す束そく髪はつの老人が、煙管キセルをくわえながら出てきた。瘦そう身しんに渋しぶ皮かわ色いろの肌が張りついている。酒神に祟たたられた黄き色いろく濁にごる眼をぎょろりと剝むき出し、伊織に嗄しわがれ声ごえを飛ばす。

「見み慣なれへん顔やな。誰だれに飼われているんか知らんが、はよ帰ってんか」




　けんもほろろに追い返され掛けたが、自分の名を適てき塾じゆく生せいであることを明かすと、老医師が矛先鋭い敵てき意いを途と端たんに和やわらげてくれた。大おお部べ屋やの奥の診療室に通され、差し向かいになり、施せ療りよう所じよを訪問した仔し細さいを告げる。

「ご苦労なことやけど、来青はここにはおらんで」

　良りよう仙せんは胡座あぐらの臑すねを搔かきつつ、大きく煙をふかした。

　皺しわだらけの顔に、伊い織おりを怪しむ色は浮かんでいないが、それ以上は読めなかった。浪士組の尋問にも耐えた老医を、脅して突き崩せるはずがない。かと言って、上う手まく駆け引きし、口を割らせられるとも思えなかった。未いまだ半信半疑だが、洪こう庵あんの言葉に従い、来青が現れるのを待つのみのである。

「残念です。しかし、笠かさ原はらがふらりと戻ってくるかもしれませんので、ここで待たせてもらっても良いですね」

　断られても居座るつもりで切り出すと、良仙は煙草タバコ盆ぼんを引き寄せながら、頷うなずいた。

「それは構わへんけど、待っている間、うちの患者を診みてもらえへんか？　来青の居場所を教えろと入れ替わり立ち替わり、人がやって来ては、えらい手荒な真ま似ねをしくさったんや」

　言って、怒りを露あらわに鼻から煙を噴ふき出す。

「そんなん知らん言うのに、無む茶ちや苦く茶ちやや。儂わしも、ほれ」

　煙草盆に煙管キセルを置き、胡座のままくるりと回転した。単衣ひとえを肩けん胛こう骨こつの辺りまで捲まくり上げ、伊織に見せる。

　瘦やせ衰えた背中が、無残な笞むちの痕あとで覆おおわれていた。皮だけではなく、ところどころ肉も裂けている。一応、膏こう薬やくは塗ってあったが、赤黒い傷口は開いたままだった。

「分かりました。では、良仙先生から始めましょう。そのままじっとして下さい」




「先生、おおきに。えらい楽になりました」

　瘦せた歯は茎ぐきを剝き出し、男が嬉うれしそうに笑う。当初は、おどおどとしていた患者たちも、一人ひとり二人ふたりと治ち癒ゆを施すうちに打ち解けてきた。しかし、脅えるのも無理からぬことで、先にここへやって来た連中は、彼らに無体な振ふる舞まいをしていた。笞で打たれただけではなく、中には手や足の指を折られている者もいる。

　もし、来青の居場所を知りながら、口を割らなかったのなら、見上げた腹の据わりようだ。逆に言えば、それだけ患者たちに来青が尽くした証あかしである。

「お大事にして下さい」

　伊織は立ち上がり、手の甲で額ひたいを流れる汗を拭ぬぐった。良仙に頼まれた尋問による怪け我が人にんは、ようやく全員、治癒が終わった。魔ま力りよくを使い続けた為ため、体は重いが、皮ひ膚ふ病びようや腫はれ物ものの処置など、まだまだ出来ることはある。

　窓の外に視し線せんを移すと、空が仄ほのかに赤みを帯びていた。集中していて気づかなかったが、施療所に来てから、かなり時が経たったようである。

「伊い織おりはん、お疲れさんや。見た目は、ひょろこいくせにえらい頑張るな」

　と言って、良りよう仙せんは、水をなみなみと満たした茶ちや碗わんを差し出した。縁ふちは欠け、薄うす汚よごれているのを気にせず、一息でそれを飲み干す。臭みもなければ、雑味もなく、喉のどが心地ここち良よく潤うるおった。重かった手足に力が蘇よみがえる。冴さえが事件の翌日に、この施療所を訪ねたと語っていたので、きっと彼女の水だろう。

　伊織は、礼を言って、空からになった茶碗を返した。尋問の怪け我がに関しては、治ち癒ゆが終わったことを良仙に告げ、他ほかの患者も診みていいかと尋たずねる。

「それやったら、いくつか魔ま法ほう薬やくを作ってくれへんか？　来青と違って、儂わしはただの耄もう碌ろく爺じじいで何も出来ひんねや」

「構いませんが、触媒はあるんですか？」

「台所の奥にある薬室に置いてある。どれでも好きなだけ使ってええで」

「分かりました。では、何の魔法薬を作ればいいんです？」

　良仙が、視線を天てん井じように浮かし、頭を悩ませる。

「触媒に限りがあるから何が一番必要か、ちょっと考えるわ。それまで外の空気を吸うなり、台所で水を飲むなりして、休んどいてや」

「大丈夫です。さっきの水で元気になりましたから。先に薬室へ行って触媒を確かく認にんしておくので、決まったら教えて頂けますか？」

「ほな、後で言いにいくわ。その扉とびらの向こうが台所で、奥の廊下を突き当たったところにあるのが薬室やから、迷わんようにな」

　良仙が指さした扉を開き、伊織は台所に入った。潰つぶれた野菜や臭においの酷ひどい魚が、流し板の上に載っている。今にも貧乏神が現れそうな侘わびしい光景の中に、一つだけ異質なものがあった。

　調ちよう理り用ようの竈かまどの横に、アタノールと呼ばれる触媒合成用の小型反射炉が、ふてぶてしく鎮ちん座ざしている。円えん蓋がいが特徴的な煉れん瓦が造りで、伊織の肩ぐらいの高さがある。表面には、複雑な文様と古いにしえの文字が彫りこまれていた。適てき塾じゆくのアタノールより小振りではあったが、設しつらえは悪そうに見えない。高度な魔法薬を生成する時には、必需な設備なので、来青が造らせたのだろうが、かなりの金きん子すが掛かったはずだ。この見み窄すぼらしい施療所には、余りに分不相応な代しろ物ものに呆あきれつつ、奥の廊下へ向かう。

　蜘く蛛もの巣を手で払いのけ一歩踏み出したところで、あることに気がついた。廊下にきつい傾斜がついている。進めば進むほど、伊織の周りを包み込む空気が冷たくなった。目指す薬室は、触媒の保存を考こう慮りよし、地下深くにあるようだ。先程のアタノール同様、この施療所には過ぎたるものに思える。ひょっとすると、貧者の救済は表看板でしかなく、魔法薬の生成を秘密裏に行う為ために造られたのかもしれない。

　などと考えているうちに、廊下の最さい奥おうに突き当たった。白い埃ほこりで表面が覆おおわれている扉を開く。

　中は薄うす明あかるく、ただの薬室とは思えぬほど広かった。患者たちが寝転がっていた大おお部べ屋やをやや狭くした感じだ。ここでも作業が出来るようにする為だろう。

　高い天てん井じように小さな窓が一つ設けられ、冷たい板いた敷じきの間に光を落としている。仰あおぎ見ると、嵌はめ込まれた鉄格子の向こうに薄うす茜あかね色いろの空と緑の雑草がのぞいていた。

　その直下には、作業台が置かれている。胡座あぐらをかいて仕事が出来るよう脚は短かい。

　左の壁かべには書棚、右の壁には扉付きの棚が据えつけられており、他ほかには何もない。部屋の広さにそぐわぬ簡かん素そさだ。

　天窓の明かりを頼りに、扉付きの棚を探っていく。蒸留器など、魔ま法ほう薬やく生成の道具は充実していたが、触媒は乏しかった。

（熱ねつ冷さましと睡眠薬……。あと作れるのは……）

　触媒から逆算して、生成出来る魔法薬を考えていると、開けはなっていた戸口に、黒い影かげが立った。良りよう仙せんが来たのかと思い、視し線せんを向ける。しかし、そこにいたのは、大部屋の窓下で蹲うずくまっているのを見た包帯の男だった。

　眼がん球きゆうを失った右みぎ眼めに、数匹の蛆うじが盛んに蠢うごめいている。男は、指が三本しかない左手で扉を閉めると、口元の包帯をずらした。

「久く世ぜ、俺おれだ」

　聞き覚えのある声と神経質そうな瞳ひとみが、伊い織おりの記き憶おくを呼び起こす。

「……笠かさ原はらか？」

　包帯男は頷うなずき、作業台の傍そばに腰を下ろした。

「お前を疑ってたわけじゃないんだが、どうも誰だれかに見られている気がしてな。その感覚が消えるまで動けなかったんだ」

　突然の再会と、思ってもいなかった人相の変化に戸と惑まどい、伊織は表情を強こわばらせた。彼の顔にぽっかり空あいた赤黒い穴を凝ぎよう視ししつつ、台を挟んで真向かいに座る。

「その右眼と左手の指は、どうした？　清きよ音ねどのに食われたのか？」

「いや、変装の為に自分でやったんだ。包帯で隠しているが、顔は全部、検あらためられても俺と分からないよう潰つぶしてある。奉ぶ行ぎよう所しよなんか屁へでもないが、厄やつ介かいな連中に追われてるんでな」

　事も無げに語った来らい青せいの顔をよく見てみると、包帯に覆おおわれた顔の中央部が不自然に低かった。あのきりっと通った鼻筋を、惜しげもなくもぎ取ったのだろう。治ち癒ゆ魔法は、皮を張り、肉を塞ふさぎ、血管を繫つなぐことは出来るが、眼球や鼻など、特定の部位の再生は至し難なんの業わざである。それは伊織が指摘するまでもなく、彼自身もよく知っていることだ。相当な覚悟がなければ、こんな無残な真ま似ねは出来ない。

　白はく晳せき秀しゆう麗れいな容よう貌ぼうを捨て去ってまで、守りたかったものは何なのだろうか。それがもし自分の命ならば、もっと簡かん単たんに守れる方法がある。

「どうして大おお坂さかから逃げ出さなかったんだ？」

「ここで、やりたいことがあったからさ」

　来らい青せいが強い声こえ調ちよう子しで言った。それは何だと問いただそうとしたところで、良りよう仙せんが扉とびらを叩たたき中へ入ってきた。

「伊い織おりはん、黙だまってて悪かったな。堪かん忍にんやで」

　言って、作業台の上に割れ徳とつく利りと縁ふちの欠けた杯さかずきを置く。

「友人同士の再会や。これでも飲んで、仲良うやってくれ」

　伊織が断るのも聞かず、二人ふたりの杯に酒をつぐと、来青に見張りは任せろと告げ、部へ屋やを出ていった。

「随ずい分ぶん手厚く匿かくまわれているんだな」

「ああ、過ぎた扱いだがな。どれだけ厳きびしく尋問されても俺おれのことを口に出さず、負わされた怪け我がを治すと言っても、奴やつらが戻って来た時に怪しまれるからと、みんな治ち癒ゆ魔ま法ほうを掛けさせてくれなかったんだ。泣けてくるぜ」

　来青は、涙のようにこぼれ落ちる蛆うじを頰ほおから払いのけ、杯を手に取った。

「まあ、飲めよ」

「結構だ。酒を飲みに来たわけじゃない」

「頭の固かたい奴だな」

　つまらなそうに言って、杯の酒を一気に飲み干した。濡ぬれた唇を親指で乱らん暴ぼうに拭ぬぐう。

　伊織は、オークになった清きよ音ねが武ぶ州しゆう屋やの地ち下か牢ろうにいることや自分がここへ来た経緯いきさつなど手短に話し、本題に入った。

「まず、清音どののことで弁明があるなら聞こう」

「清音がオークに化けたことは、俺が望んだことじゃない。だが、全く無関係かと言われれば、そうでもない」

「どういう意味だ？」

「俺は、清音に飲ませてはいないが、洋よう鬼き化け生しようの秘薬の生成には関かかわっていた」

　来青は、悪びれることなく白状し、徳利を杯に傾けた。

「去年の今いま頃ごろ、華か月げつ楼ろうで飲んだ帰りに、外がい套とうを頭からすっぽり被かぶった男に大おお川かわの屋形船へ引き込まれた。まず、ここの患者に魔法薬を試しているという噂うわさは本当かと訊きかれた。そうだと答えたら、一冊の魔ま導どう書しよを差し出され、取引を持ち掛けられたんだ。これに記されている洋鬼化生の秘薬を完成させれば、望むだけの金をやる。開発に必要な触媒は、何でも用意するってな」

「で、簡かん単たんに引き受けたのか？」

「ああ、そうだ。俺が断れば、他ほかの悪人にお鉢が回るだけだ。だったら、俺が引き受けた方がいい」

　その口振りで察し、伊織が片かた眉まゆを持ち上げる。

「仕事を引き受けておいて、完成させないつもりだったのか？」

「まあな。俺おれは善人じゃないが、くだらん連中の片棒を担ぐのはご免だ。尻尾しつぽを振るふりをして奴やつに近づき、正体を暴あばいて奉ぶ行ぎよう所しよに売るつもりだった。正直言って、いい鴨かもだと思ったよ。洋よう鬼き化け生しようの秘薬は、完成すれば奇跡だ。適当にやっててもバレやしない。奴が用意する触媒をごっそり中抜きして、もっと意味のある魔ま法ほう薬やく作りに転用出来る」

　魔法薬の触媒は、総じて安くはない。中には、その珍奇さ故ゆえ、非常に高こう額がくで入手困こん難なんなものもある。許されることではないが、悪魔と安易に取引することを決めた来らい青せいの気持ちは分からなくもない。触媒が好きなだけ手に入るという条件は、魔法薬の研究者にとっては、抗しきれない魅み力りよくを持つ。

「抜き取った触媒を使って、この施せ療りよう所じよの患者や清きよ音ねどの……」

　ここでやめようとしたが、喉のどを嫌いやみがこみ上げてきた。

「……それに、小こ弥や太たの薬を作ったんだな？」

　涼しげな顔で、禁きん呪じゆ使つかいとのことを語っていた来青が、にわかに目元を曇くもらした。

「そうだ。小弥太は、どうしてる？」

「死に掛けてるぞ。誰だれのせいかは、お前が一番、よく分かっているはずだ」

　伊い織おりは、棘とげだらけの口く調ちようを鞭むちのように振るった。

　来青が酒をあおり、酢を飲んだように口こう辺へんを曲げる。杯さかずきを置くと、何も語るつもりはないとばかりに、部へ屋やの片隅を見つめ、唇を引き結んだ。

　伊織としては、今すぐそれをこじ開けてやりたかったが、感情的になって聞くべきことを聞き逃してはならないので、一ひと先まず堪こらえることにした。

「小弥太のことは、後でたっぷり話そう。先に、どうして清音どのが、あんなことになったか説明しろ」

　そう言うと、重しを取り除いたように、来青が唇を開いた。

「はっきりとしたことは、俺にも分からん。あの夜、清音に新しく作ってきた持病の治ち療りよう薬やくを飲ませたら、いきなりオークになったんだ」

「薬を誰かにすり替えられたのか？」

「それはない。ここで生成してから肌身離はなさず、持って行ったからな。俺が疑っているのは、番頭の太た助すけなんだ──」

　来青が事件当夜、離れの近くで番頭の太助と出くわし、硝子ガラスの水差しを奪い取った顚てん末まつを語った。

　鵜う吞のみにするわけにはいかないが、これで話の筋道が通る。

「太助は、店の金に手をつけるほど困っていたようだからな。それを知った外がい套とうの男が、利用したのかもしれんな」

　伊織が顎あごに手を当てながら言うと、来青が、包帯だらけの顔を歪ゆがめた。

「間違いねえ。太た助すけの奴やつ、やけに脅えるから、おかしいと思ったんだ。だが、これで納得がいったぜ。あいつが運んできた水差しの魔ま法ほう薬やくと、俺が清音の為ために持ってきた魔法薬が反応を起こして、洋よう鬼き化け生しようの秘薬になったんだ」

「反応？　お前の薬も影えい響きようしたと言うのか？」

　魔ま法ほう薬やくは飲み合わせによって、別の効果が出る場合があった。しかし、希まれなことであり、作用の減弱や副作用の増強のように頻ひん繁ぱんにある現象ではない。

「ああ。俺おれは、洋鬼化生の秘薬を完成させてないからな。清きよ音ねの持病の薬と反応して当たりが出たとしか考えられん」

　自信ありげに言う来らい青せいに対し、伊織は首を捻ひねった。

「そう言いきれるか？　外がい套とうの男が、他ほかの誰だれかに魔法薬を作らせ成功し、それを清音どのに飲ませたかもしれないぞ」

「いや、それはないな。清音をオークにすれば、大おお騒さわぎになるのは分かりきったことだ。外套の男が、そんなことは望まんだろう」

「じゃあ、何な故ぜ飲ませた？」

「殺す為だ。魔ま導どう書しよを元に作ったが、洋鬼化生の秘薬にはならず、強力な毒でしかなかった。しかも水によく溶け、無味無臭だ。誰だって分からずに飲む。毒の痕こん跡せきも死体には微かすかにしか残らんし、あれほど勝手のいいものはないぞ」

　そう解説した来青を、伊織が睨にらみつける。

「ということは、試したことがあるんだな？」

「もちろんだ。外套の男だって馬ば鹿かじゃない。作った薬を、目の前で試せてと言ってきたのは、一度や二度じゃないぜ」

　来青が涼しい顔で答えた。

「この施せ療りよう所じよの患者に飲ませたのか？」

「ああ。それ以外に誰がいる？」

「貴様……」

　伊織は言葉が出てこず、代わりに奥歯をぎりりと嚙かんだ。

「言ったろ？　俺は善人じゃないって。だが、犠ぎ牲せいになった人間の命を無む駄だにはしてないぜ。抜き取った触媒で魔法薬を作って、倍以上の人間を助けた。別に胸を張って言うことじゃないが、ここの患者のことを見向きもしなかった奴やつに、俺のやり方をとやかく言われる筋合いはねえ。違うか？」

　来青の舌ぜつ鋒ぽうが鋭するどく突き刺さり、伊織は言い返せなかった。病を患わずらった貧民に関心を一切払わず、何もしなかった人間に、恨うらまれるのを覚悟で行動した人間を責める資格はない。そして、彼の行いを恨んでいないからこそ、良りよう仙せんや患者たちは我が身を削ったのだ。

「と言っても、俺がやったことは許されることじゃないけどな。余命が短い人間を選んだとか、他ほかの人間を助けたとかは、ただの言い訳だ」

　自じ嘲ちようの笑えみを浮かべ、来青が話を元に引き戻す。

「試作した洋よう鬼き化け生しようの秘薬は瓶に入れ、そこの戸棚に鍵かぎを掛けて仕し舞まってたんだ。あの夜、武ぶ州しゆう屋やから逃げ帰ってきたら、鍵かぎが叩たたき壊こわされ、中身が殆ほとんど抜き取られてた。ここの人間には、強力な殺さつ鼠そ薬だから絶対に触れるなと伝えていたから、盗んだのは外がい套とうの男か、その仲間としか考えられねえ」

「魔ま法ほう薬やくは、どうして全部持ち去られてなかったんだ？」

　鍵を壊した時点で盗みは露ろ見けんしている。瓶ごと盗めば良いのに、何な故ぜ中身を少し残して抜きとったのだろうか。

「さあな。理由は、俺おれにも分からん」

　二人ふたり共に考え込み、沈ちん黙もくが降りてきた。このままお互いが黙だまっていても仕方ないので、伊織は、それを心に留めつつ、次の重要な疑問に移った。

「外套の男は、何故清きよ音ねどのを手に掛けようとしたんだ？」

「俺への報復に決まってる。触媒を中抜きしていることが、バレたに違いない。それで、見せしめの獲え物ものを探し、清音が狙ねらわれたんだ。たっぷり後悔させてから、俺を殺すつもりだったんだろうな」

　確たしかに説明はつくが、物足らない気がした。自分の作った魔法薬で恋人が死んだと分かれば、悔しいだろう。しかし、見せしめなら、もっと陰惨な方法もあるし、逆に言えば来青の裏切り行為が、清音にまで類が及ぶほど怒りを買うとも思い難がたい。

「お前に関係なく、清音どのが、命を狙ねらわれていたってことはないか？」

「ない」

　と即答したが、すぐに思い当たることが見つかったらしく、来青の瞳ひとみに閃ひらめきが走った。

「いや、そう言えば、あの夜、清音は俺に相そう談だん事ごとがあると言ってたな。あいつは病床の慰なぐさめに、浮うき世よ草子ではなく、店の帳ちよう簿ぼを持ってこさせるような奴やつだから、太た助すけが店の金を使い込んでいたことを気づいていたのかもしれん」

　伊織は台に肘ひじをつき、身を乗り出した。

「つまり太助は、外套の男のもとで働いていたんじゃないのか？　武州屋の蔵から金や触媒を持ち出しているのを清音どのに勘かんづかれ、殺そうと考えた。外套の男は、実行犯として太助を使ったわけだし、その方が、しっくりくるぞ」

「それは、あるな。俺に毒殺犯の汚名を被かぶせることは簡かん単たんだ。奉ぶ行ぎよう所しよの捕り手がここに踏みこんで、棚を調しらべれば、残っている魔法薬が見つかる。それを死罪の囚人に試すと、清音と同じ毒の痕こん跡せきが出るって寸法だ」

　毒の効果しかない秘薬を、わざわざ盗んでまで使ったことに、ようやく合点がいった。

「清音どのを治そうと焦る余り、お前が、出来損ないの魔法薬を飲ませて死に至らしめた。それなら誰だれも疑わない。太助の身を守る為ためには、別の人間を下げ手しゆ人にんに仕立て上げるのが一番だからな」

　太た助すけが清きよ音ねに食い殺されたことで、彼の不ふ審しんな行動が発覚し、使い込みが発覚したが、脚本は悪くないと思う。悪かったのは運だ。洋よう鬼き化け生しようの秘薬が偶然完成するなど、誰だれだって、計算に入れて考えられない。

「とは言っても、俺おれの無実を証明するものは、何もないがな」

　来らい青せいが、酒の臭におう溜ため息いきを吐ついた。

「なあ、久く世ぜ。清音に会わせてもらえないか？」

「下しも屋や敷しきに連れて行ってはやるが、会えるか会えないかは、長ちよう兵べ衛いどの次第だ」

「だったら、会えるわけがねえ。今回のことを説明する前に、眉み間けんに矢を撃うち込まれるのがオチだ」

　首をすくめながら来青は立ち上がり、書棚の前に進んだ。洋よう綴とじの書を一冊引き出し、戻ってくると、伊い織おりの前に置いた。

「頼みがある。これで清音を救ってくれないか？」

　表紙をめくり、数行読む。和文で書かれており、内容は日記だった。

「読み進めていけば、解法薬の生成方法が書かれているのか？」

「いや、最後まで読んでも、ただの日記だぜ」

　何がしたいんだと、声を荒げようとした伊織の鼻先に、彼が普ふ段だん掛けているものと形が同じ丸まる眼鏡めがねを差し出す。

「これを使わないと駄だ目めなんだ」

「なら、最初から渡しておけ」

　伊織は丸眼鏡を引ったくり、鼻筋にのせる。改めて表紙をめくると、和文は消え、魔法言語であるルーン文字が浮かび上がっていた。

「隠しインクか。聞いたことはあったが、初めて見たよ」

「下へ手たに手の込んだところに隠すより、こっちの方が安全だからな。目に届く物ほど、人は怪しまないもんだ。実際、奉ぶ行ぎよう所しよや浪士組の馬ば鹿かどもが書棚を探っていたが、見つからなかった」

　言って、伊織が視し線せんを落としている洋綴じの書を指さす。

「こいつには、解法薬の生成方法が書かれてある。魔法陣を組み上げれば、完成するんだが、後のことをお前に任せたい」

　伊織は、鼻の眼鏡を外し、調ちよう薬やく書しよと共に台の上へ置いた。

「何で、私がお前の尻しり拭ぬぐいをしなきゃならない？」

「俺じゃあ、清音を助けることが出来ないからさ。まず、俺が清音に会うのは無理だ。全すべてを打ち明けたところで長兵衛が許すはずがないし、屋敷へ無む理り矢や理り押しかけたところで、返かえり討うちにあうのは目に見えてる。それに、これが一番大きな理由だが、俺の手元には充分な触媒がないんだ。一度、道ど修しゆう町まちの薬種問屋に押し入ったが、必要なもの全部は手に入らなかった。でも、お前なら、長兵衛に手配させることが出来るはずだ。そして、三つ目。俺は外がい套とうの男に狙ねらわれてる。今は上う手まく隠れているが、見つかれば殺され、この解げ法ほうの調ちよう薬やく書しよは奪われる。だから、先に信頼の出来る人間に託しておきたいんだ」

「で、今度は私が、命を狙われるわけだな」

　ただの嫌いやみだが、言わずにはおれなかった。

「それを分かっていながら引き受けるのが、お前だ。そうだろ？」

　分かりきっているといった感じの表情が腹に立ち、違うと言ってやりたかった。しかし、断るわけにいかないので、聞こえよがしに舌を打つ。

「仕方ない。やってやる。だが、お前の為ためじゃない。清きよ音ねどのの為だぞ」

「恩に着るよ。持つべきものは友だな」

　来らい青せいが台に手をつき、頭を下げた。その後頭部を見下ろし、お前の友になったつもりはないぞと突き放してから、伊い織おりが厳はげしい口調で告げる。

「引き受けるには条件がある。解法薬に関かかわる書を除いて、洋よう鬼き化け生しようの秘薬に関する全すべてを、ここで破棄しろ」

「それは、もう手を打ってある。あの日持って行った清音の薬と戸棚に仕し舞まっていた試作薬。触媒から魔ま法ほう陣じんに至るまで、紙に記したものは全部、灰にして川に流した。後は、俺の頭の中にしか残っちやいねえよ」

　来青がそう言って、こめかみを人さし指で突いた直後、施せ療りよう所じよの大おお部べ屋やの方から冴さえの声が聞こえてきた。

「伊織先生、何ど処こにおるん？　迎えに来たで！」

　来青が、びくりと背筋を伸ばし、腰を浮かせた。戸口へ振り返り、聞き耳を立てる後ろ姿が、見苦しいほど落ち着きがない。冴にここへ踏み込まれるのが怖いらしい。

　漏れ聞こえてくる冴の話し声から想像するに、奥へと入ろうとする彼女を良りよう仙せんが押し止めているようだ。

　そわそわと後ろを気にしながら、来青が伊織へと向き直る。

「もう話は終わりだ。ここを出て、冴と一緒に帰ってくれ」

「いいや。まだ話は終わってないぞ」

　伊織は慈じ悲ひの欠けた口調で答え、台の上に置かれていた調薬書を手元へ引き寄せた。

　来青が両手をついて身を乗り出し、冴の耳に届かぬよう小さな声で囁ささやく。

「何が訊ききたいんだ。早く言え」

「どうして小こ弥や太たに、あんな仕打ちをしたんだ？」

　言った途と端たん、来青が瞳ひとみをそらした。

「お前には関係ないだろ」

「じゃあ、冴さえに訊きいてもらうとしよう」

　調薬書を手にとり、ぱらぱらとめくる。

「久く世ぜ、後生だ。部へ屋やを出てくれ」

　そう懇こん願がんされても、同情する気にはなれなかった。清きよ音ねを助ける為ため、小こ弥や太たに死すら招く強薬を盛ったことを冴に告白し、手をついて詫わびるべきだ。彼女に変わり果てた来らい青せいの姿を見せるのは少し気が引けたが、想おもいを断ち切る荒あら療りよう治じだと腹をくくる。

　廊下を足音が近づいてくる。来青は立ち上がり、部屋から逃げだそうとしたが間に合わない。

「伊い織おり先生、うちや。中に入るで」

　陽気な声に合わせて、冴が部屋に入ってきた。来青を見るなり、両手を口で覆おおって立ちすくんだ。包帯で顔を覆う男が、たった一目で誰だれか分かったらしい。

「来青先生……」

　冴らしくない消え入るような声こわ音ねで言うと、ゆっくりと前へ進んだ。眦まなじりから涙が一筋糸を引いて伝い落ちる。

（しくじったかもしれないな……）

　来青に罰を与えるつもりだったが、冴が、ここまで彼のことを惚ほれているとは思わなかった。とても小弥太に犯した罪を、この場で白日に晒さらすことは出来そうにない。こんなことならば、薬室を出て、彼女を連れ帰るべきだった。

「生きてたんやね」

　来青が押おし黙だまったままうなだれた。握にぎり締しめた両の拳こぶしが、小刻みに震ふるえている。湧わき起こる感情を必死に堪こらえているように見えた。

「ほんま良かった」

　冴が手を伸ばして、立ち尽くす想い人を抱き締めようとした刹せつ那な、来青の首が骨こつ音おんを軋きしませ、ぐるり回転した。喉のど奥おくから絞り出た呻うめき声ごえと共に、だらしなく開いた顎あごから血に濡ぬれた長い舌が垂れ下がる。

　目の前で何が起こったのか理解出来ず、冴の表情が凍りついた。余りに突然のことで、伊織も息を飲んだきり体が動かない。

「噓うそやろ……」

　冴が唇を震わせて言うと、冷たい声がそれに答えた。

「いいや、現実だ」

　鞘さや滑すべりの音が鳴り、来青の頭が鈍にぶい音をたて跳ね飛んだ。噴ふき上がった血ち飛沫しぶきが、冴の顔を赤く濡らす。

　少女の瞳ひとみから焦点が消えた。眠り落ちるように目を閉じ、血ち溜だまりの中に倒れ込んだ。遅れて首を失った来青の体が膝ひざから床に崩れ落ちる。

　伊織は、調ちよう薬やく書しよを手にしたまま後方へ跳はね退のくと、五指を高速で踊らせた。何者かの声が聞こえた空間に、金こん色じきの魔ま法ほう陣じんを構える。

「雷撃ル＝ボウ！」

　雷土いかずちの矢が、伊い織おりの掌てのひらから放たれ、部へ屋やの扉とびらを吹き飛ばした。埃ほこりと木き屑くずが宙を舞まう中に、襲しゆう撃げき者しやの姿はない。

「惜しかったぞ」

　声の出所を探し部屋を見回すと、触媒の戸棚の下に転がっていた来らい青せいの首が、髪を逆立て浮き上がった。すかさず燐りん光こうを宿した指先を疾はしらせ、新たな魔法陣を描きだした伊織に、嘲ちよう笑しようが飛ぶ。

「少し落ち着いたら、どうだ」

　倒れ込む冴さえの傍そばで、陽炎かげろうが揺らめいたように見えた次の瞬しゆん間かん、外がい套とうを被かぶった男が姿を現した。

　背は六尺を超え、肩や胸に相応の厚みがなく、棒のように細長い。右手には血で染まった洋剣、左手には白目を剝むく来青の生首。胸元に輝かがやく首飾りの先には、銀の逆さ十字が輝いている。

「貴様、禁きん呪じゆ使つかいだな？」

「だとしたら、どうする？　久く世ぜ伊織」

　伊織は、魔法陣を男に向け、眉まゆ根ねをきつく寄せた。

　名を知っているということは、どんなに遅くとも良りよう仙せんと顔を合わせた時には、傍にいたことになる。いつから見張られていたかは分からないが、まんまと友釣りの餌えさにされた公算が高い。自身の軽率さに、伊織は歯は嚙がみせずにはおれなかった。

「良くやったぞ。お前のお陰で、笠かさ原はらを見つけることが出来たし、他ほかの手間も省けた。褒ほう美びとして、大人おとなしくその解法の調薬書を渡せば、命だけは助けてやろう」

　外套に覆おおい隠され、口元が見えない。剣と生首を摑つかむ両手も布手袋を嵌はめており、肌は少しも露ろ出しゆつしていなかったが、その滑らかな話しぶりからして、異人ではないようだ。

「断る」

　死んだ来青への忠義立てではないが、この書だけは渡す気にはなれなかった。幻げん影えい魔法で姿を消す厄やつ介かいな相手だが、手の内は読めたので、一人ひとりならば逃げることは出来る。問題は……。

「この娘が、どうなってもいいのか？」

　男は言って、足元で気を失っている冴の首筋に洋剣の切っ先を突きつけた。

「冴には手を出すな」

「そうして欲しいなら、書を寄こせ」

　外套の男が白はく刃じんを引き、冴の首の皮を浅く斬きり裂いた。傷口から血が滲にじみだし、小麦の肌を伝い落ちる。

「分かったからやめろ」

　伊織は男を睨にらみつけると、片手で魔法陣を構えたまま、調薬書を薬棚の足元に放り投げた。

「何のつもりだ？」

「冴をそこに置いて拾いに行け。交換だ」

　大人おとなしく従うように思えなかったが、伊い織おりは賭かけに出た。何かを仕掛けなければ、隙すきは生じない。

「舐なめた真ま似ねをしてくれるじゃないか」

　外がい套とうの男が忌いま々いましげに言い、指を打ち鳴らした。

「少し反省してもらうぞ」

　見たこともない図形だらけの魔ま法ほう陣じんが、突とつ如じよとして横たわる来らい青せいの体の上に浮かんだ。まるで生きているように、屍し体たいの肩がぶるぶると震ふるえる。時を置かず、切断された首元から湧わき水みずの如ごとく暗色の蛇が噴ふき出した。

「──!!」

　悲鳴は何とか飲み込んだが、伊織の顔色は一いつ瞬しゆんで蒼そう白はくとなった。口の端と目め尻じりが引ひき攣つり、意思に反して震えが止まらない。

　恐怖と懸けん命めいに戦っている間も、蛇が来青の体から際限なく溢あふれだし、床に広がる血の海を覆おおい尽くした。

　外套の男が、伊織に冷然と命じる。

「犬のように床に両手をついて、解法の調ちよう薬やく書しよを口にくわえてもって来い」

「出来るか、そんなことが」

「出来なければ、それでもいいぞ。但ただし、この娘には、生きながらにして可か愛わいい息子むすこたちの餌えさになってもらう」

　伊織が視し線せんを落とすと、数えきれないほどの蛇が、冴の体の上を這はい回っていた。

「さて、何ど処こから食ってやるとするかな。お前はどう思う？　目か？　耳か？　それとも内ない臓ぞうからがいいかな？」

　声が愉ゆ悦えつで満ちあふれている。その卑劣さに、伊織は吐き気を覚えた。魔法陣を男の頭部に狙ねらいすえる。

「蛇を引かせろ。さもないと貴様が死ぬことになるぞ」

「お前が呪じゆを叫ぶより早く、娘は死ぬことになる。それでもいいなら好きにしろ」

　剣けん尖せんは、ぴたりと冴の喉のどに押し当てられていた。男の言う通り、雷らい撃げきを放つ前に彼女は死ぬことになるだろう。

　一匹の蛇が、冴の青ざめた唇の間に首を押し入れたのを見て、伊織は叫んだ。

「分かった！　やめろ！」

　唇を咬かみ、魔法陣を握り消した。じり貧になるのは分かっていたが、男の注意を冴からそらさなければ反撃のしようがない。

「いいだろう。早く言った通りにして、解法の調薬書を取ってこい」

　怒りで眩め暈まいを覚えつつ、伊織は床に跪ひざまずいた。両手をつき、犬のようにして歩き出す。

　気づけば、鎌かま首くびをもたげた蛇たちが半円状に並び、伊織を包囲していた。ちろちろと揺らめく桃もも色いろの舌を見るだけで、うなじに鳥肌が立つ。視し線せんを来らい青せいの屍し体たいに向けると、最も早はや形を止とどめていなかった。肉は全すべて蛇へと転じ、脱ぎ捨てられた蛇皮のようにしか見えない。

　調ちよう薬やく書しよのもとに辿たどり着いた伊い織おりに、男が命じる。

「さあ、くわえろ。手を使うんじゃないぞ」

　伊織は恥辱で胸が焦げるのをこらえ、床に顔を近づけた。周囲を取り巻く蛇たちが鎌かま首くびをもたげ、こちらを見ている。

　冷たい唾を飲み込んだその時、伊織の眼がん前ぜんに、見覚えのある紫むらさき色いろの昆虫が転がり落ちた。同じ手に掛かった自分の不用意さを呆あきれると同時に光明を見い出す。時の間も置かず、天てん井じようから沖おき田たの声が降ってきた。

「氷狼牙サデイアス！」

　数条の氷の槍やりが天窓の鉄格子をすり抜け、外がい套とうの男に頭上から襲おそい掛かった。完全に不意を打たれつつも真横へと飛とび退のいたが、氷ひよう刃じんは意思を持つかのように追尾し、標的を逃さない。

　外套の男が洋剣を床板に突き刺し、呪じゆを放った。

「鋼神盾テルマトイ！」

　黒色の大盾が出現し、襲い来る氷槍の穂先を弾はじき返した。

「おっかないことをしてくれるじゃないか」

　言って、燐りん光こうの灯ともった指を跳ねる。男の姿が、部へ屋やから忽こつ然ぜんと消えた。

　鉄格子を摑つかみながら、沖田が叫ぶ。

「その子は僕に任せて逃げて下さい」

　伊織を探知虫で追尾し、来青を取り逃さぬよう遠巻きに見張っていたのだろう。

「氷棺サルフ！」

　天窓から白い靄もやを纏まとった氷ひよう塵じんが降り注ぎ、全身に纏いつく蛇ごと冴さえを覆おおい尽くした。瞬またたく間に棺ひつぎの形となる。眠れる少女を囲む氷は厚く、そう簡かん単たんには砕けそうにない。

　床に溢あふれかえっていた蛇たちが、冷気に追い立てられ、我先にと廊下へと這はい出ていく。

「伊織さん、さあ早く！」

　沖田に急せかされ、伊織は調薬書を拾って立ち上がると、かじかむ指を奔はしらせ、魔ま法ほう陣じんを握った。薬室全体に注意深く視線を配りながら、ゆっくりゆっくり戸口へと向かう。

「無む駄だだ。お前だけは逃がさん」

　いずこからか男の声が起こった。

（くそう、何ど処こにいやがる）

　鼓動が耳奥で、高鳴り始めた。どれだけ目を凝こらしても、姿を捉とらえることが出来ない。

　廊下を何者かが駆けてくる音が聞こえてきた。

　天窓の向こうに、伊織を援えん護ごしようと魔法陣を構える沖田の顔が見える。胸を去来する名は、たった一つだった。

（早く来てくれ）

　そう希こいねがった伊い織おりに、見えない凶きよう刃じんが迫る。戸口から人ひと影かげが、迅じん雷らいの如ごとく飛び込んできた。

「死ね！」

「させるかよ！」

　二つの声と刃やいばが絡む音が、伊織の傍そばで三重奏を奏かなでる。

　思わず閉じた瞼まぶたを開くと、そこに逞たくましい背中があった。奇抜な柄の小こ袖そでと癖くせ毛げを雑にまとめた髷まげ。振り返らずとも、誰だれかは分かる。もし天窓から沖おき田たが見ていなければ、思わず抱きついてしまったかもしれない。

「待たせて悪かったな」

「遅いぞ」

　伊織は唇を尖とがらせ、冬とう馬まの背を拳こぶしで叩たたいた。どうやらつけて来ていたのは、沖田だけではなかったらしい。先日、俊しゆん哉やに尾行者がいることを匂におわされた為ため、それなりに気をつけていたつもりだったのだが……。

「すまない。我ながら情けないぜ」

　珍しくしおらしげに謝あやまると、青せい眼がんに構えた剣を書棚へ向けた。

「幻術が通じぬとは、貴様何者だ？」

　切っ先の向こうに、外がい套とうの男が現れた。手にしている洋剣が、冬馬の一いち撃げきを受け損ない半ばで折れている。

「悪いが、悪党に名乗る名はねえ」

「ならば、墓ぼ碑ひに銘めいは刻めんぞ」

「心配するな。死ぬのは、お前だ」

　怒気を孕はらみつつ声静かに応じるや、冬馬は疾風を巻く突きを繰くり出した。鋼はがねのかち合う音が響ひびき、洋剣が吹き飛ぶ。冬馬の豪刀が、男の胸に鍔つば元もとまで深々と突き刺さった。

「こいつ……」

　冬馬が顔を顰しかめて剣を引き抜き、後方へ跳んだ。その刀身に、血脂の曇くもりがない。

「そん…なもので、私は殺せ……んよ」

　男の声が崩れ、外套の闇やみの中から、大量の蛇が堰せきを切ったように溢あふれ出てきた。人の形は瞬またたく間まになくなり、床が蠢うごめく蛇で埋まる。

「…なっ…!?」

　当惑の吐と息いきを漏らした冬馬に、蛇たちが牙きばを剝むき襲おそい掛かった。太た刀ちを振り、数匹同時に鎌かま首くびを刈り飛ばしたが、新手が波のように押し寄せて絶えない。

「冬馬、動くな！」

　そう命じた伊織の掌てのひらに、複雑精せい緻ちな魔ま法ほう陣じんが浮かんでいた。足元に群がり、牙を立てようとした蛇には目もくれず、金きんの光を解き放つ。

「──汝なんじ、亜法に従え。轟雷デユラス！」

　雷の杭が、伊い織おりと冬とう馬まと氷ひよう棺かんに眠る冴さえを巧みにかわし、床から無数に生はえ出た。細い体をくねらせ、逃げようとする蛇を捕らえ、黒焦げに灼やき切る。

　口元を手で覆おおって、不愉快に香ばしい臭においを防ぎながら、伊織は室内を見渡した。外がい套とうの男の姿はなく、床に転がっていた来らい青せいの首も煙のように消えていた。

　大おお部べ屋やの方から、この世のものとは思えない悲鳴が、折り重なって聞こえてくる。

「行くぞ、冬馬」

　伊織は、来青の残した調ちよう薬やく書しよを懐ふところに仕し舞まうと、生暖かい蛇の死し骸がいを踏みつけ薬室を駆け出た。




「いつの間に……」

　伊織は息を詰め、大部屋の戸口で立ち尽くした。

　早業か、それとも前もって術を仕込んでいたのか。茣ご蓙ざの上で寝ていた患者たちの体から、来青と同じように、無数の蛇が湧わき出していた。目、耳、口、鼻、尻しり。穴という穴から流れ出した蛇の大群が、黒い川を作って外へ向かっている。

　診察室へ通じる扉とびらの傍そばに、良りよう仙せんと思おぼしき束そく髪はつの屍し体たいが見えた。肉を既にごっそり持ち去られており、体の厚みが半分もない。

（くそっ）

　尋常ならざる数の蛇の群れ。床を這はう黒い奔ほん流りゆうを目まの当あたりにして、伊織の膝ひざ頭がしらが、再び小刻みに震ふるえ始めた。不ふ甲が斐いない自分を心の中で叱しつ咤たしたが、足が言うことを聞かず、前に踏み出せない。

　隣となりにいた冬馬が一歩進んで、しゃがみ込んだ。

「首に摑つかまれ」

　蛇嫌いのことは、松まつ江えから大おお坂さかへ戻ってきた道中で、冬馬に知られていた。それをネタに散々遊ばれた恨うらみはあったが、無む駄だな意地を張らず、彼の背中におぶさる。

「我ながら情けないよ」

「気にすんなって」

　冬馬が、刀を握ったまま伊織の太ふと腿ももを抱えて立ち上がる。蛇の川に足首が浸つかるのも気にせず、大部屋を瞬またたく間まに駆け抜けた。

　燦さん爛らんたる夕ゆう陽ひが、河かわ原らに出た二人ふたりを赤く照らす。薄うす暗ぐらい施せ療りよう所じよにいたせいで、茜あかねが瞳ひとみに馴な染じむのに数すう瞬しゆんの時を要した。

「逃げるつもりはないみたいだな」

　伊織は、立ち止まった冬馬の耳元で言うと、首から手を放し、地面に降りた。足元に蛇は一匹もいなくなっている。

　冬とう馬まが、刀を肩に担ぎ、震ふるえが収まった伊い織おりを見下ろす。

「ああなった方が、少しはマシか？」

「見た目はな。あれはもう、蛇とは言わんだろ」

　施せ療りよう所じよ以外にも、土手を越え、茂みを割り、数本の蛇の川が合流して形を成し、龍りゆうと呼ぶのが相応ふさわしい一体の怪物となっていた。土手の高さを越える頭は九つ。丸太のように長く太い首。顎あごから垂れ落ちた紫の毒液が、畑の薬草を溶かし、太い白煙が立ち昇っている。鱗うろこは鋼はがねの如ごとく輝かがやき、胴体は、丸まる吞のみした牛を軽く胃に収めるほど大きい。四つ足の爪つめを大地に突き立てながら、三みつ又またに分かれた尾を盛んに振るい、砂すな埃ぼこりを盛んに撒まき散らしていた。

　この際きわ立だった特徴を持つ怪物を、亜あ人じんの書で読んだことがあった。大だい崩ほう壊かい以前、森の奥深くの沼地に棲すみ、狩人かりうどたちを震え上がらせていたという──

「ヒュドラね。私も初めて見るわ」

　丹に乃のが、冬馬の隣となりに現れた。気け配はいの殺し方が尋常ではなく、声を発するまで、こんな傍そばにいるとは感じなかった。冬馬と行動を共にしていたので驚おどろきはしなかったが、仲間相手に平然と忍び足を使う性しよう根ねが気に食わず、伊織は、その横顔を睨にらみつけた。

「あら、元気そうじゃない」

　すげなく言って、丹乃が手にしていた包みの紐ひもを解ほどく。現れたのは、風変わりな洋剣だった。細やかな装飾が施された長短の鞘さやが二本、ばらけないよう紐で結われている。

「生あい憎にくな」

　伊織は口く調ちように皮肉を、たっぷり効かせた。

「囮おとり役やく、感かん謝しやするわ」

「……どういう意味だ？」

「禁きん呪じゆ使つかいを誘おびき出してくれて、ありがとうって言ったの。こいつは私が殺やるから、もういいわよ」

　来らい青せいを捜させ、それを餌えさにする。冬馬に協力を頼んだのも、禁呪使いを充分に引きつける為ためだったのかもしれない。

「貴様！」

　怒りが体を渦巻き、飛び掛かろうと身構えた瞬しゆん間かん、丹乃が短い呪じゆ文もんを叫び、手に握る魔ま法ほう陣じんを自分の胸元に押しつけた。

　緋ひ色いろの小こ袖そでが燃もえ上がり、彼女の全身を眩まばゆい炎が包み込んだ。それが一瞬で虚こ空くうへ消え去った後、洋装へと変わっていた。

　魅み力りよく的てきな肢体を包む短衣の上に、凛り々りしく軽やかに外がい套とうを羽は織おっている。暁ぎよう闇あんの如き濃こ藍あいの布地が、少女の白い肌をことさら際立たせていた。腰帯に留めた鞘からしゃりりと引き抜いた二対の剣は、一方は細身で長く、もう一方は肉厚で短い。どちらの刀身にも、優ゆう美びな彫物が施されており、使い手同様に艶つやがあった。

「怪け我がしたくなかったら、下がってなさい」

　そう言い捨てるや歩き出し、長剣と短剣で自らの両りよう頰ほおを浅く斬きり裂いた。血塗られた切っ先が燐りん光こうを発し、宙に複雑な軌跡を描いていく。威い厳げんのある、透んだ詠えい唱しようが河かわ原らに響ひびき渡った。

　ヒュドラへ向かう丹に乃のの頭上に、球体状の魔ま法ほう陣じんが浮かび、凄すさまじい速さで回転しながら形を大きくしていた。伊い織おりの知る法式は少しも見当たらないが、位階が恐ろしく高いことだけは凡およそ推測がつく。

「──大いなる銀ぎん腕わんの王よ。我、汝なんじを召喚する者なり。神名ルドヴィックの無敵の印において命ず。出いでよ、ヌアザ！」

　光で満ちた魔法陣から銀の巨腕が突き出す。召喚されたのは、獣けものでもなく精せい霊れいでもなかった。
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　ヒュドラと互する巨きよ軀くが、光の繭まゆを破り地に降り立った。赤しやく銅どう色いろの肌は雄々しく、胸板は万軍を阻はばむ城じよう壁へきのように逞たくましく分厚い。両脚は、樹じゆ齢れい千年の樟くすの幹にも負けない太さがあった。背負う大剣は幅広く、柄つか頭がしらから鞘さや尻じりまでの長さは、身の丈たけと変わらない。そして、何より眼めを奪われるのは、鋭するどく輝かがやくその右腕である。

「銀腕のヌアザヌアザ・アガートラム……、噓うそだろ……」

　伊い織おりは我が目を疑い、声を震ふるえさせた。

　銀の義腕を持つヌアザは、ダナーン神族の王だ。人間如ごときの召喚に軽々しく応じる神格ではない。上級神との契約は、大魔法士の家系に世せ襲しゆうされる。門外不出であり、金で買える代しろ物ものではないはず。それを丹に乃のが、どうして有しているのか皆目見当がつかなかった。

「何だ、すげーのが出てきたな」

　冬とう馬まが、吞のん気きに言った。額ひたいに手て庇ひさしをあて、ヌアザを眺める彼の横腹を肘ひじで突く。

「あいつ、何者なんだ？」

「大だい公こう儀ぎの隠おん密みつだろ？」

「そんなことで説明がつくか。神族を使し役えきする高位召喚士ハイ＝サマナーだぞ」

　安く見み積つもっても、神かん藤どう治じ部ぶと同格の力がある。こうなれば、礼れい蔵ぞうの娘という話も疑わしくなってきた。

　ゆらめくヒュドラの首が代わる代わる、外がい套とうの男の声で喋しやべり出す。

「ヌアザを召喚するということは、マチルダの娘か」

「なるほど、良い血をしている」

「高慢な眼めつきが、母親そっくりだな」

「えぐり出し、食ってやろう」

「いや、首を持ち帰れば、総長メートルがお喜び下さるはずだ」

　外套の裾すそを風になびかせた丹乃が、語気鋭するどく問う。

「お前、母かあさんの居場所を知っているの？」

「無む論ろんな」

「知りたくば、俺おれを捕らえてみろ」

「ああ、そうだ。この前に会った時は、マチルダが狭苦しい籠かごの中で、早く殺してくれと譫うわ言ごとを言っていたな」

　丹乃の薄うす茶ちやの髪が夕ゆう陽ひを吸い、燃もえるように輝かがやいた。

「……下げ衆すが！」

　長剣を振り上げて号を下す。

「ヌアザ、あの醜みにくい獣けものを討うちなさい」

　銀腕の王が半身を捻ひねり、片刃の大剣を引き抜く。鍔つば元もと近い棟側に、金の円えん環かんが数個連なっていた。

　迎むかえ撃うつヒュドラが九つの首をくねらせ、紫の毒液で濡ぬれた牙きばを剝むき出し、地ち平へい線せんの彼方かなたまで響ひびき渡る咆ほう哮こうを上げる。

　ヌアザが、地鳴りをあげ突進した。大剣の柄つかを両手で握り込み、暴ぼう風ふうの如ごとき刃は風かぜを起こして横一線に薙なぐ。その刀身を嚙かみ砕かんと、顎あごを開いたヒュドラの頭を一つ叩たたき斬きった。剣の勢いは止まらず、すぐ後ろで蠢うごめいていたもう一本の長首も苦もなく両断する。

　真緑の血を滝のように流しながら、ヒュドラが反攻に転じた。複数の首が、幻惑の軌道を描きつつ、息をつかせぬ連撃を繰くり出す。しかし、ヌアザは堅けん牢ろう無む比ひの太た刀ちさばきで、それを防ぐと、大剣を上段から振り落とし、長首を根元まで唐から竹たけ割わりにした。

「無む茶ちや苦く茶ちやな強さだな」

　感嘆の息を漏らした冬とう馬まの髪が、ヌアザの太た刀ち風かぜで揺らめく。銀腕の王の圧倒的な力を見せつけられ、二人ふたりは完全に傍ぼう観かん者しやとなっていた。

　九つあったヒュドラの首を、ヌアザが草を薙なぐように刈り取る。野太い呻うめきと肉を断つ重い音が鳴る度たび、数を減らし、たちまち中央部の二つを残すのみとなった。

　丹に乃のが、口の端を吊つり上げ、酷こく薄はくな笑えみを浮かべる。

「口ほどにもないわね」

　ヌアザが鋭するどく踏み込み、白はく刃じんを振り抜こうとした刹せつ那な、地に転がっていたヒュドラの首が次々と爆ばく発はつした。霧きりのように舞まう緑の血煙の下、元の姿に戻った無数の蛇が我先にと土手を登っていく。

　丹乃が、両手の剣を魔ま法ほう陣じんに差し込み、新たな呪じゆを描き加えた。霧から抜け出したヌアザが、大剣を地に突き刺し、義腕を蛇の群れに構える。銀の掌てのひらが、眩まばゆい光に包まれた。

「逃がすか！」

　銀腕が砲塔の如ごとく狙ねらい据えられ、光球が撃うち出されたと思った瞬しゆん間かんには、土手の中腹に着弾し、天を突くかのような土柱が噴ふき上がった。一瞬遅れて発生した衝しよう撃げき波はが、河かわ原らの葦あしを薙ぎ倒す。

　石混じりの風が顔に当たるのを腕で防ぎながら、着弾点を見ると、巨大な穴が穿うがたれていた。脱走を試みた蛇たちの先陣は、一匹どころか一片の骨も残っていない。

　壮絶な威力に言葉も出ず、伊い織おりはただ立ち尽くすしかなかった。

　ヒュドラを囲んでいた血の霧が風に押し流され、彼方かなたへ去っていく。ヌアザが地に突き刺していた大剣を引き抜いた。

「おい、あれ」

　冬馬がヒュドラを指さす。

　残り二本に数を減らしていた長首が、何事もなかったかのように元の数に戻っていた。耳をつんざく咆ほう哮こうが夜に響ひびき渡る。

　ヒュドラは牙きばを剝むきだすと、大剣を構える銀腕の王に襲おそい掛かった。先に斬きり落とされた首よりも明らかに数段素す早ばやい。

「しゃらくさいことを」

　そう嘲あざ笑わらって、丹乃が両手の剣を魔法陣に疾はしらせる。

「不敗の剣の妙味、とくと味合うがいいわ」

　ヌアザが後ろへ跳んで間合いを取った。剣の棟に連なっていた円えん環かんの一つに指を掛け、引き抜く。

「第一封ふう環かん解放。クラウ・ソラス神勁発動アー＝マツド！」

　丹乃の叫びと共に、大剣の刀身が赤く発光した。漏れ出た魔力の勢いに押され、伊織たちも思わず後ずさる。

　早くも首の再生を終えたヒュドラが、胸の前で大剣を構えるヌアザに向かって毒液を吐き出した。肉が焦げ、白い煙が上がったが、銀腕の王は微動だにしない。刀身の輝かがやきは増し、炉で焼いたかのように紅あかくなっていた。

　丹に乃のが、冷れい酷こくに呟つぶやく。

「ここまでよ」

　ヌアザが、熱ねつ風ぷうを帯びた太た刀ち風かぜを舞まい起こし、神剣クラウ・ソラスを振り下ろす。ヒュドラの頭に赤せき刃じんが触れる寸前、全身に亀き裂れつが走り、閃せん光こうと共に爆ばく発はつした。




　水すい平へい線せんに太陽が沈み、河かわ原らに夕ゆう闇やみが落ちてきた。異臭を放つ緑の血ち溜だまりを残すのみで、魔ま物ものの姿は何ど処こにもない。

「最初から、私を釣つり餌えに使うつもりで、冬とう馬まと引ひき離はなしたのか？」

「そうよ」

　声に罪悪を感じている響ひびきはなかった。丹乃の左ひだり頰ほおが音高く鳴る。

「馬ばっ鹿かじゃないの」

　平手打ちを平然と受けた丹乃に、伊い織おりは、もう一発お見舞いしてやろうと振りかぶったが、冬馬に後ろから抱きかかえられる。

「伊織、もうやめとけ」

　足をばたつかせて、彼の臑すねを蹴けったが、腕の力は少しも緩ゆるまなかった。怒りで朱に染まった首筋を捻ひねり、彼に吠ほえ掛かる。

「お前もお前もだ。こいつの企たくらみを知っていたんだろ？」

　押おし黙だまる冬馬に代わり、丹乃が答える。

「そんなこと話す訳ないじゃない。餌に食いつくまで邪魔しないよう、魔法で眠ってもらってたのよ」

　遅れて助けに来たことを詫わびた後、我ながら情けないと語ったのは、そういうことのようだ。

　伊織は冬馬の腕の中で暴あばれるのを止め、力なくうなだれた。彼にあらぬ疑いを掛けたことが恥ずかしい。

　少し頭が冷えたことで、ある事実に思い至った。禁きん呪じゆ使つかいに襲おそわれる危険を忘れ、無む警けい戒かいで来らい青せいに近づき、むざむざ彼を殺させてしまったのは、自分自身に他ほかならない。掌てのひらの上で踊らされたとは言え、丹乃を責めるのは、ただの八つ当たりでしかなかった。

「冬馬、すまん」

「謝あやまらなくていいさ。お前は何も悪くないぞ」

「いいや、悪い。冴さえに会わせる顔がないよ」

　どれほど酷ひどい男だったとしても、冴の目の前で来青を死なせてしまったことは、慚ざん愧きに堪たえない。彼と再会し、涙を流している彼女を見ているだけに、尚なお更さら胸が痛かった。

　その冴さえは氷の棺ひつぎから出され、すぐ近くの草の上で眠っている。目覚めた彼女に来らい青せいの死が夢ではないと告げることが、今から気が重くて仕方なかった。

　冴の頰ほおに手をあて、具合を見ていた沖おき田たが、腰を上げ、三人のもとにやってきた。静かな声こわ音ねで、伊い織おりに告げる。

「自分一人ひとりを責めるのは、やめて下さい。酷な言い方ですが、彼のことは身から出た錆さびです。新たな犠ぎ牲せい者しやが、彼で打ち止めになったんですから、まずは良しとしないと」

「まだ終わってないわ」

　丹に乃のが、苦々しげに言葉を挟んだ。切れ長の目が、さらに険けんを帯びている。

　冬とう馬まが、伊織を胸に抱えたまま、腑ふに落ちないといった表情で尋たずねた。

「何言ってんだ？　黒幕は倒したし、あの魔ま法ほう薬やくに関かかわる書は、笠かさ原はらが解法の調ちよう薬やく書しよを除いて、一枚も残さず灰にしたんだぞ」

　丹乃が、小さく溜ため息いきを吐つき腕を組んだ。腹立たしそうに人さし指で肘ひじを叩たたく。

「勘かん違ちがいしているようだけど、ヒュドラは私が倒したわけじゃないわよ。ヌアザの神剣が、当たって爆ばく発はつしたように見えたの？」

「いや。当たってないのは見えてたぜ。触れずに倒す魔法かと思ってたんだが、違うのか？」

　丹乃が、肩をすくめる。

「そんなわけないじゃない。ヒュドラは、術の限界がきて自じ壊かいしたのよ」

　よく考えてみれば、おかしな話だった。あれだけの魔物をいくらでも使えるのなら、洋よう鬼き化け生しようの秘薬に手を出す意味は薄うすい。

「虚こ仮け威おどしの化け物じゃあ、私たちは倒せない。それでも、けしかけてきた意味は分かる？」

「目くらましと足止めですね」

　丹乃の問いに、沖田が迷わず答えた。

「そういうこと。奴やつは目的の物を手に入れたから、私たちを撹かく乱らんして、逃げきるだけの時を稼かせぎたかったのよ」

　冬馬が眉まゆ根ねに皺しわを寄せる。

「目的の物？　何言ってんだ。オークに関わる魔ま導どう書しよは、笠原が焼いちまったって言ったんだろ？」

「そうね。でも奴は、全すべてを知っている笠原の首を持ち去ったわ」

「だから、どうした。首だけじゃあ、何も話せないぞ」

「それが話せるの。少し手間が掛かるけど、生首にそうさせる禁きん呪じゆがあるのよ」

　丹乃の表情に、暗い影かげが過よぎった。ほんの少し悲しみが滲にじんでいるようにも見える。その理由は分からないが、出任せでないのは確たしかなようである。

「くそったれが……」

　歯は嚙がみした冬とう馬まの隣となりで、沖おき田たが問う。

「じゃあ、秘薬の生成方法は、奴やつらの手に渡ったってことですか？」

「癪しやくに障さわる話だけど、そうとしか考えられないわ。だから終わってないのよ、何も。生成方法さえ分かってしまえば、笠かさ原はらよりも腕の落ちる魔ま法ほう士しでも、薬は作れるわ。それをここ大おお坂さかですぐに使うかどうかは分からないけど」

　言って腕を解ほどき、冬馬を流し見る。媚こびてはいないが、伊い織おりの胸すらくすぐられる艶つややかな瞳ひとみだった。

「奴を追うのに力を貸してくれない？」

　冬馬が、鼻から息を吐き出し、かぶりを振る。

「悪いが、俺おれは伊織と一緒にいる。こっちには解法の調ちよう薬やく書しよがあるんだ。いつ取り返しに来ても、おかしくないからな」

「そう、残念だわ」

　冬馬に微笑を投げ、土手へと歩き出した丹に乃のが、伊織の横で足を止めた。草の上で眠っている冴さえに、冷たい眼まな差ざしを向ける。

「忠告しておくわ。あの子には、気をつけておくことね」

「どういう意味だ？」

「分からないの？　それとも本当に馬ば鹿かなの？」

　嫌いやみたっぷりに言い、顔を背けると、丹乃は一度も振り返ることなく河かわ原らを立ち去っていった。




　中庭に煌こう々こうと焚たかれた篝かがり火びの周りを、名も知らぬ小虫が微かすかな羽音をたて舞まい飛んでいる。天は深々と暮れ、闇やみが薩さつ摩ま藩はん大坂上かみ屋や敷しきを押し包んでいた。

　厚い雲に隠れ、月つき影かげが消えた。上方特有の湿気を多た分ぶんに含んだ風が中庭を吹き抜け、外廊下で一人ひとり、刀を抱く男の茶ちや筅せん髷まげを揺らす。

　薩摩藩士中なか村むら半はん次じ郎ろう。『人ひと斬ぎり』の異名通り眼がん光こうは鋭するどく、剣術で鍛きたえ上げた筋骨は獅し子しの如ごとく逞たくましい。

　半次郎は鼻を一すすりすると、やおら片かた膝ひざをつき、抜く手も見せずに抜刀した。刃やいばが闇だけを切り裂き、宙空で制止する。

　互ごの目乱れの二重波紋が、吐と息いきで白く曇くもった。愛刀を漆しつ黒こくの宙に突きつけたまま、半次郎が立ち上がる。

「おはん、何のつもりじゃ」

「中村、相変わらず鼻が利くようだな」

　突とつ如じよ、外廊下に新たな人影が一つ現れた。不ふ埒らちな客が外げ道どうの術を使うと知っているので、半次郎は眉まゆすら動かさない。血塗られた洋物の外がい套とうを頭から被かぶる男の口元に、皮一枚離はなれて切っ先が肉にく薄はくしている。

「鼻じゃなか」

　まるで犬のように言われた気がして、半はん次じ郎ろうは不快を露あらわに否定した。が、男が姿を消し廊下を忍び歩いてきたのが分かったのは、その全身に漂う血臭故ゆえである。

　外がい套とうの胸の辺りが袈け裟さに斬きり裂かれているものの、手傷を負っている様よう子すはない。何者かを殺あやめてきたようだ。外套の男が闇やみに紛れて藩はん邸ていにやって来るのは、ここ最近は珍しくなかったが、返り血を浴びてきたのは初めてのことだ。

「分かったから剣を引け」

　口ぶりは尊大で脅えは欠か片けらもない。少し思い知らせた方が良かったなと思いつつ、半次郎は切っ先を返し、剣を鞘さやに収めた。

「おいの目が黒かうちは、こげなあまいことさせん。覚えちょれ。次は素っ首を叩たたき斬るぞ」

　そう凄すごみの利いた声で釘くぎを刺し、要件を問う。

「大おお久く保ぼどのに会いにきた。通してくれ」

　一人ひとりで奥へと進もうとする男を目頭で制して背を向ける。

「おいについてけ」

　半次郎はぞんざいに言い放って歩き出した。

　土と佐さ堀ぼりの両岸に連なる諸国の藩邸の中でも、ここ薩さつ摩ま藩上かみ屋や敷しきは図抜けて広い。家か禄ろくがたった五石こくの下級藩士の三男として生まれた半次郎にとって、夢のような御殿である。そんな屋敷の中を半次郎が肩で風切り歩いても、咎とがめる者はいない。人斬りの看板が伊だ達てではないことを、家中の誰だれもが知っていた。

　地獄へ送り込んだ亡者の数は、もう覚えられなくなっている。お陰で金も女も思うままだが、不満が一つだけあった。仕える相手が、どうしても好きになれない。

　半次郎は、浮かぬ気持ちで辿たどり着いた奥座敷の前で膝ひざをつき、襖ふすま越ごしに声を掛けた。

「大久保どん、ようごわすか？」

「何なんごとじゃ？」

「例の客人でごわす」

「よか。入れ」

　襖を開き、外套の男を引き連れて中に入る。背筋を伸ばし魔ま導どう書しよに視し線せんを落としていた座敷の主が、書見台から顔を上げた。

　大久保市いち蔵ぞう。薩摩藩国父島しま津づ久ひさ光みつの側近中の側近であり、その威名は藩の内外に広く知られている。しかし、半次郎は、敬愛して止やまぬ西さい郷ごう吉きち之の助すけと比肩出来る器ではないと、常々思っていた。薩摩隼はや人との多た分ぶんに漏れない剽ひよう悍かんな風ふう貌ぼうだが、根深く陰いん鬱うつな影かげが宿っており、どうしても好きになれない。それに藩にとって有益だとしても、つき合う輩やからが悪過ぎる。

　大久保は、半次郎を一いち瞥べつもせず、外套の男に顔を向けた。

「酷ひどく手間取ったようだな」

　相手によって薩さつ摩ま訛なまりを使わぬことも、半はん次じ郎ろうは嫌いだった。重厚で篤とく実じつな性格に見えて、正体は小器用で変わり身の早い大おお久く保ぼらしい悪あく癖へきの一つだ。

「厄やつ介かいな奴やつらがいて、算そろ盤ばんで弾はじいた通りにいかなかった」

　男はあっさり苦戦を認めると、外がい套とうの中から包みを取り出し、膝ひざの前に置いた。大きさから推測するに、人の生首に相違ない。

「もちろん、必要な物はこうして手に入れたがな」

　言って、包みをぽんと叩たたいた。大久保が、微かすかに目を細めて頷うなずく。

「それは重ちよう畳じようだ」

「ただ、充分とは言えない。出来れば取り戻したい物がある。力を貸してくれないか？」

　薩摩藩はんの側そば役やく相手に傲ごう岸がん不ふ遜そんな物言いだが、大久保は気にする素振りなく問い返した。

「何が入り用だ？」

「後詰めに有あり村むらが欲しい」

（有村じゃと……）

　唐突にある男の名が、半次郎の頭に浮かんだ。それはありえぬと即座に否定したが、思わぬ言葉が耳に飛び込んでくる。

「今すぐなら無理だ。次じ左ざ衛え門もんは、薩摩に帰っている」

　大久保が、まさかの名を口にすると、座ざ敷しきに入ってから初めて半次郎に瞳ひとみを向けた。他言無用だぞ、と語っていたが、そんなことはどうでも良い。

（次左衛門め、生きちょうたか……）

　有村次左衛門は、北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうの使い手で、将来を嘱しよく望ぼうされた天才剣士だった。桜さくら田だ門もん外がいで老中井い伊い直なお弼すけの首級を取った後、手傷深く自じ刃じんして果てたと聞いていた。瀕ひん死しの状態で運び込まれた若年寄遠えん藤どう胤つね統のりの屋敷で治ち療りようを受け、実は生き延びたという噂うわさはあったが、ただの願がん望ぼうだと誰だれも信じていなかった。半次郎もその一人ひとりである。

　望外の朗報に、胸が躍おどる。それが顔に出ないよう表情を岩のように硬くした半次郎の隣となりで、外がい套とうの男が低く唸うなった。

「こちらへは、いつ戻る？」

「半月ほど後だ」

「早船を走らせて、それを半分に出来ないか？　早く始末をつけたいんだ」

「駄だ目めだ。上じよう洛らくされる久ひさ光みつ公こうの護ご衛えいを務めることになっている。俺おれでは引き抜けん」

　そこを何とかならぬかと外套の男は食い下がったが、大久保は頑として頷かなかった。

「別に次左衛門でなくとも良かろう」

　すわ、俺おいの出番かと胸を張る半次郎に目もくれず、大久保が言葉を継ぐ。

「お前も知っているだろうが、司令コマンドールの使いで、奴が大おお坂さかに来ている。後詰めだけでいいのなら、首を縦たてに振らせてみせるぞ」

「奴やつを使うのはまずくないか？」

　外がい套とうに隠れて顔は見えぬが、あからさまに気の乗らぬ声だった。

「構わんさ。いくらたばかろうと、どのみち裏を見せることになる。司令コマンドールにも話は通しておくから心配するな」

　強い口く調ちようで押され、外がい套とうの男が腕を組む。長い沈ちん黙もくが続いた。

　後こう顧この憂うれいを断つべく万全の備えを取るか、それとも奴に手柄を横取りされる危険を犯すか、葛かつ藤とうしているのだろう。

　半はん次じ郎ろうが外套で隠れた横顔を眺めていると、男が息いきを吐つき腕を解ほどいた。

「一度手持ちの駒こまを使って、仕掛けてみる。仕損じた場合、頼んでくれ」

「ああ、それでも構わんよ」

　悠然と応じながらも、大おお久く保ぼの瞳ひとみに酷こく薄はくな鬼火が過よぎった。何か良からぬことを考えているようだが、外套の男がそれに気づいている様よう子すはない。

（馬ば鹿かな奴じゃ）

　半次郎は呆あきれて、毛深いうなじをぼりぼりと搔かいた。
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　雲が折からの強風に流され、生い駒こまの峰を越え西の空へ去った。天を望めば凛りんとした眉まゆ月づきが、武ぶ州しゆう屋や下しも屋や敷しきの甍いらかに掛かっている。

　行あん灯どうの薄うす光びかりに照らされ、奥座敷の襖ふすまに映る影かげは三つ。伊い織おりは長ちよう兵べ衛いと初はつ音ねを前に、正せい蓮れん寺じ川がわの施せ療りよう所じよで来らい青せいに会ったことから、ヒュドラを倒しながらも禁きん呪じゆ使つかいに逃げられたことまで、順々に話した。口く調ちようは淡々としながら、淀よどみがなく、顔の色は深く沈んでいる。丹に乃のとぶつかり燃もえ上がった心が、落ち着きを取り戻すと共に、自責の念が、鉛の如ごとく重みを増していた。

　全すべてを聞き終えた長兵衛が、懐ふところ手でで首を捻ひねる。

「どうも腑ふに落ちませんな」

　初音が畳に白い指をつき、色をなして父を睨にらんだ。

「父とう様さま、口を慎まれて下さい。清きよ音ねの為ために危き難なんに遭われた伊織先生のお言葉を疑うなんて、恩知らずにも程がありますよ」

　嚙かみつかんばかりの声こわ音ねにも動ぜず、長兵衛は懐手のまま伊織を見つめていた。その瞳ひとみに、憎しみとは違う色の感情が浮かんでいる。来青へのわだかまりとは別に、納得いかないことがあるようだ。

　目め尻じりを逆立てている初音をなだめてから、伊織は長兵衛に尋たずねた。

「何が腑に落ちないのですか？」

「大きくは二つあります。一つは、清音が命を狙ねらわれた理由です」

　言って袂たもとから手を出し、膝ひざに置く。眉み間けんには深い皺しわが刻まれていた。

「確たしかに、かなりの額がくの金や触媒が、太た助すけによって盗まれておりましたが、それが露ろ見けんするからと言って、清音の命を奪おうとするとは思えません」

　話の筋が見えず、今度は伊織が眉根を寄せる。

「何な故ぜですか？」

「結局は、事が露見するからです。清音にもしものことがあれば、何の故ゆえで、そうなったか、私が虱しらみ潰つぶしで調しらべます。事実この度たびも、清音を害した不ふ埒らち者ものを炙あぶり出す為、帳ちよう簿ぼに目を通し、太助の悪事を見つけ出しました。清音に手を掛ければ、己おのれに疑惑の目が向くことくらい、太助は分かったはず。ならば、毒など盛らず、夜逃げをした方がましです。太助は、それくらいの算そろ盤ばん勘かん定じようは出来る男でした。だから、清音に薬を盛った理由が得とく心しん出来ないのです」

　初音が首を傾け、長兵衛に顔を向ける。

「父様、太助だって人の子です。追い詰められれば、愚かな振ふる舞まいをしてもおかしくありませんよ」

「確かに、おかしくないとも思いますが……」

　言いつつも伊織の頭の奥に、黒い雲が広がっていた。施療所で来青と話し合った時は、全すべてを見通した気分になっていたが、思い違いだったのかもしれない。

「そこはもう一度考えた方が良いかもしれませんね」

　同意を完全には得られなかった初はつ音ねが、小さく肩を落とす。妹になり代わり、来らい青せいを擁よう護ごする気持ちが強いのだろう。彼の死を告げた時も、声に出しては泣かなかったが、目め尻じりに涙の雫しずくを溜ためていた。

「そう思います。私は私で、太た助すけが清きよ音ねを害した理由ついて、店の者や帳ちよう簿ぼを洗い直し、探ってみましょう」

　つまりは、来青のことを疑っていないのかと思ったが、そうではないらしく、長ちよう兵べ衛いが硬い表情で言葉をつぐ。

「次に得とく心しんがいかないのは、笠かさ原はらのことです。先生も奴やつの言葉を、余さず信じておられるわけではございませんね？」

「父とう様さま、この期に及んで、まだそのようなことを……。来青先生はお亡くなりになられたのですよ。何が信じられないと言うんです」

「初音、お前の意見など訊きいてはいない。少し黙だまっていなさい」

　長兵衛は初音を叱しかると、伊い織おりに答えるよう目頭で促した。

「一言一句、噓うそがないかと問われれば、首は縦たてに振れませんが、この解法の薬に関しては真まことでしょう」

　言って、膝ひざの前に置いていた解法の調ちよう薬やく書しよに視し線せんを落とす。いつ付いたのか、表紙に血が一滴、染み込んでいた。

「私もそう思います。来青先生が、このことで噓をつくはずがありません。大おお坂さかから逃げ出さず、伊織先生が来るのを待ったのが何よりの証拠です」

　声に力を込めて言った娘を、長兵衛がきつく睨にらんだ。

「初音、いい加減にしろ。黙れないなら、ここを出て行け」

　眦まなじりを逆立てた初音が、言葉を返そうとして、下唇を嚙かんだ。口を開けば、父に対する憤いきどおりが止めどなく溢あふれだしてしまうからだろう。

　初音は睫まつ毛げを伏せ、伊織に一礼すると、無言のまま部へ屋やを出ていった。

　襖ふすまが閉まるのを見届けてから、長兵衛が口を開く。

「私は、笠原が清音の為ために命をはったとは思えないのです。大坂を離はなれなかったのは、他ほかに理由があるはず。伊織先生は、心当たりはございませんか？」

「生あい憎にく思いつきません。ですが、何かあると、私も思います」

　来青はやりたいことがあって大坂を離れなかったと語ったが、彼の口ぶりからして、それが解法薬のこと以外にもあるような気がした。あそこで殺されなければ、訊き出せたかもしれないが、今はどうにもならない。

「但ただし、清音どのの安否を気き遣づかっていたのは確たしかです。彼の声こわ音ねに噓がなかったのは、私が請うけ合いましょう」

　長ちよう兵べ衛いが眉まゆ根ねに困惑の色を浮かべた。膝ひざを進め、解法の調ちよう薬やく書しよを手に取る。

「では、これで清きよ音ねが助かるのでしょうか？」

「それは、やってみなければ分かりません。笠かさ原はらが、必死の思いで解法の道筋を解き明かしたのは事実としても、その理り論ろんが正しいと証明されたわけではありませんからね」

　紙の上で正しいと思ったことが、間違っていることは往々にしてある。他ほかの試作薬と同じように、今の段階では、毒である可能性も捨てきれなかった。

「しかし、今以上に清音どのが悪くなることはないかと思います」

　皮肉な話だが、不死のオークが毒死することはない。

　伊い織おりの言葉に、長兵衛が深く頷うなずく。

「笠原については解げせぬことがありますが、先生のことは心より信頼しております。解法の薬を作って頂けないでしょうか？」

「分かりました。力を尽くしましょう」

　伊織はそう応じると、長兵衛に触媒の手配など、いくつかの頼み事を伝えた。




　床の間に置かれた硝子ガラス鉢ばちの中で、水草と舞まい踊おどる金魚たちが灯ともし火びの光を浴び、時おり夕暮れ色に輝かがやいている。

　伊織は奥おく座ざ敷しきを出た後、洪こう庵あんの寝しん所じよを訪ね、河かわ原らでのあらましを告げた。

　枕まくら元もとには、往診に来た玄げん安あんの姿もある。訳知り顔で相あい槌づちを打つことなく、地蔵のような表情のまま、黙だまって話に耳を傾けていた。

「そうですか。笠原君が亡くなりましたか……」

　洪庵が枕の上で、静かに瞼まぶたを落とした。細かい皺しわで覆おおわれた目元に、悲しみと無念が色いろ濃こく滲にじんでいる。

「この老骨より、彼のような麒き麟りん児じを先に呼ぶとは、天もつくづく無情なことをしますね」

　洪庵は細い息を吐き出し、切れ長の目を開いた。首を傾け、伊織の瞳ひとみを力強く見つめる。

「久く世ぜ君、彼に代わり使命を果たしなさい。いいですね」

　否いなと言わせぬ口調の裏に、万感の思いが籠こめられていた。

「承知しました」

　頭を下げ、寝所を出た伊織の後に玄安が続き、後ろ手で障子を閉めた。

「解法薬は、ここで作るつもりかね？」

「未完成の魔ま法ほう陣じんは、ここで組み上げますが、生成は違う場所でと考えています。笠原の残した書を読んだところ、事前にいくつかの触媒を合成する必要があるようなんです。アタノールを使えるところが、近場にあれば良いのですが」

　適てき塾じゆくは閉へい鎖さされたままだし、正せい蓮れん寺じ川がわの施せ療りよう所じよは遠い。何ど処こか手て頃ごろな場所を見つける必要があった。

「だったら、この近くに住む私の知人に話を通しておこう。魔法医の腕は久く世ぜ君の役に立てる程ではないが、診察所の外にアタノールを造ったと聞いている。私が頼めば、首は横に振らないはずだ」

「それは助かります。お願ねがいして良いですか？」

「もちろんだ。他ほかに、私が出来ることはないかな？」

　少し考えてから頼み事を伝えると、玄げん安あんは快く頷うなずいた。洪こう庵あんの診しん療りようが終わった後、長ちよう兵べ衛いに自由に使うよう言われた書斎で落ち合うよう約束する。

　洪庵の寝しん所じよへ戻る玄安の背中を頼もしく眺め、渡り廊下を歩き出す。

　母おも屋やに近い掛け行灯あんどんの下に、寄り添う二つの影かげが見えた。近づいていくと、足音に気づいたのか、男の胸に顔を埋めていた女が、こちらへ振り返った。

　仄ほの明あかかりが、涙で濡ぬれた瞳ひとみを照らす。女は初はつ音ねで、男は土ひじ方かただった。惚ほれた男に慰なぐさめてもらっていたらしい。

　無ぶ粋すいなことをしたが、渡り廊下は一本道で避けようがなかった。伊い織おりが歩み寄ると、初音は袂たもとで涙を拭ふき、小さく会釈した。

「先程は失礼しました。父の強情と不ぶ躾しつけさが許せなくて……」

「気にしないで下さい。お父上は何一つおかしなことはおっしゃっていませんよ」

　言って、初音の後ろに立つ土方を仰ぎ見た。女を慰める時ぐらい、優やさしげな表情を浮かべているかと思ったが、鋼はがねの面つら構がまえに緩ゆるみがない。

「沖おき田たに話は聞いた」

「無様な話だったろ？」

「だからと言って、同情はしないぞ」

　斬きり捨てるように言われたが、何な故ぜか励まされた気がした。伊織は、ふっと口の端に笑えみを浮かべ、彼に尋たずねた。

「こちらの守りを固める為ため、京きようから増援を呼べるか？　調ちよう薬やく書しよを取り戻そうと、禁きん呪じゆ使つかいがいつ襲おそってくるかもしれん」

「任せておけ。お前は一刻でも早く、解法薬を完成させろ」

「ああ、分かってる。武ぶ州しゆう屋やの人間が危害を加えられぬよう、くれぐれも頼んだぞ」

　念押しに言い、その場を去った伊織の背後で、初音が土方に再び身を預けた。彼の胸の中で何事か囁ささやいたが、伊織の耳には届かない。

　行灯の光を頼りに、中廊下を進んでいく。これから冴さえに会い、来らい青せいの死を告げねばならないと思うと、足取りは段々と重くなった。

　廊下の角を曲がると、冴を寝かせてきた部へ屋やが見えた。襖ふすまが開き、中から冬とう馬まが出てくる。伊織の姿を目にとめ、歩み寄ってきた。

「ちょっと前に冴が起きたぞ」

「まだ何も話してないな？」

　冬とう馬まが頷うなずき、尋たずね返す。

「来らい青せいのことは、俺おれが伝えようか？」

「気持ちは有あり難がたいが、私に任せてくれ」

「いいのか、本当に？」

「ああ。奴やつをむざむざ殺させたのは、私だからな」

　言って通り抜けようとした伊い織おりの肩を冬馬が抱き止めた。

「それは違うぞ。もし責があるとしたら、駆けつけるのが間に合わなかった俺も悪い」

「下へ手たな慰なぐさめはよせ。悪いのは私だ。釣つり餌えになるなんて、馬ば鹿かにも程がある。冴さえには、私が話さなきゃ駄だ目めだ」

　肩を摑つかむ冬馬の手を外すと、赤せき眼がんを見つめ微ほほ笑えんだ。

「ただ、お前が傍そばにいてくれると嬉うれしい」

「お安いご用さ」

　優やさしく微笑み、とんと肩を叩たたいてきた冬馬に勇気づけられ、冴の寝しん所じよの前へと進んだ。襖ふすまの向こうに声を掛ける。

「冴、入るぞ」

　襖を開けると、白い寝ね間ま着きの冴が布ふ団とんの上で体を起こしていた。冬馬が言った通り、寝覚めて間がないらしく、瞳ひとみが薄うすぼけている。

　伊織は、有あり明あけ行灯あんどんの置かれた枕まくら元もとに膝ひざを落とした。すぐ隣となりに冬馬が腰を下ろす。

「先生、ここは何ど処こなん？」

「武ぶ州しゆう屋やの下しも屋や敷しきだ」

　二つほど冴の問いに答えてから具合を尋ねた。

「頭が少しぼーっとするけど、何処も痛ないよ」

　言いつつ冴が、ほりほりと頰ほおを搔かく。

「ただ、悪い夢を見たんや」

　言葉を詰まらせた少女の眦まなじりに、涙の粒が膨ふくれ上がった。たちまち頰に流れ、尾を曳ひいて顎あご先さきを伝い落ちる。

「……なあ、先生。あれは夢やよね？」

「冴、すまない」

　その一言で全すべてを察し、少女は震ふるえる自らの肩を抱いた。唇を咬かみ、押し殺そうとした嗚お咽えつが破れ出る。

　伊織は慰めの言葉が思い浮かばず、いつまでも哭なきやまない彼女を抱だき締しめることしか出来なかった。




　昼八つの鐘かねが鳴ったばかりというのに、枯れた朝顔が巻きついている連れん子じ窓まどに射さし込む陽ひ射ざしが薄うす暗ぐらい。どうやら久しぶりに一雨降るようだ。

　六畳間の書斎は、何十冊もの魔ま導どう書しよと洋書で埋め尽くされ、足の踏み場がなかった。無造作に散らばっているように見えるが、置いた本人は何ど処こに何があるかきっちり把握している。

　雑然としながらも、実は整せい然ぜんとしている部へ屋やで一人ひとり、伊い織おりは書机に頰ほお杖づえをつき、浮かぬ顔で鵞がペンを走らせていた。来らい青せいから譲ゆずり受けた丸まる眼鏡めがねを鼻にのせ、彼が記した解法の調ちよう薬やく書しよを読みながら、紙の上に魔法陣を描いている。

「駄だ目めだ。これじゃあ」

　伊織は手を止め、インクが掠かすれ始めた鵞ペンを机の上に放り出した。膝ひざを崩し、後ろ向きに倒れ込む。

「笠かさ原はらの奴やつ、何があと少しだ……」

　ここ武ぶ州しゆう屋やの下しも屋や敷しきで、解法薬の生成に使う魔法陣の組み上げに取り掛かってから、早くも五日が過ぎようとしていた。難なん易い度どが高過ぎ、二歩進んでは三歩下がる日も珍しくはない。魔法薬の天才と謳うたわれた来青ならば容易たやすい仕事なのだろうが、予想以上に骨が折れた。完成するまでに、あと数日はかかりそうだ。人を食らうことが出来ず、飢えて暴あばれることが激はげしい清きよ音ねを見る度たび、忸じく怩じたる思いが募つのる。

　首を傾け、部屋の隅に置かれた行こう李りを見つめた。中には施せ療りよう所じよの書棚から取ってきた魔導書が、ごっそり入っている。直接、オークのことは書かれていないが、一般的な魔法薬についての記述が充実しており、とても参考になった。ちょっとした閃ひらめきを授かるだけで、難所を突破し、一気に魔法陣全体が組み上がるようなこともある。骨は折れるが、全すべてに目を通してみるのも良いかもしれない。

　そう思いつつ、ごろんと寝返りを打った伊織の視し線せんの先に、長ちよう兵べ衛いに取り寄せてもらった書しよ籍せきが山やま積づみになっている。その山と畳の間には、今の気分をより一層と憂ゆう鬱うつにさせる物が挟まっていた。

　昨日きのうの昼、武州屋の丁でつ稚ちが店に現れた棒ぼ手て振ふりから使いを頼まれたと言い、一通の文ふみを持ってきた。開く前に分かったが、小こ五ご郎ろうからだった。

　その文に従えば、今この時刻、俊しゆん哉やと天てん満ま湯ゆの二階で落ち合っていなければならない。だが、冬とう馬まのことを別にしても、むざむざ外がい套とうの男の手引きをし、来青を殺させてしまった自分が、全てを投げ出して、京きようへ行くことは出来なかった。

　かと言って、帰参を取り消されれば、郷里の母を泣かすに留とどまらず、父と固く交わした約束を反ほ故ごにすることになる。そろそろ文が来る頃ころだと脅えていた一昨日おとといの夜、骨と皮だけになった遠えん水すいが夢に現れ、不忠を罵ののしられてしまった。

　熟じゆく慮りよした結果、虫が良い話だと分かりながら、半年待ってもらえないかと返書をしたため、丁稚に金を与えて天満湯に届けるよう頼んだ。屋根舟での小五郎の強ごり押おしを思い返せば、とても認めてくれるようには思えないが、他ほかに方法がなかった。

　それに最悪の打算だが、今帰参の話が流れても、まだ挽ばん回かい出来ると読んでいた。長ちよう州しゆう藩はんが公こう儀ぎを向こうに回して無む謀ぼうな武力蜂ほう起きに出れば、一人ひとりでも多くの魔ま法ほう士しが必要になる。その時を逃さず売り込みを掛ければ、微び禄ろくながら久く世ぜ家けは再さい興こう出来るかもしれない。

　故郷が戦火に包まれれば、父との約束が果たせる。それを積せつ極きよく的てきに望むつもりはないが、そうでも考えなければ、今を乗りきることが出来ない。

　溜ため息いきを天てん井じように吹きかけると、伊い織おりは起き上がり、眼鏡めがねを外して書机に置いた。胸を締しめつける晒さらしが、汗ばんで気持ちが悪い。こういう時は、井戸水を頭から被かぶるに限る。

　伊織は念の為ため、解法の調ちよう薬やく書しよを懐ふところに仕し舞まい腰を上げた。折り重なる書しよ籍せきが崩れないように気をつけながら、爪つま先さき立ちで歩いていく。

　松葉模様の襖ふすまを開くと、狛こま犬いぬのように廊下に控えていた浪士組の隊士が二人ふたり、揃そろって顔を上げた。

「どちらへ？」

「井戸で水を浴びてくる。半刻ほどで戻ってくるから、それまでは何処かで寛くつろいでいてくれ」

　土ひじ方かたの命を受けた隊士が、輪りん番ばんで伊織の護ご衛えいについていた。窮きゆう屈くつな話だったが、そうでもしないと、冬とう馬まが片時も傍そばを離はなれようとせず、仕事の妨げになった。今、彼の姿が見えないのは、八つ刻の食べ物を探しに、台所へ行っているからだろう。

　隊士二人と別れ、磨き込まれた廊下を歩いていると、屋や敷しきの奥深い場所にあるにもかかわらず、中庭で鍛たん錬れんしている浪士組の気合い声が耳に届いてきた。何があったか知らないが、今日きようは一段と力が入っているようだ。

　三日前から、京きようの屯とん所じよから駆けつけた隊士が加わり、浪士組は二十を超える手勢になっていた。隊の主だつ役やく職しよくの者はいないが、皆一様に強こわ面もてで四肢は逞たくましく、いかにも腕が立ちそうだ。その新手が、正面の門と勝手口、清きよ音ねが幽閉されている土蔵、そして伊織のもとに配されている。昼はそれぞれ二名ずつ、より警けい戒かいが必要な夜は、人数を増やすだけではなく、土蔵には土方が、伊織の寝しん所じよには沖おき田たが泊まり込み、警戒に当たっていた。

　浪士組が大所帯になった一方で、下屋敷に詰めていた武ぶ州しゆう屋やの人間は、清きよ音ねの世話役の下男二人を残して全員屋敷を去っている。長ちよう兵べ衛いと事後のことを話し合い、必要最小の人間を残して、上屋敷へ引き上げてもらったからだ。

　オークを元の人間に戻してしまう解法薬が、禁きん呪じゆ使つかいたちにとって目障りなのは疑いようがない。その完成を妨害する為ため、襲しゆう撃げきしてくる恐れは多た分ぶんにあった。返かえり討うちにしたとしても、人が多ければ、沢たく山さんの犠ぎ牲せい者しやが出る。無む駄だな血は、一滴でも流したくなかった。

　丹に乃のの姿は、あの日以来一度も見ていない。禁呪使いを捕らえられなかった責任を感じ、躍やつ起きになって後を追っているんだろうと、冬馬は言うが、そんな健けな気げな女とは思えなかった。きっと、この近くに伏せていて、禁呪使いが襲おそってくるのを待ち受けているはずだ。性格の悪さと言い、ヌアザのことと言い、本当に礼れい蔵ぞうの娘なのだろうか。

　こりにこった肩を揉もみほぐしながら廊下を進み、中庭に面する外廊下に出る。丸石を囲んだ池の傍そばで、襷たすき掛がけをして袴はかまの股また立だちを取った沖おき田たが、木刀を片手に隊士たちをしごいているのが見えた。

　太陽が分厚い雲に飲み込まれたとは言え、蒸し暑さが抜けきっているわけではない。額ひたいや頰ほおを伝う汗は、まるで水を浴びたかのようだ。

　沖田が、鋭するどく踏み込んできた隊士を事もなく叩たたき伏せ、くるりと振り返った。

「次、掛かってこい！」

　虎とら髭ひげの隊士が、八はつ双そうに構えるや、腹の底から声を迸ほとばしらせて挑み掛かる。沖田は、自分より遥はるかに大柄な男の一いち撃げきを木刀で容易たやすく受け止めると、飛ひ燕えんのように体を入れ替え、がら空あきの胴を打った。

「そんな打ち込みで、生き残れると思っているのか！」

　悶もん絶ぜつする隊士を見下ろし、沖田が怒ど鳴なる。ここ数日、外廊下を通り掛かる度たび、浪士組の荒あら稽げい古こを見てきたが、彼女がかくも声を荒げている場面は初めてだった。遠目だが、表情に苛いら立だちが濃こいのが分かる。背中で揺れる後ろ髪が、駻かん馬ばの尾のように見えた。

（いつも温厚な総そう司しが珍しいな）

　と小首を傾かしげ、中廊下へ足を進めた。

　魔ま法ほう陣じんにどのような工夫を加えれば、組み上がるかを思案しながら、人ひと気けのない部へ屋やの前を一つ二つと通り過ぎていく。廊下の角に差しかかったところで、不意に女の苦しげな声が聞こえてきた。

　長ちよう兵べ衛いの使いで、女中が来ているのだろうか。訝いぶかしみながら歩を進めていると、襖ふすまが細く開いている部屋があった。声の大きさからして、そこから声が漏れている。

（何用で来たかは知らんが、早々に帰るよう一声掛けておくか）

　と思い、襖の隙すき間まをのぞき見て、伊い織おりは息を飲み立ちすくんだ。

　白昼にもかかわらず、半裸の土ひじ方かたが、長い髪の女を抱いていた。顔は彼の陰に隠れ見えなかったが、金糸銀糸を散らした艶つややかな帯が解ほどけ、着物の間に、雪のように白い腹が露あらわになっている。土方の手に揉もまれ、卑ひ猥わいに歪ゆがむ胸は豊かだ。声がだらしなく漏れるのを必死に堪こらえているのか、逞たくましい二の腕に突き立つ女の爪つめが小刻みに震ふるえていた。

　湯文字の間に差し込まれた土方の指に秘所を嬲なぶられ、女が背中を弓反りにしならせる。苦しげな呻うめきが一転、甘く震えた。

　土方が女の背に腕を回し、軽々と抱き上げる。その拍子に、快楽に瞳ひとみを潤うるませている女の顔が、こちらを向いた。

（初はつ音ねどの……）

　鼓動が跳ね上がり、目を瞠みはった伊織に、初音は気づかない。土方に下から突き上げられ、小指を嚙かみながら甘美な喘あえぎを漏らしている。

　伊い織おりは耳を朱に染め、脱だつ兎との如ごとく逃げ出した。急せく気持ちに足がついていかず、何度も躓つまずきながら、廊下を数度折れ曲がる。台所の土間で慌あわただしく草ぞう履りを履はき、転がるようにして裏庭へ出た。

　息を切らして井戸端に辿たどりつくと、間の悪いことに、冬とう馬まが木き桶おけを抱えて立っていた。しかも、水で小こ袖そでが濡ぬれないよう、両もろ肌はだを脱いでいる。そんな姿は見み慣なれていたが、土ひじ方かたと初はつ音ねのことを連想してしまい、目のやり場に困った。

「伊織、そんなに急いで、どうしたんだ？」

「い、いや。ちょっとな」

　視し線せんを泳がせ、言いい澱よどむ。今すぐ頭から水を被かぶりたかったが、幻術破りの目を持つ冬馬の前では、着物は脱げない。かと言って、何事もなかったかのように立ち去るのも不自然。さて、どうしようかと悩みつつ、井戸端の縁えん台だいに腰を下ろした。

「何が、ちょっとなんだよ？」

「馬ば鹿か、どうでもいいだろ」

　伊織はたまらず声を荒げた。混乱して、瞬しゆん時じに上う手まい言い訳が思いつかない。

　いきなり馬鹿呼ばわりされたことを気にする素振りなく冬馬が石井戸の縁へりに木桶を置き、顔をのぞき込んでくる。

「熱ねつがあるのか？　顔が赤いぞ」

「大丈夫だ。何でもない」

「そう言いつつ、無む茶ちやをするからな、お前は。根こんを詰め過ぎるのはよくないぞ」

　冬馬が縄なわに手を掛け、するすると釣つる瓶べを引き上げた。中の西瓜すいかを鷲わし摑づかみにすると、石井戸の縁を俎まないた代わりにして、赤く熟うれた実を手て際ぎわよく半月に切り取る。それを、まだ頰ほおを朱に染めている少女に差し出した。

「これでも食って、頭と体を冷やせよ」

「すまんな。気を使わせて」

　喉のども渇いていたし、間を保もたすには丁度良かった。受け取って、すぐさまかぶりつく。果汁の飛沫しぶきが、火ほ照てった頰を冷ました。

　冬馬も伊織の食べっぷりに満足して頷うなずくと、西瓜の残りも切り分け、自分も豪快にかぶりつた。二人ふたり共黙だまり込み、裏庭にしゃりしゃりと赤い実を嚙む音が響ひびく。

（初音どのも顔に似合わず、大胆なことを……）

　彼女の想おもいは気づいていたものの、こんな行動に出るとは思いもしなかった。

　初音の頭の良さならば、今この屋や敷しきにいることが、危険だということくらい分かるはずだ。それに目をつむり、想い人との逢おう瀬せを選ぶとは呆あきれて物が言えない。

（女の情は怖いな）

　清きよ音ねと離はなれるのを渋る長ちよう兵べ衛いを、理ことわりを以もって懇こん々こんと諭さとしていたことも、土方と逢あい引びきする為ためだったと思うと空恐ろしい。泣く子も黙だまる壬み生ぶ浪ろう士し組ぐみの副長が、これ以上ないくらいに傍そばにいるので、何かあっても身は安全だが、肝きもが太いにも程がある。

　しかし、土ひじ方かたも土方だ。どっちが誘ったかは知らないが、力ずくで押し倒されたはずがない。役目を忘れ、あのようなことに現うつつを抜かすなんて……。

　寝しん所じよで見たものを思い返した途と端たん、初はつ音ねの甘い喘あえぎ声が耳奥に蘇よみがえった。逢おう瀬せに関して聞きかじったことはあっても、目まの当たりにしたのは初めてだった。抱き合う二人ふたりの姿を懸けん命めいに頭から追い払おうとしたが、目玉の裏にこびりつき消えてくれない。

　足の指をもぞもぞと動かす。伊い織おりは、再び熱ねつを帯びだした頰ほおを冷ます為ため、かじりつつ西瓜すいかに顔を埋めた。

　二人ふたりで丸々一個を食べきるのに、さして時間は要さなかった。冬とう馬まが、最後の皮を投げ捨て、甘い汁で濡ぬれた口元を拭ぬぐう。

「美う味まかったな」

　子供のように笑い、釣つる瓶べを落として引き上げる。手や口元についた汁を洗い流すのかと思ったら、そのまま縁ふちに唇をつけようとしたので、伊織は、慌あわてて西瓜の皮から顔を離はなした。

「その水、飲んでも大丈夫なのか？」

「さっき汲くんだところだ。見てみろよ」

　言って、伊織にも見えるよう、足元の木き桶おけを爪つま先さきで押す。水の中を数匹の金魚が悠々と泳いでいた。

「ならいい。飲み終わったら、私にも汲んでくれ」

　冬馬は頷うなずき、水を飲み、手と口を洗った。空からになった釣瓶を井戸に落とす。

「なあ、ここまで用心する必要があるのか」

「面めん倒どうだが、やっておくにこしたことはない」

　縁えん台だいから腰を上げ、冬馬から釣瓶を受け取った。甘い汁がべとついて気持ち悪い口元と指を、さっと洗い流す。

「私が禁きん呪じゆ使つかいなら、間違いなく井戸や水みず甕がめに一服盛る。毒でもいいが、洋よう鬼き化け生しようの秘薬が完成しているなら、それを使う。我々がまんまと飲めば、新しい下僕を手に入れた上に、解法の調ちよう薬やく書しよも易やす々やすと奪える。飲まなかったとしても、大きな損害が出るわけでもないしな」

　この件に関しては、土方らと話し合い、浪士組の隊士たちにも徹てつ底ていさせていた。口に入れる物はよろず、自分の目で毒が入っていないか確たしかめる。飯については、下男二人が連れてくる近所の犬や猫を毒味に使い、水については各自、この井戸端で木桶に注ぎ金魚を泳がせた。

　手拭いで上半身を拭った冬馬が、肩に衣を掛ける。

「ほんと厄やつ介かいな奴やつらだな」

「命には替えられん。くれぐれも油断するなよ」

　自分を戒いましめる気持ちもあり、伊織は語気を強めた。

　正せい蓮れん寺じ川がわでの戦いから数日が経たち、警けい戒かい心しんに若干の緩ゆるみが生じていた。と言うのも、禁きん呪じゆ使つかいが襲おそってこないという読みが、頭の片隅にもたげつつある。

　オークを兵器として売る彼らにとって、効力を無効化してしまう解げ法ほう剤ざいは目障りな存在だが、その回収は決定的に遅きに失していた。解法の調ちよう薬やく書しよは未完成の段階にあるものの、玄げん安あんに協きよう力りよくしてもらって複写し、万が一奪だつ還かんされた時に備え、他よ所そで保管している。この布石を打たれることを、禁呪使いたちも馬ば鹿かではないのだから予想するはずだ。

　解法の調薬書を強奪しても、他ほかで解法薬を完成させられる可能性が高い。それを分かっていながら、果たして危険を犯して襲しゆう撃げきを決行するだろうか。土ひじ方かたや沖おき田たも口には出さないが、同じことを思っている節があった。

（その疑念こそが、奴やつらのつけいる隙すきじゃないか）

　伊い織おりは、心の中で己おのれを戒いましめ、釣つる瓶べの水をごくりと飲んだ。清水が湧わくことで知られている上うえ町まち台地に近いこともあり、悪くない味である。しかし、冴さえが魔ま法ほうで清める水と比べてしまうと、一段も二段も落ちた。

　胸の中で涙にくれた彼女を思い出すと、胸がひりりと痛んだ。小こ弥や太たのことが棘とげとなり突き刺さっていたので、もらい泣きこそしなかったが、嗚お咽えつする少女の姿に、こみ上げてくるものがあった。

　半日たっぷり泣き濡ぬれた後、長ちよう兵べ衛いが計らい、腕利きの魔法医である玄安の宅に預けていた弟を迎えに、駕か籠ごに乗せられ帰っていった。以来、解法薬にかかりきっていたので、顔を合わせていない。

（今日きようあたり一度、様よう子すを見に行くとするか）

　そう思いつつ屋根の上を仰ぎ見ると、厚い鉛なまり色いろの雲が、太陽をすっかり飲み込んでいた。暑さは緩んできたが、辺りは夜のように暗い。

　ごろりと天が鳴った。雨が今にも降り出しそうだ。




「よし、今日はここまでだ」

　居並ぶ隊士たちが、どっと膝ひざを落とす。肩で大きく息をし、誰だれの口からも言葉が出ない。この時を逃さず襲撃を掛けられたら一ひと溜たまりもないのだが、心の波が荒立つ沖田に、それを気に留める余裕はなかった。

　剣士としてはか細い指で、顎あご先さきを伝い落ちる汗を拭ぬぐい取る。蟬せみがざわめく大たい樹じゆの根元まで歩いていき、そこに置いていた瓢ひよう簞たんの紐ひもを木刀の先で器用に引っかけ拾い上げたが、殆ほとんど重みを感じられなかった。案の定、たった一口飲んだだけで空からになる。

　石井戸のある裏庭へ行こうかと顔を向けると、天てん秤びん棒ぼうを担いだ少女が歩いてくるのが見えた。正面の門から入って来たのなら、ここを通らなければ裏庭には行けないので、勝手口から入ってきたに違いない。門番に付かせている隊士には、みだりに人を通さぬよう伝えてある。たまたま近くに冬とう馬まか伊い織おりがいて、通行の許可を与えたのだろう。

　だとしたら、一人ひとり歩あるきなどさせず付いて来るような気がしたが、水みず桶おけを吊つるした天てん秤びん棒ぼうを肩から降ろし、冴さえが笑え顔がおで話し掛けてきたので、深く考えるのをやめた。

「沖おき田た様、精が出てはりますね」

「これくらい大したことじゃないですよ」

　笑えみを返し、木刀を幹に立てかけた。

　数日前、長屋に送り届けた際、駕か籠ごの中で背を丸め泣き濡ぬれていた少女の顔を思い出す。表情に、まだその余よ韻いんがくっきり残っていた。本人は空から元気で隠しおおせているつもりのようだが、他人の目は騙だませない。

（愛する人を失ったんだ。無理からぬことだな……）

　同情が彼女の心を癒いやすとは思わないが、沖田の顔に自然といたわりの色が浮かぶ。

「今日きようは、どうされました？」

「お礼を言いに来たんよ。施せ療りよう所じよで危ないところを助けてもらってのに、あの日は泣いてばっかりやったから……」

　言って、冴が照れたように目を伏せると、天秤棒に結んでいた風ふ呂ろ敷しきを外した。中から竹の皮の包みを取り出し、沖田に差し出す。

「あんこ餅もちを作ってきたから、みんなで食べてもらえへんやろか？」

　小豆あずきの甘い香りが鼻先を撫なでた。稽けい古この直後だが、昼ひる餉げを口にしてなかったので有あり難がたい差し入れだ。

「美お味いしそうですね。皆、喜びますよ」

　言って、ずっしりとした竹包みを受け取った。冴が背を向け、水桶の蓋ふたを開ける。天秤棒に吊していた竹駕籠から柄ひ杓しやくを引き抜き、清らかな水を汲くんだ。

「それと、うちの自慢の水も飲んでくれへん。ここの井戸は、あんまり塩辛くないらしいけど、絶対美味しいから」

　白い歯を浮かべた冴が、柄杓の取っ手を沖田に向けた。

「気を悪くしないでもらいたいんだが……」

　喉のどが渇ききっているので柄杓を手からひったくり、今すぐにでも水を飲みたいところだが、そういうわけにはいかなかった。彼女を疑うつもりは毛頭ないものの、毒を何ど処こかで盛られた危険はある。

　そんな沖田の懸け念ねんを、冴が笑い飛ばす。

「毒味のことやったら、心配せんでええよ。伊織先生に、お墨付きをもらったとこやから。その証拠に、ほら。何ともあらへん」

　言うなり、柄杓の水をごくごくと爽そう快かいに喉を鳴らして飲み干した。その様を見ていた隊士たちが、木刀を杖つえにし、歩み寄って来る。

　冴さえが、水を満たした柄ひ杓しやくを沖おき田たに手渡した。

「ところで、土ひじ方かた様の姿が見えへんけど、何ど処こにいはるん？」

「さあ、何処でしょうね」

　軽く受け流したつもりも、語気が荒れる。沖田は、熱あつくなった胸を冷やすべく、一気に柄杓をあおった。




　井戸屋根の暗がりに光が瞬またたき、空から雷鳴が落ちた。井戸の縁へりに腰を掛けていた冬とう馬まが、ひょいと首を伸ばす。

「今、中庭の方から変な声が聞こえなかったか？」

「総そう司したちが荒あら稽げい古こをしてからな。多た分ぶん、その声だと思うぞ」

　と答えたものの、妙に心がざわついた。

「気になるなら、見に行ってみるか？」

　言って、肩越しに振り返ると、建物の陰から冴が現れた。天てん秤びん棒ぼうを担いでおらず、手に風ふ呂ろ敷しき包みを下げている。伊い織おりたちの姿を見て、気恥ずかしそうに小首を傾けた。

「会いたくなったから、来てしもうた」

　口く調ちように湿りはなかったが、少女の顔に翳かげりが見えた。数日では心の傷が癒いえないのは当然のことだが、胸が軋きしむ。

　来らい青せいの死は、小こ弥や太たのことを思えば、因果応報とも言える。しかし、伊織自身が禁きん呪じゆ使つかいを手引きすることになり、彼をむざむざ殺させてしまったことは悔やんでも悔やみきれない。

　彼女に掛ける言葉を迷う伊織に先んじて、冬馬が井戸の縁から腰を浮かして迎え入れる。

「思うことは同じだな。今日きようあたり、俺おれたちも会いにいくつもりだったんだぜ」

　声に無用の気き遣づかいはなく、さらりとしていた。こういうところは見習わなければと思いつつ、相あい槌づちを打つ。頰ほおの強こわばりが解け、緩ゆるんだ心の隙すき間まに、小泡のような疑問が浮かぶ。

「なあ、冴。一人ひとりで、ここまで入ったきたのか？」

　禁呪使いがいつ何時襲おそってくるか分からないので、誰だれかが屋や敷しきを訪ねてきた時は、浪士組の隊士が護ご衛えいに付くよう取り決めていた。なのに、彼女一人とは、どうにも解げせない。

　冴が顔の前で手を振る。

「ちゃうよ。そこまで沖田様がついて来てくれたんやけど、土方様に呼ばれて駆け戻っていきはってん」

「ならいいが、ここに来る時は、充分気をつけてくれよ。相手はお構いなしで、人を害する連中だからな」

「望むところや。襲ってきたら来青先生の敵かたきを取ったる」

　冴が威勢良く言って、拳こぶしを握にぎり締しめた。

「気持ちは分かるが、それは俺おれたちに任せてくれ」

　柄になくなだめに回った冬とう馬まと少女を眺めるうちに、また疑問の小泡がぶくぶくと心に浮かんできた。

　初はつ音ねとの逢おう瀬せを楽しんでいた土ひじ方かたが、何な故ぜ総そう司しを呼んだのか分からない。事をのぞき見られたことに気づき、切り上げる流れになったのだろうか。女が嫌いやがったとしても手を引く男には思えぬのだが……。

　狭い木き桶おけの中を泳ぐ金魚の群れに視し線せんが落ちる。耳の奥深くで警けい鐘しようが響ひびき始めた。

　冬馬が、くんくんと鼻を鳴らす。

「何か、いい匂においがするな」

「この前のお礼に、あんこ餅もちを持ってきてん。良かったら食べてくれへん？」

　冴さえは、犬のように小鼻を動かした冬馬を見て微ほほ笑えむと、風ふ呂ろ敷しきを解ほどき、竹の包みを差し出した。

　それを喜んで受け取った冬馬が、植え込みの下に捨てた西瓜すいかの皮に視し線せんを振る。

「気を使わせて悪いな。西瓜を食ったばかりだから、後で食わせてもらうよ」

「もうちょっと早はように持ってきたら良かったね。今にも雨が降りそうやけど、蒸し暑いのは変わりないから、早いうちに食べるようにしてな」

　残念そうに肩をすくめた冴が、胸元でぽんと手を打つ。

「それと、もう一つ、お礼を置いて帰るわ。あんこ餅を食べる時に、うちの水で茶を沸かしてよ」

　言って、冬馬に釣つる瓶べに水を汲くませると、指先に夕ゆう闇やみに似た群ぐん青じようの光を灯ともして、浄化の魔ま法ほうを唱えた。瞬またたく間まに水面が澄すみ、鏡かがみのようになって冴の顔をくっきり映し出す。手で器を作って、水を試し飲み、満足そうに白い歯を浮かべた。

「ここらの井戸水は元がええから、大おお川かわの水よりも美う味まく感じるわ。まあ、一口試してみてや」

　促されるまま、手渡された釣瓶を口元へ運ぼうとした冬馬の腕を、伊い織おりが握り止める。

「冬馬、ちょっと待て」

「何だよ？」

「一応の用心だ。貸してくれ」

　伊織は、釣瓶をひったくり、金魚が泳ぐ木桶に水を注ぎ入れた。ちらりと冴の瞳ひとみを窺うかがうと、蛇のように冷たく光っていた。丹に乃のの忠告が、頭の中に亡ぼう霊れいの如ごとく蘇よみがえる。

（あの子には、気をつけておくことね）

　木桶の金魚たちが、狂ったように尾びれをばたつかせ、湯が沸いたように水面が揺れ立ったのも束つかの間ま、一斉に腹を上にして浮き上がった。

「まさか……」

　言葉が続かず、表情を凍りつかせた冬馬を横目に、伊織は残っていた水をぶち撒まき、空からになった釣瓶を地面に放り投げた。

「いけすかんことするわ」

　冴さえが吐き捨てるように言い、顎あごをくいっと持ち上げた。片かた頰ほおに邪悪な笑えみが刻まれている。

「なあ、教えてや。うち、どこかわざとらしかった？　それとも前から疑ってたん？」

「両方だ。……と言っても、確かく信しんはなかったがな」

　伊い織おりは、溜ため息いき混じりに言い、両目を細めた。

　来らい青せいが死んだ場に居合わせたことは別にしても、冴を疑って掛かる理由は少なからずあった。にもかかわらず、彼女への情が邪じや魔まをし、今の今まで踏み込むことが出来なかった自分の甘さに胸が焼け、吐きそうだ。

「適てき塾じゆく生せいは性しよう悪わる揃ぞろいやな。うちに、いい顔を見せといて、腹では別のことを考えてるんやもん。ほんま、嫌いやわ」

　冴が醜みにくく口の端を歪ゆがめ、さっと掌てのひらを掲げる。そこに群ぐん青じように輝かがやく魔ま法ほう陣じんが展開していた。

「水弾ネツツア！」
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　圧あつ縮しゆく詠えい唱しようで撃うち放たれた水の散弾が、大きく広がり、伊織の胸元を襲おそった。無残に肉が裂かれようとした寸前、棒立ちの伊織を冬とう馬まが抱きかかえ、地面に転がる。空くうを切った散弾が、少女の背後にあった井戸屋根の支柱に、蜂はちの巣状の穴を空けた。

　ちっと舌打ちした冴の掌に、再び魔法陣が浮かび上がる。それを見て、冬馬が柄つかに手を掛け、佩はい刀とうを抜いた。

「やめろ！」

　地じ擂すりから変化し、舞まい上がった剣けん尖せんを冴さえが掌てのひらで事もなく弾はじき返す。魔ま法ほう陣じんに隠れて気づかなかったが、掌にびっしりと鎧よろいのように蛇の鱗うろこが生はえていた。

　禍まが々まがしい妖よう気きを感じ、伊い織おりのうなじの毛が逆立つ。冬とう馬まが横に立ち、剣を青せい眼がんに構え直した。

「そんな気の抜けた剣で、うちは斬きれへんで」

　へらへらと笑い、冴が唇を舐なめる。その舌先が、二ふた叉またに分かれていた。

　指で魔法陣を描きつつ、伊織が問う。

「お前は、あの禁きん呪じゆ使つかいの仲間なんだな？」

「今更、何言うてんの。当たり前やん」

　鼻で息を抜き、嘲あざ笑わらった冴に、伊織は固い表情で問いを重ねた。

「清きよ音ねどのを殺そうと、番頭の太た助すけに持ちかけたのもお前なんだな？」

「何や、気づいてたんかいな。でも、それを疑っておきながら、今の今までうちを野放しにしておくなんて、あんたもあほやね」

「同感だ」

　言いつつ、喉のどに苦い感情がこみあげてきた。

「清音に、うちらの仲間の太助が、武ぶ州しゆう屋やの金を使い込んでいたとバレたから、口を封じたかってん」

　冴が訊きかれもしないことを言って、また唇を二叉の舌で舐めた。

「それに、あの女には、小こ弥や太たの恨うらみがあったしな」

「魔法薬のこと、気がついてたのか？」

「当たり前やん。小弥太を殺されかけたんやで。分からん方がおかしいわ」

　冴はそう答えると、目め尻じりを吊つり上げた。瞳ひとみの縁ふちが憎悪で血走り赤く染まっている。

「来らい青せいが自ら作った薬で恋人が死ぬ。意い趣しゆ返がえしには、ええと思ってんけど、逆に生き長らえさせてしまったんは、誤算やったわ。ほんま残念や」

　酷ひどく口くち惜おしそうに言い、冴が天を仰いだ。伊織が片かた眉まゆを跳ね上げ、訊き返す。

「残念？　馬ば鹿か言うな。あんな姿に変わり果てたんだ。もう恨みは充分晴らしただろ？」

「全然晴らせてへんよ。だって、生きてるんやもん。どんな姿になろうと、それより大事なことはあらへんわ」

　言った途と端たん、冴の傍そばに巨大な影かげが落ちてきた。

「洋よう鬼き化け生しようの秘薬、やはり完成させたか……」

　伊織は目の前に現れた巨きよ軀くを見て、下唇を嚙かんだ。

　紫の瞳ひとみに豚の鼻。牛の胴ほどに厚い胸板と丸太の如ごとく太い両手足。オークとなった清音と特徴は似ていたが、一点だけ違うところがあった。頭に生えた角が、一本しかない。

　一角のオークの腕を叩たたき、冴が尋たずねる。

「立派やろ。誰だれか分かるか？」

　眼まな差ざしと声に親愛の情が満ちていた。そんな相手を、伊い織おりは一人ひとりしか知らない。

「オークの薬を小こ弥や太たに飲ませたのか？」

「そうや。ええ顔してるやろ」

　言って、跪ひざまずいた怪物の頰ほおを愛いとおしげに撫なでた。

「何てことを……」

　言葉を失った伊織に気を留めず、冴さえはオークの首に手を回し、かき抱いだいた。鬼畜に堕おちた小弥太が、嬉うれしそうに喉のどを鳴らす。

「これで小弥太は死なへん。もう誰にも殺させへん」

　譫うわ言ごとのように数度繰くり返し、鬼女の目で二人ふたりを睨にらんだ。

「せやから、邪じや魔まする奴やつは皆殺しや」

　二ふた叉またの舌で唇を舐なめ上げた冴を、小弥太が巨腕で抱え込む。砂すな埃ぼこりを巻き上げて一跳びし、母屋おもやの大屋根の上にのるや、瓦かわらを蹴けって中庭の方へ走り去っていった。

「待て、冴！」

　伊織の叫びをかき消すように、男の悲鳴が上がった。冬とう馬まと目配せし中庭へ駆け出す。

　鉛なまり色いろの空から、重い雨粒が落ちてきた。

「まるで地獄の底だな」

　冬馬が、赤せき眼がんを歪ゆがめて呟つぶやいた。

　中庭に駆けつけた二人ふたりが見たのは、剣を手にしたオークの群れだった。ざっと数えて十匹。沖おき田たが荒あら稽げい古こをつけていた浪士組の隊士たちの姿はない。

　悲鳴の主は土蔵に近い中庭の隅で、一匹のオークに肛こう門もんから脳天を刀で串くし刺ざしにされ、むしゃむしゃと食われている最中だった。白目を剝むき絶命しているが、時々筋肉が痙けい攣れんし、不気味に四肢が動いている。

　恐怖で強こわばった顔に、辛うじて見覚えがあった。清きよ音ねの世話をしている下男の一人ひとりだ。何かの用事で中庭に踏み込んだところを不運にも捕まり、最初の犠ぎ牲せい者しやになったらしい。

　風に嬲なぶられ、梢こずえがざわめている椎しいの木の根元に、冴の天てん秤びん棒ぼうと水みず桶おけが置き捨てられていた。

「先手を打たれたか……」

　伊織は、地面の砂を蹴り上げた。

　冴が言葉巧みに、洋よう鬼き化け生しようの秘薬を飲ませたのだろう。彼女に対する疑念を、隊士たちに伝えていれば、こんなことにはならなかった。自分の致命的な失敗が許せず、握り込んだ拳こぶしの爪つま先さきが、掌てのひらに深く食い込んだ。降りしきる雨が、両肩に重くのしかかる。

　冬馬が眉まゆ根ねを顰ひそめ、口くち惜おしげに舌を打った。

「総そう司しもやられちまったようだぞ」

「分かるのか？」

　伊い織おりが問うと、冬とう馬まが剣先を椎しいの木の傍そばにいるオークに向けた。後頭部に野太い一本角を生はやし、手には抜きんでた長刀が握られている。

「あのオークが持っているのは、加か州しゆう清きよ光みつ、総そう司しの佩はい刀とうだ。ここにいた奴やつらは、根こそぎやられたみたいだな」

　半ば気づいていたことだが、いざ事実を突きつけられると、体の血が沸ふつ騰とうした。頭の芯しんまで熱あつくなり、怒りで灼やけ死にそうだ。

「伊織、自分を責めるなよ」

　冬馬が、肩を叩たたいてきた。

「無理だ。沖おき田たを、こんな目にあわせておいて──」

「思い上がるな」

　紅こう潮ちようする頰ほおを、冬馬が力まかせに抓つねる。伊織はやめろと叫んで、その手を振り払い、彼を睨にらみ上げた。

「何がだ？」

「神様にでもなったつもりかよ？　先のことを全すべて見通せないのが人間だ。これ以上思い上がるなら、その小さな尻しりを蹴けり上げるぞ」

　横目で言い、不敵に唇の端を引き上げた。

　その笑えみが伊織の胸に穴をあけ、熱ねつ気きを外へと逃がす。

「思い上がっちゃいないさ、人間だからこそ腹が立ったんだ」

　伊織は大きく息を吐き出すと、火ほ照てりが引きつつある頰を、ぴしゃりと叩たたいた。冬馬が何と言おうと、自分の過失は許せない。けれど、今この時は、戦いの妨げになる怒りに囚とらわれるべきではなかった。死ぬほど悔やむのは、生き残った後でも出来る。

「いい顔になったじゃないか。惚ほれ直すほど、可か愛わいいぞ」

「馬ば鹿か。心にもないことを言うな」

　冬馬の茶ちや化かしを鼻で笑い飛ばした伊織の背後で、か弱い悲鳴が上がる。振り返ると、外廊下に土ひじ方かたと彼に抱きかかえられ、顔を青ざめさせている初はつ音ねの姿があった。

　寝しん所じよから慌あわてて出てきたらしく、帯は雑に結ばれ、襟えり元もとと裾すそは乱れに乱れている。白い首筋に口吸いの赤あか痣あざが、桜の花びらのように散っていた。

「土方、あんたが無事だったのはいいが、何でここに、初音がいるんだ？」

　冬馬の問いを無視し、土方が逆に訊きく。

「何があったか、説明しろ？」

　伊織は、不満顔の相棒を目で押さえつけ、さらりと答えた。

「ここにいるのは皆、お前の部下たちだ。一人ひとり残らず、まんまと洋よう鬼き化け生しようの薬を食わされたらしい。もちろん、沖田もだ」

「馬ば鹿かどもが……」

　土ひじ方かたが声低く罵ののしり腰の大だい刀とうを抜いた。初はつ音ねが、彼の腕に膝ひざを震ふるわせしがみつく。

　頭上から冴さえの声が降ってきた。

「ほんま笑うわ」

　見上げると、母屋おもやの大屋根の上に冴と小こ弥や太たの姿があった。少女は弟と共に中庭へ降り立ち、土方を指さす。

「こんな時に、のうのうと乳ちち繰くり合ってたあんたが一番のあほやで。まあ、お陰で楽に仕事が進んだけどな」

　下品に高笑いをし、懐ふところに手を入れ、硝子ガラス瓶びんを四つ、指に挟んで引き出した。それを肩口で振り子のように振ってみせる。

「残るはあんたらだけや。ここで四人揃そろってオークの餌えさになるか、この薬を飲んで永遠に生き続けるか好きな方を選び」

「どちらも断る。お前が死ね」

　鉄のように頑かたくなだった土方の瞳ひとみに、憤ふん怒ぬの火か焰えんが灯ともって見えた。二尺八寸の剛刀、和泉いずみの守かみ兼かね定さだを片手青せい眼がんに構える。

「弱い犬ほど、ほんまよう吠ほえるわ。やれるもんなら、やってみいや」

　冴が言うや、土方の背後の障子を突き破り、オークの巨腕が伸びてきた。

　逃げずに踏み込んで、それを剣で弾はじき飛ばした隙すきをつかれる。鋭するどい鉤かぎ爪づめが、隣となりの障子を引き裂いて現れ、初音の太ふと腿ももを抉えぐった。

　短い悲鳴をあげ崩れ落ちた彼女の前に、土方が躍おどり出る。剣を翻ひるがえし、オークの肘ひじを斬きり落として床を赤く濡ぬらすと、初音を抱きあげて外廊下を飛び下りた。

　中庭に面していた部へ屋やの障子が、次々に蹴けり破られ、オークたちが姿を現していく。刀は持っていないので、浪士組の隊士たちではない。ここを襲しゆう撃げきする前に、小弥太以外にも不死の兵を用意していたようだ。

　初音の白い太腿を、鮮せん血けつが伝い落ちているが、幸いにも深ふか傷でではない。ただ、恐怖のせいか、それとも床に倒れた時に頭でも打ったのか、失神していて動かなかった。やたらに悲鳴を上げられるのも面めん倒どうだが、自力で歩けないのも足手まといになるので困る。

　初音を抱く土方と一塊になり、外廊下を離はなれ、間合いを取った。冬とう馬まが肘で、伊い織おりの二の腕を突く。

「今出てきたオークの後ろに、あいつがいるぞ」

「あいつ？」

「外がい套とうの男だ」

　冬とう馬まの赤せき眼がんが一点に結ばれていた。伊織は、居並ぶオークの後ろに何者も見いだせないが、彼が言うならば間違いない。門や屋や敷しきに詰めている隊士たちが駆けてつけてこないのは、姿を消した外がい套とうの男に忍び寄られ、殺されたからだろう。

　土ひじ方かたが、刀身の血を振り落としながら尋たずねる。

「顔は見えないか？」

「駄だ目めだ。外套と口くち覆おおいで、すっぽり隠れてる」

　言いつつも外套の隙すき間まを窺うかがう冬とう馬まに、伊い織おりは首を振った。

「口覆いを剝はぎ取ったところで、きっと正体は分からんぞ。施せ療りよう所じよに現れた時と同じ手を使っているはずだ」

　姿を隠している状態と言えど、用心深い禁きん呪じゆ使つかいが、敵の懐ふところ深くに生身で飛び込むわけがない。十中八九、冬馬が見ているのは蛇人形だろう。あれだけ強力な魔ま法ほうなので、この下しも屋や敷しきからそう遠くない場所に術者本人が潜ひそんでいると考えられたが、これだけの数のオークを蹴け散ちらし、探し出すことなど出来るはずがなかった。

　三人が言葉を交わすうち、外套の男が率いる新手が、母おも屋や側を固めた。剣を握る沖おき田たらも素す早ばやく展開し、伊織たちを半円状に取り囲んだ。右を向いても左を向いても、逃げ場がない。

「外套の男は任せたぞ。俺おれは、見えている方を叩たたく」

　土方は言うなり、冬馬の胸にぐったりとした初はつ音ねを預け、冴さえに向かって歩き出した。

　その背中を見つめながら、冬馬がぼやく。

「勝手な奴やつだな」

「まあ、誰だれかさんといい勝負だ」

　肩をすくめつつ、周囲に視し線せんを走らせた。幽ゆう霊れい屋敷で遭遇した清きよ音ねと違い、オークたちは鍛きたえ上げられた兵士のように統制がとれている。包ほう囲い網もうを形成した足取りに、少しの油断も無む駄だも見受けられなかった。これでもし、不死身になった隊士たちが人間の時と同じく剣技が使えるならば、苦戦は必至だ。

　土方が、片手青せい眼がんに構えながら、もう一方の手で魔法陣を描き始める。

「行くぞ、女」

「来な、田舎いなか侍ざむらい」

　口元に冷笑を浮かべた冴の前に、剣を携たずさえたオークたちが壁かべを作る。少女の姿が、巨きよ軀くに隠れて見えなくなった。

「お前ら、こいつの生いき肝ぎもを引き出して、毟むしり食ったれ」

　冴の号令に従い、土方の側方にいた二匹のオークが、同時に駆け出して彼を挟きよう撃げきする。

　だが、土方は動じない。雲を突くような大上段から振り落とされた白はく刃じんを、火花を散らして弾はじき返した。直後に襲おそいかかってきた巨きよ爪そうも、巧みに足を捌さばいてかわす。

　詠えい唱しようが朗々と響ひびき、驟しゆう雨うに紅ぐ蓮れんの魔法陣が浮かび上がった。

「──真火を解き放て。焦熱牙メイ＝ナード！」

　掌てのひらから火球が撃うち出され、袈け裟さ懸がけに剣を振ろうとしたオークの首を跡形もなく吹き飛ばした。鬼の形ぎよう相そうの土ひじ方かたが、息もつかせず襲おそいかかってきた別のオークの腕と足を一ひと太た刀ちで斬きり落とし、冴さえへと肉にく薄はくしていく。

　一方、伊い織おりたちを囲むオークの群れにも動きがあり、ゆっくりと確かく実じつに包囲網を狭せばめてきた。土方が多くの魔ま獣じゆうを引きつけているが、まだ八匹もいる。しかも、その背後には、外がい套とうの男も控えていた。

　背中合わせの冬とう馬まと、早口で言葉をかわす。

「戦って勝てる相手じゃない。囲みに綻ほころびを作ってから、そこを突破するぞ」

「飛んで逃げないのか？」

「お前と初はつ音ねどの。二人ふたりを抱えては無理だ」

「俺おれのことは気にするな。一人ひとりなら何とかなる」

「駄だ目めだ。逃げる時は、三人一いつ緒しよだ」

　さしもの冬馬も一人で、これだけの数のオークを向こうに回しては無事で済むはずがない。悪ければ死に至り、良くとも魔人の力が解放され、松まつ江えの再現となる。この屋や敷しきの周辺は余り多くの人が住んでいないが、それでも相当の人死が出るだろう。どう考えても、彼を置いて逃げることは出来ない。

「強情をはるなよ」

「それはお互い様だ」

　伊織の断固たる口く調ちようを聞き、冬馬が溜ため息いきを吐ついた。

「仕方ねえな。でも三人ってことは、土方抜きってことか？」

「非情だが、やむをえん。奴やつだって初音どのを無事逃がすことを望んでるはずだ」

　伊織は言って、前に一歩進み出た。三人を押し囲むオークたちを鋭するどく見回す。

「冬馬、お前は初音どのを守ってくれ。奴らは出来るだけ私が引き受ける」

「おい、役目が逆だろ？」

「いいや、オーク相手に剣は不利だ。お前は、外套の男の出方を見張っててくれ」

　背中ごしに言い、また一歩前へと進んだ。五指を複雑に交差させ、蒼そう光こうを宙に描いていく。

「悪いが、手荒くいかせてもらうぞ」

　伊織は剣けん吞のんな声で宣言した。骨や肉を大規模に破は壊かいし、少しでも長く動きを止める。尋常ならざる再生力を持つオークには、それが最善の策だ。

　前面のオークたちが、臆おくすることなく進み出た伊織を標的と定める。剣を持つ者は高々と掲げ、持たぬ者は鋭い爪つめを煌きらめかせ、牙きばを剝むいた。

　刹せつ那な、雷音が天地に響ひびく。魔物たちは呼応して雄お叫たけびをあげるや、一気に襲いかかってきた。

「──嵐あらしの巣を出いでよ、バイラルの黒蜂。敵を刺し、爆はぜろ。爆針風ケイレル！」

　伊織の両指に、鏃やじりの形をした黒い旋風が巻きつく。迫り来る怪物たちを充分に引きつけて撃うち出した。

　雨の幕を切り裂いた螺ら旋せんの弾丸が、先駆けて襲おそいかかってきたオークの鳩尾みぞおちに突き刺さる。分厚い肉の鎧よろいを破って体深くに埋まり込んだ瞬しゆん間かん、旋風が爆はぜた。

　悲鳴を上げる間もなく、胴が二つに別れる。猛烈な空気に押し出された臓ぞう腑ふが、口と肛こう門もんから無残に噴ふき出た。風の刃やいばに切り刻まれた肉と骨が、血煙に混じって四辺に飛び散る。

　続け様に襲しゆう来らいしたオークの攻こう撃げきをかわし、黒の旋風を放つ。初弾は外れたが、二発目が巨きよ軀くに食い込み、爆ばく散さんさせた。

　冬とう馬まの後こう背はいにいたオークが、一刀を高く掲げ、飛び掛かってきた。それを片手で受け流し、素す早ばやく踏み込んで太ふと腿ももを切断する。オークが崩れ落ちながらも、当たれば骨が砕ける豪腕を振った。それも剣先を跳ね上げ、肘ひじ元もとから斬きり飛ばす。

　土ひじ方かたの奮戦は、更に凄すさまじかった。右手で剣を振れば、血の雨を降らせ、左手で火球を放てば、肉を灼やき骨を穿うがつ。

　脅威の再生を上回る壮大な破は壊かい。たった三人で、オークの猛もう襲しゆうを見事押し返していた。

「やるんやんか。ほな、これはどうや」

　薄うす笑わらった冴さえが、指を踊らせ、呪じゆを唱える。

「──冥河オウクラノスの守しゆ護ご兵へい。自在の槍やりを手に、我の招集に応じよ。水神兵フイアメツタ！」

　魔ま法ほう陣じんから放たれた閃せん光こうが、四囲を駆け抜けた。三人三様に身構えたが、何も起こらない。かに見えたのも束つかの間、天から降り注ぐ雨粒が集まり、人の形を成した。

「たちの悪い女だ」

　土方が憤ふん然ぜんと言い、口を真一文字に結んだ。

　手に槍を携たずさえた水の兵が、見る見る数を増やしていった。伊い織おりの視界の中だけでも、瞬またたく間に十を超える。

　にやつき、それを見ている冴の頰ほおに、蛇の鱗うろこが浮かんでいた。

「行け！　串くし刺ざしにしたるんや！」

　回復を図る為ため、後退していくオークと入れ替わり、水の兵が前進してきた。整せい然ぜんと槍の穂先を揃そろえ、突撃してくる。

「──爆針風ケイレル！」

　伊織の放った黒い旋風が、隊列の真ん中の兵に直撃し爆発した。視界を覆おおいつくさんばかりの巨大な水煙が噴き上がる。余りの呆あつ気けなさに気が緩ゆるみ掛けた瞬間、靄もやを割り、槍の穂先が、りゅうと突き出てきた。

「何っ!?」

　大きくのけぞったがかわしきれず、水の刃やいばが頰ほおを掠かすめる。伊織は、地面を強く蹴けって飛とび退のき、一瞬の差で二の槍をよけた。

　攻撃力はオークに劣るが、再生力は恐ろしく早い。肉も骨もないのだから当然だが、厄やつ介かい過ぎる敵だった。

　土ひじ方かたは魔ま法ほうを駆使し、何とか持ちこたえているものの、剣しか使えない冬とう馬まは、たちまち劣勢に追い込まれていた。赤せき瞳とうが膨ぼう張ちようし魔人の力が、その片へん鱗りんを見せているが、水兵を押し返せていない。

　繰くり出される槍やりの穂先を斬きり落としても、降りしきる雨がたちどころに、新たな穂先となった。攻めに転じて四肢を寸断しても、瞬まばたき一つする間に元通り生はえ揃そろってしまうので、手に負えない。しかも、一方の手に初はつ音ねを抱いている為ため、神速の足あし捌さばきもなりをひそめている。

　必死の抵抗も虚むなしく、じりじりと包ほう囲い網もうが縮ちぢめられていく。防戦一方の伊い織おりと冬馬は後ずさるうち、意図せずして再び背中合わせになった。

「まずいことになったな。どうする、伊織？」

　様よう子す見みを続けても、手詰まりなのは変わりがない。未いまだ後方に控えている外がい套とうの男が、前に出て圧力を加えてくれば、勝敗はすぐにでも決するだろう。

「仕方ない。強引に突破するぞ」

　伊織は、手の中にあった魔法陣を握りつぶすや、五指を巧みに操あやつり、光の軌跡を描き変えた。

「──古鉄の縛いましめを破り、コルディアの馬を駆れ。行使せよ、颶ぐ風ふうの王。轟嵐ゴー＝バツシユ！」

　三人を串くし刺ざそうとした槍の円えん環かんが、渦巻く疾しつ風ぷうに薙なぎ払われる。突如現れた数条の竜巻が、水の兵士を次から次に飲み込んでいき、包囲網に穴を空けた。

　伊織が、冬馬に叫ぶ。

「逃げるぞ」

「何甘いこと言うてんの。させへんよ」

　冴さえが嘲あざ笑わらって腕を振り上げると、傷を癒いやしたオークたちが前へ押し出て退路を塞ふさいだ。

　当然、予想された動きであり、二人ふたりとも動じることなく猛進したが、たちまち八方を取り囲まれた。

　冬馬が、鋭するどく突いてきたオークの刃やいばに、己おのれの刀身を絡まして巻き取り、雨が降り止やまぬ天へ跳ね飛ばす。水の兵は伊織が、轟ごう風ふうで払いのけたが、オークまでは手が回らない。しわ寄せが、冬馬の片腕にのしかかる。やがて猛攻に耐えきれなくなるのは、目に見えてきた。

　奮戦する三人の中で、まず崩れたのは孤立していた土方だった。満を持して襲おそいかかってきた沖おき田たの長刀に、良いように弄もてあそばれている。轟ごうと刃鳴りがするごとに、土方の肩や腕から血煙が舞まった。

　伊織も冬馬も、彼の危き機きを視界で捉とらえていたが、手一杯で助けに走れない。

　ついに沖田の上段からの強こわ撃うちが、土方の手から刀を叩たたき落とした。すかさず舞まい上がった白はく刃じんをさけようとしたが、多量の出血の為かなわず、膝ひざが地に落ちる。剣が斜めに煌きらめき、絶鳴と鮮せん血けつが飛散すると誰だれもが思った刹せつ那な、土方の体が地面に沈み込み、必殺だった沖田の一刀が空くうを切った。

「伊織、お前の魔法か？」

「違う、私じゃない」

　言った途と端たん、前触れもなく伊い織おりたちの足元が崩落した。髪を掠かすめたオークの鉤かぎ爪づめを見たのを最後に、視界が漆しつ黒こくの闇やみに染まる。浮遊感が全身を包み込んだのも数すう瞬しゆん、地面に叩たたきつけられ、尻しり餅もちをついた。

「何が起こったんだ……」

　冬とう馬まがすぐ傍そばで、呆ぼう然ぜんと声を発した。

　瞳ひとみが映すのは闇ばかりで何も見えない。手で前方を探ると、肘ひじが伸びきらぬうちに土の壁かべに触れた。

「地中に閉じ込められたみたいだな」

　ようやく状況を把握し、伊織は指先に燐りん光こうを灯ともした。畳一畳半ほどの空間は、垂直の壁で囲まれていた。

　どう観かん察さつしても、魔ま法ほうのなせる技だが、術者は誰だれなのだろうか。初はつ音ねは冬馬の腕の中で失神したままだし、土ひじ方かたも魔法を起動したように見えなかった。

　その疑問の答えを伊織が自力で導みちびき出すより僅わずかに早く、目の前の壁が崩れ、闇の奥から丸い人ひと影かげが現れた。どんぐり眼まなこが、ぎょろりと光る。

「お二人ふたり共、ご無事ですかな？」

　そう尋たずねてきたのは、行商人姿の八や巻まき礼れい蔵ぞうだった。肩に意い識しきをなくし、両腕を垂らした土方を担いでいる。

　驚おどろき、声の出ない伊織と冬馬が揃そろって頷うなずくのを見て、礼蔵が微ほほ笑えむ。

「何よりです。再会を祝したいところですが、先に退ひきましょう。土の中とて、敵の手が届かないわけではありませんから。私について来て下さい」

　言って身を転じ、自分が来た闇に戻っていく。伊織たちも惚ほうけるのをやめて立ち上がり、彼の後を追った。




　生い駒こまの連なりから登り出たばかりの陽光が、路地に点々と散らばる水みず溜たまりをきらきらと輝かがやかせていた。夜通し降り続けた雨のせいで空気が冷たい。蟬せみたちもすごしやすいのか、風にそよぐ梢こずえの中で気持ち良さげに鳴いている。

　伊織は、もう一度、錐きりを揉もみ込むような視し線せんで正門の厚い扉とびら板いたを見回した。探しているものがないのを確かく認にんしてから腰を上げる。

　一瞬、立たち眩くらみを覚え、ぐらいついたところを冬馬に後ろから支えられた。

「大丈夫か？」

「心配するな。ちょっと目がくらんだだけだ」

「でも、昨日きのうから寝てないんだろ？」

「一晩くらい大したことはないさ」

　礼れい蔵ぞうが魔ま法ほうで造り出した地下通路を抜け、虎こ口ぐちを逃れた伊い織おりたちが、ここ武ぶ州しゆう屋やの下しも屋や敷しきに戻ってきてから一刻も過ぎていない。重傷を負い、上屋敷に運ばれた土ひじ方かたの治ち療りようは、玄げん安あんが請うけ負ったので、寝る間はあったのだが、形成に手こずっていた解げ法ほう薬やくの魔ま法ほう陣じんに閃ひらめくことがあった為ため、一睡もせず今に至る。おかげで体はだるいが、頭は妙に冴さえていた。

「ここはもういい。行くぞ」

　冬とう馬まを促し、くぐり戸を抜け、屋敷の中に戻る。門の裏をじっくり探ってから、近くの植栽の陰に入った。そこに転がっている二つの屍し体たいの間に腰を下ろす。

　正門を見張っていた浪士組の隊士たちは、揃そろって喉のどを切り裂かれ、絶命していた。悲鳴を上げる暇がなかったのは、これが理由だ。傷口は綺き麗れいな柳刃型なので、鋭えい利りな刃物が使われたのが分かる。

　一人ひとりは土方と同門の天てん然ねん理り心しん流りゆう、もう一人は馬ま庭にわ念ねん流りゆうの使い手だそうだが、どちらの刀も鞘さやに収まっている。致命傷以外、外傷は一つも見当たらなかった。血けつ痕こんは門の外にも内にも飛び散っていないので、ここで襲おそわれ、ここで死んだのだろうが、夜通しの雨に流され、その残留は殆ほとんど見られない。

　伊織の推測では背後から、喉を真横にかき斬きられていた。襲しゆう撃げきが正面ではなく背後である証拠は、抵抗の痕あとがないことだ。勝手口を固めていた隊士二人ふたりも同じ手口で殺やられている。姿を消した外がい套とうの男に忍び寄られ、不覚を取ったに違いない。彼らをオークにせず、殺害して沈ちん黙もくを強しいたのは、沖おき田たを含む大きな群れに狙ねらいを定めたからだろう。

　おおよそのことは、この殺害現場から推理出来るが、腑ふに落ちないこともある。一つは、その手て際ぎわの良さだ。隊士たちは禁きん呪じゆ使つかいが姿を消してくることを予想し、警けい戒かいを怠おこたっていなかった。最悪一人が討うたれても、相棒が声をあげ、助けを呼ぶ手はずになっていたのだが、何な故ぜそれが出来なかったのだろうか。

　そして、もう一つ、彼らの殺された場所が納得いかない。門の外で見張りをしていたはずなのに……。

　冬馬が、死者に向かって溜ため息いきを落とす。

「禁呪使いは姿を消してくるから気をつけろと言っていたのに、どうして油断しちまったんだ」

「油断したのではなく、油断させられたんだ。それしか考えられん」

　言って立ち上がると、玄関の方から礼蔵が、日和ひより下げ駄たを鳴らして歩いてくるのが見えた。

　黒くろ縮ちり緬めんの羽は織おりと仙せん台だい平ひらの袴はかまで身を包み、青あお貝がい微み塵じん塗ぬりの鞘さやに収めた二刀を腰に差している。昨日きのうは無精な行商人姿だったが、月代さかやきを剃るだけではなく、髷まげも元もつ結ゆい高く結い直しており、立派な侍さむらいの装いに変わっていた。

　見違えた礼蔵の後ろに戸板を担いだ下男が四人、つき従っている。彼らは武州屋の上屋敷から、屍体の後片付けの為ためやって来ており、元々ここにいた下男たちではない。

　清きよ音ねの世話係のうち、一名は中庭でオークに食い殺され、もう一名は地ち下か牢ろうの中で、浪士組の隊士と一いつ緒しよに骸むくろとなって発見されている。肉の大半が貪むさぼられた凄せい惨さんな死に様だった。誰だれもあえて口に出さなかったが、捕ほ獲かくされて以来、食を断たれていた清きよ音ねの仕業に思える。そんな彼女は今、地ち下か牢ろうにはいない。冴さえが、彼女を連れ去った理由は、いくつか考えられたが、まだ誰にも打ち明けていなかった。

　昨夜ゆうべの襲しゆう撃げきで殺害されたのは十名。更に、その同数をオークに変えられてしまった。戦力が激げき減げんしたのも痛いが、何より痛ましいのは、沖おき田たを奪われたことだ。彼女の笑えみが頭を過よぎる度たび、胸が締しめつけられた。

　拳こぶしを握り締める伊い織おりの前に、やってきた礼れい蔵ぞうが立つ。

「先生、もうこの二人ふたりを運んで宜よろしいですか？」

　やんごとない身分の礼蔵に、先生と呼ばれるのは抵抗があったが、久く世ぜ様と呼ぼうとするのを止やめさせるには、他ほかに手がなかった。

「はい、構いません」

　膝ひざに手をやり、腰を上げる。見たかったものは、充分見た。

「結局、町方は来ないのですか？」

「東ひがし町まち奉ぶ行ぎようの有あり馬まどのに話をつけてきました。ここでのことは私が一任されたので、いらぬ心配は無用です」

　町中での騒そう動どう。しかもかなりの屍し体たいが出ており、町奉行が出張るのが当然の処置だ。これ以上敵か味方か分からぬ人間を増やしたくない伊織としては、何よりの朗報だった。

　下男たちが、手を合わせてから隊士たちの骸を戸板にのせ、何ど処こかへ運び去っていく。

「先生にお話ししたいことが、いくつかあるのですが、そこの東あずま屋やまでご足労願ねがえませんか？」

　伊織は礼蔵の申し出を受け、冬とう馬まと共に中庭へ向かった。




　昨日きのうは、目の前の刃やいばや鉤かぎ爪つめをかいくぐることに気を取られ、他を顧かえりみる余地はなかったが、屋や敷しきも庭も、台風の直撃にあったかのように荒れに荒れていた。冴と小こ弥や太たが走った大屋根は至る所で瓦かわらが落ち、外廊下に面する部へ屋やの障子はオークに蹴け破やぶられたままで、さながら廃屋の様相を呈している。

　庭に目を移すと、桔梗ききようの花は散り、草は倒れ、庭石はいくつも砕けている。夜通しの雨が流しきれなかったオークの血が、地面を薄うす黒ぐろく染めていた。

　離はなれへ続く渡り廊下に、長ちよう兵べ衛いの姿が見える。再度、清音が奪い去られたことを確たしかめる為ため、止めるのを聞かず同行してきた。上屋敷へと戻ってしまう前に、彼とも大事な話をしなければならない。

　手て摺すりにもたれかかっていた伊織は、視し線せんと意い識しきを東屋に戻すと、冬馬と礼蔵の間に腰を下ろした。

　早速、礼蔵が話し始める。

「まず冴さえたちのことですが、我々が退ひいた後、四半刻も留とどまらずここを立ち去ったようです。逃走した方角は南東。玉たま造つくり村むらの百姓が暮れ六つに、鬼を多数引き連れた少女を目もく撃げきしたのを最後に、行方ゆくえは杳ようと知れません。今、南は天てん王のう寺じ村むら、東は東ひがし小お橋ばせ村むらまで人をやって、潜せん伏ぷくするのに都合の良さそうな民家や森の中を探らせています。それが終われば、次に御お勝かつ山やまへ向かわせるつもりです」

「冴たちを追うのに、何も手掛かりはないのか？」

　伊い織おりの頭を越して、冬とう馬まが尋たずねた。昨夜ゆうべから何度か叱しかっているが、礼れい蔵ぞうに対する言葉遣づかいを改めようとしない。のみならず、自分が馴な染じみのある弥や平へいの名で彼を呼んでいた。冬馬曰いわく、正体を知ったから態度を変えるのは水臭いとのこと。礼蔵本人が、それを喜んでいる為ため、伊織が無理に矯きよう正せいさせることは出来なかった。

「彼女たちを見た人間の殆ほとんどが食われてしまっているので、証言が乏しいんです。足跡も雨で流されてしまっていて助けになりません」

「村や山手に目を光らせるのは大事ですが、浜にも人を配しておられるのですか？　舟から舟にオークを移せば、街中を通ったとしても人目に触れず運べるでしょうから、網あみをはっておくべきです」

　伊織は胸の中にある危き惧ぐを口にした。川を上う手まく使われ、一いつ旦たん海に出られてしまうと、冴たちを追うのが難むずかしくなる。大おお坂さか三さん郷ごうにいるうちに何としても沖おき田たたちを捕ほ縛ばくし、解法薬を飲ませ、元の人間の姿に戻したかった。

「もちろん、手は打っています。しかし、大坂は水の街ですからね。浜という浜を押さえることは出来ませんし、大おお川かわを往き来する舟全すべてに毎日探りを入れるのも無理な話です。陸路にしろ水路にしろ、工夫さえ凝こらせば、いくらでも逃げられます。網に引っ掛かるのを待つのではなく、銛もりで突くか、針で釣り上げるしか手はないでしょうね」

「それは同感ですが、いくつかの浜に目を光らせれば、冴たちの動きも鈍にぶるはず。そこで時を稼かせいでおいて、こちらの策を練り上げましょう」

　伊織は言葉を切り、礼蔵の顔をのぞき込んだ。

「やはり八や巻まきどのも、冴たちが大坂を出ると思っておられるんですね？」

「はい。しばらくは兵力を蓄える為、大坂三郷を離はなれないかもしれませんが、いずれ出て行くのは間違いないでしょう。折角の魔ま兵へいを、ここに寝かせていても意味はありませんからね。必ず倒幕の為に、用いられることになるはず。それを阻止するのが、私の役目です」

　硬い声こわ音ねで言ってから、口元に笑えみを含む。

「しかし、お二人ふたりとは縁えんがありますね。松まつ江えのことが終わってすぐ、またこうして一いつ緒しよに戦うことになるとは思いもしませんでしたよ」

　全くの同感だった伊織は、苦笑いで応じた。

「なあ、弥や平へい。禁きん呪じゆ使つかいたちが、どの藩はんにオークを売り込もうとしているか分からないのか？」

　冬とう馬まにずばりと踏み込まれた礼れい蔵ぞうが、微笑を消し去り、声をひそめた。

「この件は、内密にして頂けますか？」

「安心しろ。誰だれにも言わねえよ」

　冬馬が胸を叩たたく。それを見て礼蔵が、絶対ですよと念を押した。

「我々の中で、名が挙がっているのは二藩──薩さつ摩まと長ちよう州しゆうです」

「長州は分かりますが、薩摩もですか？」

　意外な藩名だった。世情に疎うとい伊い織おりでも、藩の実権を握っている島しま津づ久ひさ光みつが、公こう武ぶ合がつ体たい論ろん者じやの雄であることは知っている。そんな薩摩が、いかがわしい連中と手を結び、幕府の反感を買うようなことをするとは思えなかった。

「薩摩は、油断出来ませんよ。国父どのは佐さ幕ばく派はですが、中下級の藩士は尊そん攘じよう派はが大半です。それに彼らは亡くなられた先代の斉なり彬あきら様の薫くん陶とうを受け、魔ま法ほう学がくの造ぞう詣けいが深い者が多いですからね。西洋を毛嫌いしている長州よりも、売り込みやすいはずです」

　そんな見方もあるのかと感心しつつも、伊織の胸を苦しめるのは、長州──小こ五ご郎ろうのことだった。昔の彼ではないと承知しているが、この件だけには関かかわっていて欲しくない。

　浮かぬ顔で伊織が尋たずねる。

「名だたる雄藩相手に、冴さえが直接取引しているのですか？」

「違うと思います。冴は、使い勝手の良い捨すて駒ごまでしょう。遠目で見ましたが、彼女の頰ほおに蛇の鱗うろこが浮かんでいました。あれは禁きん呪じゆの一つで、蛇神と契約し、下僕になることで莫ばく大だいな魔力を手にいれているんです。引き替えに、その魔力を使えば使うほど、異い形ぎようの者へと変わっていきます。舌先が二つに割れ、全身を鱗が覆おおう。そうなれば、人の心を失った化け物に成り下がります。使い捨てると決めた女に、大藩との交渉を任せるはずがありません」

「冴も、馬ば鹿かなことを……」

　冬馬が歯は嚙かみして言った。人の道を踏み外した彼女に対し、憤いきどおりを感じているのは、愛情の裏返しだ。彼と違い、伊織の心は小さくしか波立たなかった。同情はするが、道を踏み外した者の自業自得である。

「小こ弥や太たを助ける為ために力を貸せと言われれば、何だってやるだろうな」

　伊織は素っ気なく言い、礼蔵に顔を向けた。

「では、未いまだ正体の分からぬ外がい套とうの男が、全すべての糸を引いているのですね？」

「今回の事件に関しては、恐らくそうでしょう。あの男は、臆おく病びようなくせに陰険で小知恵も回り、敵にすると厄やつ介かいな奴やつです。自分が絶対有利な状況じゃなければ、仕掛けて来ず、こちらが追うと逃げまわるばかり。丹に乃のから話を聞きましたが、正せい蓮れん寺じ川がわの施せ療りよう所じよに現れた時は、自分の身代わりに蛇人形を仕立てていたそうですね？」

　伊織は頷うなずきつつ、訊きくには良い機き会かいだと思い、胸につかえていた疑問を口にした。

「話はそれますが、丹乃どのは、真に八や巻まきどののご令れい嬢じようなのですか？」

「お前、信じてなかったのかよ」

　身を乗り出して、冬とう馬まが驚おどろく。声こわ音ねには、少し非ひ難なんの色が混じっていた。

「それは仕方ないですよ」

　鷹おう揚ように言った礼れい蔵ぞうが、伊い織おりにぺこりと頭を下げる。

「お詫わびが遅れて、申し訳ありません。娘が、ご迷惑をお掛けしたそうですね？」

　礼蔵に謝しや罪ざいされる筋合いはないし、己おのれの思い違いもあったのも事実だ。伊織は口元の線せんをきつくしつつも正直な気持ちを話した。

「いえ、丹に乃のどのは、自らが成すべきことを果たされただけです」

「無理をしないで下さい。自分の娘ですので、丹乃が、どういう性格かはよく分かっております。四つの時に亡くした母親に、外面も内面も全すべて似てしまいまして……。お恥ずかしい限りです」

　言って、背を丸めて恐きよう縮しゆくする。

　伊織は話の流れに乗じて、もう一つ気に掛かっていたことを尋たずねた。

「ひょっとして、ヌアザはその母君から引き継がれたんですか？」

　礼蔵が、ふっと顔を上げて頷うなずく。

「流石さすがは伊織先生、よく分かりましたね。母親は有能な魔ま法ほう士しを代々輩はい出しゆつしている、さる異国の名家の出でして、死ぬ数日前にヌアザを丹乃に譲ゆずったんです。未み熟じゆく者ものですので、神剣を思うようには使えていないようですが」

　丹乃の容よう貌ぼうを思い返せば、確たしかにどことなく日本人離ばなれしていた。ヌアザについても理屈は通る。しかし、謎なぞは別の形で残った。礼蔵と異人の令嬢とのなれそめが想像出来ない。不ぶ躾しつけだが、訊きかずにはおれなかった。

「そのような方と、どうして縁えんがあったんですか？」

「実は若い頃ころ、列強の動きを探る為ため、清しん国こくにいたことがありまして、そこで知り合ったんです。彼女も、今の私のような役目を負っていたので、色々と行動を共にするうち、まあ何と言いますか、気があいまして」

　礼蔵が照れ笑い、首筋を搔かいた。

　ふと冬馬の顔を見やると、表情に驚きの色がない。

「お前、このことを知ってたのか？」

「そりゃあ、私が教えたもの」

　声を追い、東あずま屋やの入り口に振り返る。目の眩くらむ朝あさ陽ひに薄うす茶ちやの髪を輝かがやかせ、丹乃が立っていた。




　礼蔵たちと別れた半刻後、伊織は離れの座ざ敷しきで長ちよう兵べ衛いと対面していた。オークの襲しゆう撃げきに遭わなかった為、閉めきられた障子は、どれも損なわれていない。

　伊織は、洋文字が記されている一枚の紙を長ちよう兵べ衛いに手渡した。

「先日お願ねがいしていた触媒なのですが、品目はそのままで、量をこれに変更して頂けませんか？」

「随ずい分ぶん増えましたね」

　数量を目で追いながら、長ちよう兵べ衛いが言った。

「解げ法ほう薬やくが必要になったのは、清きよ音ねどのだけではなくなりましたから」

「しかし、増え方が大き過ぎるのでは？」

　率直な疑問を口にし、顔を上げる。

「余剰分は、今後の備えです。冴さえたちは、手て駒ごまになるオークの数を増やす恐れがあります。それに迅じん速そくに対応する為ためには、解法薬はあればあるほど良いですし」

　考え込み低く唸うなった長兵衛が、眉まゆ根ねを緩ゆるめる。紙を二つ折りにし、膝ひざの横に置いた。

「承知しました。この武ぶ州しゆう屋や長兵衛の名に掛けて、用意致しましょう」

「期日は、そのままでお願いしたいのですが、大丈夫でしょうか？」

「苦しいですが、何とかしましょう。一日の遅れが取り返しのつかない結果を導みちびき出すかもしれませんから」

　娘のことを思っているのか、声に重みがあった。かなりの無理を頼んだが、必ずやってくれるだろう。礼を言い、立ち去ろうとした伊織を、長兵衛が引き留める。

「初はつ音ねのこと、誠に申し訳ございませんでした」

　言って、深々と頭を下げた。

「かねてより土ひじ方かた様に惚ほれていたのは承知していたのですが、このような時にまで押しかけるとは思いもしませんでした。軽挙に呆あきれて、物が言えません。先生たちに助けて頂かなければ、どうなっていたことか……」

　想像するだに恐ろしいと言った顔つきで、長兵衛が首を振る。清音が再び姿を消し、初音の身にも危険が迫っていたのだから無理もない。

「気にしないで下さい。何はともあれ、四人とも無事でしたし」

　そう取りなした伊織に、もう一度頭を下げた長兵衛が、ああ、そうでしたと言って膝を打った。懐ふところを探り、一枚の洋紙を差し出す。

「お約束していたものです。遅くなって、すみませんでした」

　伊い織おりが受け取ったのは、来らい青せいが小こ弥や太たに飲ませた魔ま法ほう薬やくの成分表だった。魔法薬の目利きに関して、長兵衛以上の人間はそういない。今となっては無む駄だになったが、彼の心の闇やみをのぞく為、密ひそかに託していたのである。

「かなり過か激げきな触媒ばかり使われていますが、何の薬だったんですか？」

「強壮薬です」

　伊織は、さらりと噓うそを滑らせた。

「今回の事件に関係がないので恐きよう縮しゆくですが、知人に、それを飲むと体たい調ちようが悪くなると相そう談だんを受けたんです。くだらないことに、お手をとらせてすみません」

「私ならそんな薬は飲みませんよ。魔ま法ほうをどう組み込んでも、毒になるとしか思えません。それを作った魔法医は、何を考えているんでしょうね？」

　長ちよう兵べ衛えが呆あきれ口く調ちようで問う。

　伊い織おりは触媒の羅ら列れつを読みながら、心から言った。

「それが知りたかったんです」




　伊織は首をぐるりと回し骨を鳴らすと、書斎の襖ふすまを開けた。

　ここも離はなれ同様、オークの襲しゆう撃げきを受けていなかったが、まるで家捜しにあったかのように本が散らばり、足の踏み場がなかった。

　壁かべ際ぎわに置かれた行こう李りの上に腰を下ろしていた冬とう馬まが、伊織を見て腕を広げる。

「酷ひどい荒らされようだぞ」

「分かってるくせに、くだらないことを言うな」

　口を尖とがらせ、襖を閉めた。

　流石さすがに気にはなったので、屋や敷しきに戻ってすぐ調しらべたところ、奪われたものはなかった。それどころか記き憶おくする限り、何一つ動かされた形跡がない。解法の調薬書が、置いたままになっている可能性は考えなかったのが不ふ思し議ぎだったが、丹に乃のの話を聞き、今は理由が想像出来た。

　畳を埋め尽くしている魔ま導どう書しよや洋書の狭はざ間まに、爪つま先さきを落とし、そろりそろりと歩いていく。最後は兎うさぎのように軽やかに跳んで、座ざ布ぶ団とんの上に着地した。

　書机の前に座った伊織に、冬馬が尋たずねる。

「解法薬に使う魔法陣は、いつ組み上がりそうなんだ？」

「触媒が届く明後日あさつてまでに、けりをつけたいと思ってる。ややこしいところは抜けたから、あともう一押しだ」

　言って背筋を思いきり伸ばした。魔力を散々消費したにもかかわらず、徹てつ夜やで更に酷使した為ため、いつもより体が硬い。

「何か手て伝つだえることはないか？」

「じゃあ、お前が尻しりに敷しいている行李から書を全部取り出し、私の後ろに積つんでくれ」

　伊織はインク壺つぼの蓋ふたを開けながら、冬馬を見ずに言った。

「何ど処こに、そんな隙すき間まがあるんだよ」

「ないなら作れ」

　にべもない一言に、冬馬が肩をすくめてから、腰を浮かし作業に取りかかった。

　伊織が、鵞が鳥ちようの羽根の軸先を小刀で器用に削っていると、後ろでバタバタと本が崩れ落ちる音がした。眉まゆ根ねを歪ゆがめ、振り返る。

「何やってんだ？」

「すまん、すまん。ちょっと手が滑っただけだ」

　冬とう馬まが、照れ笑いながら顔の前で手刀を振る。無理やり一度に運ぼうとしたらしく、書が折り重なり、小山になっていた。

「そういう横おう着ちやくをするからだ」

「分かってるって。すぐ片づけるから怒るなよ」

　冬馬が言いつつ、落ちた拍子で見開かれていた一冊の書を拾い上げた。

「これ、何も書かれてないぞ」

　言って、伊い織おりに差し出す。

　参考になりそうな書棚の一列を丸ごと引き抜き、行こう李りに詰めたので、何を持ってきたか全すべて知っているわけではない。ただ、白紙というなら、おおよその見当がつく。

「きっと隠しインクを使ってるんだ。ちょっと、貸してみろ」

　来らい青せいの残した丸まる眼鏡めがねを鼻上にのせた。案の定、白紙に洋文字が浮かび上がる。

　何が書かれているのか興きよう味み本位で視し線せんを走らせると、清きよ音ねと小こ弥や太たの名前にぶつかった。

　勢いにのって数頁ページめくった後、伊織の瞼まぶたが大きく見開く。慌あわてて懐ふところから、長ちよう兵べ衛いにもらった紙を取りだした。

　冬馬が何か話し掛けてきたが、一切耳に入らない。意い識しきは一冊の書と一枚の紙に奪い去られていた。







[image: 第四章　悪鬼羅刹]







　大おお坂さか南西の丘きゆう陵りよう地ちに、伽が藍らんを中心にして諸しよ堂どうを連ねている四し天てん王のう寺じは、聖しよう徳とく太たい子しが創建した大寺である。その名は太子が四天王に誓せい願がんを立て、仏敵物ものの部べ氏しを打倒したことが建こん立りゆうの契けい機きだったことに由来する。言わずと知れた大坂の名所であり、七堂伽藍と丘から望む夕焼けを目当てに訪れる人は多い。

　西門から大坂湾を輝かがやかせる極楽の光を拝おがもうと、鳥居の下に人山の黒だかりが出来はじめている。伊い織おりと冬とう馬まは、茜あかね色いろの陽ひを横顔に浴びながら長い回廊を歩いていた。

　市中なら何ど処こからでも見える五重塔を越え、更に北に進む。蓮はすの花が浮かぶ池の上に設けられた石いし舞ぶ台たいの手前で西に折れると、付けられていないことを二人ふたりで確かく認にんし、人ひと気けのない小さな御堂の裏に回った。

　今日きようの昼、武ぶ州しゆう屋やの下しも屋や敷しきに一通の文ふみが届けられた。開いてみると、意外なことに中なか司つかさ俊しゆん哉やからだった。

　書き出しで、自ら現れず丁でつ稚ちに返書を届けさせた上に、帰参は半年待ってくれとのたまったことを激はげしく非ひ難なんされたが、読み進めると、今日四天王寺に出向き、京きようへと旅立つなら小こ五ご郎ろうに取りなす旨むね記されていた。

　解法薬の魔ま法ほう陣じんが完成していなかった為ため、また丁稚に文を託そうかと考えたが、上うえ町まちにある武州屋の下屋敷と四天王寺ならば、距きよ離りはさほど遠くはない。俊哉に探りを入れたいこともあり、約束の場所へ足を運ぶことにしたのである。

　あえて冬馬を伴っているのは、万が一にも決心が揺るがないようにする為だ。その用心が役立つことを、伊織はすぐに知ることになる。

　待つこと四半刻。ようやく生い茂る松の間を抜け、編あみ笠がさで顔を隠した二人の侍さむらいが現れた。

　俊哉が、伊織と冬馬の前に立つなり、目を逆立てた。

「久く世ぜ、一人ひとりで来いと行ったはずだぞ」

　言葉に苛いら立だちの棘とげを含ませた彼の肩を、もう一方の侍が叩たたく。

「まあいい。俊哉、一いつ緒しよに連れて行ってやれ」

「桂かつらさん、久世はまたも約を違たがえたのですよ。これ以上甘い顔をすれば、つけ上がってしまいます」

　俊哉に嚙かみつかれ、侍が目ま深ぶかに被かぶっていた編み笠を指で押し上げた。顔を見ると、紛れもなく小五郎である。身の危険を顧かえりみず、彼が、もう一度自分の前に姿を現すとは思っていなかった。京の政治工作も忙しく、そう簡かん単たんには大坂へ足を運べないはず。旧知の仲と言えど、そこまで拘こだわる理由がよく分からない。

　小五郎が、色めき立つ俊哉をなだめる。

「何処の馬の骨か分からぬような男なら問題だが、彼はシーボルト先生の孫だ。それに見るからに面つら構がまえもいい。何の不足もなかろう」

　松まつ江えに長ちよう州しゆうの間かん者じやが潜ひそんでいたという話は、噓うそでなかったようだ。冬馬のことまで調しらべ上げていることに内心、大きな驚おどろきを覚えつつ、伊い織おりが切り出す。

「桂かつらさん、申し訳ないですが、私は京きようへは行きません。もちろん、彼もです」

「どういうことだ？」

　訊きき返した小こ五ご郎ろうの瞳ひとみに、険悪な色が浮かんだ。

「前の文ふみにも書きましたが、ここで今やるべきことがあるんです。当然、断るからには覚悟を決めています。虫良く帰参の話を待って下さいとは言いません」

「この期ごに及んで、藩はん命めいに背くだと！」

　脇わきに控えていた俊しゆん哉やが、唾つばを飛ばして伊織に詰め寄る。

「久く世ぜ、ふざけるのもたいがいにしろ！」

「申し訳ありません」

　小五郎たちが怒るのも無理もない話なので、伊織は深々と頭を下げた。

「桂さんが危険を冒し、お前の為ために来たんだぞ。謝あやまってすむか」

　こめかみを震ふるわせた俊哉が、伊織の胸むな倉ぐらを摑つかんで拳こぶしを高々と振り上げた。

「すまなきゃ、どうなんだ？」

　冬とう馬まが刃やいばを突きつけるような口く調ちようで言い、俊哉の手首を摑み止める。一方的な物言いが腹に据えかねたらしく、骨が軋きしむほど握り込む。

　激げき痛つうに俊哉が、無様な悲鳴を上げた。

「や、やめろ、小僧！」

　必死になって手首にめり込む冬馬の指を剝はがそうとしたが敵かなわない。顔の青ざめ方を見て、流石さすがにやり過ぎだと思い、止めようとした伊織の傍そばを一陣の疾しつ風ぷうが駆け抜ける。

　電光の速さで抜き打たれた小五郎の剣が、俊哉から手を離はなし、のけぞりよけた冬馬の前髪を掠かすめた。

「おい、危ねえじゃねえか」

　不敵に笑い、柄つかに手を掛ける。

「冬馬、やめておけ」

　伊織は、一触即発の二人ふたりの間に割って入った。俊哉が赤く手形のついた手首をさすりながら、小五郎に肩を寄せる。

「桂さん、行きましょう。こんな馬ば鹿かな奴やつらを相手にするのは、刻ときの無む駄だです」

　小五郎は、そう忠告する彼を押しのけると、白はく刃じんを何事もなかったように鞘さやに収め、伊織の前に進み出た。

「伊織、これが最後の機き会かいだ。俺おれに従い、今ここから京へ向かえ。さもなくば帰参の話は、永遠になくなるぞ」

　覚悟はしていたが、小五郎の宣告が心しんの臓ぞうを貫いた。父に久世家再さい興こうを誓わされ、背に魔ま法ほう陣じんを刻まれた夜のことが、くっきりと瞼まぶたの裏に映し出される。

　胸が軋きしみ、よろめきかけた伊い織おりの肩に、冬とう馬まが何も言わず手を添えた。その仄ほのかな暖かさに心を支えられ、小こ五ご郎ろうの瞳ひとみを真まっ直すぐに見返す。

「ご要望に添えず、申し訳ないです」

「そんなに後悔したいのか？」

「今ここを離はなれれば、自分を一生許せません」

「天下の大業に尽じん力りよくするよりも、己おのれの為ために生きるというわけか」

　小五郎が両りよう眼めを細め、声にあからさまな侮ぶ蔑べつを含ませた。

「遠えん水すいどのが、天で泣いておられるぞ。お前は度どし難がたい不孝者だ」

「私も、そう思います」

　父には冥めい府ふで詫わびるしかない。ただ、為なすべきことを成したと胸は張れる。

　伊織の瞳から不変の決意を見て取った小五郎が、小さく鼻で笑った。

「好きにしろ」

　犬に骨を放り与えるように言い、くるりと背を向ける。

　今はもう、小五郎に昔の面おも影かげを感じることが出来なくなっていた。時の流れと権けん謀ぼう術じゆつ数すうが蔓延はびこる過酷な環かん境きようが、彼を完全に変えてしまったらしい。

　それ故ゆえ、伊織には訊きかねばならぬことがあった。

「桂かつらさん、一つだけ訊かせて下さい」

　歩き出そうとした小五郎の足が止まる。

「武ぶ州しゆう屋やで起こった変事に、長ちよう州しゆう──桂さんは関かかわっていませんか？」

「当然だ。オークなど、俺おれの趣しゆ味みには合わん」

　心外だと言わんばかりの口く調ちようだった。

「気はすんだか？」

　言って、小五郎が立ち去る。

「何を言うかと思えば、馬ば鹿かなことを」

　俊しゆん哉やが呆あきれ返った顔で、小五郎を追っていった。

　松の間に消えようとする二人ふたりの背に伊織は一礼し、赤眼の青年に顔を向けた。

「行こう、冬とう馬ま」

　言って歩き出す。足取りは重くもなく軽くもない。

「桂さんの言葉、噓うそでないと思うか？」

「難むずかしいが、俺には事実だと聞こえたぞ」

「なら、いいが……」

　信頼の出来なくなった小五郎の言葉を反はん芻すうし、伊織の顔は自然と神妙になった。

「伊織、それも大事なことだが、本当に良かったのか？」

　冬馬が肩を並べながらも腰を屈かがめ、少女の瞳を窺うかがう。

「何がだ？」

「手荒な真ま似ねをした俺おれが言うのも何だが、帰参は親父おやじさんの悲ひ願がんだったんだろ？」

「良くはないが、やるべきことがあるからな。後悔はしてないさ」

　言って微ほほ笑えむと、冬とう馬まも笑えみを返してきた。

「お前のそういう男らしいところは嫌いじゃないぜ」

「何だ、それは？　慰なぐさめているのか、馬ば鹿かにしているのか、はっきりしろ」

　不満げに口を尖とがらす伊い織おりを見て、冬馬が声をあげて笑った。

　茜あかね射さす空の下、寄り添うように歩く二人ふたり。伊織が男装さえしていなければ、きっと恋人同士に見えただろう。

　五重塔の長い長い影かげを踏み越えたところで、冬馬がぼそりと呟つぶやいた。

「なあ、伊織。あの抜刀した侍さむらい、本当にあの桂かつら小こ五ご郎ろうなのか？」

　夕ゆう陽ひを浴びている横顔を仰ぎ見ると、如い何かにも得とく心しんがいっていない顔つきだった。

「残念ながらそうだ。昔は簡かん単たんに刀を抜くような男じゃなかったんだがな」

　伊織が溜ため息いき混じりに答えると、冬馬はより納得がいかない表情を浮かべ、深く首を捻ひねった。

「冬馬、どうした？」

　すぐには答えず、冬馬が胸の前で腕を組んだ。

「……桂を昔、桶おけ町まちで見かけたような気がするんだ」

「桶町？　江え戸どのか？」

「ああ、そうだ。俺が学んだ北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうの道場がある。そこで定さだ吉きち先生と剣を合わせていた男と顔が似ている」

「それなら本当に会ったんじゃないか？　桂さんは江戸住まいが長いからな。それに剣も相当使うから、道場に顔を出してもおかしくあるまい」

　自信ありげに答えたのも束つかの間ま、一片の記き憶おくが頭の奥で引っ掛かった。

「ただ、流りゆう儀ぎは一刀流ではなく、神しん道とう無む念ねん流りゆうだったはずだ」

「本当か？　他流派の男とは思えぬ太た刀ち筋すじだったんだが……」

　こればかりは、伊織も答えようがない。

　但ただし、桶町の道場で見た男が他人の空似とも考えられる。そんな可能性を追っていけば、いくつも答えはあった。いずれにしても二人が頭を悩ませたところで、結けつ論ろんに達することは出来ない。

　考え込む余り、足取りが鈍にぶくなり出した冬馬の袖そでを伊織が引く。

「まあ、気にするようなことじゃないさ。それより早く屋や敷しきに戻ろう。明日あしたには魔ま法ほう陣じんを完成させんと話にならんからな」

　西の空で赤く熟うれきった夕陽が、水すい平へい線せんと交わっている。

　荘そう厳ごんな光こう芒ぼうに目を奪われた二人の背後で、青黒い闇やみが東の空を侵し始めていた。




　蒼そう穹きゆうは高く澄すみきり、一片の翳かげりもない。

　伊い織おりと丹に乃のは、眼まな差ざしを天の彼方かなたに向けながら、椎しいの大たい樹じゆに背を預け、降りしきる蟬せみ時雨しぐれを全身に浴びていた。

　二日続きの晴天により乾ききった風が、中庭を吹き抜け、梢こずえをかさかさと鳴らす。

「──八方手を尽くしたけど、確かく証しようは得られなかったわ」

「だったら、証拠を摑つかむしかないな」

　伊織は気負うことなく、静かな口く調ちようで答えた。

「本当にやるの？」

　丹乃の視線は、何の関心もないように青々とした山の稜りよう線せんにとまっていたが、声には素直な驚おどろきが現れていた。

「ああ。魔ま法ほう陣じんが完成したしな。これで何の障害もない」

「手順通りにいっても、成功するかは分からないわよ」

「だとしても、やらなきゃいけないことがあるんだ。筋書き通りに話が進んだら、後のことは頼むぞ」

「馬ば鹿かとは知っていたけど、ここまで酷ひどい馬鹿とは思わなかったわ」

　ふっと小さな息が漏れたのを聞き、伊織は、丹乃を横目で見た。

「心配してくれるのか？」

「当然よ。下へ手たを打たれたら困るもの」

　さも迷惑そうに言って、唇を引き結ぶ。

「じゃあ、私たちがしくじったら、上う手まく始末をつけてくれ」

　深い皺しわを刻んだ幹を後ろ手で押し、反動で前へと進んだ。肩越しに振り返り、丹乃を誘いざなう。

「行こう。みんな待ってるはずだ」




　外廊下に面した三間続きの座ざ敷しきに、一同が円になって座っていた。長ちよう兵べ衛いの隣となりに初はつ音ね、その横に土ひじ方かた、礼れい蔵ぞう、冬とう馬まと連なっている。

　伊織と丹乃は遅れたことを詫わび、冬馬を挟んで腰を下ろした。

　壊こわれた襖ふすまと障子が全すべて取り払われ、広々としている。オークが踏み荒らした畳は、総替えとなり、藺い草ぐさが強く匂におっていた。

　礼蔵が咳せい払ばらいし、口を開く。

「良い話と悪い話がありますが、どちらからお聞きになりますか？」

　全員を見回したが、返事はなかった。それでは先に進まないので、伊織が答えた。

「では、良い話からお願ねがいします」

「分かりました」

　礼れい蔵ぞうが顎あごを引き、背筋を伸ばす。

「今け朝さ、東ひがし町まち奉ぶ行ぎようの有あり馬まどのが、配下の与よ力りきと同心全員を集め、この度たびの事件に適てき塾じゆくが関与していないと申し渡しました」

　やっとかよ、と呟つぶやいた冬とう馬まの斜はす向むかいで、初はつ音ねが胸に手をあて、安あん堵どの息をついた。

「一両日中には、適塾を囲む竹たけ矢や来らいが撤てつ去きよされ、奉行所や各かく藩はんの藩邸に軟禁されていた方々も解放されるそうです。洪こう庵あん先生についても召し出して、事情を訊きくことはないとおっしゃっていました」

「ということは、伊い織おりも目め明あかしを気にせず、大手を振って歩けるんだな？」

「そこが微妙なところでして……」

　冬馬の問いに、礼蔵が言いい澱よどみ、額ひたいを一ひと撫なでする。

「適塾の疑いが晴れた代わりに、事件の黒幕として長ちよう州しゆうの名が挙がっているんです。浪人の身であっても、有能な魔ま法ほう士しの伊織どのに疑惑の目が向けられています」

　胡座あぐらをかく冬馬が、拳こぶしを固めて膝ひざ頭がしらを叩たたいた。

「何だよ。もう悪い話になってるじゃねえか」

　礼蔵が目頭で頷うなずく。

「ただ、私が事情を話していますので、今しばらくは大丈夫でしょう。ですが、オークの襲しゆう撃げきがやむことなく続けば、どうなるか分かりません」

「昨夜ゆうべも被害が出たんですか？」

　伊織は自分のことを脇わきに放り出し、気に掛かっていたことを訊きいた。

「今いま宮みや村むらの三つの集落が、襲おそわれました。食い殺されたのは、三十余人。連れ去られたらしい屍し体たいの見つからなかった者は、両手で数える程いるそうです」

　礼蔵の深刻な報告に、一同の目元が一斉に翳かげった。

「それだけの被害が出ているのに、大おお坂さか城じよう代だいは何をやってるんだ？」

　冬馬が、怒りをぶつけるように尋たずねた。

「城代の松まつ平だいら伊い豆ずの守かみどのも、報告を聞き歯は嚙がみしておられますが、京きようの一ひとつ橋ばし公こうから兵を出すなと厳げん命めいされているんです。自分が行くまで、大坂城に亀かめのようになって籠こもっていろと」

　礼蔵の声に、伊豆守の無念の情が宿っていた。

「で、慶よし喜のぶは、いつ来るんだ？」

　将軍後こう見けん職しよくを気軽に呼び捨てた冬馬に、土ひじ方かただけが鋭するどい視し線せんを送る。本来は誰だれよりも咎とがめ顔がおを作るべき礼蔵は、あっさり聞き流して問いに答えた。

「明後日あさつてには、五百の洋式部隊を連れて、淀よどから大おお川かわを下るそうです。五日後には、上じよう洛らくの途にある薩さつ摩まの久ひさ光みつ公こうが、手勢一千を率いて大坂港に到着する手て筈はずになっています」

　一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶの洋式部隊──伝でん習しゆう隊たいは、精せい鋭えいの呼び声が高い。適塾出身者を含む有能勇敢な魔法士が十数人、士官として抜ばつ擢てきされている。この五百の洋式兵だけでも、正面からぶつかれば充分オークに対抗出来るだろう。

　これに雄ゆう藩はんの中で最強を誇る薩さつ摩ま兵へい一千が加われば、まさに鬼に金棒だ。オークが数を増やしたとしても、負けることはない。

　しかし、そんなことで誤ご魔ま化かされないとばかりに初はつ音ねが、厳きびしい口く調ちようで責める。

「それまでは、野放しということですか？」

「やむをえません。まとまった数の兵を動かすには、時が要いります」

「ならばそれまで、城兵で防げば良いじゃないですか？」

　猟犬の如ごとく食らいつかれても、礼れい蔵ぞうは初音から目をそらさなかったが、口を結び何も言い返さない。

　蟬せみの鳴き声が、風に運ばれ聞こえてきた。一同を包み込んでいた沈ちん黙もくの帳とばりを、丹に乃のが破る。

「弱兵をオークにぶつけても、命の無む駄だ遣づかいよ。一橋公の判断は間違っていないわ」

　氷のような声には、一切の反はん論ろんを受けつけぬ響ひびきがあった。自分の発言に理がないと悟った初音が、視し線せんを膝ひざ元もとに落とす。沈黙の兆きざしが座に降りる前に、伊い織おりが口を開いた。

「公こう儀ぎは公儀、薩摩は薩摩。我々は我々で動きましょう」

　断固とした声こわ音ねで続ける。

「一橋公に全すべてを任せるのは、得策ではありません。公の軍が当たるに固いとみれば、外がい套とうの男のこれまでの行動から考えて、無理をせずに大おお坂さかを離はなれるはずです。そうなると、清きよ音ねどのや総そう司しを取り返すことは難むずかしくなります」

　最初に遭遇した幽ゆう霊れい屋や敷しきでは多勢に無勢と判断するや、戦わずに逃走し、正せい蓮れん寺じ川がわでもヒュドラを繰くり出して時を稼かせぎ、見事に逃げ去った。冴さえを矢や面おもてに立たせたここへの襲しゆう撃げきも、深追いはせず、早々に引き上げている。

「では、どうするおつもりですか？」

　顔をあげ、初音が訊きいた。伊織が淀よどみなく答える。

「我々が餌えさになって、誘おびき出そうと思います。この話が終わったらすぐここを出て、正蓮寺川の施せ療りよう所じよに向かう予定です。水辺は、水の魔法士の冴にとって利のある地。しかも、大坂城から離れていますから、万が一城じよう代だいの手勢が出てきても、悠々とかわせます。援軍の望みのない我々が相手ならば、断然有利。敗れる恐れがないのなら解法薬が完成する前に、叩たたいておくにこしたことがありません。仕上げに、我々が大量の解法薬を作ろうとしていると噂うわさを流せば、オークの値に響かぬようにする為ため、きっと食いつくはずです」

　座敷に重い空気が降りた。初音が眉まゆ根ねを寄せ、伊織に問う。

「しかし、危険が大き過ぎるのでは？」

　一同の中で動揺しているのは彼女だけだった。表情はめいめい違ったが、誰だれも疑問を挟もうとする様よう子すはない。

　伊織が、穏おだやかな口く調ちようで答える。

「大き過ぎないと、餌えさの役は務まりません。それに、あの施せ療りよう所じよに移ることは、我々にも三つの利をもたらします。まず、触媒の合成に使うアタノールがあること。次に、大量の触媒を舟で運べること。最後の一つは、巻き添えを出さずにすむこと。街中と違って、どんな魔ま法ほうも気兼ねなく使えます」

　伊い織おりの最大の気がかりが、冬とう馬まの暴ぼう走そうだった。魔人の力が解放された時、どれだけの破は壊かいが生じるか計算出来ない。死力を尽くした戦いに臨のぞむにあたって、余計な枷かせは嵌はめられたくなかった。

「でも、不死のオークに、どうやって対抗するつもりなんです？」

　初はつ音ねが、当然の疑問を呈した。

「清きよ音ねどのを捕ほ縛ばくした時に用いた鉄てつ鎖さを使って罠わなをはり、襲おそってくるオークの身動きを封じて解法薬を飲ませます」

　やってみなければ上う手まくいくがどうか分からぬ下策だったが、策がないよりはましだ。堺さかい打うちの鉄鎖を大量に揃そろえるよう長ちよう兵べ衛いに頼み、明日あしたの昼には、施療所へ届けてもらうことになっている。

「店の男衆や、腕の立つ者を沢たく山さん雇って立ち向かえば、何とかなるかもしれませんね」

　そう算段した初音に、伊織が首を振る。

「いえ、我々だけで決行します。おかしな言い方ですが、勝てる見込みがあれば、まずいんです。外がい套とうの男が誘いに乗ってこないですからね」

　初音が、不安な瞳ひとみで一同の表情を窺うかがった。

「私たち七人だけで、果たして上手くいくでしょうか？」

　黙もくしていた長兵衛が、ここで初めて口を開く。

「初音、我々は屋や敷しきに留とどまるぞ。河原かわらに行っても、足手まといになるだけだからな」

「そんな薄はく情じようなことは出来ません。私は治ち癒ゆ魔法しか使えませんが、少しはお役に立てるはずです」

　父親に詰め寄りながら、初音は同意を求めるように、土ひじ方かたに一いつ瞬しゆん視し線せんを送ったが、彼は応こたえない。

　長兵衛が、ぎろりと娘を睨にらむ。

「お前は、この間のことをもう忘れたのか？　修しゆ羅ら場ばに踏み込んで気を失い、ここにいるお三方の命を危険にさらしたのは、何ど処この誰だれだ？」

「……」

　父の言葉が短刀のように突き刺さり、初音が口を閉ざした。こみ上げてくる感情を抑えきれず、胸元を押さえる手が微かすかに震ふるえている。

　場が重く沈みかけたところに、礼れい蔵ぞうが追い打ちを掛けた。

「非常に心苦しいのですが、私と丹に乃のも、力をお貸しすることが出来ません」

「……どうして？」

　思わぬことを打ち明けられ、初はつ音ねが、瞼まぶたを瞬しばたたかせた。

「我々にも城じよう代だいの伊い豆ずの守かみ同様、一ひとつ橋ばし公こうを待つ旨むね、厳げん命めいが下っているからです。公は、ご自慢の洋式部隊でオークを討とう伐ばつすることで、徳とく川がわの威光を世に示そうとお考えになっています。ここで我々が動き、重ちよう畳じようにも事を成してしまえば、我々の主である家いえ茂もち様との仲に亀き裂れつが生じてしまいます。その事態だけは、何があっても避けなければなりません」

　声に苦渋を滲にじませながら、視し線せんを土ひじ方かたに振った。

「土方様も、会あい津づ公こうより手控えるよう指示があったのでは？」

「話だけは聞きましたが、従うつもりはありません。使いの者が、局長の言葉も置いていきましたから」

「何と？」

「一橋公と薩さつ摩まを出し抜き、壬み生ぶ浪ろう士し組ぐみの名を天下に示せと」

　土方が決然と言った。鋼はがね色いろの瞳ひとみに迷いがない。

　幕臣と陪臣の違いはあれど、公こう儀ぎに奉じる身は同じ。土方を見る礼蔵の目元に憂ゆう慮りよが浮かんでいた。

「本当に良いのですか？」

「はい。悪を斬きるのが、我々の仕事ですから。指をくわえて待つことを選ぶなら、そもそも剣など取りません」

　折れもしなけれは歪ゆがみもしない、芯しんの通った言葉だった。土方が畳の上で死ぬことを望まぬ男だと、はっきり分かる。

　が、それ故ゆえ、初音の瞳に悲嘆の色が掃はいた。

「だとしても、たった三人。命をどぶに捨てるようなものです」

　言って、土方を見たが、目を合わせてもらえなかった。ならば搦からめ手てからと思ったのか、視線を伊い織おりに向ける。

「先生は何な故ぜ、そこまでされるのですか？」

「大事な人たちを取り戻したいからです」

　人の心を摑つかむ、透き通った声だった。

「それに、ここまで事態が悪化したのは、私の責任ですから」

「責任？　何を馬ば鹿かなことを言ってるんです？」

　昂たかぶる感情を抑える為ため、伊織は呼吸を整ととのえた。鈍にぶい痛みを感じながら胸の扉とびらを開き、閉じ込めていた過あやまちを解放する。

「冴さえのことを、もう少し早く気づくべきでした。実は、この下しも屋や敷しきに来た最初の日、手代の栄えい吉きちどのが、とても大事なことを話していたんです──」

　例の幽ゆう霊れい屋や敷しきの中に消えた番頭の太た助すけを追った栄吉は、誰だれも見つけられなかったものの、雨戸の隙すき間まからこぼれ出た群ぐん青じようの光を目もく撃げきしていた。その色は即すなわち、水の魔ま法ほうを意味する。

　水の魔法士は数が少ない。そして、今回の事件に関かかわりを持つ冴さえは、その特殊な能力を有している。

　栄えい吉きちに打ち明けられた時点で、東とう方ほう聖せい堂どう会かいが密ひそかに根城にしていた幽霊屋敷にいたと思おぼしき水の魔法士は、冴ではないかと睨にらみ、注意を怠おこたるべきではなかった。聞いた直後は疑いながら、情に流され、思考を停止してしまったことが悔やまれる。

　冴に、清きよ音ねを殺す動どう機きがないのであれば、それも許されるが、小こ弥や太たが彼女の治ち療りよう薬やくの実じつ験けんに使われ、心に深い傷を負ったことも知っていた。ならば、この二つを結びつけ、徹てつ底てい的てきに冴を調しらべ上げるのが当然の処置だ。

「──私が、すべきことをしてさえいれば、総そう司しもオークにならなかったでしょうし、清音どのも再び奪い去られることはなく、ひいては村々が襲おそわれ、多数の犠ぎ牲せい者しやが出ることもなかったんです。果たすべき責任を果たさなかったつけを、私は支払わなければいけません」

　最後まで冷静さを欠きたくなかったが、言い終わった時には、瞳ひとみの奥底に炎が灯ともっていた。

　初はつ音ねが一人ひとり、かぶりを振る。

「誰も、そんなことで伊い織おり先生を責めませんよ」

「死者は、口がきけませんからね」

　皮肉ではなく事実だ。

　慰なぐさめの言葉を押し返された初音が、最後の望みとばかりに赤せき眼がんの青年を見つめる。

　思いの籠こもった眼まな差ざしに気づいた冬とう馬まが、にこりと笑う。

「俺おれと伊織は、一いち蓮れん托たく生しようなんだ。伊織が行くと決めたら、何ど処こにでも行く。それが地獄だろうとな」

　爽そう快かいに言ってのけ、畳に後ろ手をついた。肩を捻ひねって外を眺める。

　冬馬の瞳ひとみの先に、蒼あおく遥はるかな空が広がっていた。




　炎が音をたて、燃もえ盛っていた。炉ろから立ち上った煙が灰はい色いろの尾を引き、天窓へと吸い込まれていく。

　触媒合成反射炉──アタノールが置かれた施せ療りよう所じよの一室。長ちよう兵べ衛いの店の男衆が、触媒の詰まった俵たわらを持ってきた折り、手早く片づけてくれたお陰で見違えるほど小こ綺ぎ麗れいになっていた。聞けば浜を出る前、初音から何か役立つことをしてくるよう、きつく命じられたらしい。

　そんな彼らを送り出したのは、一刻前のこと。伊織は、アタノールの熱ねつ気きが届かない場所で椅い子すに腰かけ、来らい青せいの残した書に視し線せんを落としていた。鼻に引っかけた丸まる眼鏡めがねに、炉の炎が踊り映っている。

　伊織の唇が、押さえきれない苛いら立だちで歪ゆがんでいた。

　隣となりの大おお部べ屋やを駆けてくる足音に気づき、顔を上げると、戸口から冬馬が飛び込んできた。手には風ふ呂ろ敷しき包づつみを摑つかんでいる。

「伊い織おり、やっと届いたぞ」

「遅い」

　伊織は、乱らん暴ぼうに言葉をぶつけた。手にしていた書を閉じ、椅い子すを蹴けるようにして立ち上がる。

「俺おれに言うなよ」

　冬とう馬まが口を尖とがらせたが、確たしかに彼は悪くない。何かの手違いで、触媒の一つである孔く雀じやく石いしが、届けられた荷の中に入っていなかったのである。それに気づいてすぐ、舟を引き返させたのだが、今まで掛かってしまった。

「早く貸せ」

　冬馬の手から包みを奪い取り、台の上に広げた。孔雀の羽に似た縞しま模様が美しい、緑みどり色いろの鉱石が現れる。注文通り、どれも栗あわ粒つぶの大きさに砕かれていた。

　冬馬に命じ、アタノールの円えん蓋がいを開けさせる。伊織は、他ほかの触媒が盛られた銅製の大おお釜がまに、孔雀石を移した。釜の耳に取りつけられた鎖くさりを摑んで、熱ねつ気きに煽あおられながら反射炉の中へ大釜を下ろし、中板の上に置いた。

　熱と魔ま力りよくを反射する円蓋を元に戻させ、自分は呪じゆ文もんを唱える。煉れん瓦がに刻まれた文様と文字が、青白く輝かがやき出した。

「よし、これでいい」

　伊織は額ひたいに滲にじんだ汗を拭ふき、小さく息をついた。

「いつ合成が終わるんだ？」

「暮れ六つは確かく実じつに過ぎる。大誤算だ」

　今日きようの空に雨雲はない。太陽の光に弱いオークが襲しゆう来らいするのは、間違いなく夜だ。それを見越して解げ法ほう薬やく生成の手て筈はずを整ととのえていたのだが、たった一つの触媒を欠いたせいで、大幅な遅れをきたしてしまった。大を小で討うつ伊織たちにとって、四半刻の差が生死の境を分けることになる。余りに手痛い、時間の浪費だった。

「と言うことは、冴さえたちが来るな」

　冷静に先読みをした冬馬に、伊織が相あい槌づちを打つ。

「だろうな」

　こちらが不利になればなるほど、餌えさの魅み力りよくが増す。問題は、釣り糸が強烈な引きに長く堪たえられるかだ。

「日が落ちてから、半はん刻ときは堪えてみせるよ」

　冬馬が、肩を揉もみながら言った。

「頼んだぞ」

　微妙な火と魔ま力りよくの注入、調ちよう整せいが必要な為ため、伊織は、触媒の合成が終わるまで炉から目が離はなせなかった。それに万一、敵が忍び込んできた場合、ここで合成途中の触媒を守る人間もいる。その間、押し寄せるオークの群れを施せ療りよう所じよの前面で引きつける役目は、冬とう馬まと土ひじ方かたに任せるしかない。

「何か、他ほかに手て伝つだえることはないか？」

　伊い織おりは、台の上に置いてあった一枚の紙を冬馬に手渡した。解げ法ほう薬やく生成に用いる魔ま法ほう陣じんと仮名文字で触媒名が書き込まれている。

「じゃあ、これに記してある通りに、触媒の俵たわらを置いて、しっかりと釘くぎ打ちしてくれ。よく分からないところがあれば、いい加減な場所に置かず、私に訊ききにくるんだぞ」

　人さし指を彼の鼻先に振りかざし、言い聞かせる。

　患者たちが消え、がらんどうになった大おお部べ屋やで、解法薬を最終的に生成することになっていた。かなりの人数が収容されていたこともあり、広さは申し分ない。魔法陣はきっちりと収まってくれたので、後は触媒を手抜かりないよう配置するだけだ。

　伊織の説明に冬馬は分かった、分かったと苦笑って繰くり返すと、そびらを返した。そのまま立ち去ろうとする彼の袖そでを少女が俯うつむきながら摑つかみ止める。

「ちょっと待ってくれ」

「何だ？　他にも用があるのか？」

　冬馬が向き直って尋たずねた。

「いや、そうじゃなくて……」

　袖を離はなし、口ごもる。心の準備が整ととのっていなかったにもかかわらず、体が咄とつ嗟さに反応してしまった。数すう瞬しゆん、逡しゆん巡じゆんしてから思いきって言う。

「無む茶ちやにつき合わせておいて言うのもなんだが、無事でいてくれよ」

　やはり気になるのは、魔人のことだった。瀕ひん死しの重傷を負った時、呪じゆ紋もんの力が緩ゆるんで魔人と化すと推測しているが、確かく信しんがあるわけではない。しかし、そう思えてならず、不安で仕方なかった。

　あの強大な力が解放された時、冬馬は冬馬でなくなる。そこにいながら、何ど処こか遠くへ行ってしまう。そして、二度と帰って来ないような気がした。

　そんな心の内を知らない冬馬が、気楽に胸を叩たたく。

「大丈夫だ。死にはしねえよ」

（そうじゃないんだ……）

　と誤解を正したかったが、何をどう言えば良いか分からない。ぎこちない沈ちん黙もくが漂う。

「どうしたんだ、そんな顔して？」

　冬馬が心配そうに顔をのぞき込んできた。いくら考えても無む駄だと悟り、伊織はありのままの気持ちを言葉にすることにした。

「……頼みがある。もし何かあったとしても、私のことを忘れず、ちゃんと戻って来てくれ」

　冬馬が、ひょいと眉まゆを持ち上げる。

「何が言いたいんだ？　お前のことを忘れるわけねえだろ？」

「すまない。分かりにくいだろうが、こう言うしか思いつかなかったんだ」

　胸の奥が熱あつかった。俯うつむいたまま、下唇を嚙かむ。

「まあ、言葉に出来ないこともあるさ。よく分かんねえが、お前がして欲しいんなら、そうしてやるよ」

　彼らしい陽気な声で言い、伊い織おりの肩を叩たたいた。少女が顔を上げると、背筋を伸ばし、その瞳ひとみをのぞき込む。

　伊織が見つめ返した赤せき眼がんに、優やさしく力強い輝かがやきがあった。

「お前のことは忘れない。ちゃんと戻ってくる。約束だ」

　ぐしゃぐしゃと伊織の頭を撫なで、口の端を緩ゆるやかに持ち上げた。

「その代わり、約束を果たす為ための魔ま法ほうに協力してくれ」

「魔法？」

　伊織は怪け訝げんそうに眉を寄せた。呪じゆ紋もんで魔力を封じられている彼は魔法が使えない。それは彼自身がよく分かっていることだ。

「そんな顔するなよ。俺おれだって、魔法の一つくらい使えるさ」

　何とも怪しい返事だったが、頼み事をした手前断ることが出来ない。

「で、何をすれば、いいんだ？」

「簡かん単たんなことさ。俺が、指を鳴らすまで、目を閉じてくれてればいい」

　渋々ながらも、伊織は言われた通り瞼まぶたを落とした。

　前髪を冬とう馬まに搔き上げられる。抗こう議ぎする間もなく、額ひたいに暖かい何かが触れた。

　伊織が驚おどろいて目を開けるより一いつ瞬しゆん早く、耳元で指がぱちりと指が鳴る。吐と息いきが触れる距きよ離りに、冬馬の顔があった。

　伊織は驚いて後ろに飛とび退のき、額を手で押さえた。

「おっ、お前、何を……」

　何をされたかは、朧おぼろ気げに分かったが、言葉が喉のどにつかえて出てこない。

「だから魔法だよ。ありがとうな」

　冬馬は白い歯を見せて微ほほ笑えみ、踵きびすを返した。少女が次にどういう行動に出るかは予想出来ている為、戸口に向かう足取りが脱だつ兎とのように速い。

「馬ば鹿か！」

　伊織は頰ほおを朱に染めながら、手近にあった魔ま導どう書しよを摑つかむや、逃げる彼の背中に放り投げた。




　西の空が蒼あお黒ぐろく染まり、水すい平へい線せんと色を同じくしている。陽ひは一筋残らず海の彼方かなたへと没し、正せい蓮れん寺じ川がわの河か原わらに、厚い夜の帳とばりが降りていた。

　施せ療りよう所じよの前に篝かがり火びが焚たかれている。舞まい上がる火の粉を際限なく吸い上げていく天に、幾十の星々が瞬またたいていた。月はまだ顔を出していない。

　松明たいまつを手にした冬とう馬まが、施療所の正面に陣取る土ひじ方かたに歩み寄る。

「とっぷり暮れたな」

　言って視線を夜空から下ろすと、彼の右の袂たもとから白い晒さらしがのぞいていた。

「何だ、その手？　怪け我がしてるなら、今すぐ伊い織おりに治してもらえよ」

「これは戦いくさ支じ度たくだ。気にするな」

　闇やみに染まる川の流れを眺めながら、土方が素っ気なく答えた。

　激げき戦せんを予想してか、脇わき差ざしを帯びずに大刀を二本差しにしている。そんな実戦馴なれした彼が、どんな備えをしているのか気になったが、どうせ尋たずねても答えは返ってこないだろう。

「それより、久く世ぜの準備は、いつ終わる？」

「あと四半刻どきは覚悟した方がいいな」

　たったそれだけの時間だが、運命を別つには充分だった。しかも、冴さえたちを迎むかえ撃うつに当たり、もう一つ大きな齟そ齬ごが生じている。

　土方が川から返した視線を、冬馬に向けた。

「結局、鉄てつ鎖さが届かなかったことは言わなかったのか？」

「ああ。余計なことで、伊織を悩ませたくないからな」

　群れを成して押し寄せるであろうオークの足止めに、堺さかい打うちの鉄鎖を使った罠わなを仕掛ける予定だったが、いくら待てども河原に届けられることはなかった。最後の舟でやってきた武ぶ州しゆう屋やの手て代だい曰いわく、鉄鎖を詰め込んだ木き樽だる全すべてが蔵から今け朝さ持ち去られ、何ど処こかへ消えたとのこと。長ちよう兵べ衛い自らが行方ゆくえを捜していると聞いたが、甲か斐いなく見つからなかったようである。

　触媒であれば、他ほかの荷と間違えて余よ所そへ運び込んでしまうことと考えられるが、なくなったのは鉄鎖だ。東とう方ほう聖せい堂どう会かいの息が掛かった者の手で、武州屋の蔵から故意に持ち去られたと考えて然しかるべきだろう。

　多勢に無勢とならぬよう考えた罠がご破算になったのは、大きな痛手だったが、見方を変えれば、敵が誘いに乗ってきた先触れでもあった。冴たちがここに現れなければ何も始まらない。そこで冬馬と土方は話し合い、相手の術中にはまり、より魅み力りよく的てきな餌えさになったことを利用せぬ手はないという結けつ論ろんに達した。

　伊織に鉄鎖が届かぬことを告げれば、オークを迎え撃つ二人ふたりの負担が増大することに胸を痛めながらも、敵の計略に乗り、確かく実じつに誘い出すことを是とするはずである。言っても言わなくとも答えが同じなら、不必要に彼女を苦しめたくない。

　冬馬は、夜風で乱れた髪を後ろに撫なでつけた。

「怖くなったのなら、逃げてもいいぞ。今ならまだ間に合う」

「ぬかせ」

　土方が笑いもせずに言い、正面に向き直る。

「罠わなの穴埋めは剣で出来るが、問題は解げ法ほう薬やくだ。効く見込みはあるのか？」

　整ととのった横顔も低い声こわ音ねも、鋼はがねのように暖かみがないが、冬とう馬まは、そんな仮面に誤ご魔ま化かされる男ではなかった。

「心配すんな。伊い織おりが作るんだ、間違いねえよ」

　松明たいまつを持ち替えると、空あいた手で土ひじ方かたの背中を力一杯に叩たたいた。さしもの鋼こう鉄てつの面おもても、口元がへの字に歪ゆがむ。

「何があっても、沖おき田たたちを取り返そうぜ」

　土方の目が、刃やいばのように尖とがったのも気にせず、冬馬はからからと笑った。

「貴様──」

　怒ど鳴なりかけ、土方が唇を噤つぐんだ。眉み間けんに険しい線せんが走る。どうやら同じ気け配はいを感じたらしい。

　冬馬は笑えみを仕し舞まい込み、闇やみを睨にらんだ。

「おいでなすったみたいだな」

　土方が、冬馬の手から松明を奪い取り、遠く放り投げた。夜空を過よぎり、風にざわめいている茂みに落ちる。事前に撒まいておいた油に火がつき、炎の壁かべが立ち上がった。

　煌こう々こうと照らされた土手の上に、オークがその異い形ぎようを次々と現していく。刀を持つ者より、持たぬ者が多い。予想通り、襲しゆう撃げきにあった村々で行方ゆくえ知れずになった人間が皆、薬を飲まされ、オークに変えられたようだ。

　一匹、二匹と声に出していた冬馬が、数えるのをやめた。

「随ずい分ぶん、増えやがったな」

　土方が親指で鍔つばを弾はじき、鯉こい口くちを切る。

「久く世ぜの用意が調ととのうまで、施せ療りよう所じよには一匹も踏み込ませるなよ」

「ああ。この身に代えても死守してやる。伊織の邪じや魔まは、絶対にさせねえ」

　冬馬が赤せき眼がんに決意を漲みなぎらせ、佩はい刀とうの柄つかに手を掛ける。

　示し合わせていたかのように、二人ふたり同時に刀身を闇に解き放った。刃紋が篝かがり火びの光を映し、茜あかね色いろに輝かがやく。

　殺さつ伐ばつとした空気が満ちた河か原わらに、甲かん高だかい嘲ちよう笑しようが響ひびき渡った。土手を見上げると、魔物たちの群れを割り、冴さえが歩み出てきた。

「あんたら、ほんまあほやな」

　嘲あざけりで歪ませた頰ほおから首筋にかけて、びっしりと鱗うろこが生はえていた。禁きん呪じゆの浸食が、さらに進んでいるらしい。

「大人おとなしゅうしてたら見逃してやったのに。のこのこ、こんなところに出てくるなんて、信じられへんわ。それともあれか？　うちらの仲間になりたいんか？」

　土方が不快げに鼻を鳴らす。

「ぐだぐだ言ってないで、そこを下りてきたらどうだ？」

「えらい、いらちやな。そんなに早く遊んでもらいたいんかいな」

　冴さえが胸を揺すって笑った。

「ええよ。たっぷり楽しませたるわ」

　言って、二ふた叉またの舌で唇を舐なめ回した。鱗うろこで覆おおわれた指先で眼がん下かの二人ふたりを差す。

「あいつらを捻ひねり潰つぶすんや」

　オークの群れが夜空を仰ぎ、けたたましい雄お叫たけびを打ち上げる。その耳障りな響ひびきが河か原わらに轟とどろく中、爛らん々らんと瞳ひとみを輝かがやかせた十数頭が、一斉に土手を駆け下りた。黒い影かげが、行く手を阻はばむ炎を易やす々やすと乗り越えていく。

　地鳴りをあげ殺到する群れの中から、二匹のオークが突出した。共に浪士組の隊士のなれの果てらしく、手に白はく刃じんが煌きらめいていた。

「馬ば鹿かどもが」

　土ひじ方かたが奥歯を嚙かみ鳴らし、右腕に巻きつく晒さらしを外した。露あらわになった上腕に、魔ま法ほう陣じんが肉を切って描かれている。

「聞け、我が声を──」

　詠えい唱しように呼応し、古いにしえの図形が赤く輝いて、血管のように脈打つ。

　土方が、指先を奔はしらせ、刃やいばに魔光を纏まといつかせていった。鋼はがねの声が、オークたちの雄叫びを圧し夜に響き渡る。

「──大いなる焰えん皇せいアルカンよ。盟約に基づき、我が刀身に宿り、永えい劫ごう無極の業火で敵を貪むさぼれ。燃もえよ、剣。焰皇剣ヴアシード！」

　鍔つば元もとから紅ぐ蓮れんの炎が噴ふき上がり、刀身を覆い隠す。土方の四囲から一切の闇やみが消えた。

　先駆けてきた二匹のオークが、耳障りな奇声をあげ、彼の頭上に剣を振り落とす。

　土方は鋭するどく地を蹴けり、四本の豪腕を燃え盛る炎刃で一刀のもとに斬きり飛ばした。噴き出した鮮せん血けつを飲み込むようにして、傷口から凄すさまじい勢いで炎が迸ほとばしり、瞬またたく間まにオークたちを包み込む。

　全身を灼やかれて尚なお、躍おどりかかってきた魔物の両脚を二匹立て続けに寸断し、地面に這はわせると、それに一いち瞥べつもくれず、新たに向かってきた敵に火の噴く刃を疾はしらせる。

　楡にれの木の如ごとき巨きよ軀くが、四肢を断たれては次々炎に飲み込まれ、河原に転がっていく。肉芽が傷口から穂先を出した途と端たん、消えることなく燃え続ける火に舐なめられ、焼き尽くされ、再生出来ない。

　土方は、押し寄せる魔物たちを真っ向から迎むかえ撃うって退ひかず、巨大な火柱に変え、無限の炎獄に引き込んでいった。

　肉の燃もえる悪臭が辺りに立ちこめ、冬とう馬まの鼻奥を搔かきむしる。

「どっちが鬼だか」

　猛威を振るっている土方を横目に見つつ、口笛を吹いた彼も、一匹の戦鬼と化していた。白はく刃じんは飢が狼ろうの如ごとく血を求め、魔ま物ものたちの肉を食い破る。爆ばく炎えんの剣士をさけ、施せ療りよう所じよへ押し寄せてきたオークたちは余すことなく朱に染まり、大地に這はっていた。
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　土手の上から戦況を眺めていた冴さえが、河か原わらへと歩き出す。

「えらい足あ搔がいてくれるやん。けど、これならどないや」

　指に群ぐん青じようの光を宿らし、複雑な軌跡を描く。面前に浮かび上がった魔法陣を頭上にかざすや、黒く波立つ川の流れに投げ入れた。

「水獣爪バウンシー！」

　冴の呪じゆ声せいに呼応して水面が隆起し、鋭するどい鉤かぎ爪づめを持つ巨大な獣けものの手となった。みるみる川から伸び出て、火ひ達だる磨まになっている一匹のオークを握り込んだ。

　が、土方の生み出した業火は、水に包まれて尚なお、燃え続けて消えない。夥おびただしい量の水蒸気が、夜空に立ち上っていく。

「しつこい炎やな」

　冴が悪態を吐つき、魔法陣に新たな図形を描き加えた。

　少女の操あやつる水が一転、強烈な冷気を発し始める。水すい獣じゆうの手の中で、火勢が徐々であるが、確かく実じつに衰えていった。

　地に這はっても、やがて立ち上がるオークを斬きり伏せること数十度。冬とう馬まは血塗られた掌てのひらを袴はかまで拭ふき、柄つかを握り直した。

「あの術を絶たないとまずいな」

　と分かりながらも、施せ療りよう所じよに怒ど濤とうの如ごとく押し寄せるオークたちを制するのが、やっとの状態だった。一匹斬り倒すと、半はん瞬しゆんも待たずに新あら手てが襲おそってくる。とても魔ま法ほうを操あやつる冴さえに、剣けん尖せんは届きそうになかった。

　剣を振りつつ、土ひじ方かたを見ると、沖おき田たと思おぼしき魔物と刃やいばを交えていた。その影えい響きようで、炎に包まれるオークの数が急きゆう激げきに減じ、冬とう馬まに殺到するオークの数が増えている。血を雨のように降らせても、雲のように魔物たちが湧わき起こり、攻撃が絶えることがない。

　刻ときが二人ふたりの双肩に重くのしかかり始めた。




　立ちこめる血臭の中、冬馬は、魔物の頸けい骨こつを叩たたき斬り、地表に横転させると、斜めから襲ってきた黒こく影えいの胴を突き刺し、逆ぎやく袈け裟さに斬り上げた。絶叫が夜空に尾を曳ひいて響ひびくのを聞きながら、剣を疾走させ、背後の敵を唐から竹たけに割る。一呼吸つく暇もなく、足を跳ばして側方の魔物の膝ひざ頭がしらを蹴けり、動きを止めると、旋風のように体を回転させ、二匹立て続けに頸部を両断した。オークたちの一角が崩れたのを素す早ばやく見て取り、血泥を踏みつつ横転する。

　起き上がって剣を構えるより早く、唸うなりを上げ襲ってきた魔手が、冬馬の眼前で斬り飛ばされた。鮮せん血けつに火がつき、燃もえ上がる。

「ぼやっとするな」

　言った土方の頰ほおを掠かすめるように、立ち上がった冬馬が突きを繰くり出す。彼の首筋に嚙かみつこうとした魔物の喉のどを貫き、がら空あきの胴に蹴りをくれ、押し倒した。

「お前もな」

　背中合わせに立つ二人の肩が、荒く上下している。返り血と自らの出血で全身が赤い。どれだけのオークを斬り、どれだけの刻ときが過ぎたのか、分からなくなっていた。

「流石さすがに、大分弱ってきたやん」

　魔物の輪わが割われ、冴が現れた。

「まあ、これだけ暴あばれたんやから当然やな」

　言って、見渡した河か原わらは、血と肉片が足の踏み場もなく散らばり、酸鼻を極めていた。しかし、土方に、最後に黒焦げにされたオークも、その姿を元に戻しつつある。形勢は決していた。

「そろそろ終わりにしよか」

　指を鳴らしたのに応じ、加か州しゆう清きよ光みつを構えた沖田が進み出る。同じく手に剣を握ったオークたちが、その左右を固めた。

「あいつらは、俺おれがやる」

　炎えん刃じんをひっさげた土方に沖田たちを任せ、冴に斬きり込こみをかけようとした冬とう馬まの歩みが止まる。背後で血泥を踏む足音が、施せ療りよう所じよの方へ向かっていた。

　身を翻ひるがえし、すぐさま駆け出す。

「行かせるかよ」

　剣を斜めに構え、包ほう囲い網もうの一角に飛び込む。暴ぼう風ふうのような刃鳴りが起こる度たび、叫喚が迸ほとばしり、夥おびただしい鮮せん血けつが闇やみを濡ぬらした。

　たちまち施せ療りよう所じよの戸口へ向かう魔ま物もの二体に追いつき、その後背に斬りかかる。一匹の首筋に剣けん尖せんが食い込んだ瞬しゆん間かん、もう一匹が急反転し、怒れる雄牛の如ごとく猛然と突進してきた。剣を引き辛うじて右に跳びすさると、待ち受けていたかのように別のオークが躍おどりかかる。これも神速の足あし捌さばきでかわそうとしたが、草ぞう履りが血泥で滑った。瞬時に、よけきれぬと判断し、身を屈かがめ、魔物の胴に突きを繰くり出す。それが致命的な悪手となった。

　体当たりの勢いを殺せず、刀身が巨きよ軀くに深々と突き刺さる。後方へ飛とび退のいて刃やいばを引き抜こうとしたが、剛腕が伸び、冬とう馬まに抱きついた。手から刀が叩たたき落とされる。

　両腕も一いつ緒しよに締しめ上げられているので、脇わき差ざしも抜けない。踵かかとで魔物の股こ間かんを蹴けり上げようとしたが、左右から現れたオークに足首を摑つかまれ、完全に身動きを封じられた。

　土ひじ方かたも沖おき田たたちに押しに押しまくられ、冬馬を救うどころか、自分の身を護まもることすらままならない。

　冴さえが小こ弥や太たを引き連れ、オークに動きを封じられている冬馬の前に立った。

「殺すつもりはないから心配せんでええよ」

　懐ふところから硝子ガラス瓶びんを取りだし、蓋ふたを親おや指ゆびの爪つめで弾はじく。中の液体が生ある物のように這はい上がってきて、冴の指にまとわりついた。

「洋よう鬼き化け生しようの秘薬や。これを飲んで、うちらの仲間になってもらうで」

「嫌やだね。薬は苦手なんだ」

「大丈夫、苦にがないよ。痛みを感じるのも、最初だけやから」

　鱗うろこで覆おおわれた唇を嬉うれしそうに歪ゆがめ、魔法薬がまといつく指を冬馬の眼前にかざす。歯を食くい縛しばり、口を開けようとしない彼を見つめ、眉まゆ根ねを寄せた。

「子供みたいな真ま似ねしなや」

　そう叱しかって、鼻先に人さし指を差し出す。首を背けた冬馬の髪を小弥太が、むんずと摑み、顔を正面に据えた。

「気持ち悪いやろうけど、ちょっとの合間やから辛しん抱ぼうしい」

　冴の指先から魔法薬が伸び、冬馬の鼻の中に入る。尚なおも諦あきらめず、鼻息でそれを押し戻そうとしたが、液体は身をくねらせ、奥へ奥へと進入していった。激はげしく嘔え吐ずき、悶もだえ苦しむ冬馬を見下ろし、冴が肩をすくめる。

「強情な、あんたが悪いねんで」

　意思を持つ薬液が、鼻奥を通り喉のどへ這はい下りていった。

「くそったれ……」

　舌打ち混じりに呟つぶやき、冴を睨にらみつける。蛇に似た縦たて長ながの瞳ひとみは、彼の変化を興きよう味み津しん々しんに待ち受けていた。

　頭ず蓋がいの奥に錐きりで突いたような鋭するどい痛みが奔はしる。首筋を打つ脈が速くなり、胸が火を飲んだように熱あつくなってきた。

「効き始めたみたいやね」

　蛇の舌をちらつかせ、にやりと笑った冴の背後、施せ療りよう所じよの戸口に人ひと影かげが立った。手に魔ま法ほう陣じんが握られている。

「──斬きり裂け、俱ぐ風ふうの将。烈風刃ラデイニアン！」

　疾風はやての刃やいばが唸うなりをあげ、群れるオークを斬り裂いて突き進む。小こ弥や太たが冴を小こ脇わきに抱え、跳とび退のいた直後、高速で旋回する風の環わが四つに分ぶん離りし、冬とう馬まを摑つかむ四本の巨腕を切断した。

　膝ひざをつき喉元を押さえながら、血走る目を戸口に向ける。

「……伊い織おり」

「冬馬、無事か!?」

　そう叫び尋たずねた少女の声に、身を案じる響ひびきはあったが、落胆で重く沈んではいなかった。手に真緑の液が入った硝子ガラス瓶びんが見える。準備が整ととのったようだ。

「まだ、何とかな」

　絞り出すように言い、膝を手で支えて立ち上がった。首筋や四肢に、太い脈がびっしり浮いている。意い識しきを集中させなければ血が沸ふつ騰とうし、体が爆ばく発はつするように感じた。

　小弥太の腕から飛び下りた冴が、伊織の姿を蛇じや眼がんで捉とらえるや、悔しがる素振りを見せず、薄うすく笑った。

「やっと真打ち登場かいな」

「残念だが、真打ちは私じゃないぞ」

　ぼそりと呟つぶやき、伊織が呪じゆを唱える。五指が踊り、闇やみに魔法陣を刻んだ。

「──轟風ゴーバツシユ！」

　少女の左右に出現した数条の竜巻が、前面のオークを襲おそわず、後背の施療所に風の牙きばを突き立て、板いた壁かべや屋根を引きはがしていった。ばりばりと木が裂ける音が、河か原わらに響ひびき渡る。竜巻が彼方かなたへと消えた後、大おお部べ屋や部分の外装が丸裸になっていた。

　唯一残った床板に、馬の血で巨大な魔法陣が描かれている。そのいくつかの法円には、触媒を詰め込んだ俵たわらが置かれていた。

　陣の中央に駆け戻る伊織の背に、冴が笑しよう声せいをぶつける。

「解げ法ほう薬やくが出来ても、これだけのオークを全部捕らえて飲ますのは無理やで」

　彼女の言葉に何の反応も示さず、伊織は魔法陣の中央に立った。硝子瓶をあけ、足元に中の液体をばらまき、側方の闇やみに叫ぶ。

「八や巻まきどの、頼みます！」

「心得た」

　半はん壊かい状態の施せ療りよう所じよの陰から、籠こ手てと鉢はち金がねで身を固めた礼れい蔵ぞうが、ぬっと姿を現した。

「もう一人ひとり増えたぐらいで、どうにかなると思ってるんか？」

　嘲あざけりを声に滲にじませ、冴さえが指笛を鳴らす。甲かん高だかく鋭するどい音が夜を貫いてすぐ、新たなオークの一群が、土手を乗り越えてきた。

「後詰めが出たのは、有あり難がたい。手間が省けた」

　と嘯うそぶいた礼蔵が、太い指に緑みどり色いろの光を灯ともし、宙に疾はしらせる。片かた膝ひざを突き、右手に輝かがやく魔ま法ほう陣じんを地に押しつけた。

「石塁裂開フシユマンザーデ！」

　掌てのひらから照射された緑の猛光が、余すことなく大地に吸い込まれて消え去った。

　小こ弥や太たの隣となりで身構えていた冴が、ぐるりと周囲を見渡し、鱗うろこだらけの喉のどを搔かきつつ首を捻ひねる。

「何も起こらへんで？」

「そうかな？」

　礼蔵は、彼女に聞こえぬ声で反問し立ち上がると、後ろに歩いて建物の陰に消えた。

　小弥太が耳を犬のように動かすのを見て、冴が眉まゆ根ねを寄せる。

「どないしたんや？」

　そう尋たずねた直後、少女の足元が小刻みに震ふるえだし、川上から地じ響ひびきが聞こえてきた。どんどん音を大きくしながら接近してくる。

　冴が首を伸ばし、闇を透かし見た。

「まさか……」

　蛇じや眼がんに、土手を越えんばかりの高さで押し寄せる波が映った。貪どん龍りゆうの如ごとく河か原わらに生はえた灌かん木ぼくや葦あしの茂みを飲み込み、猛然とこちらに迫っている。

　土手の上に現れた礼蔵が、満足そうに頷うなずいた。

「上々の勢いだな」

　人目を忍び、上流に石堤を築いたのは二日前のこと。雨が降らず気を揉もんだが、水量は申し分ない。

「うちに水攻めとは、しゃらくさいわ」

「邪じや魔まはさせねえ！」

　魔法陣を宙に描こうとした冴に、冬とう馬まが組みつく。牙きばが生え、肩の筋肉は盛り上がり、半ばまで魔物に転じ掛けている。その怪力が災いし、冴では彼を振りきれず、小弥太が羽は交がい締じめにして引きはがした。失った刻ときは僅わずかだったが、意味は大きく、襲おそいくる怒ど濤とうを押し返すだけの魔法を唱えられない。

「あかん、さがれ！」

　冴の声に従い、オークたちが土手へと駆ける。

「お嬢じようさん、逃がさんよ」

　礼れい蔵ぞうが、掌てのひらの魔ま法ほう陣じんを足元に叩たたきつけた。

「岩煉獄マウルーガ！」

　地鳴りと共に、岩がん壁ぺきが河か原わらの地面を割ってせり上がり、数すう瞬しゆんでオークの群れを取り囲んだ。唯一、施せ療りよう所じよの方向だけ石の壁かべがないが、荒れ狂った水の壁が迫っており、逃げ場がない。

　伊い織おりは、後方から落雷に似た轟ごう音おんを響ひびかせ激げき流りゆうが襲おそい掛かってくるのにも動じず、堂々と呪じゆを唱えた。

「──闇やみに染まりし者に慈じ悲ひを。この世ならざる異い形ぎようを解け。鬼除の薬水オークス＝ウル！」

　少女が宙に織おりなした魔法陣と床板に描かれた魔法陣が合致し、巨大な光の柱が天へと伸びる。刹せつ那な、それに奔ほん流りゆうが覆おおい被かぶさり、閃せん光こうが弾はじけた。土つち気け色いろの水がたちまち変容し、川底まで見通せるほど青く透き通る。

　次の瞬間、そそり立つ解げ法ほう薬やくの大波が、河原に立つ全員を飲み込んだ。

「伊織先生、上う手まく逃げて下さいよ」

　土手に立つ礼蔵が、魔法陣に指を奔はしらせた。

　分厚い石の檻おりが欠所を埋めて包囲が完成し、解法薬で満ちた池が出現する。更に岩がん壁ぺきの縁ふちが伸長し、溺おぼれる魔物を逃さぬ円えん蓋がいを作っていく。




　伊織は猛烈な水流に翻ほん弄ろうされながらも、飛ひ翔しようの魔法を唱え、水中を脱した。鼻から流れ込んだ解法薬を吐き出して呼吸を整ととのえ、四方に視し線せんを疾はしらせた。頭上では、円蓋が閉じようとしている。

　視界の端の水面から、土ひじ方かたが顔を出した。

「摑つかまれ！」

　隼はやぶさの如ごとく彼をかっさらって急上昇し、岩の牢ろう獄ごくから脱すると、礼蔵の傍そばに舞まい降りた。

　土方が地に両手をつき、激はげしく咳せき込む。その隣となりで、伊織は濡ぬれた髪をかきあげ、礼蔵に告げた。

「仕上げをお願ねがいします」

　礼蔵が無言で頷うなずき、掌を魔法陣に叩きつけた。それに連動して、円蓋が沈み込んで平らになり、残っていた空気を押し出す。

　足をふらつかせ、土方が立ち上がった。濡れた口元を手の甲で拭ぬぐいながら伊織に尋たずねる。

「やったか？」

「中を開けてみるまでは分からん」

　冷静に答えたつもりも、語尾が揺れた。一瞬、眼めに入った冬とう馬まの姿が、瞼まぶたの裏をちらつく。角は生はえていなかったが、半身は魔ま物ものと化していた。解法薬の生成が失敗していれば、取り返しのつかないことになる。

　川の流れが、次第に収まってきた。

「そろそろ頃ころ合あいでしょう」

　伊い織おりが頷うなずき返したのを見て、礼れい蔵ぞうが指を弾はじき魔ま法ほう陣じんを解いた。

　岩の牢ろう獄ごくに無数のひびが入り、解げ法ほう薬やくが噴ふき出す。その勢いが眼めに見えて弱まった瞬しゆん間かん、大きな亀き裂れつが縦じゆう横おうに走った。重く鈍にぶい音を響ひびかせ、蓮はすの花が咲くように石の蕾つぼみが開く。

　男女の裸体が折り重なって倒れている中央で、袴はかまだけを身に帯びた青年が仁に王おう立だち、肩に小さな男の子を担いでいた。赤せき眼がんが夜に爛らんと輝かがやいている。

「あの馬ば鹿か、心配させやがって……」

　口を尖とがらせて、伊織が土手を駆け下りる。後に礼蔵と土ひじ方かたが続いた。

　行く手を遮さえぎるように、オークから元の姿に戻った人々が、地面に横たわっている。ぴくりとも動かないので走りながら容態を窺うかがうと、皆死んではおらず、失神しているようだった。

　その中に、初はつ音ねに似た女性がいた。恐らく彼女が、清きよ音ねと思われる。瘦やせているものの、見目の麗うるわしさは損なわれておらず、かえって儚はかなげな美しさが極まっていた。

　彼女には訊きかなければならないことが沢たく山さんある。魔法薬の影えい響きようで病状が悪化していないことを願ねがいつつ、倒れ伏す幾人かの背を飛び越え、冬とう馬まのもとに辿たどり着いた。

「溺おぼれ死ぬかと思ったぜ」

　にかりと笑って、肩から男の子を地面に下ろした。伊織が両りよう膝ひざをつき、顔を検あらためる。丸坊主で蒼あおく瘦せ細った容よう貌ぼうは、見間違いようがない。

「……小こ弥や太た、よく帰ってきたな」

　伊織は言って、少年を胸にかき抱いた。

「……お前ら、何てことしてくれるんや」

　醜みにくく顔を引ひき攣つらせた冴さえが、横倒しになった葦あしを踏み越えて歩いてくる。濡ぬれ髪がみの間からのぞく蛇じや眼がんが、火のつくような怒気を発していた。

「申し訳ない。余さず捕らえたつもりだったんですが」

　礼蔵が、渋い表情を作った直後、川の中から黒こく影えいが飛び出した。手には剣を持ち、後頭部には一本角が生えている。

　伊織が、頰ほおを歪ゆがめた。

「総そう司しも残ったか」

「一人ひとり、二人ふたりはしょうがねえよ」

　冬馬は言って、小こ袖そでが破け、両もろ肌はだが露あらわになっている肩を叩たたいた。良い音が鳴り、勢い良く散った水みず飛沫しぶきを横よこ頰ほおに浴び、土方が口の端を歪める。詫わびる冬馬を一ひと睨にらみし、皆に告げた。

「沖おき田たは、俺おれに任せろ」

　伊織は、眠る小弥太を地に横たえさせると、腰に帯びていた小さな瓢ひよう簞たんを外し、土方に手渡した。中には大仕掛けの前に、試しで生成した解法薬が入っている。

「これっきりしかないから、大事に使えよ」

「世話を掛けるな」

　素直に礼を言った土ひじ方かたが、余りに意外だった為ため、伊い織おりの唇くちびるに笑えみが滲にじんだ。それを素す早ばやく仕し舞まい込み、ぐいと睨にらみつける。

「男なら取り返して来い」

「ああ。手出し無用だぞ」

　素っ気なく言い、腰に帯びていた大刀を抜きはらった。彼の唱える呪じゆに呼応し、上腕に刻まれた魔ま法ほう陣じんが光ひかり輝かがやく。

「──焰皇剣ヴアシード！」

　土方が白はく刃じんに火を放つのを見て、沖おき田たが唸うなり声ごえをあげた。敵意の漲みなぎる牙きばが、炎に煽あおられ鈍にぶく光る。

　冴さえが、崩れ去った岩の牢ろう獄ごくに足を掛け、喉のどを張り裂かんばかりに吠ほえた。

「小こ弥や太たを返さんかい！」

「それは出来ねえな」

　ぴしゃりと言い、冬とう馬まが進み出る。伊織は礼れい蔵ぞうに、振り返った。

「八や巻まきどの、では予定通り、小弥太たちを宜よろしくお願ねがいします」

「分かりました。どうかご無事で」

　言うと、手に握る魔法陣を地に押しつけ、大だい音おん声じようで叫んだ。

「土竜坑アフアラヴア！」

　地表に緑の閃せん光こうが走った次の瞬しゆん間かん、失神して横たわる人々が礼蔵と共に、ずぶずぶと土の中に沈み込んでいった。

　小弥太の半身が早くも見えなくなったのに焦り、冴が砕けた岩を飛び下りる。

「逃がさへんで！」

　駆けだしても間に合わないとみて、すかさず掌てのひらの魔法陣を礼蔵に向けたが、先に魔法を繰くり出したのは伊織だった。

「──斬きり裂け、俱ぐ風ふうの将。烈風刃ラデイニアン！」

　冴は反応良く、闇やみを斬り裂き飛んできた風の刃やいばをかわしたが、再び魔法陣を構えた時には、既に小弥太たちの姿は地上から消え去っていた。牙を嚙かみ鳴らし、伊織と冬馬を睨にらんだ。

「こうなったら、あんたらを揉もみ潰つぶして、おっさんの後を追うだけや」

　掌の魔法陣を拳こぶしで叩たたき消し、群ぐん青じようの光が宿る指先を宙に躍おどらせる。

「冴、私の話を聞け」

　伊織の叫びは虚むなしく空くうを切り、闇に漂った。

　冴の頭上に豪壮な魔法陣が展開していく。膨ぼう大だいな魔力が使用されているらしく、鱗うろこが急速に広がり、乱れた頭髪だけを残して彼女の全身を包み込んだ。

　獣けものじみた怒声が、星明かりに淡く照らされた河か原わらに響ひびき渡る。

「──四海を統すべし、偉大なる龍りゆう帝ていカルハーン。深しん淵えんの皇城を出て、忌いまわしき地を沈めよ。龍帝怒濤ドウマーヴイル！」

　落ち着きを取り戻していた川面が、荒く波立ったのも束つかの間ま、川そのものが起き上がったと思うほど巨大な水柱が立ちのぼった。たちまち水龍と形を転じ、強壮な顎あごを開いて、天地を震ふるわす咆ほう哮こうをあげた。

　冬とう馬まが伊い織おりの顔を見て、肩をすくめる。

「聞く気はないみたいだな」

「まあ、分かりきっていたことだ。横よこ面つらをひっぱたいて、冴さえの心から悪鬼を叩たたき出すぞ」

　伊織が指に魔の光を灯ともし、宙空に陣を布しく。冬馬も、それに倣ならって脇わき差ざしの鯉こい口くちを切った。

　魔ま法ほう陣じんを構え、冴をとぐろ巻く水龍に小こ手て調しらべの一いち撃げきを放つ。

　高速で旋回する風の刃やいばが、龍の胴に飛沫しぶきをあげて食い込んだ。が、その半ばも達さぬうちに、泡となり消え去った。

　透けて見える水龍の向こうで、冴が蛇じや眼がんに嘲あざけりの色を浮かべ、鱗うろこに覆おおわれた顎を持ち上げる。

「そんなもんが効くかいな」

　確たしかに、水の胴体は厄やつ介かいな代しろ物ものだった。表面は鋼はがねのように硬くはないが、それを補って余りある厚みがあり、冴に風術は届きそうにない。

　伊織が攻撃に使える魔法は、他ほかに雷術しかないが、水術が相手では分が悪い。冴が水と接しているなら、逆手に取れるのだが、そんな下へ手たを打つとは思えなかった。となると──

「冬馬、ちょっと耳を貸せ」

　膝ひざを折った冬馬に、閃ひらめいた策を囁ささやく。

「分かった。悪くないと思うぞ」

　二つ返事で引き受けた彼に、伊織は苦笑を向けた。

「いや、どう考えても悪いだろ。また、無む茶ちやをさせてすまん」

「気にすんな」

　少女の濡ぬれた頭を、ぽんと叩たたいた冬馬の声は、彼らしく爽そう快かいで伊織の心の重荷を軽くしてくれた。

「じゃあ、とりあえず行ってくるぜ」

　目元を引ひき締しめ、脇差を斜めに構えると、巨塔の如ごとくそびえる水龍へと駆けた。

　闇やみに今宵最大の咆ほう哮こうが轟とどろく。龍の顎が開き、水の砲弾が続々と撃うち出された。冬馬は、それを瞬しゆん速そくの体たい捌さばきでかわして進んでいく。着弾する度たび、河原の土が抉えぐられ、高く舞まい上がったが、彼の足は僅わずかも怯ひるまない。

「ちょこまかと動きな」

　冴が、眼がん前ぜんに展開する魔法陣に光る指を奔はしらせた。

　水龍の尾が、豪風を起こして冬馬を襲おそう。驚きよう異い的てきな反射と跳ちよう躍やくで避けきって、とぐろ巻く龍の胴へと斬きりかかった。

　刹せつ那な、水すい龍りゆうの鱗うろこが逆立ち、鋭するどく尖とがり伸びて、冬とう馬まを突く。眉み間けんに刺さろうとした水すい槍そうの穂先を叩たたき斬り、喉のど元もとに迫った二の槍やりはのけぞってよける。すかさず足首を狙ねらった三の槍は、後方に回転し、飛び避けた。

「まるで軽かる業わざ師しやな。でも、いつまでも保もたんで」

　冴が、蛇舌を唇に這はわせた姿が、とぐろの間に垣かい間ま見みえる。冬馬への攻こう撃げきに気を取られ、厚い守りに隙すきが生じていた。

　伊い織おりは見逃さず、掌てのひらの魔法陣を掲げた。

「──雷撃ル＝ボウ！」

　迅じん雷らいが矢の如ごとく疾はしり、闇やみを貫く。

「ええんか、そんなもん使つこうても」

　言って、蛇じや眼がんを伊織へ向けた冴に、雷土いかずちの矢が直撃するかと思われた寸前、とぐろが引ひき締しまり、僅わずかに生じていた隙すき間まが消える。雷撃は水中に没し、瞬しゆん時じに散り去った。

　同瞬、水槍を肩に掠かすらせた冬馬が、呻うめき声をあげ、たたらを踏んで後退した。水龍の体内に吸収された雷土の断片が、肉を嚙かんだらしい。

　無様な同どう士し討うちを目まの当あたりにし、冴が哄こう笑しようを天に響ひびかせる。

「ほら、言わんこっちゃない。伊織、あんたの雷撃が、どれだけ強力でも、水龍に護まもられたうちには届かんで。気の毒やけど、相あい性しようが悪過ぎるわ。無理に足あ搔がけば、冬馬を巻き添えにするのがオチや」

「それはやってみないと分からんぞ」

　伊織は言って、鮮あざやかに五指を踊らせた。少女の瞳ひとみに、絶望の淵ふちは映っていない。

　その姿を見て、冴の切れ上がった口の端が歪ゆがむ。

「あほな男やな。好きにしい」

　水龍が鎌かま首くびをもたげ、巨大な顎あごを開けた。水の砲弾が、河か原わらに雨の如く降り注ぐ。

「──轟風ゴーバツシユ！」

　伊織は、数条の竜巻を出現させ、正面から迎むかえ撃うった。




　土ひじ方かたの足元に、流れ飛んできた水弾が落ちた。地面を蹴けって脚を浮かし、それをかわしながら、額ひたいをかち割ろうと振り下ろされた豪ごう刃じんを打ち返す。

　剣を引いた沖おき田たとの間に、立て続けに三本の土柱が巻き上がった。水を重く含んだ土砂を、強風がかっさらい、彼方かなたへと運んでいく。

「あいつら派は手でにやりやがって」

　土方は、燃もえる剣を構えながら、乾いた舌打ちを漏らした。まるで嵐あらしの真まっ直ただ中なかにいるようで、剣けん尖せんに集中出来ない。

「総そう司し、こっちだ」

　そう誘って、土手を一気に駆け上がる。沖おき田たが剣を構えたまま、影かげのように離はなれることなくついてきた。

　伊い織おりたちの乱戦を見下ろす土手上に立った瞬しゆん間かんから、激はげしい撃うち合あいが再開する。位置を変えては、絡み合う二本の剣。重い金属音が、絶え間なく鳴り続ける。衝しよう突とつの拍子に飛び散った刃やいばの断片が、闇やみ夜よに流星群のように煌きらめいていた。

「うおりゃ！」

　土ひじ方かたが裂れつ帛ぱくの気合い声と共に、炎えん刃じんを振り落とす。

　沖田は、巨体にそぐわぬ器用さで受け流し、すかさず顔面に強こわ撃うちを放った。

　燃える刀身を額ひたいにかざしたが、止めきれない。

「くっ」

　体たいを開いてかわすも避けきれず、土方の左ひだり眉まゆが裂けた。流れ出た鮮せん血けつが、視界の半分を赤く飲み込む。

　土方は後退せず、逆に前へ踏み込んで剣尖を舞まいあげた。強撃を放ったせいで、体勢の崩れていた沖田の顎あごを唐から竹たけに割るかと見えたが、魔ま物ものの恐るべき反射で首を捻ひねり、炎刃を掠かすらせない。土方は更に踏み込み、首筋へ次の太た刀ちを送り込んだ。が、地から跳ね上がった剣尖に弾はじかれる。

　その深追いで前に流れた半身に、沖田の長刀が振り落とされた。柄つかを握り込み、渾こん身しんの力で打ち返した土方を、死角から鉤かぎ爪づめが襲おそう。風圧を頰ほおに感じ、顔を仰のけ反ぞらせたが間に合わず、眼がん窩かから脳天へ鉄てつ串ぐしを突き刺されたような痛みが走った。

　追つい撃げきの一太刀を飛とび退のいてかわし、剣を青せい眼がんに構える。赤く染まっていた半分の視界が、今度は漆しつ黒こくの闇に包まれていた。頰を滝のように生暖かい血が流れている。

　長刀を肩に担ぐ沖田の左手。その鉤爪に、血染めの眼球が突き刺さっていた。

　土方が、赤く濡ぬれた口の端を引き上げる。

「礼を言わなきゃならんな。お陰で目に入る血を拭ぬぐわずにすむ」

　その嘯うそぶきに何の反応も示さず、沖田は爪に刺さった眼球を口に含んだ。飴あめ玉だまを舐なめるように頰を膨ふくらませながら舌先で弄もてあそんだ後、寒気のする破裂音を鳴らして嚙かみ砕いた。牙きばの間から透明な汁がこぼれ出る。

　沖田が、それを舌で舐め取り、喉のどを心地ここち良よさげに鳴らした。

「美う味まいか、総司？」

　土方は、炎刃を下段に構え、沖田を誘う。

「もっと食いたきゃ、掛かって来い」




　水すい龍りゆうの胴から生はえ伸びた槍やりが、風を切って飛び、冬とう馬まに殺到する。剣で振り払うには、余りに数が多い。左右に逃げても串くし刺ざしになるのは避けきれないと瞬しゆん時じに判断し、地面に体を投げ出した。

　冷や汗の流れる背を掠かすめ、水すい槍そうが飛び去ったと同時に、冬とう馬まは起き上がり、水すい龍りゆうへと駆けた。水面に鱗うろこが再生していないのを見逃さず、息を大きく吸い込んで、龍の胴に肩からぶち当たる。

　身を低くし、体に打ち当たる水流を軽減しながら前へと進む。視し線せんの先に立つ冴さえが、何かを言ったが、耳に届かなかった。

　あと数歩進めば、胴を抜け出る。そう思ったのも束つかの間ま、体が勢いを増した水流に押し上げられ、踵かかとが浮く。

　何なに糞くそと胸の中で叫び、脇わき差ざしを地面に突き刺した。懸けん命めいに膝ひざを落とし、浮かび上がる体を沈み込ませたが、更に水の流れが強まり抗しきれなくなる。

　爪つま先さきが地面を離はなれ、景け色しきが高速で反転し、また戻る。激げき流りゆうに体が翻ほん弄ろうされ、天地が定まらぬまま上昇していく。必死に水をかいたが、前にも後ろにも進めない。

　突然、ばたつかせていた手足に、激流の感覚がなくなる。視界の回転も緩ゆるやかに変わった。鼻び孔くうに新しん鮮せんな空気が流れ込む。

　冬馬が息を吸いつつ赤せき眼がんを瞠みはると、遥はるか下方に河か原わらが見えた。長大な胴を高く伸ばした水龍の口から、吐き出されたらしい。と理解したところで何の助けにもならず、無情に体が落下していく。このまま地面に叩たたきつけられれば、全身の骨は砕け散る。

「冬馬、摑つかまれ！」

　視界を過よぎった白い手を、冬馬は腕を一杯に伸ばして摑んだ。流れ落ちる視界の速度が緩やかになり、やがて止まった。が、まだ足の裏は地についていない。体は宙空に浮いたままだ。

　気道に入り込んだ水を咳せきと共に吐き出し、視し線せんを上げると、魔ま法ほう陣じんが放つ光に、伊い織おりの横顔が照らされていた。

「冬馬、大丈夫か？」

「ああ。流石さすがに死ぬかと思ったけどな」

　河原に降下する二人ふたりに、水の砲弾が次々と放たれる。伊織が、飛ひ翔しよう魔法を自在に操あやつってかわしながら再び尋たずねた。

「行けそうか？」

「任せとけ」

　冬馬は力強く答え、濡ぬれた髪を指で後ろに搔き流した。




　沖おき田たが喉のど奥おくから咆ほう哮こうを迸ほとばしらせ、三連突きを繰くり出した。重さと速さは魔物と化した分、倍加している。しかし、土方の隻せき眼がんは、姿は変われども、変わらなかった太た刀ち筋すじを見逃さなかった。

　一と二の突きを大きく飛びすさってかわし、三の突きを渾こん身しんの籠こ手て打うちで切り返す。沖田は、咄とつ嗟さに柄つかから手を離はなしたが、炎えん刃じんは逃さず、右手首を斬きり落とした。

　傷口から噴ふき上がった鮮せん血けつが火ひ飛沫しぶきに変わる。紅ぐ蓮れんの炎が下腕を包み、肘ひじへと駆け上がろうとしたが、沖おき田たが後方に素すば早やく駆けさがって白刃を振り抜き、右腕を付け根から斬り離した。足元に火の衣を纏まとった腕が転がり落ちる。

「いい判断だ」

　褒ほめながらも、柄を握り込む掌てのひらに汗が滲にじんだ。出血の影えい響きようで体が思うように動かず、すぐさま追つい撃げきに移れなかった。右の眼がん窩かから熱あつい血が止めどなく流れ、四肢が急速に冷えてきている。太た刀ち筋すじを読めても、体が動かなければ話にならない。

　沖田の傷口から、無数の肉の芽が生はえだし、腕の再生が恐ろしい速さで始まっていた。最初から分かりきっていたことだが、持久戦になれば勝ち目がない。元より、背を見せて逃走するつもりもなかった。

　沖田の腕が復元するまでに、けりをつけなければ、敗北の二文字が待っている。死ぬことに微み塵じんの恐れもないが、惚ほれ込んでいる女を取り返さずに、野辺に骸むくろを晒さらすことは何があっても出来ない。

　今、速攻に出ても益がないと悟ったらしく、沖田は片手で地じ摺ずりに構えたまま、動こうとしなかった。

　猛然と土方が駆ける。

「はあっ！」

　裂れつ帛ぱくの叫びと共に躍おどりかかった土ひじ方かたに対し、沖田は、ぎりぎりまで引きつけてから、剣けん尖せんで足元に転がっていた自らの腕を跳ね飛ばした。

　土方の視界に下方から火の塊が飛び込む。反射で体が動いた。沖田の首筋に打ち込もうとした炎刃が宙で切り返り、それを叩たたき落とす。

　生まれた半はん瞬しゆんの隙すきを、沖田が逃さずに突いた。土方の剣に白刃を絡ませ、魔ま物ものの凄すさまじい膂りよ力りよくを生かし、豪速で引き上げる。土方は本能で危き機きを察し、柄を強く握り込もうとしたが間に合わない。

　夜空に高々と炎の剣が飛んだ。

　無手になった土方を、沖田の凶刃が襲おそう。後ろに横にもかわせぬ太刀筋と瞬時に決断し、前へと跳んだ。見事斬ざん撃げきの内側に入り込み、三本指で目め潰つぶしを狙ねらうも、沖田に身を屈かがめられ、強烈な体当たりを食らわされた。

　肋あばらの砕ける音が耳奥に木こ霊だまする。土方の体は鞠まりのように飛んで、河か原わらとは反対側の土手を転がり、雑草が生い茂る草原に落ちた。

　受け身が取れず、背中を強したたか打ちつけて、喉のど元もとから呻うめき声が漏れ出る。大きく喘あえぐと、胸を灼やき焦がすような痛みが走った。折れた肋ろつ骨こつの数は、片手では足りぬようだ。

　茂みの中で獣けもののように息を潜ひそめ、沖田の姿を探ると、長刀を手に土手を下りてくるのが見えた。腕が完全に生はえ戻っていないが、止とどめを刺すことを優ゆう先せんしたようだ。土手を登る気力すらない土ひじ方かたには、有あり難がたい展開だった。

　得え物ものは、帯に差し入れていた苦く無ない一本。魔ま力りよくも不死の肉体を焼き尽くす程は残っていない。

　腰帯に結んでいた瓢ひよう簞たんの紐ひもを緩ゆるめて、手に取る。揺らして解げ法ほう薬やくの量を確かく認にんしてから蓋ふたを親指で弾はじいた。残る手立てを、茂みに隠れて素すば早やく仕込んで立ち上がる。

　右手には解法薬の瓢簞、左手には苦無、胸には修しゆ羅らの如ごとき闘とう志しがあった。

　沖おき田たが長刀を片手青せい眼がんに構え、徐々に間合いを詰めてくる。土方は両腕をだらりと垂らし、誘いの姿勢を取った。

　まんまと沖田の剣けん尖せんが食いつく。耳をつんざく雄お叫たけびをあげ、土方の心しんの臓ぞうめがけて壮烈な突きを繰くり出した。前後左右、どちらにもよけきれない必殺の一いち撃げき。土方は、それに向かって踏み込み、苦無を握にぎり締しめた拳こぶしを突き上げた。人さし指と中指の間に刃やいばが食い込んだが、苦無の柄つかに当たって深くは刺さらない。

　跳ね上がった剣けん尖せんが、土方の肩の肉を削り、後方へと流れる。土方は大きく踏み込み、沖田の口元に解法薬入りの瓢簞を握った拳こぶしを叩たたき込んだ。が、乾けん坤こん一いつ擲てきの一撃は、首を捻ひねってかわされ、空くうを切る。

　沖田が、伸びきった土方の腕に嚙かみついた。牙きばが深々と突き刺さり、肉が破れ、骨が砕ける。指の間から滑り落ちた瓢簞を、迷うことなく沖田が踏み潰つぶした。伊い織おりから託された解法薬が、地面に儚はかなくも流れ出る。

　沖田の首筋に苦無を打ち込もうとしたが、丁度再生が終わった右手で払いのけられた。拳から苦無が飛び出し、放ほう物ぶつ線せんを描いて草むらに落ちる。

　沖田は、指一本動かすことが出来なくなった土方の左腕を解放し、首根を摑つかんで持ち上げた。頭を丸かぶりすべく、巨大な顎あごが開く。

　待ちに待ったその時を逃さず、土方は首を伸ばして牙の間に押し入り、茂みの中で口に含んでおいた解法薬を勢い良く噴ふき出した。

「ざまあみろ」

　喉のどに液体が流れ落ちてすぐ、沖田は悶もだえだし、土方を草原に投げ捨てた。両りよう膝ひざをついた魔物の背から紫の蒸気が、もうもうと立ち昇る。後頭部から生え出ていた角が抜け落ち、巨きよ軀くが瞬またたく間まに萎しぼんでいく。

「手間を掛けさせやがって……」

　地面に大の字になりながら、土方は横目で、沖田の化け生しようが落ちていくのを見守った。




「何て馬ば鹿か力ぢからをしてやがる」

　怒れる水すい龍りゆうが、伊い織おりを守しゆ護ごする竜巻にのしかかっていた。惜しげもなく魔ま力りよくを放出して押し返そうと試みたが、尋常ならざる水圧は一寸とて後退しない。奥歯を嚙かむ伊織のこめかみに血管が浮き上がる。

「潰つぶれてまえ！」

　冴さえの怒号に応じ、水すい龍りゆうの圧が格段に強まり、竜巻が押し潰される。

　掌てのひらの魔法陣が消失した伊い織おりの目前に、猛たけり狂った水の牙きばが迫った。が、逃げようと踏み込んだ右の足首に鋭するどい痛みが走り、膝ひざが砕ける。

　龍の顎あごが、地に片膝をついて動けなくなった伊織の頭上を覆おおい尽くした。描きかけた魔法陣も間に合わず、丸まる吞のみされようとした寸前、視界に疾風の速さで黒い影かげが過よぎる。

「何してんだ！」

　冬とう馬まが叫びつつ伊織を抱き上げ、襲おそい来る牙の間を駆け抜けた。二人ふたりの背後で水龍が地面に激げき突とつし、巨大な波は涛とうが背後から押し寄せる。

　伊織は冬馬に抱かれつつ、彼の腰帯を摑つかんだ。途中だった魔法陣を完成させ飛ひ翔しようし、殺到する水の壁かべを振りきった。

「冬馬、助かったよ」

　土手を背に地に降り立ち、伊織は額ひたいに滲にじむ脂汗を拭ぬぐった。足元を掠かすめた水弾で踝くるぶしの骨が折れていたが、絶え間ない攻こう撃げきに晒さらされており、治ち癒ゆする暇はない。手早く麻酔の魔法を掛けて痛みを殺す。これで暫しばらくは走れる。

「あんたら、ほんましぶといな。ええ加減、観かん念ねんしたらどうや」

　蛇じや眼がんを逆立てた冴が、とぐろ巻く水龍に護まもられ歩いてくる。圧倒しながらも勝利を手に出来ず、声にも苛いら立だちが露あらわになっていた。

　伊織の二の腕を、冬馬が肘ひじで突く。

「そろそろ頃ころ合あいじゃないか？」

　言う通り、いくつかの刷り込みは終わり、冴の意い識しきも散漫になっている。

　冬馬の顔を見上げると、双そう眸ぼうが赤く熟うれきっていた。これ以上手傷が増えれば、弾はじけそうだ。伊織も足首を砕かれた上に、魔力も底を尽きようとしている。決断は容易に下せた。

「そうだな。行くとするか」

　伊織は深呼吸し、両手の指をほぐした。

「一発勝負だ。頼んだぞ」

「おう、任せろ」

　答えるや、冬馬が冴に向かって矢のように駆け出す。

「自分からやられにくるとは、ご苦労やな」

　冴が腕を掲げたのに従い、水龍が夜空に鎌かま首くびをもたげた。そそり立つ巨塔から水の砲弾が発射され、雨あめ霰あられと冬馬の頭上に降り注ぐ。土柱と水煙が次から次に噴ふき上がり、河かわ原らを瞬またたく間まに埋め尽くした。

　山猫のように軽々と右へ左へと飛とび退のきながら、冬馬が突進していく。水龍の攻こう撃げきは苛か烈れつを極めたが、彼の神掛かった見切りと足あし捌さばきが、直撃を許さない。

　息を吐き意い識しきを集中し、指先に魔ま光こうを灯ともした。五指を躍やく動どうさせ、闇やみに陣を刻んでいく。

「雷将よ、我の結印に応じ、汝なんじの下僕を地に放て──」

　砲声の狭はざ間まに朗と響ひびく呪じゆ文もんを聞きつけた冴さえが、蛇じや眼がんを細めた。

「何や雷術か？　それは無む駄だや言うてるやろ」

　水すい龍りゆうが、とぐろを引ひき締しめ、寸分の隙すきも消し去る。しかし、防御に厚みが増した分、水弾の数が目に見えて減った。それに乗じ、冬とう馬まが一いつ気き呵か成せいに間合いを詰める。

「──天あま翔かける雷らい獣じゆう、ツーロンの闇やみに吼ほえろ。飛雷震レヴイス！」

　伊い織おりの両の掌てのひらに握られた魔法陣から、光球が飛び出し、冴の頭上で守りを固めていた水龍の眉み間けんに撃うち込まれた。

　天を覆おおい尽くす雷雲の腹が裂けたかのような閃せん光こうと爆ばく音おん。数すう瞬しゆん、河か原わらに立つ生ある者全すべての視覚と聴ちよう覚かくを奪い去った。

　分厚い水の壁かべに護まもられ、毛ほどの傷も受けなかった冴が、薄うす目めを開けつつ、口の端を引き上げる。

「ほら、見てみい。届かんがな」

「そうでもないぜ」

　水龍の胴を突き破った冬馬が、冴を強きよう襲しゆうした。

「何やて」

　そう呻うめくのがやっとで、飛び退くことも出来ない。冬馬が、鱗うろこで覆われた首筋に渾こん身しんの峰打ちを叩たたき込む。

　冴が背を仰のけ反ぞらせ、地面に倒れ込んだ。握っていた魔法陣が、ぐにやりと歪ゆがみ、呪が解ける。二人ふたりを囲む水龍が、瀑ばく布ふを思わせる轟音と共に崩れ落ちた。




　夏虫の歌声が遠く聞こえる。

　伊織は片足を引きずりながら、泥田のようになった河原を歩き、脇わき差ざしを肩に担ぐ冬馬のもとに辿たどり着いた。

　水龍の崩ほう壊かいに巻き込まれた為ため、髷まげは乱れ、顎あご先さきから水を滴したたらせている。

　そんな彼の足下に、冴が跪ひざまずいていた。蛇眼に戦意が漲みなぎっているが、冬馬が革かわ籠ご手てから抜き取った鋼こう糸しで、彼女の指を十と重え二は十た重えに縛しばっているので、どうあがいても魔法は使えない。

　冴が顎を持ち上げ、忌いま々いましげに冬馬を睨にらむ。

「何で雷術に巻き込まれんと、水龍を通り抜けれたんや？」

「簡かん単たんな話さ。あれは、ただの目め潰つぶしで、雷撃の威力が水に宿ってなかったからだ」

「何や、そんなせこい罠わなにはまったんかいな」

　冴は自じ嘲ちようの笑えみを浮かべ、肩をすぼめた。

「まあ、負けは負けや。早うとどめを刺しいや」

　投げやりに言い、冴さえが唇を引き結んだ。伊い織おりは、懐ふところから油紙にくるんだ一冊の書を取り出し、彼女の膝ひざの前に放り投げた。隙すき間まなく包んでいたのだが、解げ法ほう薬やくの大波にもまれたせいで、表紙の文字が若干滲にじんでいる。

「何や、これ？」

「笠かさ原はらが残した診しん療りよう日誌だ。小こ弥や太たと清きよ音ねどのに、自分が生成した魔ま法ほう薬やくを飲ませた経過が書かれている。生成方法や触媒の種類、いつ誰だれに、どの分量で、そして何を考えていたか、事細かくな」

　伊織が教えると、冴が悪臭を嗅かいだかのように、鼻筋に横よこ皺じわを寄せた。

「糞くそみたいな日誌やな。で、何が言いたいねん？　小弥太が、どうやって殺されかけたか、うちに今更教えるつもりなんか？」

「違う。逆なんだ」

「何が、逆や？」

「笠原が本当に助けたかったのは、清音どのじゃない。小弥太なんだ」

　口く調ちようは冷ややかだったが、伊織の瞳ひとみの奥に物もの哀かなしげな色が宿っていた。

「はあ？　訳の分からんことを言わんといて」

　冴が、野良犬のように唇をひんむき、眦まなじりを吊つり上げる。表情から溢あふれ出ている憎悪が、伊織の胸に浸しみ、ひりりと痛かった。が、顔には出さず、冷静な口調で話の核心に踏み込んだ。

「この診療日誌によれば、先に魔法薬を試されてるのは、小弥太じゃなく清音どのなんだ。副作用の症状が酷ひどければ、手を加えて小弥太に飲ませている。効き目がある場合は、やむなく投与している場合もあるが、常に清音どのの経過を観かん察さつしてから慎重に事を運んでる。どう考えても、助けたかったのは、小弥太の方だ」

「つまらん噓うそをつきなや」

　冴が、牙きばを剝むきだし、口元を歪ゆがめた。真実を耳に入れず、自分の殻に籠こもろうとする彼女が許せず、伊織も負けじと唇を尖とがらせた。

「今更、私が噓をついて何の得があるんだ？　すぐにだって、お前の首を落とすことだって出来るんだぞ。なのに、わざわざ殺さず、つまらない噓をつく意味があるなら教えてくれ」

　矢継ぎ早に言われた冴が、憤ふん然ぜんと問い返す。

「実際に、小弥太は殺されかけたんやで。伊織も知ってるやろ？」

「小弥太が殺されかけたのは、確たしかだ。だが、あの薬は笠原が生成したものじゃないんだ」

　言って、伊織は袂たもとに手を入れると、来らい青せいの日誌の上に一片紙切れを投げ出した。冴が書かれている内容を読めなくとも、確かくたる証拠を握っていることを示すことで、言葉に重みが加わる。

「お前から預かった魔ま法ほう薬やくを調しらべたが、使われている触媒が、笠原のものと全く違った。となると、考えられる答えは一つ。小弥太の薬は、すり替えられたんだ」

「誰だれにや？」

　半信半疑の声こわ音ねだったが、蛇じや眼がんの色は明らかに変化していた。冴さえの動揺が、手に取るように伝わってきた。

「すりかえて得をする奴やつが、お前の仲間以外に誰がいる？」

　冴の心にそう一ひと太た刀ち入れてから、容赦なく二の太刀を放つ。

「冴、惚ほれてたんだろ、笠原に？」

「そんなわけあるか」

　言下に否定したが、声音にも瞳ひとみの色にも、真実が濃こく浮き出ていた。それを裏付けるように、二の句が彼女の口から出てこない。

「お前の仲間が、計画に齟そ齬ごが生じ、笠原に濡ぬれ衣ぎぬを着せ、処分しようと考えた時に悩んだのが冴、お前のことだ。惚れた男が殺されると分かれば、反対するだろうし、下へ手たをすると裏切るかもしれない。そこで先手を打ったのさ。手始めに、清きよ音ねのことをお前に教える。そして、小こ弥や太たが、清音の命を長らえさせる為ために利用されていると耳打ちしたんだ」

　全すべては想像だが、絵図の欠けているところを補えば、必然的にそうなる。

「こ、小弥太が利用されたのは本当の話やないか。それにうちは、自分の目で見たんや。来らい青せいと清音が、抱き合うところを」

「それくらいのことはしただろうな。清音に愛していると信じさせて、強烈な副作用を堪こらえさせる為に。しかも、相手は大おお店だなの箱入り娘だったからな。愛しているからこそ、そこまで熱ねつ心しんに打ち込んでいると、周りの目も騙だます必要があったんだ。まあ、海千山千の長ちよう兵べ衛いには、邪心を見破られていたがな」

　来青の評価が、人によって大きく食い違っていた理由が、ここにある。事件に関かかわりだした当初、誰かが大きく誤認している、もしくは噓うそをついているのかと思った。しかし、蓋ふたを開けてみれば、一番の噓つきは来青本人だった。

「そんなあほな」

「あほだな、確たしかに。ただ、なりふり構っていられない程、追い込まれていたんだ。小弥太の病状を考えれば、悠長に他ほかの患者を探している暇はないからな。そうとは知らず、笠原が清音どのに惚れ込んでいると思ったお前は、奴やつのことを怪しみだした。で、お前の仲間は、仕上げに魔法薬をすり替え、小弥太を半死半生に追い込み、笠原が弟を利用していると完全に信じ込ませたのさ」

　伊い織おりは片かた膝ひざをつき、消沈した様よう子すの冴の肩に手を置いた。

「ただ、それに気づかなかったのはお前だけじゃない。日誌に書かれているが、副作用を弱めたはずなのに、小弥太を殺しかけたことを笠原も酷ひどく狼ろう狽ばいしている。お前が禁きん呪じゆつ使つかいたちの仲間と知るよしもないから、策略に嵌はまり込んでいるとは思わず、自分が何かを間違えたとしか考えなかったようだ。薬を手直し、清音どので試して、小弥太のところに持って行っても、お前は薬を受け取るだけで、飲ませなかったろ？」

　見事に言い当てられた冴さえが視し線せんを落とし、力なく頷うなずいた。

「小こ弥や太たが夏まで保もたないと診みた笠かさ原はらは、一日でも早く薬を完成させようとして、命を狙ねらわれる身になっても逃げずに、ここに留とどまったんだ。そして、自分の顔を潰つぶし人目をはぐらかして、新薬の生成を続けてたのさ。どうせお前は、清きよ音ねどのの解げ法ほう薬やくを作る為ために、大おお坂さかを離はなれなかったと思ってたんだろ？」

　と強い口く調ちようで言ったものの、来らい青せいの執念を見誤ったのは、伊い織おりも同じだった。眼がん窩かに蛆うじを湧わかせながら、何な故ぜ彼が大坂に留まったのか、深く考え込めば、事態が悪化することはなかったのかもしれない。

　冴が瞼まぶたを伏せ、か弱げな声で尋たずねる。

「……だとしても、来青が何で小弥太の為に、命をはるんや？」

「小弥太が、お前の弟だからさ」

　要領の得ない顔つきで、冴が蛇じや眼がんを瞬しばたたかせた。駄だ目めを押さなければ、永遠に来青の心を摑つかまえることが出来ないようだ。

　伊織が、深々と息を吸い込む。

「笠原は、他ほかの誰だれでもない。冴、お前に惚ほれてたんだ」

　残ざん酷こくな真実に串くし刺ざされ、冴が、死んだかのように押おし黙だまった。伊織の顔を見つめているが、蛇眼の焦点が合っていない。

　重過ぎる沈ちん黙もくが、三人の肩にのし掛かった。聞こえるのは虫の音と冴の荒い息づかいだけだ。

「わ、笑わさんといてや」

　冴が唇を震ふるわせながら、声を絞り出した。

「来青が清音やなくて、うちに惚れてたなんてありえるわけないがな。月とすっぽんもええとこや」

　重い事実を笑い飛ばそうとしているが、上う手まくいっていない。

　伊織は寂しげに首を振ると、冴の蛇眼を見つめ、逃げ腰の彼女の心を摑まえた。

「人を好きになるのに、理屈なんかいらないと私に言ったのは、冴、お前だぞ」

「う、噓うそや。そんなん噓や」

　激はげしくかぶりを振る冴の瞳ひとみを、涙の膜が覆おおっていた。彼女が懸けん命めいに堪こらえているのは分かったが、伊織は、逃がさなかった。

「噓の方が、救いがあるかもしれないが、笠原の心を受け取ってやれ。それが、先に逝いったあいつへのせめてもの手た向むけだ」

「伊織、噓や言うてよ……」

　冴の瞳ひとみを覆おおう霞かすみが涙に変わり、鱗うろこで埋め尽くされた頰ほおを伝い落ちる。喉のどからこぼれ出た嗚お咽えつが、夜に哀かなしく木こ霊だました。

　掛ける言葉が見つからず、伊織は立ち上がった。入れ替わる形で冬とう馬まが、脇わき差ざしを鞘さやに収めて跪ひざまずく。冴さえの指を縛しばりつけていた鋼こう糸しを外し、物も言わずに腰をあげた。

　俯うつむく冴に泣かせるまま、しばし時が流れる。

　震ふるえる少女の背中を見つめていた伊い織おりの耳に、土手を下る何者かの足音が聞こえた。土ひじ方かただと思い振り返ると、月を背に歩いてくるのは、よく知る別の男だった。

「聞かせてもらったよ。中々泣かせる話じゃないか」

　そう言いながらも、表情に浮かぶのは、偽りの哀あい悼とうにしか見えない。伊織の胸に不吉な予感が湧わき起こる。

「桂かつらさん、どうしてここに……」

　闇やみ夜よを吸い冷たく輝かがやく怜れい悧りな瞳。薙なぎ倒された葦あしを踏み越え、単身やってくる男は小こ五ご郎ろうに間違いなかった。顔を隠す編あみ笠がさも被かぶらず、片手に包みをぶら下げている。

「乗り気ではなかったんだが、頼みごとをされてな」

　と答えた小五郎の前に、冬とう馬まが、剣を構えて立ちはだかった。

「誰だれにだ？」

　伊織と同じように、ただならぬ気け配はいを察したのか、声こわ音ねに険けんがある。

「それは言えないな」

　小五郎が、自分に向けられた白はく刃じんに怖おじることなく前へ進む。

「止まれ」

「どけ。用があるのは、お前じゃない」

　小五郎は煩わずらわしげに言い、鼻先に突きつけられた剣けん尖せんを手の甲で払いのけた。峰打ちはやむなしと、柄つかを握りかえた冬馬の眼がん前ぜんから、彼の姿が消え去る。

　瞼まぶたは決して閉じていない。なのに、いつの間にか剣を構える冬馬の背後に小五郎が立っていた。彼の赤せき眼がんでも、その動きを捉とらえられなかったということは、幻術でない。

「何っ！」

　声に反応し、振り返ろうとした冬馬の襟えりを、小五郎が摑つかむ。

「少し大人おとなしくしてろ」

　言って包みを下げたまま、片手一本で背負い上げる。猫のように身軽な冬馬が、投げられながらも体を捻ひねって逃のがれようとしたのを察し、弧を描かず垂直で地面に叩たたきつけた。

「ぐわっ！」

「冬馬！」

　歪いびつな角度で首が折れ曲がったのを見て、伊織の顔が青ざめる。

「安心しろ。手加減はしている」

　平然と言った小五郎の後ろで、冬馬が刀を杖つえ代がわりに使いながら、痛む首を押さえて起きあがった。

「やってくれるじゃねえか」

　しこたま脳を揺らされ、足元は定まっていなかったが、命の別状はなさそうだ。

　小さな胸を撫なで下ろしたのも刹せつ那なのこと、伊い織おりは指に燐りん光こうを宿らせ、手に魔ま法ほう陣じんを握った。

「そう身構えるよ。俺おれは、引ひき離はなされた二人ふたりを一つにしにきただけだ」

　唇くちびるに微笑を含ませて告げると、伊織の脇わきで泣き濡ぬれている冴さえに視し線せんを落とした。

「冴、届け物だ。受け取れ」

　言って、手にしていた包みを投げる。少女の膝ひざの上に乗った音が重くて鈍にぶい。

「何ですか、それは？」

「まあ、お前は黙だまって見てろ」

　鋭するどい眼がん光こうで伊織の胸を刺し、冴には優やさしい口く調ちようで促す。

「何も脅えることはない。開いてみるんだ」

　魔法を掛けられたかのように、言われるまま冴が包みに手を掛けた。震ふるえる指で結び目を解ほどく。はらりと布が開き、隠されていたものが月下に晒さらされた。

　涙で睫まつ毛げが重く濡れている冴の瞼まぶたが、大きく見開く。血の気の引いた唇の間から、悲痛な声が漏れ出た。

「来らい青せい先生……」

　肉が腐敗し、肌は醜しゆう悪あく極まる灰はい色いろの生首。片目はなく、鼻も根元から削ぎ落ちている。それでも微かすかに残る来青の面おも差ざしが、伊織の胸を苦しめた。

「もう離さないよう、しっかり抱だき締しめてやれ」

　小こ五ご郎ろうの声が、悄しよう然ぜんと闇やみに響ひびいた。

　冴が、誰だれにも渡さないとばかりに来青の首を胸にかき抱いだく。

「堪かん忍にん、堪忍な、先生……」

　嗚お咽えつに圧され、言葉が出なくなる。

　その背を見ながら沈痛な表情を浮かべていたのも時の間ま、伊織は俯うつむくのを止やめ、小五郎の瞳ひとみに視し線せんを射込んだ。

「桂かつらさん、笠かさ原はらの首を何ど処こで手に入れたんですか？」

　洋よう鬼き化け生しようの秘薬の生成方法を引き出す為ため、来青の首は、東とう方ほう聖せい堂どう会かいの禁きん呪じゆ使つかいに持ち去られた。そのことは、伊織たちの前にオークが波と押し寄せたことから疑いようがない。

　小五郎が土手を下りてくる姿を見た時から、胸に去来した不吉な予感。もし的中しているのであれば、たとえ彼であっても許すことは出来ない。

　伊織の燃もえ上がる瞳を、小五郎が冷然と見返す。

「なあ、伊織。やはり俺と一緒に京きようへ上る気はないか？」

「はぐらかさずに答えて下さい」

　伊織に語気鋭するどく言われ、小五郎が、くいと顎あご先さきを持ち上げる。

「俺おれに従うのなら教えてやる」

　即答の拒絶は、予感の的中を意味していた。胸が痛んだが、迸ほとばしる怒りの炎は少しも緩ゆるまない。

　伊い織おりは、かつての想おもい人びとを烈れつ火かの瞳ひとみで睨にらみつけた。

「東とう方ほう聖せい堂どう会かいに膝ひざを屈する気は、死んでもありませんよ」

「伊織、聖堂会を誤解していないか？」

　小こ五ご郎ろうが不本意とばかりに言い、小首を傾かしげる。

「いいや、ちゃんと分かってるぜ。どうしようもない糞くそ野郎どもだ」

　そう吐き捨てた冬とう馬まが、小五郎の背後から、その首筋に白はく刃じんを突きつけた。

「彼に同感です」

　伊織の答えに、小五郎が薄うすら笑う。冬馬の刃先が首に薄く触れていることに、毛程も脅えていない。

「では訊きくが、腐りきった幕府が、西洋列強に抗しきれると思うのか？」

「諸しよ藩はんが力を合わせ、将軍家を支えねば無理でしょうね」

「羊が獅し子しの群れを率いることは出来んよ」

「東方聖堂会の力を借りねば、羊も倒せないものを獅子とは呼べないのでは？」

　伊織の皮肉にも気を害した素振りなく、小五郎が胸に親指を突き立てた。

「問題は魂だ。我らには、獅子のそれが宿っている」

「出来の悪い詭き弁べんだな」

　冬馬が鼻先で笑い、剣を彼の顎下へと引き上げる。

「ならば、お前たち二人ふたりが、この国こく難なんの時に何をしたか教えてくれ。正せい論ろんを掲げるだけでは、日ひの本もとは救えんぞ」

　小五郎の憤いきどおりは正しい。多くの志士が国事に奔ほん走そうし、命を失う中、伊織たちは蚊か帳やの外にいて歴史の傍ぼう観かん者しやとなっている。

「だからと言って、攘じよう夷いを成し遂げる為ためなら何をやっても許されるわけではありませんよ」

　強固な信念は、時に腹中の毒となり、人の腸はらわたを腐らせる。小五郎や異界の闇やみに消えた神かん藤どう治じ部ぶは、その典型的病者だ。当人が病に倒れるのは勝手だが、他人を平然と巻き込もうとする彼らを黙だまって見過ごすことは出来ない。

「大義を果たすには、少々の犠ぎ牲せいはつきものだ。それに言い訳だが、今回のオークのことを画策したのは俺じゃない。誰だれが首しゆ謀ぼう者しやかは、お前も分かっているだろ？」

　確たしかに首謀者の目星はついている。今こ宵よいのうちに丹に乃のが捕らえる手て筈はずになっていた。

　だが、此こ度たびの事件に手を染めていないからと言って、東方聖堂会と手を結ぶ小五郎に従う気にはなれない。殺したのは右手で、左手は無実だと説かれて納得するほど伊織は、愚かではなかった。

「伊織、もう一度だけ言う。俺おれに力を貸してくれ。長ちよう州しゆうの為ため、この日ひの本もとの為、共に戦おう」

　語気に熱ねつが籠こもっていたが、少しも心に届かず、小五郎の言葉が闇やみに散る。

　伊い織おりは目元をきつく引ひき締しめ、最後通つう牒ちようを彼に投げつけた。

「禁きん呪じゆ使つかいたちと手を切る気はないのですね？」

「愚問だ。我々には力がいる。たとえそれが悪あく魔まだろうと相手は選べん」

　そう言いきった小こ五ご郎ろうの瞳ひとみに一片の曇くもりも見受けられない。

「悪魔と手を結ぶ者も悪魔です。そんな輩やからに大義は果たせませんよ」

「口先では何とでも言える。お前には力こそ正義だと、分からせる必要があるようだな」

　加か虐ぎやく心しんを声に滲にじませ、小五郎がカチリと歯を嚙かみ鳴らした。卑いやしげに歪ゆがんだ唇の前に、突とつ如じよ、暗色の魔法陣が展開する。

　身構えた伊織の真横で異音が起こった。続け様に響ひびいた悲鳴を耳にしながら視し線せんを向ける。

　冴さえが胸に抱いていた来らい青せいの首から、頰ほおやこめかみの腐肉を突き破り、蜘く蛛もの如ごとき脚が数本生はえ出ていた。生み落とされたばかりの胎児のように血の糸を曳ひき、関節をくねらせ蠢うごめいている。

「貴様！」

　冬とう馬まが吠ほえ、剣を水平に薙ないだが、そこにあった小五郎の首はない。下段から吹き起こった刃は風かぜに反応し、上体を仰のけ反ぞらせる。完全にかわしきれず、頰を浅く裂かれ、鮮せん血けつが眼前に舞まい上がった。

　冬馬は、痛みではなく驚おどろきで顔を歪めて後方へ退しりぞき、乞こ食じき良よし光みつを構え直した。青せい眼がんに据えられた剣けん尖せん。その向こうに小五郎の姿がない。四囲に赤い視線を巡らせ、彼を追ったが、闇の中に朧おぼろな影かげすら見みい出だすことは出来なかった。

「冴、首を捨てろ！」

　色を失い伊織が叫んだ瞬しゆん間かん、鋭するどい蜘蛛の爪つめ先さきが冴の体中深くにめり込んだ。来青の首から伸びる節くれだった脚が、じゅるじゅると肉を割り侵入していく。少女の絶叫が、闇に木こ霊だました。

　伊織は雷らい撃げきを放つべく、禍まが々まがしい八肢の生えた来青の首に狙ねらいを定めた。しかし、標的が盛んに動くので冴を誤射しかねず、撃うつに撃てない。

「くそっ」

　魔法陣を握り消し、少女を犯すのを止やめない来青の首を摑つかんだ。

「うっ」

　灰はい色いろの腐肉から浸しみ出した体液が、伊織の掌てのひらを灼やいた。白い煙に混じる異臭。激げき痛つうに顔を歪めながらありったけの力を込め後方に引っ張ると、ずるりと皮が剝むけた。手が滑り、勢い余って転げそうになったが、血泥を踏み締めて堪こらえる。

　背中を仰け反らせた冴の額ひたいに、焼き印を押されたかのような赤黒い魔法陣が浮き上がっていた。眦まなじりがこめかみにまで裂け、蛇じや眼がんが肥大化していく。来青の首は少女の胸に埋まり、肉が同化していた。

　近づこうとする伊織に、冴が首を振る。

「早はよう逃げて。うちは、もうあかん」

「馬ば鹿か、あきらめるな」

　伊い織おりの必死の呼びかけに対し、冴さえが鱗うろこに覆おおわれた顔に、人間の面おも影かげを微かすかに感じさせる精一杯の笑えみを浮かべた。

「ほんま、ありがとうな」

　そう言ったが最後、変形が加速した。両腕はするすると縮ちぢんで肩の中に収納される。両脚は内側の肉が融ゆう合ごうし、太い尾と化した。伊織の腕に抱かれていた胴が、急速に横へ膨ぼう張ちようしながら、止とどまることを知らずに天へと伸びていく。

「はああああああっ！」

　悲鳴とも雄お叫たけびとも聞き分けることの出来ぬ声が、鼓膜を激はげしく搔かきむしる。

「ぼうっとするな」

　冬とう馬まが怒ど鳴なり、両手から血を流し、立ち尽くしている伊織に駆け寄った。足を止めず、すれ違い様に片手で抱き上げ、異い形ぎよう化かする冴から遠ざかる。

　とぐろ巻く巨大な蛇。振り上げた尾の尖せん端たんが左右に分かれ、顎あごとなり、桃もも色いろの舌が伸びる。ほんの数すう瞬しゆんで、凶相浮かぶ蛇頭に変化し、二つの鎌かま首くびが月夜にそそり立った。

「くっそたれが！」

　小高い丘の如ごとき双頭の蛇を仰あおぎ見ながら、冬馬が眦まなじりを吊つり上げる。彼の腕から地に降り立ち、伊織は両りよう眼めを細めながら怪物の名を呟つぶやいた。

「ウロボロス……」

　長い胴の両端に二つの顔を持つ伝説中の大蛇。英雄神ディオクラスを屠ほふり、千を超える戦士を飲み込んだことで神話に悪名を刻んでいる。

　一方を倒そうとすると、もう一方が獲え物ものに襲おそい掛かり、巨大な顎で嚙かみ砕く。胴を断とうと試みれば、左右の頭が同時に動き挟み撃うつので、易やす々やすとは攻められない。また、満身を覆う鉄てつ鱗りんは硬く、それを貫く矢は天上にも地上にも存在しないと語られていた。

「度どし難がたく愚かではあったが、冴も来らい青せいも良い魔ま法ほう士しだったようだな。お陰で、育ちが良い」

　怒り困惑する伊織たちから十数歩離はなれた闇やみに、小こ五ご郎ろうの姿が現れた。振り返った二人ふたりに灼しやく熱ねつの視し線せんを浴びせられ、心地ここち良よさげに笑えみを浮かべる。

「先に言っておくが、俺おれのウロボロスは、あのヒュドラよりは出来がいい。朝あさ陽ひは拝おがめないにしても、お前たちを平らげた後に川を上って、悠々大おお坂さか城じようを襲おそえる。ここで止めねば、城下は死山血河と化すぞ」

「てめぇ」

　吠ほえる冬馬を軽く見返しながら、小五郎が佩はい刀とうに手を伸ばした。

「俺おれが死ねば、術は解ける。さあ、お前たちで、この娘と大おお坂さかを救ってみせろ」

　そう煽あおって抜刀し、悠然と片手青せい眼がんで構える。主である魔ま法ほう士しに呼応し、ウロボロスの双頭が咆ほう哮こうを轟とどろかせた。

　小こ五ご郎ろうと魔物に挟まれ、背中合わせに立つ二人ふたり。冬とう馬まが肩越しにも振り返らず、伊い織おりに言う。

「俺が桂かつらをやる。お前は、冴さえを撹かく乱らんしてくれ」

「あいつは、何かおかしな術を使っているぞ。一人ひとりで大丈夫か？」

　幻術破りの赤せき眼がんをも惑まどわす小五郎の動きは、底が知れず、種も分からない。どうにかして魔法を見極めねば、一方的にやられることになるだろう。

　そんな伊織の不安を余よ所そに、冬馬がさっと背を離はなした。

「心配するな。少し油断しただけだ。お前こそ気をつけろよ」

　言って駆け出す。

「無む茶ちやするんじゃないぞ」

　と背中越しに声を掛けてすぐ、白はく刃じんが激はげしく交わる音が聞こえてきた。後ろ髪が引かれるが、冬馬を助けに行く為ためには、まずウロボロスとなった少女を鎮ちん圧あつしなければならない。

　闇やみ夜よに映はえる青の燐りん光こうを指に灯ともらせ、血泥を踏み締しめ歩き出す。闘とう志しが脳のう髄ずいを麻ま痺ひさせ、皮が剝はがれた両手に痛みは感じなかった。

「冴、私だ！　分かるか！」

　大声で呼びかけ、近づいていく伊織に対し、ウロボロスが双頭をもたげた。牙きばの間から垂れ下がった唾だ液えきが、地面に降りかかり二条の白煙があがる。ヒュドラと同じような毒液なのだろう。煙が消えた跡を見ると、土が黒焦げていた。

「なあ、もし分かるなら──」

　伊織は言葉を切り、横へ大きく跳んだ。その直後、牙を剝むきだした右の頭が、地面を深く抉えぐった。土を嚙かみ、獲え物ものを逃のがしたと感じるや、左の頭がとぐろを解き、ヒュドラを遥はるかに凌しのぐ素す早ばやさで襲おそい掛かってくる。

　伊織は、このままではとても逃げきれぬと悟り、呪じゆを解き放った。

「──ロディウムの飛将軍、汝なんじの印を行使して天を駆けよ。飛翔ロツド！」

　風を起こし、体を宙に浮き上がらせると、加速して左右から襲い来る双頭を間一髪でかわす。間近で見たウロボロスの四つの眼めに、冴を思わせる輝かがやきは一つもなかった。

　術の効力が、小五郎の言葉通り朝まで保もつかは分からない。半刻も経たたず、ヒュドラのように自じ壊かいする可能性もあったが、指を咥くわえて待つつもりはなかった。甘い見込みで行動し、後悔するのはもう沢たく山さんだ。

（冴には、これ以上誰だれも殺させん）

　伊織はそう誓うと、上空を旋回するのを止やめ、河かわ原らに降り立った。血で染まった指先に新たな魔光を灯す。




　伊織の放った雷らい撃げきが、双頭に直撃し顎あごをかち上げる。爆ばく音おんに重なる咆ほう哮こうは呻うめきではなく、憤ふん怒ぬの現れだった。魔ま法ほうの威力に反し、恐らく手傷は浅いだろう。

　伊い織おり一人ひとりでは手に余る難なん敵てきだと分かったが、今の冬とう馬まには、半歩でも助けに走る余裕はない。

「小僧、口ほどにもないな」

　小こ五ご郎ろうが口の端を三み日か月づきに引き上げ、片手青せい眼がんに構えていた剣を肩に担いだ。

「それは俺おれを倒してから言えよ」

　と負けじと返した冬馬の背に、玉の汗がびっしりと浮かんでいた。これを冷や汗だと断じて認める気はないが、劣勢であるのは否いなめない。

　尋常ならざる速さで駆ける小五郎は、まるで消えては現れる蜃しん気き楼ろうだった。確かく信しんをもって振り落とした剣けん尖せんが肉を喰はまず、空くうを斬きり続けている。まだ深ふか傷でを負っていないのは、善戦の証あかしではなく、小五郎に手を抜かれているだけだった。

「お前こそ強がるなら、一ひと太た刀ちでも掠かすらせたらどうだ？」

「いいぜ、やってやる」

　冬馬は疾しつ駆くし、剣を肩に担いだままの小五郎に、総身の力を込めて必殺の一撃を放った。紙一重の向こうに肉があるのを感じたが、またも斬ったのは闇やみ。視界の右隅に人ひと影かげが出現したのを迅じん速そくに感知し、剣尖を巻き上げた。

「そこか！」

　吠ほえつつ疾はしらせた刃は風かぜが、虚むなしく宙を薙なぐ。

「こっちだ」

　小五郎の声に、ぞくりと体の芯しんが震ふるえる。聞こえたのは、半歩も離はなれぬ背後からだった。

　振り返らず前転して白刃をくぐると、一息をつかず、地を蹴けって跳ね起き突きを打ち返す。しかし、小五郎が立っていたのは、剣尖の遥はるか先だった。

「ちょこまかと……」

　剣の腕だけなら遅れを取らない自負はある。小五郎との差は魔法だ。何の目的があったかは知らないが、呪じゆ紋もんを刻み、魔力を封じた祖父が恨うらめしい。

「さて、遊ぶのはこれぐらいにするか」

　言って笑えみをこぼした小五郎の口に、獣けものじみた鋭するどい牙きばが光っていた。




「鉄の冠をいただく赤の王。ミニョルの槌ついを振るい、雷を地に放て──」

　駆けながら詠えい唱しようし、掌てのひらの上に魔法陣を展開させる。双頭を同時に叩たたくべく、伊織は逃げ回って魔ま獣じゆうをぎりぎりまで引きつけた。太く鋭い牙を並べた大おお顎あごが、左右から押し寄せる。

「──汝なんじ、亜法に従え。轟雷デユラス！」

　雷いか土ずちの茨いばらが地から生はえ伸び、籠かごのような形となって伊織を護まもる。狙ねらい通り、そこにウロボロスが食らいついた。

　鋼こう鉄てつの鱗うろこに覆おおわれていない口内に、金こん色じきの棘とげが突き刺さる。このまま肉を灼やき、内部から破は壊かいしようと思ったが、先の割れた蛇舌が鞭むちの如ごとくしなり打ち掛かってきた。素す早ばやく跳とび退のき直ちよく撃げきは回かい避ひしたが、舌から飛び散った毒液が、煙を上げて伊い織おりの小こ袖そでと袴はかまを斑まだらに焦がす。
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　煮え湯を浴びたかのように肌が熱あつかったが、悠長に足を休めることは出来ない。あれだけ電撃を浴びたにもかかわらず、身をくねらせたウロボロスが、すぐさま襲おそい掛かってきた。

（もっと破壊力がいるな）

　血泥に転がって牙きばをかわし、指を疾はしらせる。片かた膝ひざをつき、蛇の下顎に狙いを定めた。

「──敵を刺し、爆はぜろ。爆針風ケイレル！」

　伊織の十指から放たれた旋せん風ぷうの連弾が、複雑な軌跡を描いて魔ま獣じゆうを襲おそう。鈍どん重じゆうそうな巨体からは想起出来ぬ速さで避けようとしたが、空を撃うち抜いたものは一つとしてなく、下顎の一点に着弾し、猛烈な爆ばく風ふうを噴ふき上げた。

「どうだ？」

　両手で掲げていた魔法陣を下ろし、爆撃の効果を確たしかめる。

（何て、硬さをしてやがる）

　伊織は、舌打ちを漏らした。十発全すべてを同一箇所に叩たたき込んだにもかかわらず、ウロボロスの鉄てつ鱗りんは一枚も剝はがれていなかった。生半可な魔ま法ほうでは、この魔物を止めることは出来ないらしい。

「あの手を使うしかないか」

　独りごち、冬とう馬まを横目で捜した。




「しぶといな」

　小こ五ご郎ろうがうんざりした表情で言い、刀身を濡ぬらす血脂を払い落とした。鬢びんに乱れなく、額ひたいに一滴の汗すら滲にじんでいない。

　一方の冬とう馬まは、息が乱れ、すぐには言葉が出てこなかった。

「……あんたほど、しつこかねえよ」

　消えては現れる小五郎の剣を、驚きよう異い的てきな反射と巧たくみな体さばきでかわしにかわしたが、限界が訪れようとしていた。出血の量は夥おびただしく、意い識しきが薄うす靄もやに包まれつつある。四肢も酷使に悲鳴をあげ、筋肉の痙けい攣れんが止まらない。日ひ頃ごろは竹たけ光みつのように軽々と振れる剣が、今は百貫の鉛のように重かった。

　尚なお悪いことに、小五郎にはそのことを悉ことごとくに感じ取られている。

「力の差は分かったはずだ。跪ひざまずき、命いのち乞ごいをしろ。俺おれに忠誠を誓うなら、命は助けてやる」

「ご免だね。戯ざれ言ごとを言ってないで掛かってこいよ」

　安い強がりではなく、腹に覚悟を決めた誘いだった。

「よかろう。後悔は地獄でするんだな」

　三み日か月づきの笑えみを浮かべた小五郎が、放胆にも肩に剣を担いで歩いてくる。

（出来ないことをしようと思っても仕方ねえ）

　彼に勝まさるのは剣技のみ。勝負するなら、そこしかない。当たり前のことに気づいた冬馬は、手傷を増やしながら、一筋の光こう明みようを見みい出だしていた。

　神しん道とう無む念ねん流りゆうだと聞いていたが、小五郎の流りゆう儀ぎは間違いなく自分と同じ北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうだった。しかも、動きに幻惑されて勘かんづくのが遅れたが、太た刀ち筋すじに拭ぬぐいがたい品がある。余りに型に忠実なので、剣の軌道が次第に読めてきた。姿を消し、打ち込むと同時に死角から現れる技も、不規則に見えて癖くせがある。

　小五郎に後ごの先せんでは遅かった。運を引き寄せ、読みを当て、対ついの先せんを取るしか勝ち目はない。そして──

（二の太た刀ちは考えるな。一いち撃げきで決めろ）

　覚悟の量が剣速を決める。一刀に全てを賭かけねば、浮かぶ瀬せはない。

　赤せき眼がんに一片の曇くもりなく、堂々と青せい眼がんに構えた。

「死ね」

　小五郎の姿が三歩手前で消失した。

（来る！）

　冬馬の本能と研けん鑽さんを積つんだ剣技が、見えない敵を捕らえる。

「うおりゃ！」

　身を沈め、朧おぼろな輪りん郭かくもなければ影かげもない虚こ空くうに、流星より速き一筋の光こう芒ぼうを疾はしらせた。骨を砕き、肉を屠ほふる感覚が柄つかから伝わった同どう瞬しゆん、刀身に脳天を割られた小こ五ご郎ろうが出現する。

　冬とう馬まは容赦なく驚きよう愕がくの表情を両断し、臍へそ下したまで一気に斬きり下げた。

（何……？）

　絶命確かく実じつの斬ざん撃げきにもかかわらず、血の一滴すら噴ふき上がらない。

　冬馬は、その不ふ可か思し議ぎな現象に気がつき、剣を引き抜いて斜めに跳とび退すさった。

　白はく刃じんを地に突き刺した小五郎が、唐から竹たけに割られ、左右がずれていた顔を両手で挟み込み元に戻す。額ひたいから臍下まで一いつ直ちよく線せんに走っていた赤い刀かたな痕あとが、みるみる消え去っていった。

「やるじゃないか」

　刀を抜き取り、冬馬に笑えみを向ける。垣かい間ま見みえた牙きばと歯に呪じゆ紋もんと思おぼしき黒の刻印が施されていた。

「小僧、相手が悪かったな」

　言うなり、小五郎は剣を上段に舞まい上げた。必殺の一撃が徒労に終わり、冬馬の闘とう気きが怯ひるんだのを見逃さず、首筋へと叩たたき落とす。

　鋼はがねと鋼がぶつかり、火花が舞い飛ぶ。冬馬は辛うじて剣を弾はじいたが、隙すきの生じた足を蹴けり払われ、血泥の中に仰あお向むけに倒されてしまった。

「死ね！」

　心しん臓ぞうめがけ突き下ろされた小五郎の剣。深々と胸に刺さると思われたが、刻まれた魔封じの呪紋の前でピタリと制止した。

「ん？」

　とぐろ巻く龍りゆうに似た図形を見つめ、小五郎が片眼を細める。




「──飛雷震レヴイス！」

　伊い織おりは、襲おそい来る双頭の眼前で光球を弾けさせた。

　凄すさまじい閃せん光こうが刹せつ那な、夜を真昼に変える。爆ばく音おんで地は割れんばかりに震ふるえた。

（冬馬、立ってくれ）

　眼を固く閉じて祈り、視界に満ちた光が消えるのを待つ。魔ま獣じゆうの瞳ひとみをしばし麻ま痺ひさせることだけが、閃光弾を放った目的ではない。小五郎の気をそらし、突きつけられた剣の下から冬馬を逃がしたかった。

　裂光が闇やみに散ったのを見計らって瞼まぶたを開き、ウロボロスの傍そばを離はなれる。河かわ原らを駆ける伊織の行く手に、剣を杖つえにして立ち上がる冬馬の姿があった。

「伊織、助かったぜ」

　無事かと口に出しかけて、伊織は言葉を飲んだ。鍛きたえ上げられた冬馬の肢体に夥おびただしい数の刀傷が刻まれていた。今すぐ治ち癒ゆ魔ま法ほうを掛けてやりたいところだが、前門と後門に難なん敵てきが控えており、容易に出来ない。

　その難敵の片割れ──小こ五ご郎ろうが、冬とう馬まを逃のがしたことを悔しがることなく、訳知り顔で頷うなずく。

「なるほど、神かん藤どうが消されたのはそういうわけか」

　ひょいと視し線せんを持ち上げ、冬馬を見て苦笑する。

「どうやら相手が悪かったのは俺おれのようだな」

　その口ぶりを聞き、小五郎が何に気づいたか、伊い織おりは分かった。冬馬が胸の呪じゆ紋もんで魔力を封じられた魔人であるだけではなく、彼を死の淵ふちに追い込むことにより、その力を解放させかねないと察したに違いない。

「伊織、この小僧の正体を知っていたのか？」

　答えるわけにはいかず、伊織は唇を引き結んだ。

「お前も食えない男だな」

　沈ちん黙もくを肯定と読み取り、小五郎が口の端を頰ほおに引き上げた。

「神藤の二にの舞まいになるのはご免だ。二人ふたりとも、また会う日まで達者でいろよ」

　剣を手にしたまま後方に飛び、総身を闇に溶かした。

「待ちやがれ！」

　冬馬の声が虚むなしく宙に漂う。どれだけ眼めを凝こらしても、小五郎の姿は跡形もなくなっていた。

　しかし、彼の撤てつ退たいに安あん堵どの息をつく暇はない。それは冬馬も分かっているだろうが、やはり怪け訝げんな表情で質問をぶつけてきた。

「俺の正体って、どういうことだ？」

「今は言えないが、いつか必ず話す。信じてくれないか？」

「……」

　何か言いたげな顔つきだったが、大きく息を吐き出して伊織に頷く。赤眼に彼らしい快活な輝かがやきが戻っていた。

「分かった。信じるよ。今は他ほかにやることがあるしな」

「ああ、そうだ」

　頷き返し、二人並んで後ろを振り向いた。

　視力を取り戻したウロボロスが、双頭をもたげ、四方をうかがっている。さして時を要さず、伊織たちの姿を四つの蛇じや眼がんに捉とらえると、巨体を揺るがし接近してきた。

「是非もない。あれをやるぞ」

　伊織の言葉に頷うなずく代わりに、冬馬が乞こ食じき良よし光みつを鞘さや走ばしらせる。ヒュドラとの万一の再戦に備えていた技を、まさか冴さえに使うことになるとは思わなかった。

　冬馬が眼前に差し出した脇わき差ざしを握り、指先を斬きり裂く。流れ出た血と金きん色いろの光で、その刀身に大いなる力を秘めた古いにしえの文字と図形を描き込んでいった。それと同時に、冴への鎮ちん魂こん歌かとなる凶悪な呪じゆを澄すみきった声で唱える。

「諸王の王にして、至高の座に座りし雷帝アルサよ。我が声に応こたえよ──」

　ウロボロスが鎌かま首くびをもたげたまま、ゆっくりととぐろを解ほどいた。太い胴をよじり、獲え物ものを求めて進んでくる。

　伊い織おりが目頭で送った合図に、冬とう馬まが頷うなずき、ウロボロスに哀あい惜せきの瞳ひとみを向けた。

「すぐに楽にしてやるから待ってろよ」

　優やさしさと強さを含んだ声こわ音ねで言うと、魔ま法ほう陣じんを宿した白はく刃じんを斜めに構えて駆け出した。

　獲物が逆ぎやく襲しゆうに転じたことを即座に理解し、ウロボロスが前進を止める。双頭が揃そろって喉のどを震ふるわせ、毒液を二人ふたりに向かって吐き飛ばした。冬馬は颯さつ爽そうとかわし、突進を緩ゆるめることはなかったが、詠えい唱しように集中する伊織は、そうはいかず、直ちよく撃げきするかに見えた。

「──滾みなぎれ、火の波は濤とう。焰神爆波マクラクスター！」

　伊織の目の前に、火の大波が噴ふき上がり、飛来した毒液をその爆ばく炎えんで飲み込んだ。振り返ると、土手の縁ふちに、隻せき眼がんの土ひじ方かたが立っていた。まるで地獄の底から這はい上がってきたかのように、総身が朱に染まっている。

「早く済ませろ。おちおち寝てられねえじゃないか」

　言って、地面に倒れ伏す。

（土方、後は任せろ）

　伊織は、胸の内で言い向き直ると、最後の力を振り絞って五指を疾はしらせ、闇やみ深ふかくに魔法陣を刻み込んだ。

「──天界を焦がし、地を灼やく力を刀身に貸し与え、黒き者を断て。雷帝大剣アルサ＝バート！」

　凜りんとした響ひびきで詠唱が結ばれた刹せつ那な、冬馬が頭上に掲げる刀身から目の眩くらむ光が迸ほとばしり、天を裂く巨雷と化した。

「うおおおおおおお!!」

　猛然と雄お叫たけびをあげた冬馬が疾しつ駆くし、双頭から繰くり出される毒液と牙きばの連撃をかわしていく。雷らい霆ていの宿った剣を掲げて跳び、ウロボロスの胴を貫いた。

　刀身が肉と血を感知し、神雷が炸さく裂れつする。鉄てつ鱗りんで覆おおわれた大蛇の体表が、煮え湯のように泡立ち、塵ちりとなって爆ばく散さんした。




　河かわ原らに、骨まで染み込むような静寂が戻っていた。

　血の海に並び立つ伊織と冬馬の足元に、禁きん呪じゆから解放された冴さえが横たわっている。ウロボロスと化したことが噓うそのように、裸身に傷一つなく死に顔は美しい。

　冬馬が手を伸ばし、掌てのひらで冴の瞼まぶたを優やさしく閉じた。

「地獄行きは免れないだろうが、もう手を離はなすんじゃないぞ」

　少女の胸には、しっかりと来らい青せいの首が抱だき締しめられている。

　そんな恋人たちを、伊織が冷ややかに見下ろす。

「利用されたことは同情する。だが、こうなったのは、悪事に手を染めたお前たちの自業自得だ。悪いが、泣いてやれんぞ」

「じゃあ、泣くな」

　冬とう馬まは言って、瞳ひとみに涙を溢あふれさせていた少女を胸に抱き寄せた。

　生い駒こまの峰に、薄うす月づきが掛かっている。

　しんしんと鳴く虫の音に誘われ、冴さえの骸むくろから蛍ほたる火びが舞まいあがった。
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　軒のきに吊つり下がった行灯あんどんが、蘭らん方ぽう医い徳とく田だ玄げん安あんの禿とく頭とうをぬらりと照らす。奥庭に面した外廊下に立つ人ひと影かげは、他ほかになかった。

（妙に静かだな）

　宵よい五つの鐘かねを聞いたばかりと言えど、ここは武ぶ州しゆう屋やの上かみ屋や敷しきである。下男や女中が寝床につくには、まだ早い刻限だ。

（正せい蓮れん寺じ川がわにも、夜は人を送っていないはず。何かあったのか……）

　胸の騒さわぎが収まらないまま、障子を開けると、正座する初はつ音ねの後ろ姿があった。玄安は一声掛けてから、上座に腰を下ろした。

　初音が、いつものように草葉の蒔まき絵えを施した煙草タバコ盆ぼんを差し出す。目礼し、煙管キセルを手にとり火をつける。銀製の吸い口を嚙かんで煙を吸い込み、鼻から大たい儀ぎそうに吐き出した。

「このような刻限に、何用かな？」

「何用？」

　訊きき返し、初音の秀しゆう麗れいな額ひたいに皺しわが寄る。それを見て玄安は、歪ゆがめた唇の間から紫煙を勢い良く吐いた。

「そんな顔をされても困るぞ。用があるから、私を呼んだのだろう？」

「いいえ、お呼びしていませんよ。誰だれがそのような出で鱈たら目めを言ったんです？」

　初音の表情に噓うそはない。鼻奥を撫なでる煙が、苦みを帯びてきた。

「……長ちよう兵べ衛いだ。聞き違いではなく、はっきりと言ったぞ。初音から大事な用があるので、上屋敷に来てほしいと言こと伝づてを頼まれたと」

　初音も、こちらの声に偽りの響ひびきがないと感じ取ったらしく、すかさず腰を浮かした。

「でしたら、訊いて参ります。ここで暫しばらくお待ち下さい」

「その必要はないわ」

　外廊下に面した障子が開き、洋装の少女が姿を現した。母親譲ゆずりの高慢な眼まな差ざしを、座敷の二人ふたりに降り注いだ。

「長兵衛どのに頼んで、お前を呼び寄せたのは私よ」

　丹に乃のの言葉が、玄安の頭ず蓋がいの内で雷鳴の如ごとく響ひびいた。それを気け取どられぬよう──




　玄安が、悠然と紫煙をくゆらしたのを見て、丹乃の喉のど元もとに笑えみがこみ上げてきた。上う手まく仮面を被かぶっているつもりだろうが、既に素顔を見ているので滑こつ稽けいでならない。

　煙管を咥くわえる玄安ではなく、振り返った初音が尋たずねてきた。

「何な故ぜ、そのようなことをされたのですか？」

　怪け訝げんな表情を浮かべ、洋装の丹乃を頭から爪つま先さきまで見回す。革靴を履はいたまま廊下に立っていることに気がつき、眉まゆ根ねが歪んだ。

「土足は困ります。それに、その物々しい格好は何ですか？」

「薄うす汚ぎたない溝どぶ鼠ねずみを、捻ひねり潰つぶす為ためよ。着物が汚れたら困るでしょ」

　何の悪気もなく言って、畳を踏み歩き、座ざ敷しきの中へ入った。これ以上の沈ちん黙もくは不自然と思ったのか、玄げん安あんが口から煙管キセルを離はなす。

「では、父君と袂たもとをわかち、久く世ぜ君のもとに助すけ太だ刀ちに行かれるのかな？」

　丹に乃のは鼻で笑うと、禿とく頭とうを冷然と見下ろした。

「猿さる芝しば居いの幕は降ろしたほうがいいわ。正体は、もう分かっているのよ」

「正体？　何を訳の分からないことを」

　玄安が顔を顰しかめ、煙管の吸い口を嚙かんだ。

「しらばっくれるつもりなら、説明してあげるわ。下屋敷を冴さえたちが襲しゆう撃げきした日、近くの空あき家やに、東とう方ほう聖せい堂どう会かいの禁きん呪じゆ使つかいが潜ひそんでいたの。冴たちが退ひくのに合わせて蛇人形の術を解いた後、帰っていったのは、あんたの屋敷だったわ」

　顔色は変わらなかったが、瞳ひとみの奥に影かげが過よぎった。

「ほんと馬ば鹿かね。相手が姿を消す幻術を使っていると分かれば、それを破るなんて簡かん単たんなことよ」

「その男が、私だというのかね？」

　丹乃は眼前に漂う紫煙を鬱うつ陶とうしげに手で払いのけた。腰を折り、猿芝居を続ける玄安の顔をのぞき込む。

「この眼で、お前の顔を見たわ。外がい套とうを脱いだ時にね」

　屋敷への潜せん入にゆうには、父ちち譲ゆずりの忍びの技を使った。蜘く蛛もの巣の張った天てん井じよう裏うらに往おう生じようしたが、苦労した甲かい斐いがあり、玄安の顔をしっかりと確かく認にん出来た。

「だとしたら、どうして私をその時に捕らえなかったんだね？」

　平然と尋たずねているつもりだろうが、動揺を隠しきれていなかった。煙管の吸い口に、歯が食い込んでいる。そうでもしなければ、震ふるえが止まらないのだろう。

「仲間も一緒に捕らえたかったからよ」

　言って体を起こし、視し線せんを鋭するどく武ぶ州しゆう屋やの長女に向ける。

「初はつ音ね、あんたをね」

　初音が静かに息を飲んだ。行灯あんどんの火ほ影かげに照らされた横顔に、戸と惑まどいを基き調ちようにした複雑な感情が浮かんでいる。中々の役者振りに、丹乃の唇が綻ほころぶ。

「冗じよう談だんはよして下さい」

　初音が、綺き麗れいに膝ひざを揃そろえたまま、目元をきつく逆立てた。

「冗談なら、もっと面おも白しろいことを言うわ。こんな間抜けな相棒を持ったことは気の毒だけど、貴方あなたも相当な間抜けよ。まあ、一度してやられた私も、人のことは言えないけどね」

　自じ嘲ちようの笑えみを漏らし、頰ほおを搔かく。それを見つめる初音の表情は、岩のように硬かった。丹乃が、鑿のみの如ごとき言葉を立て続けに打ち込む。

「冴さえの下しも屋や敷しき襲しゆう撃げきを助ける為ため、自分が露ろ骨こつな餌えさになって土ひじ方かた様と隊士たちを引ひき離はなしたことを疑われないと思ったの？　手傷を負ったり、蛇人形を襲撃の一行に加え、人目に触れさせたりしたところで、そんな小細工が通じるわけないじゃない。挙げ句に、それが原因で、こいつの正体が露ろ見けんするなんて、間抜けとしか言いようがないわ。万が一取り逃がすことなんか考えずに、あいつらを全力で殺しちゃえば良かったのよ」

　そもそも、幻げん影えい魔ま法ほうを警けい戒かいしていた見張り役の隊士たちの殺害が、水みず際ぎわ立だち過ぎていた。冴が油断を誘うのも、面めん識しきのある沖おき田たは可能だろうが、平隊士はそう上う手まくいかないはずだ。にもかかわらず、彼らが簡かん単たんに討うち取られた要因をたぐれば、自ずと答えは出てくる。なりふりかまわずに伊い織おりたちを殲せん滅めつしなかったことが、敗着だ。

　己おのれの甘さを悔いているのか、初はつ音ねの苛いら立だった演技に、真に迫るものがあった。

「土方様たちの足手まといになったのは事実です。ですが、そのような曲解をされるのは、心外にも程があります。何の証拠があって、そんな戯ざれ言ごとをおっしゃるんですか？」

「やっぱり、訊ききたい？　当然よね、早く確たしかめないと怖いもの」

　猫が鼠ねずみをいたぶるような口く調ちようで言い、じっくり間を取る。静寂に耳を澄すますと、彼女の胸のざわつきが聞こえてきそうだ。

「証拠はないわ」

　肩透かしの返答を受け、初音の眦まなじりが、より一層深く切れ上がる。

「呆あきれたことを平然とおっしゃらないで下さい。私を馬ば鹿かにしてるんですか？」

　安あん堵どを怒声で誤ご魔ま化かしていた。気の毒だが、喜ぶのは早い。

「そう安心しない方がいいわよ。明日あしたになれば、あんたが妹を殺そうとした動どう機きの裏付けがとれるから。さっき父から、清きよ音ねさんを無事救い出した一報が届いたの。しかも、人間の姿で」

　思いもしない凶報を告げられ、初音の顔が一いつ瞬しゆん凍りつく。瞳ひとみに困惑の色が渦巻いていた。真に受けて喜ぶのと、疑って掛かるのと、どっちがまともな姉の反応か決しかねている様よう子すだ。

「ありえん……」

　願がん望ぼうを呟つぶやいた玄げん安あんの視し線せんが、定まっていない。はったりでなく事実を告げられたことを、声こわ色いろから感じとったようだ。

　初音が唾つばを飲み、尋たずねる。

「妹が助かったんですか？」

「生あい憎にくね」

　たっぷりの皮肉を籠こめて言うと、初音が瞳の迷いを消し去って、怒気を露あらわに立ち上がった。

「いい加減にして下さい。不愉快です」

　丹に乃のが無言で刀身を鞘さやに滑らせた。座敷の外に向かおうとする初音の着物の裾すそに、切っ先を突き刺し畳に縫ぬいつける。

　乱らん暴ぼうな足止めに、初音が顔を引ひき攣つらせ振り返った。

「何をするんですか！」

「悪いけど、逃がすつもりはないの。大人おとなしく座りなさい。それ以上一歩でも進んだら、直接足を突き刺すわよ」

　そう脅してから、細身の長剣を引き抜く。

　初はつ音ねが両りよう眼めを細め、口元に険けんのある線せんを浮かべた。脅迫に女め々めしく屈するのは性しよう分ぶんに合わないらしい。

　ふっ、小気味良く鼻から息を吹き出して、そびらを返し、元の場所に座り込んだ。膝ひざに揃そろえられた指に震ふるえはなく、背筋はすっきりと伸びている。

「いいですわ。戯たわ言ごとにおつき合いします。その代わり、私も質問があります。妹は本当に助かったんですか？」

「本当よ。伊い織おりの考えた罠わなに、まんまと掛かったわ。でも、酷ひどい手落ちよね。奪だつ還かんされたらまずいことになる妹を襲しゆう撃げきに同行させるなんて。触媒の手配を狂わせたり、鉄てつ鎖さを盗んで海中に沈めたりすることで、念を押しきったと思ったの？」

「また、訳の分からないことを……」

　ほんの一いつ瞬しゆん、初音の瞳ひとみが動き、玄げん安あんの表情を窺うかがった。憤いきどおりが強く滲にじんでいる声こわ色いろの根拠は、彼にあるのかもしれない。

「ひょっとして、あんたは止めたのに、こいつが冴さえの一行に妹を加えちゃったの？」

　丹に乃のが玄安を指さし尋たずねると、初音は袂たもとを唇に引き上げ、目元に微笑をたたえた。

「戯ざれ言ごとも、こう次々と口にされると笑ってしまいますね」

「清きよ音ねさんと対面した時、あんたがどんな顔をするか楽しみだわ」

　火花を散らし、視し線せんを絡ませ合う二人ふたりを見て、玄安が動く。灰吹きに煙管キセルの灰を落としながら、懐ふところに手を入れ、銀の短剣を引き抜いた。鼠ねずみを襲おそう蛇の如ごとく俊敏に動き、畳に映る丹乃の影かげに剣けん尖せんを突き刺す。

「死ね！」

　柄つかを離はなした手で袖そで口ぐちの隠し針を握ると、ミスリルの法力で影を縛しばられ、身動きの取れなくなった獲え物ものに襲い掛かった。針の先には、掠かすり傷きずでも絶命をもたらす蛇の猛毒が塗られている。

　直すぐ刃はの長剣が煌きらめき、毒針が軽い金属音を響ひびかせ半ばで折れた。立て膝ひざを突き、呆ぼう然ぜんと固まる玄安に、丹乃は同情の眼まな差ざしを送った。

「間抜けな上に、我慢も出来ないのね。相棒に怒られちゃうわよ」

「なっ、何な故ぜ、動ける？」

「悪いけど、屋や敷しき全体に魔ま封ふうじを掛けさせてもらったの」

　玄安が低く呻うめいて煙管を丹乃に投げつけ、開け放たれている障子に向かって走り出した。

「外に出ると、痛い思いをするわよ」

　あっさり煙管を叩たたき落とし、彼の背に忠告する。聞く耳を持たずに外廊下に出た玄安の脇わき腹ばらに闇やみを貫き飛来した矢が突き刺さった。それが誰だれの仕業か分かったらしく、初はつ音ねの眉まゆ根ねに小こ皺じわが寄る。

　床に転がり悶もん絶ぜつする禁きん呪じゆ使つかいに、丹に乃のは冷たく言い放った。

「ほら、言ったでしょ」

「やってくれたな……」

　目を剝むき、痛みに歯を食くい縛しばった玄げん安あんが、懲こりずに走り出そうとしたところに二の矢が放たれ、踝くるぶしを砕いた。絶叫が夜に木こ霊だまする。

「玄安、見苦しいぞ」

　男が剛弓を携たずさえ、廊下を歩いてきた。顔は憤ふん怒ぬで紅こう潮ちようしている。

「長ちよう兵べ衛い……」

　玄安が激げき痛つうに悶もだえながら、自分を撃うった友人の名を口にした。

　長兵衛が弓に矢をつがえて尋たずねる。

「話せ。何な故ぜ清きよ音ねを殺そうとした？」

　玄安が、唇を引き結ぶ。長兵衛は容赦なく、尻しり餅もちをついている友に矢を放った。

　鏃やじりが肘ひじの内側にめり込み、血ち飛沫しぶきをあげて突き抜ける。矢は肉と骨を砕いても勢いは衰えず、廊下に斜めに突き刺さった。

　玄安の引き結ばれた唇から悲鳴が迸ほとばしる。

「泣き叫んでる暇があるなら、早く話せ」

　瞳ひとみを無む慈じ悲ひな色に染め上げた長兵衛が、背の矢筒から矢を抜き取り、弓につがえた。

「ぐずぐずしてると、突き刺さる矢の数が増えるぞ」

　彼の声に、むしろそれを望む響ひびきがある。玄安も同じことを感じたようで、意味のない抵抗をやめた。

「……俺おれが、洋よう鬼き化け生しようの秘薬作りに関かかわっていることを知られたからだ。病床の身と思って油断していて、太た助すけとの話を立ち聞かれてしまってな。それでやむなくだ」

「やっぱり、そういうことね」

　丹乃は呆あきれきり、視し線せんを初音に向けた。

「そして、あんたを玄安の仲間と思わなかった清音さんが、そのことを相そう談だんして、企たくらみが露ろ見けんしたと知ったわけね？」

　初音が、とんだ濡ぬれ衣ぎぬだといった表情で、瞼まぶたを瞬しばたかかせた。胸元に手を強く押しつけ、長兵衛に訴える。

「お父とう様さま、私は、この男と関わりありません。信じて下さい」

　娘の言葉に、長兵衛は首を縦たてにも横にも振らず、重い声こわ音ねで尋ねた。

「お前の指示で、罠わなに使うはずだった鉄てつ鎖さが盗み出され、海中に沈められたのは分かっている。違うというのなら、納得のいく説明をしてくれ」

「非ひ道どい。誰だれが、そんな噓うそを……」

　あくまで白しらを切り通す娘に対し、長ちよう兵べ衛いは追及を緩ゆるめない。

「初はつ音ね、説明出来ないんだな？」

「お父とう様さま、私を疑うなんてあんまりですわ。大事な妹を手に掛けるなんて、姉の私が……」

　言って唇をわななかせて押おし黙だまる。初音の右目から、一筋の涙が頰ほおに流れ落ちた。

　しかし、丹に乃のどころか長兵衛すらも、眉まゆの毛一本動かさず、彼女に慰なぐさめの言葉を掛けない。

「なるほど、私たちが、噓をついていることに賭かけるわけね」

　往おう生じよう際ぎわは悪いが、賢けん明めいな判断だ。清きよ音ねが無事快かい復ふくするかは分からないし、丹乃の発言全すべてが噓の可能性もある。逃走出来ないなら、それに賭けるしか活路はない。

　背後の襖ふすまが開き、鉄甲と鉢金で身を固めた隠おん密みつ四人が座ざ敷しきに入ってきた。丹乃に目で頷うなずくと、二人ふたり一組になり、それぞれ初音と玄げん安あんを逃がさぬよう両りよう脇わきを抱える。

「今日きようは土蔵で夜を明かしてもらうわ。清音さんの意い識しきが回復して裏がきっちり取れたら、手段を選ばず話を聞き出すから覚悟しなさい。もちろん、お前もよ」

　言って、視し線せんを玄安に送った。

　踝くるぶしに突き刺さった矢を無造作に引き抜かれ、左右の隠密に立たされた禁きん呪じゆ使つかいが、丹乃を見返して薄うすら笑う。

「その冷酷な目つき、やはりマチルダによく似ているな」

　玄安を連行しようとする同輩を止め、禁呪使いの喉のど元もとに洋剣の切っ先を押しつけた。

「お前、本当に母かあさんの居場所を知ってるの？」

「ああ。あんな姿だが、たっぷり楽しませてもらったよ。口に儂わしのを咥くわえさせ──」

「貴様！」

　喉深くに剣を押し込みたい衝しよう動どうを抑え、顎あごの肉を斬きり裂く。激げき痛つうに顔を歪ゆがめながら玄安が、口の端を卑いやしく引き上げた。

「怒った顔も、そっくりだ。あの時を思い出して、興こう奮ふんしちうまうぜ」

　紅くれないの瞳ひとみから蒼あおい炎が迸ほとばしる。玄安の下腹部を斬り落とすべく剣を振ろうとしたことを察した隠密の一ひと人りが、禁呪使いの脇から手を離はなし、丹乃に組みついた。

「離せ！」

「駄だ目めだ。安い挑発に乗るな」

　暴あばれる丹乃に、玄安が追い打ちを掛ける。

「母が恋しいか？　俺おれを見逃せば、返してやるぞ。頭も子宮も両方な」

　そう言った途と端たん、禁呪使いの顔の中央部が、ぼこりと陥没した。その勢いで飛び出した目玉がだらしなく垂れ下がったのも一いつ瞬しゆん、全身の骨が砕け、肉を突き破る。見るも無惨に引ひき潰つぶれた玄安が、肉汁を噴ふき上げて溶解した。

　肉にく飛沫しぶきを間近で顔に浴びた長兵衛が、両目を見開いて、丹乃を見る。

「違う、私じゃない」

　驚おどろいているのは丹に乃のも同じだった。魔ま封ふうじが展開している今、あらゆる魔法は無効化される。なのに、玄げん安あんを殺したのは魔法の技だ。

　困惑が沈ちん黙もくをもたらす。虫むしの音ねに混じり、奥庭を誰だれかが踏み歩く音が聞こえた。

「誰だ？」

　丹乃が身構え、闇やみを凝ぎよう視しする。朧おぼろに人ひと影かげが浮かんできた。

　背せ丈たけはおよそ六尺。黒い外がい套とうを頭から被かぶり、首に逆さ十字を輝かがやかせている。背には、己おのれの身の丈と同じほど長い黒くろ鞘さやの刀を負っていた。

　丹乃の誰何すいかに答えぬまま、ふわりと浮き上がり、外廊下に降り立った。首を傾け、かつては玄安と呼ばれていた床の肉汁を眺める。

「お前のような下げ衆すは生きている価値がない。死んで大地に血肉を戻して、せめてもの功く徳どくを施せ」

　若い男の声だった。

　丹乃が、腰に残していた肉厚の短剣を引き抜く。

「貴様、何な故ぜ魔法が使える？」

「魔封じは、解かせてもらった」

　ならば、魔法を使えるのは道理だが、納得出来ない。

「魔封石の傍そばに、五人も配置したのにどうやって？」

「死んだよ。皆勇敢だったが、それに見合う技量がなかったのは残念だったな」

　声こわ音ねに尊大な響ひびきはなく、真に憂うれいているようだ。

　不意に吹き起こった風が、男の外套を捲めくり上げた。顔かお覆おおいで口元は隠されていたが、鮮せん血けつを吸ったような深しん紅くの瞳ひとみが露あらわになる。

　丹乃の眉まゆ根ねに、深い皺しわが刻まれた。

「その眼め……」

「訊ききたいことがあるようだが、またの機き会かいにさせてもらうぞ」

　言って、魔眼の男が背の長刀を音静かに抜き払った。刀身が切っ先から鍔つば元もとまで、闇を溶かしたように黒い。

　丹乃が、二刀を十字に構え立ちはだかる。

「駄だ目めよ。今ここで訊かせてもらうわ」

「断る」

　言った瞬しゆん間かん、男が床板を蹴けり、姿を消した。咄とつ嗟さに首根を護まもった二刀が、火の粉を散らして吹き飛ばされた。

　傍そばに疾風はやてが駆け抜けたのを感じ、振り返る。丹乃の手首飾りが、魔人の近接を知らせる強烈な緑光を発した。

「噓うそっ……」

　刹せつ那なの時の中で黒くろ太た刀ちが、手て練だれの隠おん密みつ四人の首を骨ごと両断していた。丹に乃のの双そう眸ぼうが、驚きよう愕がくと鮮せん血けつで彩られる。

「初はつ音ね、行くぞ」

　いつの間にか、魔ま眼がんの男が座ざ敷しきで初音を腕に抱いていた。両りよう隣どなりの隠密の首が切断され、斜めにずれているが、まだ床に落ちていない。

　目の錯さつ覚かくか、隠密たちの屍し体たいから蛍ほたる火びが舞まい上がり、魔眼の男の体に吸い込まれたように見えた。

　長ちよう兵べ衛いが、言葉を失い立ち尽くしている。丹乃は体を投げ出し、彼の足元に落ちていた直すぐ刃はの洋剣を拾いあげた。さっと起きあがり、座敷に目を向ける。

　初音を抱いた魔眼の男が、自らの影かげの中に恐ろしい速さで体を沈め込んでいた。膝ひざから下が、もう見えない。

「待て！」

　叫んで投じた洋剣が、黒太刀に弾はじかれ、格ごう天てん井じように突き刺さる。座敷に棒立ちになっていた隠密四人が、がくりと膝を折って、その場に崩れ落ちた。

「運命さだめからは逃れられん。また会おう」

　そう言い残し、魔眼の男は座敷から姿を消した。後には影もない。残ったのは、鮮烈な記き憶おくと畳に転がる四つの骸むくろだけだった。




　大おお久く保ぼは、半はん次じ郎ろうに廊下で控えているよう申しつけると、一人ひとりで奥座敷に入った。脇きよう息そくに肘ひじを預け、独り葡萄ぶどう酒しゆを傾けている男の前に腰を下ろす。

　これが公く家げかと思うほど、男の人相は悪い。野で獣けものを追う猟師の方が、まだ品がありそうだ。

「岩いわ倉くら様。今、次じ左ざ衛え門もんが帰って参りました」

　頷うなずいた岩倉に、徳とく田だ玄げん安あんを処刑し、武ぶ州しゆう屋やの長女を連れ帰ったことなど子細を告げた。無言で最後まで聞き、膝の前に据えられた膳ぜんに薩さつ摩ま切きり子この杯さかずきを置く。

「次左衛門に大たい儀ぎであったと伝えてくれ。これで、我々のことが表に出ることはあるまい」

　人間の姿を戻した武州屋の次女は、姉の背後に広がる闇やみにはまだ気づいていなかった。二人ふたりさえ、敵の手に落ちなければ黒い糸をたぐられる心配はない。玄安が手こずっているのを知り、久ひさ光みつの不ふ興きようを買いながらも、早船で呼びつけた次左衛門を急行させたことが功を奏した。

　正せい蓮れん寺じ川がわで長ちよう州しゆうの小僧や公儀隠密相手に一敗地にまみれたことは誤算だったが、冴さえの口を封じられたので問題ない。あの男にも無用の戦せん勲くんを与えずにすみ、大久保としては決して悪くない結果だった。

　岩倉が、狢むじなのような目を細める。

「この度たびは思わぬ邪じや魔まが入り、惜しいことをしたな。久光どのが一軍を率いて討とう伐ばつを果たせば、薩さつ摩まの勇名も大いに高まったろうに」

「元々、瓢ひよう簞たんからでた駒こまで、上う手まく将しよう棋ぎを指そうとしたことに無理があったのです。清きよ河かわどのが正せい蓮れん寺じ川がわで一ひと暴あばれしてくれたお陰で、桂かつらが煽せん動どうしてこの度の事件を起こしたと公こう儀ぎに思わせることも出来ました。それで良しとせねばならんでしょう」

　大おお坂さかに跋ばつ扈こするオークを討伐し、薩摩に栄光の錦を着せる目もく論ろ見みが、正蓮寺川での敗戦で御破算になってしまった。しかし代わりに、遥はるかに有益なものを得ることが出来た。

　玄げん安あんが開発を進めていた洋よう鬼き化け生しようの薬は、彼の死により武ぶ州しゆう屋やの娘にではなく、大おお久く保ぼ──もとい薩摩藩はんに委い譲じようされることになった。これこそ瓢簞から駒であり、笑いが止まらない。太陽の光に弱いオークは、総長メートルから新たに拝領した魔ま導どう書しよを元に品種改良を加えるので、解法薬が敵の手に落ちたことも痛つう痒ように感じなかった。

　今回の騒そう動どうで、不死の兵を実戦運用出来た意義は大きい。来きたるべき回天の戦いくさに、有益な備えが施せる。

「家いえ茂もちの隠おん密みつが、約やく定じようを違たがえてオークを処分したことは、それとなく慶よし喜のぶの耳に入れておく。あの二人ふたりの間には、出来る限りひびを入れてとおかんと、後で支障が出るからな」

　岩いわ倉くらが独り言のように言い、杯さかずきに紅も絹みの如ごとく艶つややかな葡萄ぶどう酒しゆを注ぐ。

「ところで、本物の桂かつらはまだ見つからんのか？」

「申し訳ございません。八方手を尽くしているのですが、未いまだ影かげすら踏めぬ有様でして……」

　清河の手勢に一度は捕らえられながらも、逃走した桂は、噓うそ偽いつわりなく多くの藩士を動員し追っている。しかし、『逃げの小こ五ご郎ろう』の異名を持つだけあり、捜索は困こん難なんを極めていた。京きようと大おお坂さかの長ちよう州しゆう藩邸にも姿を現さず、行方ゆくえは杳ようと知れない。

「此こ度たびは、世話になったのだから、借りは返してやれよ。薩摩にとっても、奴やつが死に、清河が取って変わっていた方が何かと都合が良かろう」

　そんなことは分かりきった話だが、大久保は顔色一つ変えずに下げ知じを受け、気がかりなことを尋たずねた。

「時に、シーボルトの孫は、どうするおつもりですか？」

　アヴァロンの円卓に名を連ねていた大魔法士フォン・シーボルトの血を引く赤せき眼がんの青年。

　これまで怪しみながらも魔力が感知されない為ため、魔人とは目していなかった。しかし今こ宵よい、彼と剣を交えた清河から、胸に魔封じの呪じゆ紋もんを見たという報告があり、扱いを見直す必要が出てきた。

「あれが聖杯かどうかは、京の大仕掛けの前に調しらべることにする。本物であれば、使わん手はないからな」

　言って、岩倉が眼がん前ぜんに杯を掲げた。

「次じ左ざ衛え門もんだけでは、ご不安ですか？」

　舌打ちするのは堪こらえることが出来たが、声こわ音ねが自然に尖とがる。

　腹に毒を飼う岩いわ倉くらは、煮ても焼いても食えない男だ。自分に都合のいい聖杯を手に入れた途と端たん、これまでの忠勤を忘れ、薩さつ摩まとの約を違たがえかねない。

「気を悪くするな。次じ左ざ衛え門もんが、維い新しんの切り札であるのは変わらん」

　そんな言葉を信じるほど、大おお久く保ぼは甘くはなかった。やはり彼の手中に収まる前に、シーボルトの孫は始末した方が良さそうだ。

「ありがとうございます。安心致しました」

　心とは裏腹に礼を言い、平へい伏ふくする。

「ただ、聖杯がいくつあってもいいのは、お前も分かるだろ？　流れた血は余さず受け止め、飲み干さんとな」

　岩倉が狢むじなの笑えみを浮かべ、杯さかずきを満たす深しん紅くの酒を仰あおいだ。
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　大おお川かわを行く水夫の舟歌が、客足の途と絶だえた茶店に、のびやかに響ひびいている。

　伊い織おりは、あんぐりと口を開き、黒蜜がこってりと掛かった葛くず餅もちを放り込んだ。蜜の濃のう厚こうな甘みと、つるりとした嚙かみ心ごこ地ち、そしてほんわりと口奥に広がる葛の香。全すべて申し分ないが、冴さえと馬ば鹿かな話をしながら、一つの皿をつついた時の、あの美う味まさが蘇よみがえらない。

　蟬せみの鳴き声に力なく、夏が終わろうとしていた。

　多くの人死が出た事件も、一応の幕が下りようとしている。

　清きよ音ねは救出した翌日、意い識しきを取り戻した。長ちよう兵べ衛いの問いに、ためらいがちに答えたが、真相は推測した通りだった。

　気晴らしに目を通していた帳ちよう簿ぼから太た助すけの不実を知ったことが、やはり事件の端たん緒しよである。証拠を押さえるべく、寝しん所じよを這はい出て彼を探っていたある日、玄げん安あんとオークについて密みつ談だんしているのを忍び聞いたらしい。衝しよう撃げきを受けたものの、事件の全容に霞かすみが掛かっていたこともあり、玄安の長年の友である父に訴える前に、まず姉に打ち明けたそうだ。深く探ってみるので、後は私に任せて欲しいと初はつ音ねに頼まれたが、待てど暮らせど、姉からこの一件の闇やみ明あかしを聞かされることはなかった。それで不安になり、来らい青せいに相談しようとした夜、彼の持ってきた魔ま法ほう薬やくを飲み、以後の記き憶おくがないそうだ。

　そんな清音に、伊織も長兵衛も、知りうる真実の全ては話していなかった。彼女が心痛めることで伝えたのは、初音が事件の黒幕の一人ひとりで、今は行方ゆくえ知れずであること。そして、来青の死だ。彼が事件と、どう関かかわり、何な故ぜ殺されたかについては、問われても固く口を閉じている。

　恋人の死を悼いたみ、毎日泣き暮らしている彼女が、まだ命を保っているのは、来青が最後に残した治ち療りよう薬やくのお陰だ。

　小こ弥や太たも彼の為ため、彼の姉の為に作られた薬によって、越せないと思われた峠とうげを越し、今は長兵衛に引き取られ、武ぶ州しゆう屋やの離はなれで静養している。清音共々、いつまで長らえるか分からないが、先に逝いってしまった冴に、あの世で顔向け出来るよう日々全力で生きていた。

　小弥太のことを思うと、泣き言は口に出来ないのだが、夏なつ陽びのように眩まぶしかった冴の笑え顔がおを思い出す度たび、胸が鈍にぶく痛んだ。

　東とう方ほう聖せい堂どう会かいもさることながら、彼女の命を弄もてあそんだ小こ五ご郎ろうを、絶対に許せない。いつの日か彼を捜し出し、きっちりと代だい償しようを払わせる必要があった。

　憎い小五郎の顔を思い出し、三角切りの葛餅に串くしを突き立てる。ふと視し線せんを戸口に向けると、臙えん脂じに染め抜かれた日除け暖の簾れんの脇わきに、二つの人ひと影かげが立っていた。

　眼帯で左目を覆おおった土ひじ方かたの隣となりで、涼やかな小こ袖そでを纏まとった沖おき田たが店内を見回している。男装の剣士は、隅で餅をつついている伊織を見つけ、満面の笑顔を浮かべた。

「やっぱり、ここにいた」

「総そう司し、手早くすませろよ」
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　不ふ機き嫌げんを隠さずに言い、土方が戸口を去る。沖田は、その背に何事か囁ささやいてから、中へと入り、伊い織おりの座っている竹の長なが椅い子すに腰を下ろした。盆に茶をのせ、愛想良くやってきた小娘に、丁てい寧ねいな口く調ちようですぐに店を立つことを告げ、奥へとさがらせる。

　伊織は葛くず餅もちの小皿を脇わきに置き、沖おき田たに尋たずねた。

「具合はどうだ？」

「お陰様で快かい調ちようそのものですよ。夢見も良くなりましたしね」

　言葉通り、顔色が良い。元の体を取り戻してから、いくつかの後こう遺い症しようと悪夢に悩まされ、その繊せん細さい秀しゆう麗れいな容姿を青ざめさせる日々が続いたが、やっと本復したようである。それに何ど処こかの誰だれかが大きく寄与しているのは、鈍にぶい伊織も流石さすがに気づいた。あんな趣しゆ味みの悪い男の何が良いか分からないが、この回復ぶりを見るに、芯しんから惚ほれ抜いているようだ。

「何よりだ。で、今日きようは、どうしたんだ？」

「お別れを言いに来ました」

　爽さわやかに微ほほ笑えんだ沖田とは対照的に、伊織の眉まゆ根ねに皺しわが寄る。

「また、修しゆ羅らの戦いくさ場ばに戻るのか？」

「はい。局長から矢の催促で、京きように戻れと言われまして」

　面めん目ぼくなさげに打ち明け、沖田がうなじを搔かいた。

「散々な目にあったんだ。もう少し療りよう養ようしても、ばちが当たらんと思うぞ」

「僕も、そう思いますが、土ひじ方かたさんが帰りますからね。傍そばを離はなれたくないんです」

　臆おく面めんもなく言い放った沖おき田たの言葉には、三つの意味がある。

　まず、惚ほれた男に対する純粋な想おもい。次に、女に見境ない彼の悪あく癖へきを見張る為ため。三つ目は、彼の体たい調ちようを慮おもんばかってのことだ。

　冴さえを打ち倒した半刻後、礼れい蔵ぞうが部下を引き連れて戻り、満まん身しん創そう痍いの三人に治ち癒ゆ魔ま法ほうを施してくれたのだが、土方の左ひだり眼めだけは再生出来なかった。本人は何ど処こ吹く風で、その喪失を悩む姿を伊い織おりの前では一度も見せたことがない。冬とう馬まとの稽けい古こでも隻せき眼がん故ゆえに遅れを取っている様よう子すはなかったが、命をやり取り、敵の弱みを徹てつ底てい的てきに攻める実戦となれば別の話だ。

　尊そん攘じようの士を苛か烈れつに取とり締しまる彼に恨うらみを持つ者は、星の数ほどいるはず。沖田が、気に病み、傍そばを離はなれたくないのはよく分かる。

「難なん儀ぎな男に惚れたな」

　伊い織おりは、しみじみと沖田に言った。

「こればっかりは、仕方ありませんよ。都合のいい男に惚れるほど、僕は器用じゃありませんから」

「でも、余り図に乗らせるよ。ああいう男は甘やかすと、どこまでもつけあがるからな」

「心しておきます」

　言って、目元の苦笑を消し、伊織に深く頭を下げた。

「最初から最後まで、本当にお世話になりました。結局、何もお返し出来ないままでしたが、このご恩は必ずお返しします。だから、僕のことを忘れないで下さいね」

「もちろん、忘れるつもりはないが、私は物ぶつ騒そうなところには行かないからな。そっちから会いに来てくれよ」

「分かりました。今度会う時は、のんびりとお茶でも飲みましょう。僕の奢おごりで」

「忘れるなよ」

　軽く片目をつぶって言った伊織に、沖おき田たが笑えみを返して立ち上がる。

「はい。じゃあ、これで失礼します」

「病み上がりなんだから、無理はするんじゃないぞ」

　言って送り出した沖田が、日除け暖の簾れんの脇わきで踵きびすを返し、伊織のもとに戻ってきた。

「どうした、何か言い忘れたのか？」

　沖田が頰ほおに片手をあてて囁ささやく。

「いいんですか？　さっき外で冬馬さんを見ましたけど──」




　青葉が鮮あざやかな夏柳にもたれながら、冬馬は首を横に振った。

「駄だ目めなの？」

「ああ。悪いが駄目だ」

　気に食くわぬ返答に、丹に乃のが、瞳ひとみを柳葉のように細くした。

「どうして？　私と一いつ緒しよにくれば、その赤あか眼めの秘密が分かるかもしれないのよ」

「興きよう味みはある。でも、伊い織おりの傍そばを離はなれるのは懲こりたんだ」

　冬とう馬まは肩をすくめると、首を捻ひねり大おお川かわの流れを眺めた。水面に立つ白波が、斜めに傾いた陽ひ射ざしを砕き、きらきらと輝かがやいている。

　岸辺で向かい合う二人ふたりの傍に人ひと影かげはない。舟が寄せる浜も、その客目当ての茶店もここからは少し離はなれていた。

「意い気く地じなしね」

「そんなこと、今更気づいたのか？」

　挑発を軽口で返され、微かすかに目め尻じりを逆立てた丹に乃のが、何かを言い掛け口をつぐんだ。冬馬の顔からそれた瞳ひとみの先を追うと、茶店を出た伊織が足を踏み鳴らし、こちらへ向かって来ていた。

「またの機き会かいにした方が、良さそうね」

　丹乃が小さく溜ため息いきを吐ついた。

　初はつ音ねを取り逃がしたことについて、伊織は彼女を一切責めていない。それ故ゆえ、負い目を感じているのか、丹乃は一緒にいたがらなかった。

「諦あきらめろよ。また会うかどうかなんて分からないぞ」

「じゃあ、また会いたくなる魔ま法ほうを掛けなきゃ」

　悪戯いたずらっぽく言うと、手て慣なれたふうに冬馬のうなじに手を回し、顔を近づけた。

「やめ──」

　言葉を柔らかな唇が塞ふさぎ止める。

　永遠と感じるほど長い一いつ瞬しゆん。冬馬は甘い匂においを嗅かぎながら、金かな縛しばりにあったように指一本動かせない。

　丹乃がうなじから手を引き、赤らむ青年の頰ほおをひやりとした指で抓つねった。

「本当に意気地がないわね。次に会う時は、がっかりさせないでよ」

　唇に凶悪な微笑を浮かべると、顔を上気させ立ち尽くす冬馬のもとを去って行った。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつから立ち直るまで、数瞬の時が流れた。はっと我に返り、岸の小道を上がっていく彼女の背に声を投じる。

「お前──」

　いい加減にしろよ、と言いかけたところで、冬馬は猛烈な殺気を感じた。躊ちゆう躇ちよすることなく、その場にしゃがみ込んだ直後、髪を掠かすって雷の矢が飛来し、ズドンと重い音を響ひびかせて柳の幹を深々と抉えぐり取った。

「うおっ！」

　思わず、声をあげた冬馬の頭に、焼け焦げた木片が雨のように降り注いだ。

　冬馬は、ほんのり朱に染まっていた顔を青に塗り替えて立ち上がると、こちらへと向かってくる犯人に雷土の爪つめ痕あとを指さした。

「伊い織おり、ちょっとこれは洒しや落れにならないぞ。殺す気かよ」

　言ってから、すぐに愚問だったと気がつく。少女の両りよう眼がんに殺意が漲みなぎっていた。

　その心当たりはある……。

「殺されたくなかったら答えろ。丹に乃のと何をしてたんだ？」

　腰に手をあて、伊織が仁に王おう立だつ。実際は少女を見下ろしているのに、何な故ぜか見上げている気分になった。

　殺されたくなかったらという脅しに、嫌いやほど現実味がある。命を守る為ため、何としても白しらを切り通すと、冬とう馬まは心に決めた。

「別れの挨あい拶さつだ。あいつは今日きよう、大おお坂さかを離はなれるらしい」

「挨拶の最後のあれは、何だ？」

　話の流れを別方向に導みちびこうと画策したが、伊織は全く乗ってこなかった。ならば、軽い冗じよう談だんはどうだ。

「ま、魔ま法ほうかな？」

「ほう。それがお前のやり口というわけだな」

　伊織の瞳ひとみに燃もえる蒼あおい炎が、一段と大きくなった。

（しまった。完全に失敗だ）

　施せ療りよう所じよで使った手口と重なることを、すっかり失念していた。これではまるで、自分から丹乃に口づけをしたと告白しているようなものだ。

「誤解だ、誤解。落ち着け、伊織」

　冬馬がなだめ、胸の前に差し出した手を、伊織は冷ややかに見つめ、ぱしりと叩たたき落とした。

「何に誓ったっていい。俺おれはやましいことはしてないぞ」

　怯ひるむ心を鼓こ舞ぶし、胸を張り強気で押し返す。

　伊織が、ふっと瞳の凍気を弱め、諭さとすように静かな口く調ちようで迫る。

「冬馬。私は噓うそを聞きたくないだけだ。正直に言えば許してやる。ちゃんと話してくれ」

　白を切り通すと誓った心にあっさり亀き裂れつが走った。丹乃と今度いつ会うかは分からないが、再会した時、伊織の前で良からぬことを言いかねない。

　伊織の性格を考えると、過去のことを水に流さず、噓を吐ついたことで倍加した怒りをぶつけてくるだろう。正直に話せば許すと言っていることだし、将来に禍か根こんを残さず、今みそぎをすました方が賢けん明めいに思える。

　冬馬は、ごくりと喉のどを鳴らして唾つばを飲み込んだ。額ひたいに汗を浮かべながら、恐る恐る切り出す。

「ほんの少し唇を重ねただけで……」

　と言ったところで、伊織が、指の骨をボキボキと鳴らした。

「なるほどな、よーく分かった」

　口元に笑えみを漂わせながらも、瞳に骨まで凍らせるような冷気を噴ふき上がらせている。

　冬とう馬まが視し線せんを落とすと、少女の指先に魔まの燐りん光こうが禍まが々まがしく灯ともっていた。五指が軽やかに踊り、魔法陣が描かれていく。

　冬馬の肝きもの表面を冷たい汗が流れ落ちた。後ずさりながら、約やく定じよう破りを非ひ難なんする。

「待て。話が違うじゃないか。正直に言っただけだぞ、俺おれは」

　伊い織おりが、ふんと鼻で笑い飛ばした。

「正直に話せば許してやると甘い言葉を掛けたら、口を割る性しよう根ねが気に食くわん」

「何だよ、それ。理り不ふ尽じん過ぎるぞ」

　余りに無む慈じ悲ひな罪状に対し、声を大にして抗こう議ぎするものの、後退の歩幅が徐々に広がっていく。

「一度地獄に堕おちて、その腐った性根を叩たたき直してこい」

　冷酷に死刑を宣告し、伊織が魔法陣を握り込む。

　冬馬は背を向け走り出し、秋の色を帯びてきた空に叫んだ。

「この鬼！」


（了）









あとがき




　ご無ぶ沙さ汰たしております、田た名な部べ宗そう司じです。

　一巻が発売されてから丸々一年もお待たせしてしまい、本当に申し訳ありませんでした。

　世が世なら縄なわを打たれて白しら州すに引き出され、腹を十文字に斬きれと命じられるような不始末。今後は悔い改め、正常な刊行ペースを遵じゆく守しゆします。それで帳消しになるとは思いませんが、僕に出来ることは、書くことしかありませんので平ひらにご容よう赦しや下さい。

　しかし、我ながら呆あきれる程、要領の悪い男です。大河ドラマ『龍りよう馬ま伝でん』が放送されている大事な時期に、坂さか本もと龍りよう馬まを登場させないばかりか、二の矢、三の矢を放たず、この体ていたらく。読者の皆様は当然のこと、仏のように優やさしい編へん集しゆうさんに合わせる顔がなく、何かと用事を作って東京に出向かないようにしているのは、ここだけの秘密です。

　ただ、好こう機きに萎い縮しゆくして何も出来なくなるのは、今に始まったことではありません。小学校の草野球では、プレッシャーの掛からない八番バッターだと妙に打てるのに、その実じつ績せきによってクリーンナップに昇格した途と端たん、凡打と三振の山。中学のバスケ部では、練習の持久走を得意としながら、試合になると緊きん張ちようでガチガチになって誰だれよりも早く体力を失い、チームのお荷物になっていました。

　高校に進み、晴れて帰宅部となった僕が、有り余る放ほう課か後ごに読みふけったのが他ほかならぬライトノベルです。毎月、新刊発売日を記した紙が張り出される時期に書店に立ち寄っては、お気に入りのシリーズの最新作がラインナップされていないか目を皿のようにしてチェックし、一いつ喜き一いち憂ゆうしていました。中には一年以上、続編が出ないものがあり、「遅筆にも程があるぞ。ちゃんと働け」と作者に悪態を吐ついていた自分が、よもや十数年後、そんなことをしでかす側に回ってしまうとは……。

　まあ、ライトノベル作家になること自体、夢のような話だったので、想像出来なくとも当然と言えば当然です。これが謙けん遜そんではない証拠として、創作を始めてからかなりの期間、僕は一つの物語も完結させることが出来ませんでした。

　起承を書いたところで、自分の小説のつまらなさにくじけ、中途で筆を投げ出してばかり。住宅営業を辞めてまで真剣に執筆を始めたにもかかわらず、状況が何一つ改善しないまま無為に過ごしていたある日、気になりながらも手を出していなかった吉よし田だ直すなお先生の『トリニティ・ブラッド』を読み、僕は雷土いかずちで貫かれたような衝しよう撃げきを受けました。

　当時、自分が書き進めていた投稿作と似た方向性でありながら、ライトノベル心溢あふれるエッジの利いた設定、壮そう麗れいなイラストが似合う格好良いキャラ、精せい緻ちで卓越した文章等々、何もかも比較にならない完成度。「この人には絶対勝てない」と白旗を上げると同時に、己おのれの力不足を思い知り、そこから二ヵ月の間、自尊心が深傷を負うのが怖くて一切書くことが出来なくなりました。

　もうライトノベル作家になるなんて、大それた夢を抱くのは止やめよう。そう思いつつ、陰いん鬱うつな日々を暮らしていた僕は、たまたま某サイトのスレッドを読み、我が目を疑いました。何と吉よし田だ直すなお先生が、二年も前に亡くなっていると書き込まれていたのです。慌ててネット検索を掛け、すぐに間違いないと分かり呆ぼう然ぜん自じ失しつ。我に返った時、まず押し寄せたのは深い悲しみ。次に僕を襲おそったのは、自分自身への激はげしい憤いきどおりでした。

　あれだけ才能のあった吉田先生が、もう書きたくても書けない。なのに、好きに書ける立場にありながら、己おのれの非才を嘆いて前に進む努力すらしない自分。それが腹立たしくて仕方なく、才能がなかろうと、とにかく原稿にしがみつくことを心に決めました。以降、不器用ながら物語を閉じられるようになったのです。

　今回の大おお足あし踏ぶみは、実力に見合わぬ賞しようを頂いたことで、初志が霧む消しようし、自分が泥臭く前進するしか能がない男だとすっかり忘れてしまったことにあります。しかし、本作を難なん産ざんながら書き上げ、とても大切なことを思い出すことが出来ました。これもひとえに、心の折れやすい僕を多くの方々が支えて下さったお陰です。

　揺るぎなき道標である吉田直先生。

　的てき確かくな意見と寛容な心を以もつて、力不足の僕を根気よく指し導どうして下さった担当編へん集しゆうの佐さ藤とう様。

　素人の戯たわ言ごとにも真しん摯しに耳を傾け、美び麗れいなイラストを描かき、キャラに瑞みず々みずしい命を吹き込んで下さった椋くら本もと夏か夜や先生。

　思わず校正紙に向かって土下座してしまう程、大量のミスをご指摘下さった校こう閲えつ様。

　書けない書けないと弱音を吐く僕に、女王の如ごとく言葉の鞭むちを振るって叱しつ咤た激げき励れいして下さった平ひら田た美み奈な子こ様。

　元アルバイトのよしみで、店をあげて応援して下さった書店スタッフの皆様。

　この不況下にありながら、執筆に専念出来るよう休きゆう職しよく処分にして下さった会社。僕が投げ出した仕事を快く引き継いでくれた部のみんな。営業失格の僕を笑え顔がおで送り出して下さった事務所の皆様。

　相も変わらず、代だい償しようも求めなければ根拠もなく、僕を信頼してくれた家族のみんな。

　そして、一年もの長きに亘わたり、本作をお待ち下さった読者の皆様。

　本当にありがとうございました。照れくさくて面と向かっては言えませんが、皆様のことを心より愛しています。

　それでは、また。次作でお会いしましょう。


田た名な部べ宗そう司じ
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田た名な部べ宗そう司じ

真夏にお目見えするつもりが、越年して真冬に……。ＵＦＯに拉致されたと告白しても、信じて頂けませんよね？

[image: ]




椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛する関西人。現在、「月刊少年シリウス」（講談社）にて『銃姫　PhantomPain』（高殿円原作）を連載中。









[image: ]電撃文庫





幕ばく末まつ魔ま法ほう士しII




-大おお坂さか鬼き譚たん-








田た名な部べ宗そう司じ





発　行　　　　2014年4月10日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2011 SOUJI TANABE





※2011年2月10日発行の電撃文庫『幕末魔法士II -大坂鬼譚-』初版に基づき制作











[image: ]




item/image/t287.jpg
R \,mm%a






item/image/cover.jpg





item/image/p156.jpg





item/image/p111.jpg





item/image/p317.jpg





item/image/p437.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p471.jpg





item/image/t351.jpg
W EEIERE






item/image/p271.jpg





item/image/hyou4.jpg





item/image/p385.jpg





item/image/t467.jpg





item/image/t149.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序章　鬼化生



		第一章　洋鬼



		第二章　隠れ鬼



		第三章　鬼襲



		第四章　悪鬼羅刹



		余章　人鬼の謀



		終章　小鬼



		あとがき



		奥付











item/image/t025.jpg





item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg
\\
fald

.
{
|

1P 5
asar BAEE

Lija

Ll ——

4





item/image/k004.jpg





item/image/k003.jpg
0Q

")‘.ku"" ;






item/image/photo.jpg





item/image/t013.jpg





item/image/p010.jpg
7=

[l LES]
3 (H2DH [ZIE=
FDBERIL: . IR D EM 1K
BSHBEIRYUCTRY g R
DOz AEOWE RAL TS,

/MR

iz*’)b_g_a')]
i Lo ’\k’lihlllld)ﬁll

w7 L

H’ab‘f‘:ﬁﬁ/vl
A MR D WL H3
BEALL DIfSER 1 5 & 3
CHRTBNATIHANE LS,

{EPHEI ‘AUEJ
[B&lZ5L]
TR 0, W 2
EBORAF L KOWEZ B,
L BP LY PRI AP
FOZLICRDBDIED

(G302

SRR [ J R e
LCLE ek D& % iR
T LT 5,

T8 IH 22

[ELRTABA]

T UREE R WD b B WIJT I
DAL LIRS,
BREREOERIETFLL TS,

4

PR

=3

[PEEhES]

AEORRAN, LRk OBE k%
% AMLH O IHETRIFTHO

SR AR ES T,

NN

[PEEHHVEV]
T A
Iﬁ11~0)1&*

liran ~I2 ==
NI=|

TR

RS 5. %

PHRICRBETEM LB A S

[&z]
Wb KaeY) DY 2L IS
HAYL. Z Dk > T /N
KOWEKHITETHEO TS,

\ N
AT
[KEVvEYy]
IR I BN 27 /S i
LS ROEFDI=DICT LMY
EETOEHLZHICIRABSH
filpefigebh T,

PN S
[LyEES5E)
KBE A+ > —F Vb O THI
DEN MBS LY HEL % B
LNTHY. PHifIcZhEMERL
THHBIEATHEICL TS,






item/image/t009.jpg
w AR Bk I I
B

M8 53w]
4520 BN B





item/image/p046.jpg





item/image/p484.jpg
@
[t

(=

Sashis | 1EseTRY Thatd, Fpst U5
TP 2GR e 9B ohx L~ e BRAE T R
S ARWECEY .

Aoty S PN TE— 5K KHR2
VFUE LS RO Bk TSR iR R Ch 4 2
P Fat Font 3 XN R - R L5 e, I AT
mslésﬁ RAEY 2 B RRAR © T < aXDT L Rek ikt
RS AR GO Tohs R (B |
Fot (B R R — ), BT
S ER (02 ) &

€332 A olfie £IBCEB) 18 Rt iR acre
2L ZES B REECEIT: 0 R ron3 HoR 4~ 1 o
MooV RIR IR E RUSETAANTL I DB ki H e
FBRS G BIG R T TD e T AR
o Ftru i P F e~

PACSUES S v YDz oy 31
2ol | FAQERET





item/image/t447.jpg
- mw

=

G

o





item/image/p125.jpg





